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会
科

歴
史

この教科書は，これからの日本を担う皆さんへの期待をこめ，税金によって無償で支給されています。
大切に使いましょう。

社会科

中学生の歴史

・特別支援教育やユニバーサルデザイン（UD）の観点
から，色覚特性に配慮した色づかいとなるよう工夫
しています。また，見やすく読みまちがえにくいユ
ニバーサルデザインフォントを採用しています。

・軽くて耐久性に優れた再生紙を使用し，ライスイン
キで印刷しています。

●この教科書の編集に当たっては，以下のような工夫・
　配慮をしています。

歴
史
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の
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中学校 社会科
Webも
ご覧ください

本資料は，
一般社団法人教科書協会
「教科書発行者行動規範」に
則っております。

令和３年度版

内容解説資料

日本の歴史を
さまざまな視点から
考えられる教科書

中学校 社会科Webのご案内
帝国書院の新しい教科書の情報が詰まった

帝国書院 検索

⃝内容解説資料（PDF/電子ブック）
⃝編修趣意書（PDF）
⃝検討の観点から見た内容の特色（PDF/Excel）
⃝５大特色の紹介
⃝二次元コードの内容紹介
� など

令和３年度版

教科書のご案内　
おもな内容

⃝教師用指導書のご案内（PDF）
⃝年間指導計画作成資料（Excel）
⃝新学習指導要領関連資料
⃝学習評価に関する資料
⃝特別支援教育対応地図帳
� など

サポート体制のご案内　
おもな内容

⃝Web体験版
⃝特色紹介（動画）
⃝デジタル教科書・�
教材パンフレット（PDF）

⃝ラインナップ紹介
⃝動作環境� など

デジタル教科書・
教材のご案内　
おもな内容

※左の二次元コードのほか，弊社ホームページならびに
下記URLからもご覧いただけます。

※上記内容は掲載される時期が異なる場合があります。また，一部内容が変わる場合があります。　
※本資料に掲載している教科書紙面は，見本本と一部内容が異なる場合があります。

https://www.teikokushoin.co.jp/jhs2020/index.html

〒101-0051　
東京都千代田区神田神保町3-29
TEL　03-3262-0831
URL　https://www.teikokushoin.co.jp/

本資料は，環境にやさしい再生紙・植物油インキを使用しています。
また，カラーバリアフリーを含む，ユニバーサルデザインに配慮しています。
本書の無断転載・複製を禁じます。

令和３年度版 内容解説資料 部分サンプル

中学校 社会科Webは 
こちら



高度経
け い

済
ざ い

成長期を眺
な が

めてみよう
（1960～70年ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ

■ウ

■エ

■カ

タイムトラベル⑫タイムトラベル⑫ ◀ 第二次世界大戦期 p.242〜243

①，テレビの電波を受信するアンテナを取り付けています。�（　　）
②，女

じょ

性
せい

の候
こう

補
ほ

者が選挙活動を行っています。� （　　）
③，団

だん

地
ち

のベランダで，女性が布団を干
ほ

しています。� （　　）

④，中学校の制
せい

服
ふく

を着た少年たちが，工場の前に並
なら

んでいます。�（　　）
⑤，工場の煙

えん

突
とつ

から，大量の煙
けむり

が吐
は

き出されています。�（　　）
⑥，高

こう

架
か

線路を，先が丸く作られた新
しん

幹
かん

線
せん

が走っています。�（　　）
ヒント　①→p.276　②→p.260　③→p.276　④→p.270　⑤→p.271　⑥→p.270
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D E F

■オ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　第二次世界大戦期と比べると，どのような点が変化し，
どのような共通点があるでしょうか。例えば，場面■オの
ように交通機関に注目して,違いを確認してみよう。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

平
へい

成
せい

時代昭
しょう

和
わ

時代
1972
沖縄が
日本に
復
ふっ

帰
き

する

1973
石油危

き

機
き

が
起こる

1986
バブル経済が
始まる
（〜90）

1951
サンフランシスコ
平和条約，
日
にち

米
べい

安全保
ほ

障
しょう

条
じょう

約
やく

が
結ばれる

1964
東京オリンピック・
パラリンピックが
開かれる
○高度経

けい

済
ざい

成長が始まる

1946
日本国憲

けん

法
ぽう

が
公布される

1989
元
げん

号
ごう

が平成と
定められる

2011
東日本大

だい

震
しん

災
さい

が
起こる

2019
新元号が
定められる

　日本で，初めてオリンピックが開かれるころの現
げん

代
だい

です。太平洋戦争が終わってからの時代を，戦後とも
いいます。ここは東

とう

海
かい

地方のある都市です。戦争から
の復
ふっ

興
こう

が，かなり進んでいるようです。

257
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為政者のみならず，さまざま  な人々が
　　つくりあげてきた歴史を， 生き生きと描いた教科書

人々のたくま　しい姿が見える，時代の息吹が聞こえる
p.256-257 タイムトラベル⑫　高度経済成長期を眺めてみよう（1960～70年ごろのある場面）【原寸大】

21



平
へ い

安
あ ん

時代を眺
な が

めてみよう
（11〜12世

せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ
■ウ

タイムトラベル④タイムトラベル④ ◀ 奈良時代 p.34〜35

鎌倉時代 p.58〜59 ▶
かまくら

①，碁
ご

盤
ばん

の目のように道が通っています。� （　　）
②，大きな屋

や

敷
しき

で，貴
き

族
ぞく

たちが春の行事を行っています。� （　　）
③，僧

そう

侶
りょ

が，通りで人々に仏
ほとけ

の教えを説いています。� （　　）

④，お供
とも

の人を伴
ともな

った車が牛に引かれています。　� （　　）
⑤，家の棚

たな

で食材や日用品が並
なら

んで売られています。� （　　）
⑥，農民が，貴族の屋敷に品物を納

おさ

めています。� （　　）
ヒント　①→p.52　②→p.53　③→p.55　④→p.53　⑤→p.52　⑥→p.50

48
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D E F

■オ

■エ

■カ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　奈良時代と比べると，どのような点が変化し，どのよ
うな共通点があるでしょうか。例えば，場面■カのよう
に人々の服装に注目して，違いを確認してみよう。

　私
わたし

たちは平
へい

安
あん

時代といわれる時代に来ています。
ここは，京都の大きな都

みやこ

です。通りで区切られた区
画には都に住む人々の家が並

なら

び，大きな屋
や

敷
しき

には貴
き

族
ぞく

たちが集まっているようです。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

平
へい

安
あん

時代
1016
藤原道長が
摂
せっ

政
しょう

となる

○藤
ふじ

原
わら

氏
し

による
政
せい

治
じ

が始まる
794　
平
へい

安
あん

京
きょう

に都
みやこ

を移
うつ

す
1001ごろ
清少納言が
『枕

まくらの

草
そう

子
し

』を書く

1008ごろ
紫式部が
『源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

』を書く

6　藤
ふじ
原
わらの
道
みち
長
なが

36　清
せい
少
しょう
納
な
言
ごん

1 6　紫
むらさき
式
しき
部
ぶ

2

49
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※本資料に掲載している教科書紙面は，見本本と一部内容が異なる場合があります。

帝国書院 編集部

中学校での歴史的分野の学習は，考える歴史，謎を解く歴史です。なぜそのよ
うな事件が起こったのか？どうしてそんな結末になったのか？多くの疑問をも
ち，よく調べ，じっくりと考える必要があります。
この教科書では，時代をイメージできるイラストを用意し，為政者から庶民に
いたるまでの『歴史をつくってきた人々の姿』がよくわかるようにしています。
また，資料を充実させ，さまざまな人の立場や，世界のなかでの日本の歴史など，
出来事の起こった背景を掘り下げやすいようにしています。
歴史の舞台に立って，人々が置かれた多様な状況や願いへの理解を深めていけ
ば，現代の社会についても，多様性をふまえた発展や成長を考えていけるように
なるでしょう。この教科書が，中学生の皆さんにとって，未来を考えていける教
科書になることを願っています。

p.48-49 タイムトラベル④　平安時代を眺めてみよう（11～12世紀ごろのある場面）

『社会科 中学生の歴史』に込めた想い
多様な人々の歴史から未来を考えていける教科書をめざして

本資料のもくじ

文化史―伝統文化への関心を高める大迫力の資料
文化史―文化が生まれた社会的背景がわかる本文
地域史―中央の歴史だけでなく地域史を重視
地域史―琉球とアイヌの人々の歴史を重視
歴史の理解を深めるさまざまな視点

15
17
19
21
23

特色 ❷ 多面的・多角的に日本の歴史を捉える視点 15

日本と世界の歴史の関わりが一望できるイラスト世界地図
日本と世界の歴史の関わりがよくわかる本文

33
35

特色 ❹ 日本の歴史がよりよくわかる世界の歴史 33

知識の習得を助ける工夫
技能の習得を助ける工夫

37
39

特色 ❺ 知識・技能を確実に習得する工夫 37

共通の特色／サポート／特色一覧

『社会科中学生の
歴史』の特色一覧

51
53

57
58

①教育基本法との対応
②検討の観点から見た内容の特色

『社会科 中学生の歴史』の全体構成（もくじ）
著作者を代表して／本書の著作関係者

47
49

①デジタル教科書・教材
②教師用指導書・指導者専用サイト・定期刊行冊子など

教科書指導の
サポート

41
43
45

　 ①3分野の関連を図った10のポイント
　 ②二次元コード コンテンツ
　 ③特別支援教育・インクルーシブ教育への配慮

社会科３分野
共通の特色

見通し・振り返り学習がしやすい構造　①章・節の構造
見通し・振り返り学習がしやすい構造　②見開きの構造
見通し・振り返り学習がしやすい構造　③「章の学習を振り返ろう」
異なる意見や立場から歴史を考察する特設ページ

25
27
29
31

特色 ❸ 深い学びにつながる「問い」 25

時代をイメージできるイラスト
本文との関連

「歴史的な見方・考え方」を働かせて特色がつかめる
掲載ページ一覧

5
9
11
13

特色 ❶ 時代の特色をつかめるタイムトラベル 5

特
色 

❶

特
色 

❷

特
色 

❸

特
色 

❹

特
色 

❺

サ
ポ
ー
ト

特
色
一
覧

共
通
の
特
色

43



室
む ろ

町
ま ち

時代を眺
な が

めてみよう
（15世

せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみましょう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ

■ウ

タイムトラベル⑥タイムトラベル⑥ ◀ 鎌倉時代 p.58〜59

安土桃山時代p.102〜103 ▶ 

かまくら

あ づちももやま

①，町の入り口で，多くの人々が集
しゅう

団
だん

で訴
うった

えを起こしています。�(　　)
②，町の代表者が，お茶を飲みながら話し合いをしています。�(　　)
③，馬が，荷物を背

せ

に乗せて運んでいます。� (　　)

④，貨
か

幣
へい

を使って，買い物をしています。� (　　)
⑤，中国へ向かう大きな船が，港に停

てい

泊
はく

しています。� (　　)
⑥，牛の力を使って，農作業を行っています。� (　　)

ヒント　①→p.84　②→p.85　③→p.83　④→p.83　⑤→p.76　⑥→p.82

80
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小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

戦
せん

国
ごく

時代室
むろまち

町時代南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代
○雪舟が
水
すい

墨
ぼく

画
が

で
活
かつ

躍
やく

する

○足利義満が
金
きん

閣
かく

を造
つく

らせ
る

○足利義政が
銀
ぎん

閣
かく

を造らせ
る

1467　
応
おう

仁
にん

の乱が
起こる
（〜77）

1338
足利尊氏が
征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる

○一
いっ

揆
き

が
盛
さか

んに起
こる

D E F

6　足
あし
利
かが
尊
たか
氏
うじ

1 6　足
あし
利
かが
義
よし
満
みつ

2 6　足
あし
利
かが
義
よし
政
まさ

3 6　雪
せっ
舟
しゅう

4

■オ

■エ

■カ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　鎌倉時代と比べると，どのような点が変化し，どのよ
うな共通点があるでしょうか。例えば，場面■オのよう
に武器を持っている人々に注目して，確認してみよう。

　室
むろ

町
まち

時代といわれる時代にやってきました。ここ
は大阪湾

わん

に面するある港町です。交
こう

易
えき

が盛
さか

んな都市
のためか、各地からやってきた人々がさまざまなや
りとりをしています。

81
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その時代の社会の様子を，絵画や写真，遺構などの
歴史的資料に基づいて描いた「タイムトラベル」を設けています。
イラストで時代のイメージを視覚的に捉えることができます。

時代をイメージできるイラスト
時代の特色をつかめるタイムトラベル❶

特色

原寸大

65



室
む ろ

町
ま ち

時代を眺
な が

めてみよう
（15世

せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみましょう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ

■ウ

タイムトラベル⑥タイムトラベル⑥ ◀ 鎌倉時代 p.58〜59

安土桃山時代p.102〜103 ▶ 

かまくら

あ づちももやま

①，町の入り口で，多くの人々が集
しゅう

団
だん

で訴
うった

えを起こしています。�(　　)
②，町の代表者が，お茶を飲みながら話し合いをしています。�(　　)
③，馬が，荷物を背

せ

に乗せて運んでいます。� (　　)

④，貨
か

幣
へい

を使って，買い物をしています。� (　　)
⑤，中国へ向かう大きな船が，港に停

てい

泊
はく

しています。� (　　)
⑥，牛の力を使って，農作業を行っています。� (　　)

ヒント　①→p.84　②→p.85　③→p.83　④→p.83　⑤→p.76　⑥→p.82

80
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小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

戦
せん

国
ごく

時代室
むろまち

町時代南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代
○雪舟が
水
すい

墨
ぼく

画
が

で
活
かつ

躍
やく

する

○足利義満が
金
きん

閣
かく

を造
つく

らせ
る

○足利義政が
銀
ぎん

閣
かく

を造らせ
る

1467　
応
おう

仁
にん

の乱が
起こる
（〜77）

1338
足利尊氏が
征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる

○一
いっ

揆
き

が
盛
さか

んに起
こる

D E F

6　足
あし
利
かが
尊
たか
氏
うじ

1 6　足
あし
利
かが
義
よし
満
みつ

2 6　足
あし
利
かが
義
よし
政
まさ

3 6　雪
せっ
舟
しゅう

4

■オ

■エ

■カ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　鎌倉時代と比べると，どのような点が変化し，どのよ
うな共通点があるでしょうか。例えば，場面■オのよう
に武器を持っている人々に注目して，確認してみよう。

　室
むろ

町
まち

時代といわれる時代にやってきました。ここ
は大阪湾

わん

に面するある港町です。交
こう

易
えき

が盛
さか

んな都市
のためか、各地からやってきた人々がさまざまなや
りとりをしています。
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時代をイメージできるイラスト
時代の特色をつかめるタイムトラベル❶

特色

▶年表で小学校の学習を振り返
ることで，スムーズに時代の
学習に入ることができます。

「小学校で学んだ
主な出来事」

▶時代を概観するとともに，
イラストの着眼点やポイン
トを示しています。

時代を概観する解説

▶前の時代との違いに気付
くことで，時代の特色を
考えることができます。

「前の時代と比べて
特色を考えよう」

▶その時代の特色を表す重要な場面を探す作業を提示しています。
▶場面を焦点化することで，時代の特色をつかむ問いの設定につな
げることができます。

「次の場面を探してみよう！」

▶地図帳のさくいん記号のよ
うに，記号を使って位置を
確認できます。

「さくいんグリッド」

「前の時代と比べて特色を
考えよう」の活用について
は本資料p.11-12

p.80-81

特
色 

❶

87



江
え

戸
ど

時代を眺
な が

めてみよう
（17〜18世

せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ

タイムトラベル⑧タイムトラベル⑧ ◀ 安土桃山時代 p.102〜103

明治時代 p.168〜169 ▶

あ づちももやま

めい じ

①，江戸から領
りょう

地
ち

へ戻
もど

る武
ぶ

士
し

の一
いっ

行
こう

が，街
かい

道
どう

を歩いています。�(　　)
②，百

ひゃく

姓
しょう

たちが決められた量の米を，俵
たわら

に詰
つ

めています。� (　　)
③，さまざまな工

く

夫
ふう

された農具を使って，稲
いね

を脱
だっ

穀
こく

しています。�(　　)

④，海岸の近くに，綿
めん

花
か

の畑が広がっています。� (　　)
⑤，百姓がお金

かね

を払
はら

って，新しいくわを買っています。� (　　)
⑥，旅人が手にした案内書を見せて，道を聞いています。�(　　)

ヒント　①→p.113，128　②→p.124　③→p.126　④→p.127，135　⑤→p.126，135　⑥→p.140
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D E F

■ウ

■オ

■エ

■カ

　安土桃山時代と比べると，どのような点が変化し，どの
ような共通点があるでしょうか。例えば，場面■ウのように
人々が作っているものに注目して，違

ちが

いを確
かく

認
にん

してみよう。

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう　私

わたし

たちは，江
え

戸
ど

時代とよばれる長く続いた時代に
来ています。ここは，西日本の，ある街

かい

道
どう

沿いの農
村です。街道にはさまざまな人々が行き交

か

い，一方
で百

ひゃく

姓
しょう

の暮
く

らしぶりもうかがえます。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

江
え

戸
ど

時代
1774
杉田玄白らが
『解

かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』を
出す

1641
鎖
さ

国
こく

が
完成する

1637
島
しま

原
ばら

・天
あま

草
くさ

一
いっ

揆
き

（〜38）

1635
参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

の
制
せい

度
ど

が
定められる

1603
徳川家康が
征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる

1821
伊能忠敬の
日本地図が
完成する

6　徳川家
いえ
光
みつ

2 6　杉
すぎ
田
た
玄
げん
白
ぱく

36　徳
とく
川
がわ
家
いえ
康
やす

1 6　伊
い
能
のう
忠
ただ
敬
たか

4

123
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文化

小学校●地理●公民との関連 歌川（安藤）広重（小），本居宣長（小），杉田玄白（小），『解体新書』（小），伊能忠敬（小），寺子屋（小）

5

10

15

を描
えが

いた喜
き

多
た

川
がわ

歌
うた

麿
まろ

らが活
かつ

躍
やく

しました。町
ちょう

人
にん

だけでなく，生
せい

活
かつ

にゆ
とりが生

う

まれた百
ひゃく

姓
しょう

も寺
じ

社
しゃ

参
さん

詣
けい

などの旅
たび

に出
で

かけるようになり，葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

や歌
うた

川
がわ

（安
あん

藤
どう

）広
ひろ

重
しげ

は街
かい

道
どう

などの風
ふう

景
けい

画
が

を描
えが

いて人
ひと

々
びと

の旅
たび

心
ごころ

を
かきたてました。また，本

ほん

も数
かず

多
おお

く印
いん

刷
さつ

され始
はじ

め，旅
たび

先
さき

での出
で

来
き

事
ごと

や名
めい

所
しょ

を描
えが

いた十
じっ

返
ぺん

舎
しゃ

一
いっ

九
く

の『東
とう

海
かい

道
どう

中
ちゅう

膝
ひざ

栗
くり

毛
げ

』は，旅
たび

の案
あん

内
ない

書
しょ

とし
て評

ひょう

判
ばん

となりました。曲
きょく

亭
てい

（滝
たき

沢
ざわ

）馬
ば

琴
きん

の『南
なん

総
そう

里
さと

見
み

八
はっ

犬
けん

伝
でん

』などの長
ちょう

編
へん

小
しょう

説
せつ

も多
おお

くの人
ひと

々
びと

に読
よ

まれました。こうした印
いん

刷
さつ

物
ぶつ

や旅
たび

先
さき

での
人
ひと

々
びと

の交
こう

流
りゅう

によって，江
え

戸
ど

の文
ぶん

化
か

は地
ち

方
ほう

にも伝
つた

わっていきました。
　　武

ぶ

士
し

の学
がく

問
もん

として儒
じゅ

学
がく

が奨
しょう

励
れい

されていましたが，

しだいに仏
ぶっ

教
きょう

や儒
じゅ

教
きょう

が伝
つた

わる前
まえ

の日
にっ

本
ぽん

古
こ

来
らい

の精
せい

神
しん

に
学
まな

ぼうとする国
こく

学
がく

がおこり，本
もと

居
おり

宣
のり

長
なが

が『古
こ

事
じ

記
き

伝
でん

』を書
か

いて国
こく

学
がく

を
大
たい

成
せい

させました。国
こく

学
がく

は当
とう

時
じ

の社
しゃ

会
かい

を批
ひ

判
はん

する考
かんが

えや天
てん

皇
のう

を尊
とうと

ぶ考
かんが

え（尊
そん

王
のう

）に結
むす

び付
つ

き，幕
ばく

末
まつ

の尊
そん

王
のう

攘
じょう

夷
い

運
うん

動
どう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えました。
　一

いっ

方
ぽう

，徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

が洋
よう

書
しょ

関
かん

連
れん

の輸
ゆ

入
にゅう

禁
きん

止
し

を緩
ゆる

めたことで，西
せい

洋
よう

の学
がく

問
もん

を研
けん

究
きゅう

する蘭
らん

学
がく

が盛
さか

んになりました。江
え

戸
ど

では医
い

師
し

の杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

や
前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

らがオランダ語
ご

の人
じん

体
たい

解
かい

剖
ぼう

書
しょ

を翻
ほん

訳
やく

して『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』を出
しゅっ

版
ぱん

し，平
ひら

賀
が

源
げん

内
ない

は日
にっ

本
ぽん

で初
はじ

めて発
はつ

電
でん

機
き

や寒
かん

暖
だん

計
けい

を作
つく

りました。上
かみ

方
がた

の

→p.135
どうど ひ

→p.122C2

8 79

3

→p.123オ

国
こくこく

学
がくがく

と蘭
らん

学
がく

→p.125
まえええ

→p.165
いよう

→p.134
んんがく

→p.135

11

12

8 解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

と前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

は，人体解
かい

剖
ぼう

の見学の際
さい

，オランダの医学書と見
み

比
くら

べ，そ
の正
せい

確
かく

さに驚
おどろ

き翻
ほん

訳
やく

を決意しました。見学のと
き，優

すぐ

れた技
ぎ

術
じゅつ

と知
ち

識
しき

で彼らに解剖の説明をし
たのは，差別された身分の人でした。当時の医
学はこうした人々にも支

ささ

えられていました。〈兵
庫県 神戸市立博物館蔵〉

12

4 杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

（1733～
1817）〈東京都 早稲田大
学図書館蔵〉

11

4
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

が描
えが

いた風景画 北斎
は，大

だい

胆
たん

な構
こう

図
ず

と
色使いで，さまざ
まな富

ふ

士
じ

山
さん

の姿
すがた

を
描きました。〈『富嶽
三十六景 神奈川沖浪
裏』 静岡県 MOA美術
館蔵〉

8

世界に驚
おどろ

きを与
あた

えた浮
うき

世
よ

絵
え

　江戸の一
いっ
般
ぱん
の人々やその生活風景を題材として，多

た
色
しょく
刷
ず
りで

印刷された浮世絵の描
えが
く世界は，当時のヨーロッパでは例のない

ものでした。さらに，日本の浮世絵の大
だい
胆
たん
な構

こう
図
ず
やコントラスト

をはっきりとさせるような色使いは，ゴッホやモネなどのヨーロッ
パの絵画にも大きな影

えい
響
きょう
を与え，「ジャポニスム」とよばれました。

歴史
プラス

8 歌
うた

川
がわ

（安
あん

藤
どう

）広
ひろ

重
しげ

が描
えが

いた
浮世絵〈東京国立博物館蔵〉
9 8 ゴッホが描

えが

いた油絵〈オ
ランダ ゴッホ美術館蔵〉
10

8 伊
い

勢
せ

参
まい

り　庶
しょ

民
みん

の旅行は原
げん

則
そく

禁
きん

止
し

されていましたが，寺社への参
さん

詣
けい

と
いう形で旅をすることができました。伊

い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

は一生に一度は行きたい庶民
の憧

あこが

れでした。〈歌川（安藤）広重作 『伊勢神宮 宮川の渡し』 神奈川県立歴史博物館蔵〉
　　　　どんな人々が参

さん

詣
けい

に来ているだろうか。

7

資料活用

伊勢神宮

「
お
か
げ
ま
い
り
」
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政治

小学校●地理●公民との関連

　　幕
ばく

府
ふ

は，社
しゃ

会
かい

の安
あん

定
てい

化
か

を図
はか

るため，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

のとき
に行

おこな

われた兵
へい

農
のう

分
ぶん

離
り

をさらに進
すす

め，17～18世
せい

紀
き

にか
けて，武

ぶ

士
し

と百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

の身
み

分
ぶん

を区
く

別
べつ

するしくみを固
かた

めていきまし
た。この過

か

程
てい

で，百
ひゃく

姓
しょう

や町
ちょう

人
にん

に組
く

み入
い

れられなかった一
いち

部
ぶ

の人
ひと

々
びと

は，
差
さ

別
べつ

されることになりました。

この身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

で，政
せい

治
じ

を行
おこな

う支
し

配
はい

者
しゃ

の身
み

分
ぶん

とされた武
ぶ

士
し

は，主
しゅ

君
くん

に仕
つか

え，軍
ぐん

事
じ

や行
ぎょう

政
せい

に関
かか

わる義
ぎ

務
む

を負
お

いました。一
いっ

方
ぽう

で，名
みょう

字
じ

（姓
せい

）を名
な

乗
の

ることや，刀
かたな

を差
さ

すこと（帯
たて

刀
わき

）などの特
とっ

権
けん

を持
も

ちました。
武
ぶ

士
し

は幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

の役
やく

職
しょく

に就
つ

いて，幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

から石
こく

高
だか

に応
おう

じて，領
りょう

地
ち

や米
こめ

が支
し

給
きゅう

されました。
　　全

ぜん

人
じん

口
こう

の80%以
い

上
じょう

を占
し

めたのは百
ひゃく

姓
しょう

で，大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は村
むら

に住
す

み農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

む農
のう

民
みん

であり，自
じ

給
きゅう

自
じ

足
そく

に近
ちか

い
生
せい

活
かつ

をしていました。農
のう

民
みん

は，農
のう

地
ち

を持
も

ち年
ねん

貢
ぐ

を納
おさ

める本
ほん

百
びゃく

姓
しょう

と，
農
のう

地
ち

を持
も

たない水
みず

呑
のみ

百
びゃく

姓
しょう

などに分
わ

かれていました。村
むら

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

は，
名
な

主
ぬし

（庄
しょう

屋
や

）・組
くみ

頭
がしら

・百
ひゃく

姓
しょう

代
だい

など村
むら

方
かた

三
さん

役
やく

という役
やく

目
め

に就
つ

き，村
むら

の自
じ

治
ち

に当
あ

たりました。農
のう

民
みん

に課
か

せられた主
おも

な税
ぜい

は，収
しゅう

穫
かく

した米
こめ

の40
～50%の年

ねん

貢
ぐ

でした。年
ねん

貢
ぐ

は藩
はん

や幕
ばく

府
ふ

に納
おさ

められ，武
ぶ

士
し

の生
せい

活
かつ

を

身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

と
武
ぶ

士
し

→p.106
くくく

→p.106

3

1

→p.123F2

→p.106

百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

2

1

→p.123F2

1 →p.123カ

学習
課題 江

え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

とは，どのようなしくみなのだろうか。身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

での
暮
く

らし1

5

10

15

身分制（小），武士（小），百姓（小），町人（小）

1 収
しゅう

穫
かく

した米の40%を年
ねん

貢
ぐ

として納
おさ

めさせ
る場合を四

し

公
こう

六
ろく

民
みん

，50％の場合を五
ご

公
こう

五
ご

民
みん

と
いいます。
2 孔

こう

子
し

（→p.18）の思想を学び，発展させた
学問を儒

じゅ

学
がく

といいます。江
え

戸
ど

時代には，朱
しゅ

子
し

学
がく

の林
はやし

羅
ら

山
ざん

や陽
よう

明
めい

学
がく

の中
なか

江
え

藤
とう

樹
じゅ

など，多くの儒学
者によって儒学のさまざまな教えや考えが人々
に広がり，日本独

どく

自
じ

の儒学が形成されていきま
した。
3 商人の奉

ほう

公
こう

人
にん

や職
しょく

人
にん

の弟
で

子
し

は，主人の家で
住み込

こ

みをしながら技
ぎ

術
じゅつ

を身に付けていきまし
た。10歳

さい

前後を丁
でっ

稚
ち

といい，雑
ざつ

用
よう

や手伝いを
して仕事を覚え，その過

か

程
てい

で「読み・書き・そ
ろばん」の力も養われていきました。

8 年年年
ねんね

貢貢貢貢
ぐ

を納を納を納
おささ

める様子める様子子める様子 蔵蔵蔵
くらら

に運ばれてきた年貢米を，俵に運ばれててきた年貢米を 俵に運ばれてきた年貢米を 俵
たわらら

の中からすべて出して，年貢米の量をの中からすべて出して，年年貢米の量をの中からすべて出して 年貢米の量を
四角の升四角の升四角の升

ますすます

で量り直しているところです。で量り直してているところですすで量り直しているところです 〈円山応挙作『七難七福図巻』 京都府 相国寺蔵〉円山応挙作 七難七福図巻 京都府 相国寺蔵〈円山応挙作『七難七福図巻』京都府 相国寺蔵〉
1

百　姓
約84％

ひゃく しょう

武士

約
7
約
6

ぶ　し

公家・神官・僧侶 約1.4
く　げ しんかん そう りょ

差別された人々  約1.6

町人
ちょうにんそう

総人口 約3200万人

82江
え

戸
ど

時代の身分別人口構
こう

成
せい

（幕
ばく

末
まつ

の推
すい

定
てい

値
ち

）
〈関山直太郎 『近世日本の人口構造』〉

左にいる二人の
武士は，何をして
いるのかな。

4第 節 天
て んて ん

下
かか

泰
た い

平
へ い

の世
よよ

の中
な かな か

江
え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の社
しゃしゃ

会
かいかい

は，どのような社
しゃしゃ

会
かいかい

だったのだろうか。
第4節の問い
p.124~133
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10

15

　　幕
ばく

府
ふ

は，18世
せい

紀
き

初
はじ

めごろまでに交
こう

通
つう

の整
せい

備
び

を固
かた

めました。陸
りく

上
じょう

交
こう

通
つう

では，大
だい

名
みょう

が参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

をするこ
となどから，江

え

戸
ど

の日
に

本
ほん

橋
ばし

を起
き

点
てん

に五
ご

街
かい

道
どう

が定
さだ

められ，街
かい

道
どう

の途
と

中
ちゅう

には宿
しゅく

場
ば

が置
お

かれました。地
ち

方
ほう

の街
かい

道
どう

もしだいに整
せい

備
び

され，飛
ひ

脚
きゃく

に
よる通

つう

信
しん

も発
はっ

達
たつ

し，宿
しゅく

場
ば

町
まち

や門
もん

前
ぜん

町
まち

も発
はっ

達
たつ

しました。
　水

すい

上
じょう

交
こう

通
つう

では，全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

で河
か

川
せん

の改
かい

修
しゅう

が行
おこな

われ，航
こう

路
ろ

や港
みなと

町
まち

も整
せい

備
び

されました。東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

の米
こめ

などを，日
に

本
ほん

海
かい

沿
えん

岸
がん

・瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

を回
まわ

っ
て大

おお

阪
さか

へ運
はこ

ぶ西
にし

廻
まわ

り航
こう

路
ろ

，太
たい

平
へい

洋
よう

沿
えん

岸
がん

を回
まわ

って江
え

戸
ど

へ運
はこ

ぶ東
ひがし

廻
まわ

り航
こう

路
ろ

が開
ひら

かれました。また，日
にち

用
よう

品
ひん

が不
ふ

足
そく

していた江
え

戸
ど

へは，大
おお

阪
さか

か
ら菱

ひ

垣
がき

廻
かい

船
せん

や樽
たる

廻
かい

船
せん

で，菜
な

種
たね

油
あぶら

・木
も

綿
めん

・しょうゆ・酒
さけ

などの品
しな

々
じな

が
運
はこ

ばれました。大
たい

量
りょう

の物
ぶっ

資
し

を遠
とお

くへ安
やす

く輸
ゆ

送
そう

できることから，船
ふね

で
の輸

ゆ

送
そう

は，ますます盛
さか

んになっていきました。
　　産

さん

業
ぎょう

と交
こう

通
つう

の発
はっ

達
たつ

は，城
じょう

下
か

町
まち

などの各
かく

地
ち

の都
と

市
し

の
成
せい

長
ちょう

を促
うなが

しました。特
とく

に大
おお

きく発
はっ

展
てん

した江
え

戸
ど

・大
おお

阪
さか

・京
きょう

都
と

は，三
さん

都
と

といわれました。
江
え

戸
ど

は「将
しょう

軍
ぐん

のおひざもと」といわれ，政
せい

治
じ

の中
ちゅう

心
しん

でした。江
え

戸
ど

の

交
こうこう

通
つうつう

の整
せい

備
び

→p.113
かい

→p.122イ 3 →p.122C2

2，→p.122B1 →p.122C2

4

→p.130

1

→p.123E1

三
さん

都
と

の発
はっ

展
てん

→p.87

→p.122A1

→p.142

小学校●地理●公民との関連 交通網の発達（地）

学習
課題

交
こうこう

通
つうつう

網
もう

の整
せい

備
びび

は，都
とと

市
しし

や産
さんさん

業
ぎぎょうぎょう

の発
はっはっ

達
たつたつ

にどのような影
えい

響
きょう

を与
あた

えただ
ろうか。各

かくかく

地
ちち

を結
むすむす

ぶ
陸
りくりく

の道
みちみち

・海
うみうみ

の道
みちみち3

8 宿場の様子宿場場の様子宿場の様子 宿場には旅の荷物を持つ人宿場場には旅の荷物を持つ人宿場には旅の荷物を持つ人
や馬が置かれました。や馬がが置かれま たや馬が置かれました。〈『東海道五拾三次 藤枝』東海道五拾三次 藤枝〈『東海道五拾三次 藤枝』
栃木県 那珂川町馬頭広重美術館蔵〉栃木県 那珂川町馬頭広重美術館蔵〉栃木 川 広重美術館蔵〉栃 頭 術 蔵〉

2

地域史
　日光に徳

とく
川
がわ
家
いえ
康
やす
をまつる東照宮が造

つく
られ

ると，跡
あと
を継

つ
いだ将

しょう
軍
ぐん
のほか，大

だい
名
みょう
や一

いっ
般
ぱん

の武
ぶ
士
し
，庶

しょ
民
みん
に至

いた
る多くの人々が参

さん
詣
けい
する

ようになりました。そのため，江
え
戸
ど
と日光

を結ぶ日光道
どう
中
ちゅう
などの街道が整

せい
備
び
されまし

た。また，参詣者の増
ぞう
加
か
に伴

ともな
い，宿を提

てい
供
きょう

する宿場町が出来て，街道が急速に発達し
ていきました。

日
にっ

光
こう

東
とう

照
しょう

宮
ぐう

と街
かい

道
どう

の発達

24日
にっ

光
こう

道
どう

中
ちゅう

の宿場町 明
めい

治
じ

初期に撮
さつ

影
えい

さ
れた写真です。〈国際日本文化研究センター蔵〉

●❸
●❺

●❶●❹
●❷

江差
え さしし

函館
はこだて

前弘弘前弘前弘弘弘弘弘弘弘弘弘前前弘弘前前弘弘前弘弘弘弘前
ろさきろひろひろひろひひ きひひろさき

松前
まつまえ

小木木木
お　ぎ

どどどえ　　

直江津直直直 津津津直
なおおおおお え　つ

山釜山山
プ サン

青森青森青森青青森

盛岡秋田

山形

仙台

石巻石石巻
しのまきいしのしの き

白河白白

若松松新潟新潟新
島島輪島輪輪島輪輪輪輪輪輪輪輪輪島島島輪島輪輪島輪輪輪輪輪輪輪輪輪島輪輪島島輪輪輪島島輪島輪輪輪島福浦浦

京都都都京都京京都
奈良良良良良良奈良良良

和歌山歌和歌山

大島

堺堺堺堺
大阪大阪姫路姫姫路姫 大

鳥取取
松江江江松江

福山福山山広島広島島広

平戸戸戸戸

対馬馬馬

長崎崎崎崎長崎 熊本

鹿児島児島

松松高松松高松高
島島島徳島徳島徳島

高知知知知知高知高知
松山松山

ふくやまま

山田田田

三国三

柴山柴柴山柴山

さかいさかいさかいか

ひめめ じ

やまやま だだだ

おおしま

しばやまばやまば

富山
橋橋橋栗橋橋橋

小仏
こ ぼとけとけとけ

碓氷
うす い

福島

あらあら い

新居居居新新

宮宮宮宮宇都宮宮都宮都宇宇

下田田田

↑
しん

清・オランダ
からの航路

琉球からの →
使節の航路

名古屋名古名古屋名古屋

わわわわわわ ままじまじじままじままじま
ふく ら

やまつやまやままつま ままつやま

みみ くに

隠岐岐岐
お　き

甲府甲甲 江戸江江江戸江戸

くりはししはく

しも  だしし

箱根箱根根箱根箱箱根箱根箱
はこ ねね

日光日

酒田
さか た

佐渡
さ   ど

しらかわらしらか

わかまつつ

ややややう つのみややのつのうう

日日 本本 海海

太太 平平平 洋洋
たいたい へいへい ようよう

銚子
ちょうし

坊津

萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩萩下下関下下下下下関関下下下下下関関関関関関関関関関関関関関関関関関下下下下下下下下関下下関関関関関関関関関関関関関関関関関関下関

多多多多多博多博多博博博多博多多多多多博博博博博博博博多多博博博博博博博博博博博博博博多多多多博博多博博博多多博博博博博多

ものものしもしものののもののももののののししものせきせきせせせせせせせせせきききききききききせき
ぎぎはぎはぎぎぎはははぎはぎぎはぎぎははぎ

かかはかかかかはかははか たたたたたたひら ど

種子島
た ねがしま

つしま

ぼうのつ

八戸八

古宮古古
みや こ

仙沼気仙沼仙沼気気
け ぬませんぬぬま

はちのへ

←朝鮮通信使の
通った航路

ちょうせんつうしん し

りゅうきゅう

朝鮮朝鮮朝鮮
ょうちょうょうせんんせん ふくしま

せんだい

かもりおかかもも

宇

輪

和和
戸戸

いい

石

しば

その他の主な街道
西廻り航路
菱垣廻船・樽廻船の航路

にしまわ　　こう ろ

ひ がきかいせん　　たる

関所
東廻り航路
その他の航路

せきしょ

ひがしまわ

五街道（❶東海道　　❷中山道　　❸日光道中）❹甲州道中　❺奥州道中

ご かいどう とうかいどう　　　　　　なかせんどう　　　　　　にっこうどうちゅう

こうしゅう 　　　　　　　おうしゅう

0 200km

2 江
え

戸
ど

時代の交通3

8 大阪の港のにぎわい大阪阪の港のにぎわい大阪の港のにぎわい〈大阪城天守閣蔵〉大阪城天守閣蔵〉〈大阪城天守閣蔵〉1

船で何を
運んで
いたのかな。
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本文ページの学習 経済
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A.D.
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4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山1717

1818

江江

戸戸

未来に向けて

森林伐
ばっばっ

採
さいさい

と植林環境
　林業の発達や新田開発の進

しん
展
てん
は，森

林の減
げん
少
しょう
という問題を引き起こしまし

た。森林の急
きゅう
激
げき
な伐採が行われた地

ち
域
いき

では，頻
ひん
繁
ぱん
に土

ど
砂
しゃ
災
さい
害
がい
が起こるように

なりました。こうした状
じょう
況
きょう
を受け，幕

ばく

府
ふ
も対

たい
策
さく
に乗り出し，森林資

し
源
げん
を守る

ため，植林を行うようになりました。

歴史
プラス

木
も

綿木木
めん

から広がる諸
しょ

産業諸諸

　加工や染
せん
色
しょく
がしやすい木綿は，江

え
戸
ど
時

代になって各地で作られるようになり，
庶
しょ
民
みん
にまで広がって人々の生活を豊

ゆた
かに

しました。木綿の広がりは，原材料であ
る綿花や，木綿を染

そ
めるための藍

あい
，それ

らの肥
ひ
料
りょう
となる干

ほし
鰯
か
など，木綿の栽

さい
培
ばい
か

ら加工までに関係する多くの産業の活
かっ
性
せい

化と特産化にもつながりました。全国に
広がったそれらの特産物を運ぶため，海
運も活発になりました。これらの特産物
は，農家の新たな収

しゅう
入
にゅう
となりました。

5

10

15

幕
ばく

府
ふ

・大
だい

名
みょう

や農
のうのう

民
みんみん

が米
こめこめ

の生
せいせい

産
さんさん

量
りょうりょう

を増
ふ

やすために行
おこなおこな

ったことを，そ
れぞれ本

ほんほん

文
ぶんぶん

から書
かか

き出
だだ

してみよう。

各
かくかく

地
ちち

で特
とくとく

産
さんさん

物
ぶつぶつ

の生
せいせい

産
さんさん

が盛
さか

んに
なった理

りり

由
ゆうゆう

を，貿
ぼう

易
えき

統
とう

制
せい

と関
かんかん

連
れんれん

づけて説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

安
あん

定
てい

し，需
じゅ

要
よう

が高
たか

まってくると，日
にち

用
よう

品
ひん

の生
せい

産
さん

や加
か

工
こう

を進
すす

める動
うご

き
は各

かく

地
ち

に広
ひろ

がり，それぞれの風
ふう

土
ど

に合
あ

った作
さく

物
もつ

が特
とく

産
さん

物
ぶつ

として生
せい

産
さん

され始
はじ

めました。なかでも，木
も

綿
めん

は庶
しょ

民
みん

の衣
い

料
りょう

の中
ちゅう

心
しん

となり，綿
めん

花
か

の栽
さい

培
ばい

が広
ひろ

がりました。やがて，特
とく

産
さん

物
ぶつ

の一
いち

部
ぶ

が領
りょう

外
がい

へ売
う

られるよ
うになり，その後

ご

の商
しょう

業
ぎょう

発
はっ

達
たつ

の大
おお

きな原
げん

動
どう

力
りょく

となっていきました。
　　漁

ぎょ

業
ぎょう

の技
ぎ

術
じゅつ

も発
はっ

達
たつ

し，海
かい

産
さん

物
ぶつ

も特
とく

産
さん

物
ぶつ

として各
かく

地
ち

で取
と

り引
ひ

きされました。畿
き

内
ない

の先
せん

進
しん

的
てき

な漁
ぎょ

業
ぎょう

技
ぎ

術
じゅつ

が広
ひろ

まり，釣
つ

りによる漁
りょう

だけでなく，改
かい

良
りょう

が進
すす

んだ網
あみ

による漁
りょう

が
各
かく

地
ち

で行
おこな

われました。また，九
く

十
じゅう

九
く

里
り

浜
はま

（千
ち

葉
ば

県
けん

）で取
と

れたいわしは，
干
ほし

鰯
か

に加
か

工
こう

され，肥
ひ

料
りょう

として木
も

綿
めん

の栽
さい

培
ばい

地
ち

を中
ちゅう

心
しん

に各
かく

地
ち

に売
う

られまし
た。紀

き

伊
い

（和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

）や土
と

佐
さ

（高
こう

知
ち

県
けん

）では捕
ほ

鯨
げい

やかつお漁
りょう

が行
おこな

われ，
塩
しお

も赤
あこ

穂
う

（兵
ひょう

庫
ご

県
けん

）など瀬
せ

戸
と

内
うち

で大
だい

規
き

模
ぼ

に生
せい

産
さん

されました。
鉱
こう

業
ぎょう

では，採
さい

掘
くつ

や精
せい

錬
れん

技
ぎ

術
じゅつ

が進
しん

歩
ぽ

したことで，佐
さ

渡
ど

金
きん

山
ざん

（新
にい

潟
がた

県
けん

）・石
いわ

見
み

銀
ぎん

山
ざん

（島
しま

根
ね

県
けん

）・生
いく

野
の

銀
ぎん

山
ざん

（兵
ひょう

庫
ご

県
けん

）などで開
かい

発
はつ

が進
すす

みまし
た。産

さん

出
しゅつ

された金
きん

銀
ぎん

などは幕
ばく

府
ふ

の収
しゅう

入
にゅう

となり，そこから貨
か

幣
へい

が作
つく

ら
れ，また重

じゅう

要
よう

な輸
ゆ

出
しゅつ

品
ひん

にもなりました。また，林
りん

業
ぎょう

も人
じん

口
こう

の増
ぞう

加
か

に
伴
ともな

い，建
たて

物
もの

の建
けん

築
ちく

資
し

材
ざい

や燃
ねん

料
りょう

用
よう

の木
もく

材
ざい

の需
じゅ

要
よう

が急
きゅう

速
そく

に高
たか

まったため，
活
かっ

発
ぱつ

になりました。

8～10

7 →p.91 8

→p.123ウ

漁
ぎょぎょ

業
ぎょうぎょう

・鉱
こう

業
ぎょう

・
林
りんりん

業
ぎょうぎょう

の発
はっはっ

達
たつたつ

6

→p.123F1

→p.101

→p.112 →p.129
う

11

211ひのきの切り出し〈個人蔵〉

88綿
ん

花
か

89紅
べに

花
ばな

（→p.135）
砂糖

九

九

九
里
浜

十
く

く

鉄たら製たたたたたたたたら製鉄た 製鉄製たたら製鉄たたら製鉄

る   めく  るくく  くく る め

りがすりがす米がが米米米留米久留久留久留久久留留 がすがす久留久 米がが米が米米米米米久久久 りり米が留米久留久留留米がすり

ききききりゅりりゅりゅ うう

生織生桐生織桐生生桐生織生桐生織

かかかかかかわかわ ちちちちちち

んんんんんめんめもめもめ内も内内河河河内もめ内もめんんももめん河内もめん

紅花
べにばな

藍
あい

昆布
こん ぶ

薬

ひのき

いわし

紙

紙

染色

酒

鉄
塩

にしん

かつお

鯨
くじら

かつお

かつお

鮭
さけ

鯨
くじら

鮭
さけ

綿織物
絹織物
麻織物
漆器
陶磁器
鉄器
しょうゆ
鉱山
その他の
特産物

しっ  き

とう  じ   き

0 87
810藍

あい

（→p.135）
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p.140

p.122-123

p.124

p.128

p.127

本文との関連
時代の特色をつかめるタイムトラベル❶

特色

▶タイムトラベルのイラストは本文ページの学習と関連しています。各
時代の政治・経済・文化の内容について，文章だけではイメージしづ
らいことも，イラストで視覚的に確認することで理解が深まります。

本文との関連

単元の冒頭

D E F

■ウ

■オ

■エ

■カ

　安土桃山時代と比べると，どのような点が変化し，どの
ような共通点があるでしょうか。例えば，場面■ウのように
人々が作っているものに注目して，違

ちが

いを確
かく

認
にん

してみよう。

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう　私

わたし

たちは，江
え

戸
ど

時代とよばれる長く続いた時代に
来ています。ここは，西日本の，ある街

かい

道
どう

沿いの農
村です。街道にはさまざまな人々が行き交

か

い，一方
で百

ひゃく

姓
しょう

の暮
く

らしぶりもうかがえます。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

江
え

戸
ど

時代
1774
杉田玄白らが
『解

かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』を
出す

1641
鎖
さ

国
こく

が
完成する

1637
島
しま

原
ばら

・天
あま

草
くさ

一
いっ

揆
き

（〜38）

1635
参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

の
制
せい

度
ど

が
定められる

1603
徳川家康が
征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる

1821
伊能忠敬の
日本地図が
完成する

6　徳川家
いえ
光
みつ

2 6　杉
すぎ
田
た
玄
げん
白
ぱく

36　徳
とく
川
がわ
家
いえ
康
やす

1 6　伊
い
能
のう
忠
ただ
敬
たか

4

123
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p.123オ

p.123F2

p.123F1

p.122C2

D E F

■ウ

■オ

■エ

■カ

　安土桃山時代と比べると，どのような点が変化し，どの
ような共通点があるでしょうか。例えば，場面■ウのように
人々が作っているものに注目して，違

ちが

いを確
かく

認
にん

してみよう。

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう　私

わたし

たちは，江
え

戸
ど

時代とよばれる長く続いた時代に
来ています。ここは，西日本の，ある街

かい

道
どう

沿いの農
村です。街道にはさまざまな人々が行き交

か

い，一方
で百

ひゃく

姓
しょう

の暮
く

らしぶりもうかがえます。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

江
え

戸
ど

時代
1774
杉田玄白らが
『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』を
出す

1641
鎖
さ

国
こく

が
完成する

1637
島
しま

原
ばら

・天
あま

草
くさ

一
いっ

揆
き

（〜38）

1635
参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

の
制
せい

度
ど

が
定められる

1603
徳川家康が
征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる

1821
伊能忠敬の
日本地図が
完成する

6　徳川家
いえ
光
みつ

2 6　杉
すぎ
田
た
玄
げん
白
ぱく

36　徳
とく
川
がわ
家
いえ
康
やす

1 6　伊
い
能
のう
忠
ただ
敬
たか

4
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D E F

■ウ

■オ

■エ

■カ

　安土桃山時代と比べると，どのような点が変化し，どの
ような共通点があるでしょうか。例えば，場面■ウのように
人々が作っているものに注目して，違

ちが

いを確
かく

認
にん

してみよう。

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう　私

わたし

たちは，江
え

戸
ど

時代とよばれる長く続いた時代に
来ています。ここは，西日本の，ある街

かい

道
どう

沿いの農
村です。街道にはさまざまな人々が行き交

か

い，一方
で百

ひゃく

姓
しょう

の暮
く

らしぶりもうかがえます。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

江
え

戸
ど

時代
1774
杉田玄白らが
『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』を
出す

1641
鎖
さ

国
こく

が
完成する

1637
島
しま

原
ばら

・天
あま

草
くさ

一
いっ

揆
き

（〜38）

1635
参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

の
制
せい

度
ど

が
定められる

1603
徳川家康が
征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる

1821
伊能忠敬の
日本地図が
完成する

6　徳川家
いえ
光
みつ

2 6　杉
すぎ
田
た
玄
げん
白
ぱく

36　徳
とく
川
がわ
家
いえ
康
やす

1 6　伊
い
能
のう
忠
ただ
敬
たか

4
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江
え

戸
ど

時代を眺
な が

めてみよう
（17〜18世

せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ

タイムトラベル⑧タイムトラベル⑧ ◀ 安土桃山時代 p.102〜103

明治時代 p.168〜169 ▶

あ づちももやま

めい じ

①，江戸から領
りょう

地
ち

へ戻
もど

る武
ぶ

士
し

の一
いっ

行
こう

が，街
かい

道
どう

を歩いています。�(　　)
②，百

ひゃく

姓
しょう

たちが決められた量の米を，俵
たわら

に詰
つ

めています。� (　　)
③，さまざまな工

く

夫
ふう

された農具を使って，稲
いね

を脱
だっ

穀
こく

しています。�(　　)

④，海岸の近くに，綿
めん

花
か

の畑が広がっています。� (　　)
⑤，百姓がお金

かね

を払
はら

って，新しいくわを買っています。� (　　)
⑥，旅人が手にした案内書を見せて，道を聞いています。�(　　)

ヒント　①→p.113，128　②→p.124　③→p.126　④→p.127，135　⑤→p.126，135　⑥→p.140
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▶本文の学習でタイム
トラベルの場面と関
連する内容には，イ
ラストの「さくいん
グリッド」（本資料
p.7-8）を示す赤色
の参照記号を付けて
います。

参照記号

▶「次の場面を探して
みよう！」（本資料
p.7-8）で示された
場面を本文で確認す
ることで，時代の特
色をイラストと本文
からつかむことがで
きます。

「次の場面を探して
みよう！」の確認

江
え

戸
ど

時代を眺
な が

めてみよう
（17〜18世

せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ

タイムトラベル⑧タイムトラベル⑧ ◀ 安土桃山時代 p.102〜103

明治時代 p.168〜169 ▶

あ づちももやま

めい じ

①，江戸から領
りょう

地
ち

へ戻
もど

る武
ぶ

士
し

の一
いっ

行
こう

が，街
かい

道
どう

を歩いています。�(　　)
②，百

ひゃく

姓
しょう

たちが決められた量の米を，俵
たわら

に詰
つ

めています。� (　　)
③，さまざまな工

く

夫
ふう

された農具を使って，稲
いね

を脱
だっ

穀
こく

しています。�(　　)

④，海岸の近くに，綿
めん

花
か

の畑が広がっています。� (　　)
⑤，百姓がお金

かね

を払
はら

って，新しいくわを買っています。� (　　)
⑥，旅人が手にした案内書を見せて，道を聞いています。�(　　)

ヒント　①→p.113，128　②→p.124　③→p.126　④→p.127，135　⑤→p.126，135　⑥→p.140
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たいとう

特
色 

❶

109



縄
じょう

文
も ん

時代を眺
な が

めてみよう
（紀

き

元
げん

前25〜前20世
せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア ■イ

■ウ

タイムトラベル①②タイムトラベル①②

縄文時代

①，穴
あな

を堀
ほ

り，その上に屋根を付けた住
じゅう

居
きょ

に住んでいます。�（　　）
②，床

ゆか

を高くした倉庫に，収
しゅう

穫
かく

した米を運んでいます。� （　　）
③，集落の周りには，柵

さく

と濠
ほり

がめぐらされています。� （　　）

④，落とし穴を使って，イノシシを捕
つか

まえています。� （　　）
⑤，鏡を用いて，まじないを行っています。� （　　）
⑥，縄

なわ

などで，土で出来た器に文
もん

様
よう

を付けています。� （　　）
ヒント　①→p.26　②→p.27　③→p.28　④→p.26　⑤→p.28　⑥→p.26
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3

1

2

D E F

■オ

■エ

■カ

二つの時代を比
くら
べて特色を考えよう

　二つの時代を比べると，どのような点が変化し，どのよう
な共通点があるでしょうか。例えば，場面■カのように弥生
時代に新しく出来たものを挙げてみよう。

奈良時代 p.34～35 ▶

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

古
こ

墳
ふん

時代弥
や よ い

生時代縄
じょう

文
もん

時代
５世紀
ヤマト王

おう

権
けん

が
勢
せい

力
りょく

を広げる

○卑弥呼が
倭
わ

国の
女王となる

紀元前３世紀
稲
いな

作
さく

が
伝わる

約１万年前
日本列島が
大陸から
切り離

はな

される

弥
や よ い

生時代を眺めてみよう
（紀元２〜３世紀ごろのある場面）

弥生時代

　私
わたし

たちは先
せん

史
し

時代の日本列島に来ています。左は，
縄
じょう

文
もん

時代といわれる時代で，東
とう

北
ほく

地方のある集落の
様子です。右は，弥

や よ い

生時代といわれる時代で，九州
地方のある集落の様子です。

25

4　卑
ひ
弥
み
呼
こ

1
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弥生時代縄文時代

共通点

p.24-25

B2 ア

p.12

3

1

2

D E F

■オ

■エ

■カ

二つの時代を比
くら
べて特色を考えよう

　二つの時代を比べると，どのような点が変化し，どのよう
な共通点があるでしょうか。例えば，場面■カのように弥生
時代に新しく出来たものを挙げてみよう。

奈良時代 p.34～35 ▶

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

古
こ

墳
ふん

時代弥
や よ い

生時代縄
じょう

文
もん

時代
５世紀
ヤマト王

おう

権
けん

が
勢
せい

力
りょく

を広げる

○卑弥呼が
倭
わ

国の
女王となる

紀元前３世紀
稲
いな

作
さく

が
伝わる

約１万年前
日本列島が
大陸から
切り離

はな

される

弥
や よ い

生時代を眺めてみよう
（紀元２〜３世紀ごろのある場面）

弥生時代

　私
わたし

たちは先
せん

史
し

時代の日本列島に来ています。左は，
縄
じょう

文
もん

時代といわれる時代で，東
とう

北
ほく

地方のある集落の
様子です。右は，弥

や よ い

生時代といわれる時代で，九州
地方のある集落の様子です。

25

4　卑
ひ
弥
み
呼
こ

1
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「歴史的な見方・考え方」を働かせて特色がつかめる
時代の特色をつかめるタイムトラベル❶

特色
ポイント

教科書p.12では，「歴
史的な見方・考え方」
について丁寧に解説し
ています。

　社会の出来事に対して，歴史的な見方・考え方を働かせることで，謎
なぞ
を見つけることができます。これからの学習では，以下の四つ

の歴史的な見方・考え方を働かせて謎を見つけ，その謎を解
と
き明かしていきましょう。そうすることで，社会の出来事を多面的・多角

的に考える力を身に付けることができるでしょう。

この事
じ
件
けん
は，どう

して起きたのだろ
う。きっかけは何
だろう。

この図
ず
版
はん
の名前に

ある寛
かん
永
えい
十五年は

いつかな。

他の船よりも大き
くて形の違

ちが
う船が

あるね。この事件
とどのような関連
があるのかな。

この事件の前と後
では，何か変化が
あったのかな。

8　『寛
かん

永
えい

十五年肥
ひ

前
ぜん

嶋
しま

原
ばら

陣
じん

之
の

図
ず

』〈東京都 慶應義塾図書館蔵〉1

■■情
じょう

報
ほう

化の時代に必要不可欠な歴史
　情報が世界中にあふれている時代です。それらを活用すれば，
私たちの生活はますます便利になっていくことでしょう。しか
し，私たちの周りには，あいまいな情報や間

ま
違
ちが

った情報も飛
と

び
交
か

っています。どうしたら情報の良し悪しが判
はん

断
だん

できるので
しょうか。情報の大海を航

こう
行
こう

するには，さまざまな海図と羅
ら

針
しん

盤
ばん

が必要不可欠です。そして，その一つが歴史なのです。すな
わち，日本がどのような歴史を経

けい
験
けん

して今日に至
いた

っているのか
を十分に理解し，現

げん
代
だい

の世界を歩んでいかなければなりません。
　歴史の学習では，出来事（事

じ
件
けん

）が起こった背
はい

景
けい

を確
たし

かめ，前
後関係や因

いん
果
が

関係を調べ，出来事に関わった国・地
ち

域
いき

や人々の
ことを考えます。また，出来事どうしを比

ひ
較
かく

して理
り

解
かい

します。
そうすることで，歴史的な判断力が身に付いてくるのです。
　歴史とは，人類社会が積み重ねてきた経験の「まとまり」です。
それらの経験を学ぶことが歴史の学習なのです。さまざまな歴
史的経験が，どのような立場からの，いかなる願いから起きた
ことなのかを考えてみましょう。視

し
野
や

を広く持ち，国や人々の
多様な立場についての考

こう
慮
りょ

を深めていけば，きっと豊かな理解
力が生まれるでしょう。
　現代の世界に新たな出来事が起こった際

さい
や不

ふ
確
たし

かな情報に接
せっ

したときに，そうした学習によってつちかわれた理解力が生き
てくるはずです。出来事や物事を広く，深く掘

ほ
り下げて判断す

る歴史の学習は一種の謎
なぞ

解
と

きです。歴史の謎解きの楽しさを経
験していきましょう。

■■歴史の舞台に立って考える歴史
　中学校での歴史の学習は，考える歴史，謎を解く歴史です。
なぜそのような事件が起こったのか？　どうしてそんな結末に
なったのか？　多くの疑

ぎ
問
もん

を持ち，よく調べ，じっくりと考え
る必要があります。例えば，社会はどのように発

はっ
展
てん

したのだろ
う，戦争の時代と平和な時代はどのように訪

おとず
れたのだろう。歴

史には，こうした疑問がいっぱい詰
つ

まっています。
　この教科書では，時代をイメージできるイラストを用意し，
権力者から庶

しょ
民
みん

に至
いた

るまでの『歴史をつくってきた人々の姿』が
よく分かるようにしています。また，いろいろな人の立場で考
えたり，出来事の起こった背景を掘り下げやすいようにしたり
しています。
　歴史の舞

ぶ
台
たい

に立って，人々が置かれたさまざまな状
じょう

況
きょう

や人々
の多様な願いへの理解を深めていけば，未来へ向けても，人々
のさまざまな立場とその多様性を踏

ふ
まえた社会の成長を考えて

いけるようになるでしょう。私たちは，未来のために歴史を学
ぶのです。
　さあ，情報のあふれる現代世界のなかで，過

か
去
こ

に問いかけ，
未来を考える歴史の探

たん
究
きゅう

に，出発していきましょう。

はじめに ～さまざまな立場や多様性を踏
ふ

まえた未来のために～

時期や年代

比
ひ

較
かく

推
すい

移
い

相
そう

互
ご

の関連

歴史的な見方・考え方を働かせよう

12

03中歴_012-013.indd   12 2020/03/17   11:03

▶「二つの時代を（前の時代と）比べて特色を考えよ
う」で提示されている視点などを参考にイラスト
を見比べることで，「歴史的な見方・考え方」を働
かせて時代の特色をつかむことができます。

「歴史的な見方・考え方」を働かせる活用

縄
じょう

文
も ん

時代を眺
な が

めてみよう
（紀

き

元
げん

前25〜前20世
せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア ■イ

■ウ

タイムトラベル①②タイムトラベル①②

縄文時代

①，穴
あな

を堀
ほ

り，その上に屋根を付けた住
じゅう

居
きょ

に住んでいます。�（　　）
②，床

ゆか

を高くした倉庫に，収
しゅう

穫
かく

した米を運んでいます。� （　　）
③，集落の周りには，柵

さく

と濠
ほり

がめぐらされています。� （　　）

④，落とし穴を使って，イノシシを捕
つか

まえています。� （　　）
⑤，鏡を用いて，まじないを行っています。� （　　）
⑥，縄

なわ

などで，土で出来た器に文
もん

様
よう

を付けています。� （　　）
ヒント　①→p.26　②→p.27　③→p.28　④→p.26　⑤→p.28　⑥→p.26
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E2

3

1

2

D E F

■オ

■エ

■カ

二つの時代を比
くら
べて特色を考えよう

　二つの時代を比べると，どのような点が変化し，どのよう
な共通点があるでしょうか。例えば，場面■カのように弥生
時代に新しく出来たものを挙げてみよう。

奈良時代 p.34～35 ▶

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

古
こ

墳
ふん

時代弥
や よ い

生時代縄
じょう

文
もん

時代
５世紀
ヤマト王

おう

権
けん

が
勢
せい

力
りょく

を広げる

○卑弥呼が
倭
わ

国の
女王となる

紀元前３世紀
稲
いな

作
さく

が
伝わる

約１万年前
日本列島が
大陸から
切り離

はな

される

弥
や よ い

生時代を眺めてみよう
（紀元２〜３世紀ごろのある場面）

弥生時代

　私
わたし

たちは先
せん

史
し

時代の日本列島に来ています。左は，
縄
じょう

文
もん

時代といわれる時代で，東
とう

北
ほく

地方のある集落の
様子です。右は，弥

や よ い

生時代といわれる時代で，九州
地方のある集落の様子です。

25

4　卑
ひ
弥
み
呼
こ

1
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共通点

たて穴住居

たて穴住居

A3 ウ

縄
じょう

文
も ん

時代を眺
な が

めてみよう
（紀

き

元
げん

前25〜前20世
せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア ■イ

■ウ

タイムトラベル①②タイムトラベル①②

縄文時代

①，穴
あな

を堀
ほ

り，その上に屋根を付けた住
じゅう

居
きょ

に住んでいます。�（　　）
②，床

ゆか

を高くした倉庫に，収
しゅう

穫
かく

した米を運んでいます。� （　　）
③，集落の周りには，柵

さく

と濠
ほり

がめぐらされています。� （　　）

④，落とし穴を使って，イノシシを捕
つか

まえています。� （　　）
⑤，鏡を用いて，まじないを行っています。� （　　）
⑥，縄

なわ

などで，土で出来た器に文
もん

様
よう

を付けています。� （　　）
ヒント　①→p.26　②→p.27　③→p.28　④→p.26　⑤→p.28　⑥→p.26
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異なる点

狩り・採集

F3 カ

3

1

2

D E F

■オ

■エ

■カ

二つの時代を比
くら
べて特色を考えよう

　二つの時代を比べると，どのような点が変化し，どのよう
な共通点があるでしょうか。例えば，場面■カのように弥生
時代に新しく出来たものを挙げてみよう。

奈良時代 p.34～35 ▶

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

古
こ

墳
ふん

時代弥
や よ い

生時代縄
じょう

文
もん

時代
５世紀
ヤマト王

おう

権
けん

が
勢
せい

力
りょく

を広げる

○卑弥呼が
倭
わ

国の
女王となる

紀元前３世紀
稲
いな

作
さく

が
伝わる

約１万年前
日本列島が
大陸から
切り離

はな

される

弥
や よ い

生時代を眺めてみよう
（紀元２〜３世紀ごろのある場面）

弥生時代

　私
わたし

たちは先
せん

史
し

時代の日本列島に来ています。左は，
縄
じょう

文
もん

時代といわれる時代で，東
とう

北
ほく

地方のある集落の
様子です。右は，弥

や よ い

生時代といわれる時代で，九州
地方のある集落の様子です。

25

4　卑
ひ
弥
み
呼
こ

1
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F2 オ

3

1

2

D E F

■オ

■エ

■カ

二つの時代を比
くら
べて特色を考えよう

　二つの時代を比べると，どのような点が変化し，どのよう
な共通点があるでしょうか。例えば，場面■カのように弥生
時代に新しく出来たものを挙げてみよう。

奈良時代 p.34～35 ▶

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

古
こ

墳
ふん

時代弥
や よ い

生時代縄
じょう

文
もん

時代
５世紀
ヤマト王

おう

権
けん

が
勢
せい

力
りょく

を広げる

○卑弥呼が
倭
わ

国の
女王となる

紀元前３世紀
稲
いな

作
さく

が
伝わる

約１万年前
日本列島が
大陸から
切り離

はな

される

弥
や よ い

生時代を眺めてみよう
（紀元２〜３世紀ごろのある場面）

弥生時代

　私
わたし

たちは先
せん

史
し

時代の日本列島に来ています。左は，
縄
じょう

文
もん

時代といわれる時代で，東
とう

北
ほく

地方のある集落の
様子です。右は，弥

や よ い

生時代といわれる時代で，九州
地方のある集落の様子です。

25

4　卑
ひ
弥
み
呼
こ

1
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異なる点

稲作

高床倉庫

特
色 

❶

1211



縄
じょう

文
も ん

時代を眺
な が

めてみよう
（紀

き

元
げん

前25〜前20世
せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア ■イ

■ウ

タイムトラベル①②タイムトラベル①②

縄文時代

①，穴
あな

を堀
ほ

り，その上に屋根を付けた住
じゅう

居
きょ

に住んでいます。�（　　）
②，床

ゆか

を高くした倉庫に，収
しゅう

穫
かく

した米を運んでいます。� （　　）
③，集落の周りには，柵

さく

と濠
ほり

がめぐらされています。� （　　）

④，落とし穴を使って，イノシシを捕
つか

まえています。� （　　）
⑤，鏡を用いて，まじないを行っています。� （　　）
⑥，縄

なわ

などで，土で出来た器に文
もん

様
よう

を付けています。� （　　）
ヒント　①→p.26　②→p.27　③→p.28　④→p.26　⑤→p.28　⑥→p.26
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3

1

2

D E F

■オ

■エ

■カ

二つの時代を比
くら
べて特色を考えよう

　二つの時代を比べると，どのような点が変化し，どのよう
な共通点があるでしょうか。例えば，場面■カのように弥生
時代に新しく出来たものを挙げてみよう。

奈良時代 p.34～35 ▶

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

古
こ

墳
ふん

時代弥
や よ い

生時代縄
じょう

文
もん

時代
５世紀
ヤマト王

おう

権
けん

が
勢
せい

力
りょく

を広げる

○卑弥呼が
倭
わ

国の
女王となる

紀元前３世紀
稲
いな

作
さく

が
伝わる

約１万年前
日本列島が
大陸から
切り離

はな

される

弥
や よ い

生時代を眺めてみよう
（紀元２〜３世紀ごろのある場面）

弥生時代

　私
わたし

たちは先
せん

史
し

時代の日本列島に来ています。左は，
縄
じょう

文
もん

時代といわれる時代で，東
とう

北
ほく

地方のある集落の
様子です。右は，弥

や よ い

生時代といわれる時代で，九州
地方のある集落の様子です。

25

4　卑
ひ
弥
み
呼
こ

1
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奈良時代を眺
な が

めてみよう
（８世

せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ

■ウ

タイムトラベル③タイムトラベル③ ◀ 縄文・弥生時代 p.24〜25

平安時代 p.48〜49 ▶

じょうもん

へいあん

や よ い

①，農民たちが，区
く

画
かく

分けされた田で収
しゅう

穫
かく

を行っています。�（　　）
②，農民の一

いっ

行
こう

が，役人に連れられて荷物を運んでいます。�（　　）
③，まっすぐな広い道が，整備されています。� （　　）

④，農民たちが，寺
じ

院
いん

の建築に取り組んでいます。� （　　）
⑤，かわら屋根の大きな建物が，完成しています。� （　　）
⑥，僧

そう

侶
りょ

が，現
げん

場
ば

の役人に助言を与
あた

えています。� （　　）
ヒント　①→p.40　②→p.41　③→p.39　④→p.41　⑤→p.46　⑥→p.46
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D E F

■オ

■エ

■カ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　縄文時代・弥生時代と比べると，どのような点が変化
し，どのような共通点があるでしょうか。例えば，場面
■イのような建物に注目して，違

ちが

いを確
かく

認
にん

してみよう。

　私
わたし

たちは奈良時代に来ています。ここは都
みやこ

から遠
く離
はな

れた東
とう

海
かい

地
ち

方
ほう

のある地
ち

域
いき

です。建物などの建
けん

設
せつ

が進められている最中で，さまざまな人々が働いて
います。

35

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

飛
あ す か

鳥時代 奈良時代
752　
奈良の大

だい

仏
ぶつ

が完成する

710　
平
へい

城
じょう

京
きょう

に
都
みやこ

を移す

645　
大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

が行われる

593　
聖徳太子
が摂
せっ

政
しょう

と
なる 4　聖

しょう
徳
とく
太
たい
子
し

1 4　聖
しょう
武
む
天
てん
皇
のう

3 4　行
ぎょう
基
き

42　中
なかの
大
おお
兄
えの
皇
おう
子
じ

2
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安
あ

土
づ ち

桃
も も

山
や ま

時代を眺
な が

めてみよう
（16世

せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ

■ウ

タイムトラベル⑦タイムトラベル⑦ ◀ 室町時代 p.80〜81

江戸時代 p.122〜123 ▶

むろまち

え  ど

①，城のシンボルとなる天
てん

守
しゅ

が，建てられています。� (　　)
②，城の周

しゅう

囲
い

に，家
け

来
らい

の屋
や

敷
しき

が広がっています。� (　　)
③，十

じゅう

字
じ

架
か

を持った外国の人が人々に語りかけています。� (　　)

④，僧
そう

侶
りょ

から，刀などの武
ぶ

器
き

を取り上げています。� (　　)
⑤，縄

なわ

と物差しで，田の広さを調べています。� (　　)
⑥，農民が，新しい升

ます

を使うように指
し

示
じ

されています。� (　　)
ヒント　①→p.109　②→p.87　③→p.101　④→p.106　⑤→p.106　⑥→p.106
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D E F

■オ

■エ

■カ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　室町時代と比べると，どのような点が変化し，どのよう
な共通点があるでしょうか。例えば，場面■カに注目して，武
器を身に付けられるのはどのような人々か確認してみよう。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

戦
せん

国
ごく

時代室
むろ

町
まち

時代 安
あ

土
づち

桃
もも

山
やま

時代
1590
豊臣秀吉が
全国を
統
とう

一
いつ

する

1592　
秀吉が朝

ちょう

鮮
せん

に
攻
せ

め入る
（〜98）

1573　
織田信長が
室町幕

ばく

府
ふ

を
滅
ほろ

ぼす

1549
キリスト教が
日本に伝わる

1543
鉄
てっ

砲
ぽう

が日本に
伝わる

1600
関
せき

ヶ
が

原
はら

の
戦い

6　�フランシスコ =ザビエル1 4　織
お
田
だ
信
のぶ
長
なが

2 4　豊
とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし

3

　ここからは近
きん

世
せい

です。戦乱の世から安定した社会
へと変化していきます。ここは安

あ

土
づち

桃
もも

山
やま

時代といわ
れる時代，町づくりの真っ最中で,周辺の人々にも
新たな政

せい

策
さく

の影
えい

響
きょう

が及
およ

んでいるようです。

103
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大
た い

正
しょう

〜昭
しょう

和
わ

初期を眺
な が

めてみよう
（1920～30年代のある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2
■ア

■イ

■ウ
■オ

■エ

タイムトラベル⑩タイムトラベル⑩ ◀ 明治時代 p.168〜169

第二次世界大戦期 p.242〜243 ▶

めい じ

①，町の郊
こう

外
がい

に，工場が建ち並んでいます。� (　　)
②，いろいろな服

ふく

装
そう

の男
だん

性
せい

が，投票所で順番を待っています。�(　　)
③，工場で働く人々が，旗やのぼりを振

ふ

りながら歩いています。�(　　)

④，多くの観客が集まり，映
えい

画
が

が始まろうとしています。�(　　)
⑤，町の通りを，バスや路面電車が走っています。� (　　)
⑥，銀行の前に，大

おお

勢
ぜい

の人々が集まっています。� (　　)
ヒント　①→p.220  ②→p.222 ③→p.223  ④→p.227  ⑤→p.225  ⑥→ p.232
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D E F

■カ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　明治時代と比べると，どのような点が変化し，どのよう
な共通点があるでしょうか。例えば，場面■カのように，
人々の政治参加の様子に注目して，違いを確認してみよう。

　私
わたし

たちは，近
きん

代
だい

の後半にあたる大
たい

正
しょう

〜昭
しょう

和
わ

初期に
来ています。ここは，産業が発達してきたある地方
都市の駅前です。交通機関が整

せい

備
び

され，今の私たち
の暮

く

らしに近づいて来ているようです。

219

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

昭
しょう

和
わ

時代大
たい

正
しょう

時代
1929
世界恐

きょう

慌
こう

が
起こる

1931
満
まん

州
しゅう

事
じ

変
へん

が
起こる

○権
けん

利
り

を求める
運動が盛

さか

んに
起こる

1925
男子普

ふ

通
つう

選挙が
実
じつ

現
げん

する

1923
関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

が
起こる

1914
第一次
世界大戦が
起こる
（〜18）

1918
米
こめ

騒
そう

動
どう

が
起こる

1920
国
こく

際
さい

連
れん

盟
めい

が
発足する

4　平
ひら
塚
つか
らいて

ち ょ う
う24　新

に
渡
と
戸
べ
稲
いな
造
ぞう

1
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第二次世界大戦期を眺
な が

めてみよう
（1941年ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ

■ウ

タイムトラベル⑪タイムトラベル⑪ ◀ 大正〜昭和初期 p.218〜219

高度経済成長期 p.256〜257 ▶

たいしょう

けいざい

しょう わ

①，子どもたちが，学校でなぎなたの訓練を受けています。�（　　）
②，配給所に行列ができています。� （　　）
③，女

じょ

性
せい

たちが，戦地に送るための毛布を集めています。� （　　）

④，新聞社が，戦争のニュースを伝えています。� （　　）
⑤，戦争に向かう兵

へい

士
し

を，人々が見送っています。� （　　）
⑥，町の通りを，木炭バスが走っています。� （　　）

ヒント　①→p.239　②→p.239　③→p.239　④→p.249　⑤→p.238　⑥→p.239
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D E F

■エ

■オ

■カ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　大正〜昭和初期と比べると，どのような点が変化し，ど
のような共通点があるでしょうか。例えば，場面■アのよう
に服装や暮らしの様子に注目して，違いを確認してみよう。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

昭
しょう

和
わ

時代
1941
太
たい

平
へい

洋
よう

戦争が始まる
（〜45）

1931
満
まん

州
しゅう

事
じ

変
へん

が
起こる

1937
日中戦争が
始まる
（〜45）

1929
世
せ

界
かい

恐
きょう

慌
こう

が
起こる

1945
広島・長崎に
原
げん

子
し

爆
ばく

弾
だん

が落
とされる
戦争が終わる

1939
第二次
世界大戦
が始まる
（〜45）6　満

まん
州
しゅう
事
じ
変
へん
の調

ちょう
査
さ

1 2　真
しん
珠
じゅ
湾
わん
攻
こう
撃
げき

2

　私
わたし

たちは第二次世界大戦の時代にやってきまし
た。ここは阪

はん

神
しん

地
ち

域
いき

のある都市の様子です。中国と
の戦争が長引くなかで，町や人々の生活に戦争の影

えい

響
きょう

が強く及
およ

んできました。

243
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鎌
か ま

倉
く ら

時代を眺
な が

めてみよう
（13〜14世

せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■ウ

タイムトラベル⑤タイムトラベル⑤ ◀ 平安時代 p.48〜49

室町時代 p.80〜81 ▶

へいあん

むろまち

①，屋
や

敷
しき

の周りには，堀
ほり

がめぐらされています。� (　　)
②，屋敷の主人が，納

おさ

められた品を確
かく

認
にん

しています。� (　　)
③，街

かい

道
どう

沿
ぞ

いに市
いち

が開かれています。� (　　)

④，田に水を入れる水車が，川に架
か

けられています。� (　　)
⑤，かまどがある工

こう

房
ぼう

で農具を修
しゅう

理
り

している人がいます。�(　　)
⑥，僧

そう

侶
りょ

が，人々を集めて仏
ほとけ

の教えを説いています。� (　　)
ヒント　①→p.64　②→p.64　③→p.83　④→p.82　⑤→p.82　⑥→p.68
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D E F

■イ
■オ■エ

■カ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　平安時代と比べると，どのような点が変化し，どのよう
な共通点があるでしょうか。例えば，場面■ウのように屋
敷の造り方や住んでいる人々に注目して，確認してみよう。

　ここからは中
ちゅう

世
せい

，鎌
かま

倉
くら

時代といわれる時代にやっ
てきました，ここは西

さい

国
ごく

とよばれた西日本のある農
村の様子です。この日は人々にとって，特別な催

もよお

し
がある日のようです。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代室
むろ

町
まち

時代鎌
かま

倉
くら

時代平
へい

安
あん

時代
1274／1281
モンゴル軍が
攻
せ

めてくる

1221
朝
ちょう

廷
てい

が兵を
挙げる

1192�源頼朝
が征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる

1180�源
げん

氏
じ

と
平
へい

氏
し

の戦い
（〜85）

1167
平清盛が
太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

となる

1333
鎌倉幕

ばく

府
ふ

が
滅
ほろ

びる

○北条氏による政
せい

治
じ

が始まる

59

4　北
ほう
条
じょう
政
まさ
子
こ

3
6　源

みなもとの
頼
より
朝
とも

24　平
たいらの
清
きよ
盛
もり

1
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明
め い

治
じ

時代を眺
な が

めてみよう
（1880～90年代のある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ

■ウ

タイムトラベル⑨タイムトラベル⑨ ◀ 江戸時代 p.122〜123

大正〜昭和初期 p.218〜219 ▶

え  ど

たいしょう しょう  わ

①，たくさんの繭
まゆ

を，製
せい

糸
し

工場に運んでいます。� (　　)
②，町の奥

おく

に，西洋建
けん

築
ちく

の教会があります。� (　　)
③，装

そう

備
び

を整えた軍
ぐん

隊
たい

が，行進しています。� (　　)

④，子どもたちが，教室で授
じゅ

業
ぎょう

を受けています。� (　　)
⑤，警

けい

察
さつ

官が，力ずくで演
えん

説
ぜつ

会を中止させています。� (　　)
⑥，駅のホームに，「S

シルク

ILK」と書かれた荷物が積まれています。�(　　)
ヒント　①→p.198　②→p.175　③→p.173　④→p.174　⑤→p.184　⑥→p.198
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D E F

■オ

■エ

■カ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　江戸時代と比べると，どのような点が変化し，どのよう
な共通点があるでしょうか。例えば，場面■アのように子
どもの生活の様子に注目して，違いを確認してみよう。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

明
めい

治
じ

時代江
え

戸
ど

時代
1904
日
にち

露
ろ

戦争
が起こる

1867
徳
とく

川
がわ

慶
よし

喜
のぶ

が
政
せい

権
けん

を朝
ちょう

廷
てい

に返す

1868
江戸を東京
とする

1889
大日本帝

てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

が発
はっ

布
ぷ

される

1853
ペリーが
黒
くろ

船
ふね

で
来
らい

航
こう

する

1837
大塩平八郎
の乱が起こる

1894
日
にっ

清
しん

戦争
が起こる

6　大
おお
塩
しお
平
へい
八
はち
郎
ろう

1 6　ペリー2 6　明治天皇3 4　伊
い
藤
とう
博
ひろ
文
ぶみ

4

　近
きん

代
だい

にやってきました。町の様子が急速に変わり，
より大きく社会の印

いん

象
しょう

が変わったようです。ここは，
明
めい

治
じ

時代のある地方都市です。ちょうど，町の中心
部にある駅には列車が到

とう

着
ちゃく

したようです。

169
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室
む ろ

町
ま ち

時代を眺
な が

めてみよう
（15世

せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみましょう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ

■ウ

タイムトラベル⑥タイムトラベル⑥ ◀ 鎌倉時代 p.58〜59

安土桃山時代p.102〜103 ▶ 

かまくら

あ づちももやま

①，町の入り口で，多くの人々が集
しゅう

団
だん

で訴
うった

えを起こしています。�(　　)
②，町の代表者が，お茶を飲みながら話し合いをしています。�(　　)
③，馬が，荷物を背

せ

に乗せて運んでいます。� (　　)

④，貨
か

幣
へい

を使って，買い物をしています。� (　　)
⑤，中国へ向かう大きな船が，港に停

てい

泊
はく

しています。� (　　)
⑥，牛の力を使って，農作業を行っています。� (　　)

ヒント　①→p.84　②→p.85　③→p.83　④→p.83　⑤→p.76　⑥→p.82
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小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

戦
せん

国
ごく

時代室
むろまち

町時代南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代
○雪舟が
水
すい

墨
ぼく

画
が

で
活
かつ

躍
やく

する

○足利義満が
金
きん

閣
かく

を造
つく

らせ
る

○足利義政が
銀
ぎん

閣
かく

を造らせ
る

1467　
応
おう

仁
にん

の乱が
起こる
（〜77）

1338
足利尊氏が
征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる

○一
いっ

揆
き

が
盛
さか

んに起
こる

D E F

6　足
あし
利
かが
尊
たか
氏
うじ

1 6　足
あし
利
かが
義
よし
満
みつ

2 6　足
あし
利
かが
義
よし
政
まさ

3 6　雪
せっ
舟
しゅう

4

■オ

■エ

■カ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　鎌倉時代と比べると，どのような点が変化し，どのよ
うな共通点があるでしょうか。例えば，場面■オのよう
に武器を持っている人々に注目して，確認してみよう。

　室
むろ

町
まち

時代といわれる時代にやってきました。ここ
は大阪湾

わん

に面するある港町です。交
こう

易
えき

が盛
さか

んな都市
のためか、各地からやってきた人々がさまざまなや
りとりをしています。

81
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平
へ い

安
あ ん

時代を眺
な が

めてみよう
（11〜12世

せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ
■ウ

タイムトラベル④タイムトラベル④ ◀ 奈良時代 p.34〜35

鎌倉時代 p.58〜59 ▶
かまくら

①，碁
ご

盤
ばん

の目のように道が通っています。� （　　）
②，大きな屋

や

敷
しき

で，貴
き

族
ぞく

たちが春の行事を行っています。� （　　）
③，僧

そう

侶
りょ

が，通りで人々に仏
ほとけ

の教えを説いています。� （　　）

④，お供
とも

の人を伴
ともな

った車が牛に引かれています。　� （　　）
⑤，家の棚

たな

で食材や日用品が並
なら

んで売られています。� （　　）
⑥，農民が，貴族の屋敷に品物を納

おさ

めています。� （　　）
ヒント　①→p.52　②→p.53　③→p.55　④→p.53　⑤→p.52　⑥→p.50
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D E F

■オ

■エ

■カ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　奈良時代と比べると，どのような点が変化し，どのよ
うな共通点があるでしょうか。例えば，場面■カのよう
に人々の服装に注目して，違いを確認してみよう。

　私
わたし

たちは平
へい

安
あん

時代といわれる時代に来ています。
ここは，京都の大きな都

みやこ

です。通りで区切られた区
画には都に住む人々の家が並

なら

び，大きな屋
や

敷
しき

には貴
き

族
ぞく

たちが集まっているようです。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

平
へい

安
あん

時代
1016
藤原道長が
摂
せっ

政
しょう

となる

○藤
ふじ

原
わら

氏
し

による
政
せい

治
じ

が始まる
794　
平
へい

安
あん

京
きょう

に都
みやこ

を移
うつ

す
1001ごろ
清少納言が
『枕

まくらの

草
そう

子
し

』を書く

1008ごろ
紫式部が
『源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

』を書く

6　藤
ふじ
原
わらの
道
みち
長
なが

36　清
せい
少
しょう
納
な
言
ごん

1 6　紫
むらさき
式
しき
部
ぶ

2

49
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江
え

戸
ど

時代を眺
な が

めてみよう
（17〜18世

せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ

タイムトラベル⑧タイムトラベル⑧ ◀ 安土桃山時代 p.102〜103

明治時代 p.168〜169 ▶

あ づちももやま

めい じ

①，江戸から領
りょう

地
ち

へ戻
もど

る武
ぶ

士
し

の一
いっ

行
こう

が，街
かい

道
どう

を歩いています。�(　　)
②，百

ひゃく

姓
しょう

たちが決められた量の米を，俵
たわら

に詰
つ

めています。� (　　)
③，さまざまな工

く

夫
ふう

された農具を使って，稲
いね

を脱
だっ

穀
こく

しています。�(　　)

④，海岸の近くに，綿
めん

花
か

の畑が広がっています。� (　　)
⑤，百姓がお金

かね

を払
はら

って，新しいくわを買っています。� (　　)
⑥，旅人が手にした案内書を見せて，道を聞いています。�(　　)

ヒント　①→p.113，128　②→p.124　③→p.126　④→p.127，135　⑤→p.126，135　⑥→p.140
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D E F

■ウ

■オ

■エ

■カ

　安土桃山時代と比べると，どのような点が変化し，どの
ような共通点があるでしょうか。例えば，場面■ウのように
人々が作っているものに注目して，違

ちが

いを確
かく

認
にん

してみよう。

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう　私

わたし

たちは，江
え

戸
ど

時代とよばれる長く続いた時代に
来ています。ここは，西日本の，ある街

かい

道
どう

沿いの農
村です。街道にはさまざまな人々が行き交

か

い，一方
で百

ひゃく

姓
しょう

の暮
く

らしぶりもうかがえます。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

江
え

戸
ど

時代
1774
杉田玄白らが
『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』を
出す

1641
鎖
さ

国
こく

が
完成する

1637
島
しま

原
ばら

・天
あま

草
くさ

一
いっ

揆
き

（〜38）

1635
参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

の
制
せい

度
ど

が
定められる

1603
徳川家康が
征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる

1821
伊能忠敬の
日本地図が
完成する

6　徳川家
いえ
光
みつ

2 6　杉
すぎ
田
た
玄
げん
白
ぱく

36　徳
とく
川
がわ
家
いえ
康
やす

1 6　伊
い
能
のう
忠
ただ
敬
たか

4

123

03中歴_122-123-タイムトラベル.indd   123 2020/03/17   16:50

高度経
け い

済
ざ い

成長期を眺
な が

めてみよう
（1960～70年ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ

■ウ

■エ

■カ

タイムトラベル⑫タイムトラベル⑫ ◀ 第二次世界大戦期 p.242〜243

①，テレビの電波を受信するアンテナを取り付けています。�（　　）
②，女

じょ

性
せい

の候
こう

補
ほ

者が選挙活動を行っています。� （　　）
③，団

だん

地
ち

のベランダで，女性が布団を干
ほ

しています。� （　　）

④，中学校の制
せい

服
ふく

を着た少年たちが，工場の前に並
なら

んでいます。�（　　）
⑤，工場の煙

えん

突
とつ

から，大量の煙
けむり

が吐
は

き出されています。�（　　）
⑥，高

こう

架
か

線路を，先が丸く作られた新
しん

幹
かん

線
せん

が走っています。�（　　）
ヒント　①→p.276　②→p.260　③→p.276　④→p.270　⑤→p.271　⑥→p.270
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D E F

■オ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　第二次世界大戦期と比べると，どのような点が変化し，
どのような共通点があるでしょうか。例えば，場面■オの
ように交通機関に注目して,違いを確認してみよう。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

平
へい

成
せい

時代昭
しょう

和
わ

時代
1972
沖縄が
日本に
復
ふっ

帰
き

する

1973
石油危

き

機
き

が
起こる

1986
バブル経済が
始まる
（〜90）

1951
サンフランシスコ
平和条約，
日
にち

米
べい

安全保
ほ

障
しょう

条
じょう

約
やく

が
結ばれる

1964
東京オリンピック・
パラリンピックが
開かれる
○高度経

けい

済
ざい

成長が始まる

1946
日本国憲

けん

法
ぽう

が
公布される

1989
元
げん

号
ごう

が平成と
定められる

2011
東日本大

だい

震
しん

災
さい

が
起こる

2019
新元号が
定められる

　日本で，初めてオリンピックが開かれるころの現
げん

代
だい

です。太平洋戦争が終わってからの時代を，戦後とも
いいます。ここは東

とう

海
かい

地方のある都市です。戦争から
の復
ふっ

興
こう

が，かなり進んでいるようです。

257
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平安時代・第二次世界大戦期のイラストを新設し，古代から現代まで
主要な12の時代がそろいました。
各時代の政治・経済・文化を描いたイラストで，時代の特色がつかめます。

縄文時代・弥生時代（p.24-25）

室町時代（p.80-81）

奈良時代（p.34-35）

安土桃山時代（p.102-103）

第二次世界大戦期（p.242-243） 高度経済成長期（p.256-257）大正～昭和初期（p.218-219）

平安時代（p.48-49）

江戸時代（p.122-123）

鎌倉時代（p.58-59）

明治時代（p.168-169）

New

New

掲載ページ一覧
時代の特色をつかめるタイムトラベル❶

特色

政治

政治

政治

経済

経済

経済

文化

文化

文化

たて穴住居（定住）

一揆

労働争議

狩り

日明貿易 馬借 明銭の流通 牛耕

縄文土器

茶の湯・生け花・畳

映画（大衆文化）

労役

検地

戦地への出征

官道の整備

城下町

職人

国分寺

南蛮人

マスメディア（新聞社）

浄土信仰

貴族 農民と年貢環濠集落（クニ）

町衆の寄合

男子普通選挙

高床倉庫（稲作）

まじない（青銅器）

庸・調の運搬

刀狩

国民学校 女性の選挙権・参政権

口分田の耕作

ますの統一

水車（灌漑） 市

鉄道輸送 製糸工場

学制 西洋建築の教会

徴兵令 演説会

僧侶

天守

年中行事

参勤交代 百姓と年貢

東海道新幹線の開通と東京オリンピックの開催重化学工業と公害 集団就職

民への説法（鎌倉仏教）

碁盤の目状の都

農具の発達 貨幣の普及綿花栽培（商品作物）

団地 テレビの普及

工業の発展 金融恐慌都市交通 配給制 物資の献納戦時下の交通

品物の取引

識字率の高さ

農村の自衛 武士の館

特
色 

❶
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庶
しょ
民
みん
の娯

ご
楽
らく
として根づいた大

おお
相
ず
撲
もう

　相撲は，初めは朝
ちょう

廷
てい

の年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

でしたが，江
え

戸
ど

時代になると，大
だい

名
みょう

が
お抱

かか
えの力

りき
士
し

たちを競わせるようになりました。その後，土
ど

俵
ひょう

が造
つく

られ，
寄
よ

り切
き

りなどの技
わざ

が生まれたことで，相撲を見る楽しみは増
ぞう

加
か

し，庶民
の娯楽として人気を得

え
ました。また，相撲を職

しょく
業
ぎょう

とする人々も現
あらわ

れ，信
しな

濃
の
（長野県）出身で松

まつ
江
え

藩
はん
（島根県）お抱えの雷

らい
電
でん

など，人気力士も誕
たん

生
じょう

し
ました。

歴史
プラス

2　力
りき
士
し
の土

ど
俵
ひょう
入り〈歌川国芳作 『勧進大相撲土俵入之図』 東京都立中央図書館特

別文庫室蔵〉
5

江
え

戸
ど

っ子
こ

を夢
む

中
ちゅう

にさせた
娯
ご

楽
らく

と浮
うき

世
よ

絵
え

8　隅
すみ
田
だ
川
がわ
の花火大会　江

え
戸
ど
時代になって合

かっ
戦
せん
がなくなる

と，火薬の技
ぎ
術
じゅつ
が花火に生かされ，観

かん
賞
しょう
用の花火が各地へと

広まりました。享
きょう
保
ほう
の飢

き
きんの翌年には，死者の霊

れい
を慰

なぐさ
める

祭として，隅田川で花火が打ち上げられ，江戸の夏の名物と
なりました。火

ひ
除
よけ
地
ち
から盛

さか
り場に発

はっ
展
てん
した両

りょう
国
ごく
橋の周りは，

たくさんの人々でにぎわいました。〈歌川国虎作 『江戸両国橋夕
涼大花火之図』 江戸東京博物館蔵〉

4

江
え
戸
ど
の人々は，どのようなことに

夢
む
中
ちゅう
になっていたのかな。

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　生

古

　墳

飛

　鳥

奈
良

平

　
　安

鎌

　倉

南
北
朝

室 

町

戦

　国

江

　戸

明
治
大正

昭
和

平成

安土
桃山

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　生

古

　墳

飛

　鳥

奈
良

平

　
　安

鎌

　倉

南
北
朝

室 

町

戦

　国

江

　戸

明
治
大正

昭
和

平成

安土
桃山
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狂き
ょ
う

歌か
川せ

ん

柳り
ゅ
う

俳は
い

諧か
い

「白河」は，元白河藩
はん

主
しゅ

（福島県）であった松
まつ

平
だいら

定
さだ
（福（福
信
のぶ

を，「田沼」は，田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

のことを指して
います。

2 東東東
とうと

洲洲洲
しゅうし

斎斎斎斎
さいさい

写写写
しゃゃ

楽楽楽
らくく

が描が描が描
えがえ

いたいたいた歌歌歌歌
か

舞舞舞
ぶぶ

伎伎伎
きき

の役の役の役
やくや

者者者
しゃゃし

絵絵絵
えええ
〈重要文化財 東京国立博物館蔵〉〈重要文化財 東京国立博物館蔵〈重要文化財 東京国立博物館蔵〉
2

8 江江江
えええ

戸戸戸
どど

の本屋の様子のの本屋の様子の本屋の様子 印印印
いんん

刷刷刷
さつつさ

や製や製や製
せいせせ

本本本
ほんほほん

の技の技の技
ぎぎ

術術術
じゅつじ

が発達したことで，浮がが発発達したことでで 浮が発達したことで 浮，
うきき

世世世
よよ

絵絵絵
ええ

ややや
長長長
ちょうょ

編編編
へんへ

小説などの多くの出小説などの多くの出小説などの多くの出
しゅっし

版版版
ぱんんぱ

物が発行物が発行物が発行
され，ベストセラーも生まれました。され ベストセラーも生まれま たされ ベストセラーも生まれました
安い値安い値安い値

ねねね

段段段
だんだだん

で本を貸でで本を貸で本を貸
かかか

す店も増す店も増す店も増
ふふ

え，庶え 庶え 庶
しょししょ

民民民
みんみみん

に至に至に至
いたいた

るまで広く読まれるようになりるまでで広く読まれるようになりるまで広く読まれるようになり
ました。ました。ました 〈京都外国語大学附属図書館蔵〉〈京都外国語大学附属図書館蔵〈京都外国語大学附属図書館蔵〉

3

5

10

学習
課題

江
ええ

戸
どど

時
じじ

代
だいだい

後
こうこう

半
はんはん

には，どのような特
とくとく

色
しょくしょく

を持
もも

った文
ぶぶんぶん

化
かか

が展
てん

開
かい

したのだ
ろうか。江

え

戸
ど

の庶
しょ

民
みん

が
担
にな

った化
か

政
せい

文
ぶんぶん

化
かか3

　　江
え

戸
ど

に経
けい

済
ざい

の中
ちゅう

心
しん

を移
うつ

す田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

による政
せい

策
さく

に伴
ともな

い，文
ぶん

化
か

の中
ちゅう

心
しん

も上
かみ

方
がた

から江
え

戸
ど

に移
うつ

りました。この
ころ，貨

か

幣
へい

の改
かい

鋳
ちゅう

によって多
おお

くのお金
かね

が回
まわ

り，大
だい

飢
き

きんも起
お

こらな
かったため，裕

ゆう

福
ふく

な町
ちょう

人
にん

だけではなく庶
しょ

民
みん

も手
て

にしたお金
かね

で娯
ご

楽
らく

を
楽
たの

しむようになりました。火
か

事
じ

が多
おお

い江
え

戸
ど

に設
もう

けられた火
ひ

除
よけ

地
ち

は，
人
ひと

々
びと

が集
あつ

まる盛
さか

り場
ば

となりました。19世
せい

紀
き

初
はじ

めの文
ぶん

化
か

・文
ぶん

政
せい

期
き

を
中
ちゅう

心
しん

に花
はな

開
ひら

いた，江
え

戸
ど

の庶
しょ

民
みん

による文
ぶん

化
か

を化
か

政
せい

文
ぶん

化
か

といいます。
　歌

か

舞
ぶ

伎
き

はさらに人
にん

気
き

を集
あつ

め，相
す

撲
もう

や落
らく

語
ご

を楽
たの

しむ寄
よ

席
せ

が庶
しょ

民
みん

にも
広
ひろ

く親
した

しまれました。また，幕
ばく

府
ふ

の政
せい

治
じ

や庶
しょ

民
みん

の生
せい

活
かつ

を風
ふう

刺
し

してよ
む川

せん

柳
りゅう

や狂
きょう

歌
か

が流
りゅう

行
こう

し，俳
はい

諧
かい

では情
じょう

景
けい

を巧
たく

みに表
ひょう

現
げん

した与
よ

謝
さ

蕪
ぶ

村
そん

や
農
のう

民
みん

の感
かん

情
じょう

をくみ取
と

った小
こ

林
ばやしば

一
いっ

茶
さ

らが評
ひょう

判
ばん

を得
え

ました。
印
いん

刷
さつ

技
ぎ

術
じゅつ

の発
はっ

達
たつ

を背
はい

景
けい

に，浮
うき

世
よ

絵
え

における錦
にしき

絵
え

とよばれる多
た

色
しょく

刷
ず

りの版
はん

画
が

が登
とう

場
じょう

し，歌
か

舞
ぶ

伎
き

の人
にん

気
き

役
やく

者
しゃ

を描
えが

いた東
とう

洲
しゅう

斎
さい

写
しゃ

楽
らく

や美
び

人
じん

画
が

庶
しょしょ

民
みんみん

による
化
かか

政
せいせい

文
ぶんぶん

化
かか →p.136

→p.132
かね

→p.129
うふく

4

→p.132
たたた

，1 5

史料 史料 史料，
ばば
→p.132
ししいっ さ

6

→p.133
ききき やくくく

2

4 歌歌歌
かか

舞舞舞
ぶぶぶ

伎伎伎
ききき

の劇の劇の劇
げきげげき

場場場
じょうじじょう

常　常常
じょううじょう

設設設
せつつせつ

の芝の芝の芝
しばししば

居居居
いい

小屋が小小屋が小屋が設設設
もううもう

けられ，けられけられ 質質質
しつつしつ

を高めるさまざまなを高めるさまざまなを高めるさまざまな工工工
くくく

夫夫夫
ふうふふう

と演と演演と演
えんえんえん

出出出
しゅつつしゅつ

が行われたことで，歌舞伎に対する人気はますます高まっていきましが行われたことで 歌舞伎伎に対する人気はますます高まっていきましがが行われたことで，歌舞伎に対する人気はますます高まっていきまし
た。観客は，一日中，飲食や会話をしながら歌舞伎を楽しみました。た 観客は 一日中 飲食や会話話をしながら歌舞舞伎を楽しみましたた 観客は 日中 飲食や会話をしながら歌舞伎を楽しみました， ， 舞伎 〈三代目三代〈三代目
歌川豊国作 『踊形容江戸絵栄』 東京都 江戸東京博物館蔵〉歌川豊国作 踊形容江戸絵栄 東京都 江戸東京博物館蔵〉歌川豊国作『踊形容江戸絵栄』東京都 江戸東京博物館蔵〉

1

86

製
せい

本
ほん

作業

本の宣
せん

伝
でん

書
しょ

棚
だな

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

1919191919

江江江

戸戸戸
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文化史のページでは，各時代の代表的な文化を
大きな図版で紹介し，伝統文化への関心を高められます。 原寸大文化史—伝統文化への関心を高める大迫力の資料

多面的・多角的に日本の歴史を捉える視点❷
特色
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小学校●地理●公民との関連 歌川（安藤）広重（小），本居宣長（小），杉田玄白（小），『解体新書』（小），伊能忠敬（小），寺子屋（小）

5

10

15

を描
えが

いた喜
き

多
た

川
がわ

歌
うた

麿
まろ

らが活
かつ

躍
やく

しました。町
ちょう

人
にん

だけでなく，生
せい

活
かつ

にゆ
とりが生

う

まれた百
ひゃく

姓
しょう

も寺
じ

社
しゃ

参
さん

詣
けい

などの旅
たび

に出
で

かけるようになり，葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

や歌
うた

川
がわ

（安
あん

藤
どう

）広
ひろ

重
しげ

は街
かい

道
どう

などの風
ふう

景
けい

画
が

を描
えが

いて人
ひと

々
びと

の旅
たび

心
ごころ

を
かきたてました。また，本

ほん

も数
かず

多
おお

く印
いん

刷
さつ

され始
はじ

め，旅
たび

先
さき

での出
で

来
き

事
ごと

や名
めい

所
しょ

を描
えが

いた十
じっ

返
ぺん

舎
しゃ

一
いっ

九
く

の『東
とう

海
かい

道
どう

中
ちゅう

膝
ひざ

栗
くり

毛
げ

』は，旅
たび

の案
あん

内
ない

書
しょ

とし
て評

ひょう

判
ばん

となりました。曲
きょく

亭
てい

（滝
たき

沢
ざわ

）馬
ば

琴
きん

の『南
なん

総
そう

里
さと

見
み

八
はっ

犬
けん

伝
でん

』などの長
ちょう

編
へん

小
しょう

説
せつ

も多
おお

くの人
ひと

々
びと

に読
よ

まれました。こうした印
いん

刷
さつ

物
ぶつ

や旅
たび

先
さき

での
人
ひと

々
びと

の交
こう

流
りゅう

によって，江
え

戸
ど

の文
ぶん

化
か

は地
ち

方
ほう

にも伝
つた

わっていきました。
　　武

ぶ

士
し

の学
がく

問
もん

として儒
じゅ

学
がく

が奨
しょう

励
れい

されていましたが，

しだいに仏
ぶっ

教
きょう

や儒
じゅ

教
きょう

が伝
つた

わる前
まえ

の日
にっ

本
ぽん

古
こ

来
らい

の精
せい

神
しん

に
学
まな

ぼうとする国
こく

学
がく

がおこり，本
もと

居
おり

宣
のり

長
なが

が『古
こ

事
じ

記
き

伝
でん

』を書
か

いて国
こく

学
がく

を
大
たい

成
せい

させました。国
こく

学
がく

は当
とう

時
じ

の社
しゃ

会
かい

を批
ひ

判
はん

する考
かんが

えや天
てん

皇
のう

を尊
とうと

ぶ考
かんが

え（尊
そん

王
のう

）に結
むす

び付
つ

き，幕
ばく

末
まつ

の尊
そん

王
のう

攘
じょう

夷
い

運
うん

動
どう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えました。
　一

いっ

方
ぽう

，徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

が洋
よう

書
しょ

関
かん

連
れん

の輸
ゆ

入
にゅう

禁
きん

止
し

を緩
ゆる

めたことで，西
せい

洋
よう

の学
がく

問
もん

を研
けん

究
きゅう

する蘭
らん

学
がく

が盛
さか

んになりました。江
え

戸
ど

では医
い

師
し

の杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

や
前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

らがオランダ語
ご

の人
じん

体
たい

解
かい

剖
ぼう

書
しょ

を翻
ほん

訳
やく

して『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』を出
しゅっ

版
ぱん

し，平
ひら

賀
が

源
げん

内
ない

は日
にっ

本
ぽん

で初
はじ

めて発
はつ

電
でん

機
き

や寒
かん

暖
だん

計
けい

を作
つく

りました。上
かみ

方
がた

の

→p.135
どうど ひ

→p.122C2

8 79

3

→p.123オ

国
こくこく

学
がくがく

と蘭
らん

学
がく

→p.125
まえええ

→p.165
いよう

→p.134
んんがく

→p.135

11

12

8 解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

と前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

は，人体解
かい

剖
ぼう

の見学の際
さい

，オランダの医学書と見
み

比
くら

べ，そ
の正
せい

確
かく

さに驚
おどろ

き翻
ほん

訳
やく

を決意しました。見学のと
き，優

すぐ

れた技
ぎ

術
じゅつ

と知
ち

識
しき

で彼らに解剖の説明をし
たのは，差別された身分の人でした。当時の医
学はこうした人々にも支

ささ

えられていました。〈兵
庫県 神戸市立博物館蔵〉

12

4 杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

（1733～
1817）〈東京都 早稲田大
学図書館蔵〉

11

4
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

が描
えが

いた風景画 北斎
は，大

だい

胆
たん

な構
こう

図
ず

と
色使いで，さまざ
まな富

ふ

士
じ

山
さん

の姿
すがた

を
描きました。〈『富嶽
三十六景 神奈川沖浪
裏』 静岡県 MOA美術
館蔵〉

8

世界に驚
おどろ

きを与
あた

えた浮
うき

世
よ

絵
え

　江戸の一
いっ
般
ぱん
の人々やその生活風景を題材として，多

た
色
しょく
刷
ず
りで

印刷された浮世絵の描
えが
く世界は，当時のヨーロッパでは例のない

ものでした。さらに，日本の浮世絵の大
だい
胆
たん
な構

こう
図
ず
やコントラスト

をはっきりとさせるような色使いは，ゴッホやモネなどのヨーロッ
パの絵画にも大きな影

えい
響
きょう
を与え，「ジャポニスム」とよばれました。

歴史
プラス

8 歌
うた

川
がわ

（安
あん

藤
どう

）広
ひろ

重
しげ

が描
えが

いた
浮世絵〈東京国立博物館蔵〉
9 8 ゴッホが描

えが

いた油絵〈オ
ランダ ゴッホ美術館蔵〉
10

8 伊
い

勢
せ

参
まい

り　庶
しょ

民
みん

の旅行は原
げん

則
そく

禁
きん

止
し

されていましたが，寺社への参
さん

詣
けい

と
いう形で旅をすることができました。伊

い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

は一生に一度は行きたい庶民
の憧

あこが

れでした。〈歌川（安藤）広重作 『伊勢神宮 宮川の渡し』 神奈川県立歴史博物館蔵〉
　　　　どんな人々が参

さん

詣
けい

に来ているだろうか。

7

資料活用

伊勢神宮

「
お
か
げ
ま
い
り
」
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江
え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

後
こうこう

期
きき

に行
おこなおこな

われた幕
ばくばく

政
せいせい

の諸
しょ

改
かい

革
かく

は，どのような結
けっけっ

果
かか

で
あったか，社

しゃしゃ

会
かいかい

の変
へんへん

化
かか

と関
かんかん

連
れんれん

づけてそれぞれ説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。
第５節の問いを振り返ろう

p.134~141 ヒント

幕府の改革はどのような内
容だったか，確認しよう。

8 伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

が作成した地図　その正
せい

確
かく

さによ
り，明

めい

治
じ

以
い

降
こう

においても，この地図に基
もと

づいて
地図が作成されました。北海道の地図の作成に
は間

ま

宮
みや

林
りん

蔵
ぞう

（→p.160）も貢
こう

献
けん

しています。

14

〈『大日本沿海輿地全図』 
（小図） 重要文化財 東京（小図）重要文化財 東京
国立博物館蔵〉
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5

10

15

学
がく

者
しゃ

たちは私
し

塾
じゅく

を作
つく

って町
ちょう

人
にん

や百
ひゃく

姓
しょう

を交
まじ

えて学
まな

び，長
なが

崎
さき

ではオラン
ダ商

しょう

館
かん

の医
い

師
し

シーボルトが蘭
らん

学
がく

者
しゃ

や医
い

学
がく

者
しゃ

を育
そだ

てました。
西
せい

洋
よう

の知
ち

識
しき

は測
そく

量
りょう

術
じゅつ

を進
しん

歩
ぽ

させ，伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

はその技
ぎ

術
じゅつ

を基
もと

に正
せい

確
かく

な日
に

本
ほん

地
ち

図
ず

を作
さく

成
せい

しました。測
そく

量
りょう

術
じゅつ

や天
てん

文
もん

学
がく

が急
きゅう

速
そく

に進
しん

歩
ぽ

した背
はい

景
けい

には，外
がい

国
こく

船
せん

の来
らい

航
こう

により日
にっ

本
ぽん

の地
ち

図
ず

を正
せい

確
かく

に作
つく

る必
ひつ

要
よう

があったこ
とや，測

そく

量
りょう

の基
き

礎
そ

技
ぎ

術
じゅつ

である和
わ

算
さん

が広
ひろ

まったこともありました。
　　18世

せい

紀
き

ごろから，町
ちょう

人
にん

や百
ひゃく

姓
しょう

の間
あいだ

で教
きょう

育
いく

が盛
さか

ん
になり，寺

てら

子
こ

屋
や

が増
ふ

えました。寺
てら

子
こ

屋
や

では商
しょう

売
ばい

や農
のう

村
そん

の運
うん

営
えい

のために「読
よ

み・書
か

き・そろばん」が学
まな

ばれ，幕
ばく

末
まつ

には文
も

字
じ

を読
よ

める人
ひと

の割
わり

合
あい

は世
せ

界
かい

的
てき

にも高
たか

い水
すい

準
じゅん

となりました。さらに私
し

塾
じゅく

が各
かく

地
ち

に出
で

来
き

て，読
どく

書
しょ

を通
つう

じた仲
なか

間
ま

組
そ

織
しき

も結
けっ

成
せい

され，儒
じゅ

学
がく

・蘭
らん

学
がく

・

国
こく

学
がく

を深
ふか

く学
まな

ぶ裕
ゆう

福
ふく

な町
ちょう

人
にん

や農
のう

民
みん

も登
とう

場
じょう

しました。また，諸
しょ

藩
はん

も藩
はん

政
せい

改
かい

革
かく

のなかで教
きょう

育
いく

を重
じゅう

視
し

し，藩
はん

の武
ぶ

士
し

の子
し

弟
てい

のための藩
はん

校
こう

をつ
くって人

じん

材
ざい

を育
いく

成
せい

しました。こうして，近
きん

代
だい

へ続
つづ

く教
きょう

育
いく

の土
ど

台
だい

が日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

に出
で

来
き

上
あ

がりました。

13

14

→p.137
ぎぎぎ じ

→p.133

広
ひろひろ

がる教
きょうきょう

育
いくいく

15

16

→p.123オ，
いいい
3

17

8 寺
てら

子
こ

屋
や

僧
そう

侶
りょ

や浪
ろう

人
にん

が先生になり，町
ちょう

人
にん

や百
ひゃく

姓
しょう

の子どもに，個
こ

人
じん

ごとの課題を与
あた

えて教えていました。８～９歳
さい

ごろから通いまし
た。〈渡辺崋山筆『一掃百態図』 重要文化財 愛知県 田原市博物館蔵〉

15

6 寺
てら

子
こ

屋
や

で使われた女
じょ

性
せい

用教科書　寺子屋では，
「読み・書き・そろばん」
以外にも，礼

れい

儀
ぎ

作
さ

法
ほう

や裁
さい

縫
ほう

など日常生活に役立つ知
ち

識
しき

を学習しました。〈宮城
県 仙台市博物館蔵〉

16

8 閑
しず

谷
たに

学校　岡山藩
はん

の池
いけ

田
だ

光
みつ

政
まさ

（1609～
82）は，積極的に儒

じゅ

学
がく

の教えを藩
はん

政
せい

に取り入
れました。そして，武

ぶ

士
し

を対象とした藩
はん

校
こう

以
外にも，庶

しょ

民
みん

を対象とした閑谷学校をつくっ
て，武士から庶民に至

いた

る藩内のあらゆる人々
への教育に努めました。〈岡山県（公財）特別史
跡旧閑谷学校顕彰保存会提供〉

17

国
　宝

印
いんいん

刷
さつさつ

技
ぎ

術
じゅつ

が人
ひとひと

々
びとびと

に与
あた

えた影
えい

響
きょう

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から書
かか

き出
だだ

してみよう。

国
こくこく

学
がくがく

や蘭
らん

学
がく

など，新
あたらあたら

しい学
がくがく

問
もんもん

の
発
はっはっ

達
たつたつ

が社
しゃしゃ

会
かいかい

に与
あたあた

えた影
えいえい

響
きょうきょう

につい
て説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

4 伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

（1745～1818） 忠敬は，
豪
ごう

商
しょう

の伊能家で商人として成功し，隠
いん

居
きょ

し
た後

のち

，51歳
さい

江で
え

戸
ど

に出て天文学を学びま
した。56歳
のときに幕

ばく

府
ふ

の許
きょ

可
か

を
得
え

て測
そく

量
りょう

の
旅に出発し，
約17年かけ

てて，北は蝦
え

夷
ぞ

地
ち

から南は九州の屋
や

久
く

島島
しまま

まで，各地を測量して歩きました。
〈千千葉県香取市 伊能忠敬記念館蔵〉

13国
　宝
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庶
しょ
民
みん
の娯

ご
楽
らく
として根づいた大

おお
相
ず
撲
もう

　相撲は，初めは朝
ちょう

廷
てい

の年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

でしたが，江
え

戸
ど

時代になると，大
だい

名
みょう

が
お抱

かか
えの力

りき
士
し

たちを競わせるようになりました。その後，土
ど

俵
ひょう

が造
つく

られ，
寄
よ

り切
き

りなどの技
わざ

が生まれたことで，相撲を見る楽しみは増
ぞう

加
か

し，庶民
の娯楽として人気を得

え
ました。また，相撲を職

しょく
業
ぎょう

とする人々も現
あらわ

れ，信
しな

濃
の
（長野県）出身で松

まつ
江
え

藩
はん
（島根県）お抱えの雷

らい
電
でん

など，人気力士も誕
たん

生
じょう

し
ました。

歴史
プラス

2　力
りき
士
し
の土

ど
俵
ひょう
入り〈歌川国芳作 『勧進大相撲土俵入之図』 東京都立中央図書館特

別文庫室蔵〉
5

江
え

戸
ど

っ子
こ

を夢
む

中
ちゅう

にさせた
娯
ご

楽
らく

と浮
うき

世
よ

絵
え

8　隅
すみ
田
だ
川
がわ
の花火大会　江

え
戸
ど
時代になって合

かっ
戦
せん
がなくなる

と，火薬の技
ぎ
術
じゅつ
が花火に生かされ，観

かん
賞
しょう
用の花火が各地へと

広まりました。享
きょう
保
ほう
の飢

き
きんの翌年には，死者の霊

れい
を慰

なぐさ
める

祭として，隅田川で花火が打ち上げられ，江戸の夏の名物と
なりました。火

ひ
除
よけ
地
ち
から盛

さか
り場に発

はっ
展
てん
した両

りょう
国
ごく
橋の周りは，

たくさんの人々でにぎわいました。〈歌川国虎作 『江戸両国橋夕
涼大花火之図』 江戸東京博物館蔵〉

4

江
え
戸
ど
の人々は，どのようなことに

夢
む
中
ちゅう
になっていたのかな。
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狂き
ょ
う

歌か
川せ

ん

柳り
ゅ
う

俳は
い

諧か
い

「白河」は，元白河藩
はん

主
しゅ

（福島県）であった松
まつ

平
だいら

定
さだ
（福（福
信
のぶ

を，「田沼」は，田
た
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文化史のページでは，文化の担い手や文化が生まれた社会的背景について，
それまでに学習してきた政治や経済の内容と関連付けて解説しています。
政治・経済と文化を結び付けて理解することで，日本の歴史を
多面的に捉えることができます。

▶本文やタイトルで文化のおも
な担い手がわかるようになっ
ています。このため，その時
代の文化にどのような特色が
あったのかがより理解しやす
くなっています。

文化の担い手がわかる工夫
ページ 文化 おもな担い手

p.42-47 天平文化 天皇・貴族

p.52-55 国風文化 貴族

p.66-69 鎌倉文化 武士

p.88-91 室町文化 武家・公家・庶民

p.108-111 桃山文化 戦国大名・豪商

文化史—文化が生まれた社会的背景がわかる本文
多面的・多角的に日本の歴史を捉える視点❷

特色

化政文化が生まれた背景について，社会の安定と経
済の発達により豊かになった庶民の存在があったこ
とがわかります。

測量術や天文学が進歩した背景について，外国船の
来航などがあったことがわかります。

ページ 文化 おもな担い手

p.132-133 元禄文化 町人

p.138-141 化政文化 町人・百姓（庶民）

p.204-207 明治の文化 政府

p.224-227 大正・昭和初期の文化 大衆

p.274-277 戦後の文化 大衆
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▶なぜその時代にそのような文化が生まれたのか，
因果関係を明確にして社会的背景がわかるように
しています。

社会的背景がわかる本文

江
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へんへん

化
かか

と関
かんかん

連
れんれん

づけてそれぞれ説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。
第５節の問いを振り返ろう

p.134~141 ヒント

幕府の改革はどのような内
容だったか，確認しよう。

8 伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

が作成した地図　その正
せい

確
かく

さによ
り，明

めい

治
じ

以
い

降
こう

においても，この地図に基
もと

づいて
地図が作成されました。北海道の地図の作成に
は間

ま

宮
みや

林
りん

蔵
ぞう

（→p.160）も貢
こう

献
けん

しています。

14

〈『大日本沿海輿地全図』 
（小図） 重要文化財 東京（小図）重要文化財 東京
国立博物館蔵〉
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縄
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5

10

15

学
がく

者
しゃ

たちは私
し

塾
じゅく

を作
つく

って町
ちょう

人
にん

や百
ひゃく

姓
しょう

を交
まじ

えて学
まな

び，長
なが

崎
さき

ではオラン
ダ商

しょう

館
かん

の医
い

師
し

シーボルトが蘭
らん

学
がく

者
しゃ

や医
い

学
がく

者
しゃ

を育
そだ

てました。
西
せい

洋
よう

の知
ち

識
しき

は測
そく

量
りょう

術
じゅつ

を進
しん

歩
ぽ

させ，伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

はその技
ぎ

術
じゅつ

を基
もと

に正
せい

確
かく

な日
に

本
ほん

地
ち

図
ず

を作
さく

成
せい

しました。測
そく

量
りょう

術
じゅつ

や天
てん

文
もん

学
がく

が急
きゅう

速
そく

に進
しん

歩
ぽ

した背
はい

景
けい

には，外
がい

国
こく

船
せん

の来
らい

航
こう

により日
にっ

本
ぽん

の地
ち

図
ず

を正
せい

確
かく

に作
つく

る必
ひつ

要
よう

があったこ
とや，測

そく

量
りょう

の基
き

礎
そ

技
ぎ

術
じゅつ

である和
わ

算
さん

が広
ひろ

まったこともありました。
　　18世

せい

紀
き

ごろから，町
ちょう

人
にん

や百
ひゃく

姓
しょう

の間
あいだ

で教
きょう

育
いく

が盛
さか

ん
になり，寺

てら

子
こ

屋
や

が増
ふ

えました。寺
てら

子
こ

屋
や

では商
しょう

売
ばい

や農
のう

村
そん

の運
うん

営
えい

のために「読
よ

み・書
か

き・そろばん」が学
まな

ばれ，幕
ばく

末
まつ

には文
も

字
じ

を読
よ

める人
ひと

の割
わり

合
あい

は世
せ

界
かい

的
てき

にも高
たか

い水
すい

準
じゅん

となりました。さらに私
し

塾
じゅく

が各
かく

地
ち

に出
で

来
き

て，読
どく

書
しょ

を通
つう

じた仲
なか

間
ま

組
そ

織
しき

も結
けっ

成
せい

され，儒
じゅ

学
がく

・蘭
らん

学
がく

・

国
こく

学
がく

を深
ふか

く学
まな

ぶ裕
ゆう

福
ふく

な町
ちょう

人
にん

や農
のう

民
みん

も登
とう

場
じょう

しました。また，諸
しょ

藩
はん

も藩
はん

政
せい

改
かい

革
かく

のなかで教
きょう

育
いく

を重
じゅう

視
し

し，藩
はん

の武
ぶ

士
し

の子
し

弟
てい

のための藩
はん

校
こう

をつ
くって人

じん

材
ざい

を育
いく

成
せい

しました。こうして，近
きん

代
だい

へ続
つづ

く教
きょう

育
いく

の土
ど

台
だい

が日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

に出
で

来
き

上
あ

がりました。

13

14

→p.137
ぎぎぎ じ

→p.133

広
ひろひろ

がる教
きょうきょう

育
いくいく

15

16

→p.123オ，
いいい
3

17

8 寺
てら

子
こ

屋
や

僧
そう

侶
りょ

や浪
ろう

人
にん

が先生になり，町
ちょう

人
にん

や百
ひゃく

姓
しょう

の子どもに，個
こ

人
じん

ごとの課題を与
あた

えて教えていました。８～９歳
さい

ごろから通いまし
た。〈渡辺崋山筆『一掃百態図』 重要文化財 愛知県 田原市博物館蔵〉

15

6 寺
てら

子
こ

屋
や

で使われた女
じょ

性
せい

用教科書　寺子屋では，
「読み・書き・そろばん」
以外にも，礼

れい

儀
ぎ

作
さ

法
ほう

や裁
さい

縫
ほう

など日常生活に役立つ知
ち

識
しき

を学習しました。〈宮城
県 仙台市博物館蔵〉

16

8 閑
しず

谷
たに

学校　岡山藩
はん

の池
いけ

田
だ

光
みつ

政
まさ

（1609～
82）は，積極的に儒

じゅ

学
がく

の教えを藩
はん

政
せい

に取り入
れました。そして，武

ぶ

士
し

を対象とした藩
はん

校
こう

以
外にも，庶

しょ

民
みん

を対象とした閑谷学校をつくっ
て，武士から庶民に至

いた

る藩内のあらゆる人々
への教育に努めました。〈岡山県（公財）特別史
跡旧閑谷学校顕彰保存会提供〉

17

国
　宝

印
いんいん

刷
さつさつ

技
ぎ

術
じゅつ

が人
ひとひと

々
びとびと

に与
あた

えた影
えい

響
きょう

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から書
かか

き出
だだ

してみよう。

国
こくこく

学
がくがく

や蘭
らん

学
がく

など，新
あたらあたら

しい学
がくがく

問
もんもん

の
発
はっはっ

達
たつたつ

が社
しゃしゃ

会
かいかい

に与
あたあた

えた影
えいえい

響
きょうきょう

につい
て説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

4 伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

（1745～1818） 忠敬は，
豪
ごう

商
しょう

の伊能家で商人として成功し，隠
いん

居
きょ

し
た後

のち

，51歳
さい

江で
え

戸
ど

に出て天文学を学びま
した。56歳
のときに幕

ばく

府
ふ

の許
きょ

可
か

を
得
え

て測
そく

量
りょう

の
旅に出発し，
約17年かけ

てて，北は蝦
え

夷
ぞ

地
ち

から南は九州の屋
や

久
く

島島
しまま

まで，各地を測量して歩きました。
〈千千葉県香取市 伊能忠敬記念館蔵〉

13国
　宝
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文化が地方に伝わった背景について，旅の流行や印
刷技術の発達があったことがわかります。

小学校●地理●公民との関連 歌川（安藤）広重（小），本居宣長（小），杉田玄白（小），『解体新書』（小），伊能忠敬（小），寺子屋（小）

5

10

15

を描
えが

いた喜
き

多
た

川
がわ

歌
うた

麿
まろ

らが活
かつ

躍
やく

しました。町
ちょう

人
にん

だけでなく，生
せい

活
かつ

にゆ
とりが生

う

まれた百
ひゃく

姓
しょう

も寺
じ

社
しゃ

参
さん

詣
けい

などの旅
たび

に出
で

かけるようになり，葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

や歌
うた

川
がわ

（安
あん

藤
どう

）広
ひろ

重
しげ

は街
かい

道
どう

などの風
ふう

景
けい

画
が

を描
えが

いて人
ひと

々
びと

の旅
たび

心
ごころ

を
かきたてました。また，本

ほん

も数
かず

多
おお

く印
いん

刷
さつ

され始
はじ

め，旅
たび

先
さき

での出
で

来
き

事
ごと

や名
めい

所
しょ

を描
えが

いた十
じっ

返
ぺん

舎
しゃ

一
いっ

九
く

の『東
とう

海
かい

道
どう

中
ちゅう

膝
ひざ

栗
くり

毛
げ

』は，旅
たび

の案
あん

内
ない

書
しょ

とし
て評

ひょう

判
ばん

となりました。曲
きょく

亭
てい

（滝
たき

沢
ざわ

）馬
ば

琴
きん

の『南
なん

総
そう

里
さと

見
み

八
はっ

犬
けん

伝
でん

』などの長
ちょう

編
へん

小
しょう

説
せつ

も多
おお

くの人
ひと

々
びと

に読
よ

まれました。こうした印
いん

刷
さつ

物
ぶつ

や旅
たび

先
さき

での
人
ひと

々
びと

の交
こう

流
りゅう

によって，江
え

戸
ど

の文
ぶん

化
か

は地
ち

方
ほう

にも伝
つた

わっていきました。
　　武

ぶ

士
し

の学
がく

問
もん

として儒
じゅ

学
がく

が奨
しょう

励
れい

されていましたが，

しだいに仏
ぶっ

教
きょう

や儒
じゅ

教
きょう

が伝
つた

わる前
まえ

の日
にっ

本
ぽん

古
こ

来
らい

の精
せい

神
しん

に
学
まな

ぼうとする国
こく

学
がく

がおこり，本
もと

居
おり

宣
のり

長
なが

が『古
こ

事
じ

記
き

伝
でん

』を書
か

いて国
こく

学
がく

を
大
たい

成
せい

させました。国
こく

学
がく

は当
とう

時
じ

の社
しゃ

会
かい

を批
ひ

判
はん

する考
かんが

えや天
てん

皇
のう

を尊
とうと

ぶ考
かんが

え（尊
そん

王
のう

）に結
むす

び付
つ

き，幕
ばく

末
まつ

の尊
そん

王
のう

攘
じょう

夷
い

運
うん

動
どう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えました。
　一

いっ

方
ぽう

，徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

が洋
よう

書
しょ

関
かん

連
れん

の輸
ゆ

入
にゅう

禁
きん

止
し

を緩
ゆる

めたことで，西
せい

洋
よう

の学
がく

問
もん

を研
けん

究
きゅう

する蘭
らん

学
がく

が盛
さか

んになりました。江
え

戸
ど

では医
い

師
し

の杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

や
前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

らがオランダ語
ご

の人
じん

体
たい

解
かい

剖
ぼう

書
しょ

を翻
ほん

訳
やく

して『解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

』を出
しゅっ

版
ぱん

し，平
ひら

賀
が

源
げん

内
ない

は日
にっ

本
ぽん

で初
はじ

めて発
はつ

電
でん

機
き

や寒
かん

暖
だん

計
けい

を作
つく

りました。上
かみ

方
がた

の

→p.135
どうど ひ

→p.122C2

8 79

3

→p.123オ

国
こくこく

学
がくがく

と蘭
らん

学
がく

→p.125
まえええ

→p.165
いよう

→p.134
んんがく

→p.135

11

12

8 解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

と前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

は，人体解
かい

剖
ぼう

の見学の際
さい

，オランダの医学書と見
み

比
くら

べ，そ
の正
せい

確
かく

さに驚
おどろ

き翻
ほん

訳
やく

を決意しました。見学のと
き，優

すぐ

れた技
ぎ

術
じゅつ

と知
ち

識
しき

で彼らに解剖の説明をし
たのは，差別された身分の人でした。当時の医
学はこうした人々にも支

ささ

えられていました。〈兵
庫県 神戸市立博物館蔵〉

12

4 杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

（1733～
1817）〈東京都 早稲田大
学図書館蔵〉

11

4
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

が描
えが

いた風景画 北斎
は，大

だい

胆
たん

な構
こう

図
ず

と
色使いで，さまざ
まな富

ふ

士
じ

山
さん

の姿
すがた

を
描きました。〈『富嶽
三十六景 神奈川沖浪
裏』 静岡県 MOA美術
館蔵〉

8

世界に驚
おどろ

きを与
あた

えた浮
うき

世
よ

絵
え

　江戸の一
いっ
般
ぱん
の人々やその生活風景を題材として，多

た
色
しょく
刷
ず
りで

印刷された浮世絵の描
えが
く世界は，当時のヨーロッパでは例のない

ものでした。さらに，日本の浮世絵の大
だい
胆
たん
な構

こう
図
ず
やコントラスト

をはっきりとさせるような色使いは，ゴッホやモネなどのヨーロッ
パの絵画にも大きな影

えい
響
きょう
を与え，「ジャポニスム」とよばれました。

歴史
プラス

8 歌
うた

川
がわ

（安
あん

藤
どう

）広
ひろ

重
しげ

が描
えが

いた
浮世絵〈東京国立博物館蔵〉
9 8 ゴッホが描

えが

いた油絵〈オ
ランダ ゴッホ美術館蔵〉
10

8 伊
い

勢
せ

参
まい

り　庶
しょ

民
みん

の旅行は原
げん

則
そく

禁
きん

止
し

されていましたが，寺社への参
さん

詣
けい

と
いう形で旅をすることができました。伊

い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

は一生に一度は行きたい庶民
の憧

あこが

れでした。〈歌川（安藤）広重作 『伊勢神宮 宮川の渡し』 神奈川県立歴史博物館蔵〉
　　　　どんな人々が参

さん

詣
けい

に来ているだろうか。

7

資料活用

伊勢神宮

「
お
か
げ
ま
い
り
」
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歴史
を探ろう

世界恐
きょう

慌
こう

が起こると，生産量の約90％の生
き

糸
いと

をアメリカに輸
ゆ

出
しゅつ

していた日
本は，生糸の値

ね

段
だん

が暴
ぼう

落
らく

するなどの影
えい

響
きょう

を受け，各地で多くの製
せい

糸
し

工場が倒
とう

産
さん

しました。特に養
よう

蚕
さん

による収
しゅう

入
にゅう

への依
い

存
そん

度が高かった長野県の農家は，繭
まゆ

価
か

暴
落で収入が激

げき

減
げん

し，多
た

額
がく

の借
しゃっ

金
きん

を抱
かか

えました。また，税
ぜい

金
きん

の滞
たい

納
のう

者
しゃ

が続出し，
村の税収入が激減するなど村は存

そん

亡
ぼう

の機に陥
おちい

りました。県や村では，農村を立
て直すため，養蚕への依存度を減

へ

らしたり，土
ど

木
ぼく

事業などで雇
こ

用
よう

を生み出した
りするほか，満州への移民も呼

よ

びかけました。
1931（昭

しょう

和
わ

６）年の満州事
じ

変
へん

の後
のち

，日本は国の方針として，1932年にまずは
6000人，1936年には20年間で500万人の移民を送る計画を立て，満州移民を
進めました。長野県でも県立の移民訓練所を各地に設

せつ

立
りつ

して満州移民を進めま
した。1936年までの満州移民は，満州の防

ぼう

衛
えい

と開
かい

拓
たく

を主に担
たん

当
とう

しましたが，
1937年以

い

降
こう

は“満州に行けば20町
ちょう

歩
ぶ
※の地

じ

主
ぬし

になれる”といった宣
せん

伝
でん

や，満
まん

蒙
もう

開拓青少年義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

参加への教師による指
し

導
どう

などもあり，農家の次・三男や貧
まず

し
い農家の多くが満州へ渡

わた

りました。
� ※現在の東京ドーム約４個分の面積

1 満州に渡
わた

ったのはどのような人々だったのかな？���������

世界恐
きょう
慌
こう
と満州移民の始まり1

日本日本

（樺太）（樺太）
からふと

（朝鮮）（朝鮮）
ちょうせん中国中国

ソ連ソ連
満州国満州国

上海
シャンハイ ●❸熊本県

●❺新潟県

●❶長野県

●❹福島県

●❷山形県

斉斉哈爾
チ チ ハ ル

ハ ル ビン
哈爾浜

満州大日向村
おお ひ なた

やすおか

大連
ターリエン

奉天（現在の瀋陽）
ほうてん シェンヤン

新京（現在の長春）
しんきょう チャンチュン

満州泰阜分村

こくだいしな の
満州黒台信濃村

満州移民の県別出身者数
（開拓団と義勇軍を含む）

20000人以上
10000～19999人
5000～9999人
2500～4999人
1～2500人未満

満蒙開拓団

開拓団などによる主な村
❶～❺は満州移民者数の
上位県� ���km

82満
まん
蒙
もう
開
かい
拓
たく
団
だん
の分

ぶん
布
ぷ
と都道府県別満州移民〈『長野県満州開拓

史総編』〉

81満州移民による開
かい

拓
たく
の様子　満州には未

み

開
かい
墾
こん
の広大な土地があ

りました。〈毎日新聞社提
供�1941年７月13日撮影〉

歴史
プラス 蚕

さん
糸
し
王国　長野

　明
めい
治
じ
時代半

なか
ば，繭

まゆ
の生産量と製

せい
糸
し
工場数

で全国一となった長野県は，第一次世界大
戦中に繭

まゆ
価
か
が最

さい
高
たか
値
ね
を記録したことなどか

ら，養
よう
蚕
さん
が農業経

けい
営
えい
の中心になりました。

長野県の多くの村は，農家の70％以上が
養蚕を行い，農業収

しゅう
入
にゅう
の80％近くを養蚕

に頼
たよ
るようになっていました。

0 20 40 60 80 100

長野
12.4％

　愛知 6.3 群馬 5.8

埼玉4.8
山梨 4.0

岐阜 4.8

その他 61.9

生産量3億8285万kg

8　繭
まゆ
の生産量（1929年）〈『第49回�日本帝国

統計年鑑』〉
3

8　長野県のある地方の繭
まゆ
価
か
の変化4

1914
（大正3） （昭和元）

5

0

10

15

20
円

18 22 26 30 34年

最高価格

平均価格

第一次
世
界
大
戦

→← 世
界
恐
慌
↓

き
ょ
う
こ
う

〈長野県�上田商工会議所調査〉

240

長野県から見る満
ま ん

州
しゅう

移
い

民
み ん

～不景気から抜
ぬ
け出すための選

せん
択
たく
～
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 主な関連事項と関連ページ 
世界恐

きょう

慌
こう

・昭
しょう

和
わ

恐慌　p.232〜233
満州事

じ

変
へん

・満州国　p.236〜237
中国人の抵

てい

抗
こう

　p.246〜247
中国残

ざん

留
りゅう

日本人孤
こ

児
じ

　p.259

移民をした人々が入植したときの土地は，現地の人々の農地を買い上げた
ものでした。肥

ひ

料
りょう

も要
い

らないほど肥
こ

えた土地に，現地の人を労働者として雇
やと

っ
て農業に励

はげ

みました。やがて農地が不足してくると，防
ぼう

衛
えい

も兼
か

ねてソ連との国
境に近い未

み

開
かい

墾
こん

のところへと開拓を広げました。開拓地では，出身の村や郡単
位でまとまって開拓団を組

そ

織
しき

し，共同で農業に取り組んで，軍へ食料を提
てい

供
きょう

し
ました。また，独身男性の開拓団員の結

けっ

婚
こん

相手として，独身女性も訓練を受け
て満州へ渡

わた

り，現地で結婚して家族をもつことも増
ふ

えました。彼
かの

女
じょ

たちは「大
陸の花

はな

嫁
よめ

」とよばれました。
しかし，戦争末期になると満州を守る関東軍の多くが南方の戦線に移動さ

せられ，それを補
おぎな

うために開拓団の男性も軍
ぐん

隊
たい

に召
しょう

集
しゅう

されました。そのため，
開拓団には女性や幼

おさな

い子ども，老人が多くなり，満州での農業経
けい

営
えい

も苦しく
なっていきました。1945年８月８日深夜に対日参戦（→p.252）を決めたソ連
が９日に攻

せ

め込
こ

んでくると，開拓団からも多くの犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

が出て，約半数の人た
ちが帰国できませんでした。こうしたことにより，中国残

ざん

留
りゅう

日本人孤
こ

児
じ

などが
生まれることになりました。

2 人々は満州でどのような生活をしていたのかな？���������

長野県は，世界恐
きょう

慌
こう

が起こる前，繭
まゆ

の生産量と製
せい

糸
し

工場数で日本一
で，1931年に起こった満州事

じ
変
へん

後，満州への移民の数も日本一だったそう
だよ。繭の生産量や製糸工場数と，移民の数は何か関係しているのかな。ま
た，人々はなぜ満州へ移民することにしたのかな。

疑 問

歴史
プラス

満州での生活2

日本初の満
まん
蒙
もう
開
かい
拓
たく
分
ぶん
村
そん
移民へ

　長野県の大
おお
日
ひ
向
なた
村
むら
は，1937年に村を二

つに分けて半分の村民を満州に送りまし
た。全国でも初の試みであり，「模

も
範
はん
村
むら
」と

して盛
さか
んに紹

しょう
介
かい
されました。

25東京駅を出発する満
まん

蒙
もう

開
かい

拓
たく

青少年義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん
　16〜19歳

さい
までの

男子が満州に渡
わた
りました。〈朝日新聞社提供�1938年4月13日撮影〉

86満州の畑で採
と

れた野菜を手にする義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

の青少
年たち(左)と7戦車に対

たい
抗
こう

するための壕
ごう

を掘
ほ

る義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

の青少年たち(右)〈毎日新聞社提供�1941年７月13日撮
影〉

88満
まん

蒙
もう

開
かい

拓
たく

青少年義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

募
ぼ

集
しゅう

のポスター
〈友常健一氏蔵�水戸市立博物館寄託�1942年〉

29満州移民の数の変化〈外務省『わが国民の海外発
展』〉　　　　　　満州移民の数は，図版　の繭

まゆ
価
か
と

どのような関係があるだろうか。
資料活用 4

満
州
国
成
立
↓

↑
太
平
洋
戦
争
始
ま
る

5

4

0

万人

1

40 45 年1930
（昭和5）

2

3 た
い 

へ
い 

よ
う

4⓾大
おお

日
ひ

向
なた

村
むら

の分
ぶん

村
そん

を伝える雑
ざっ

誌
し

 〈『アサヒ
グラフ』�1938年７月27日号〉
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歴史
を探ろう

米作りに適
てき

さない土地だった八王子では，古くから桑
くわ

が栽
さい

培
ばい

され，養
よう

蚕
さん

が盛
さか

んで，「桑の都
みやこ

」（桑
そう

都
と

）とよばれていました。さらに八王子は，他の生
糸生産地（現在の群馬県や長野県，山梨県など）と江

え

戸
ど

を結ぶ地点にありま
した。そのため，八王子では江戸時代から生糸の取り引きが盛んで，多く
の生糸商人が活

かつ

躍
やく

しており，特に八王子の鑓
やり

水
みず

の商人は有名でした。開国
前にもかかわらず，鑓水には，西洋風の建物が造

つく

られていました。
横
よこ

浜
はま

の開港によって生糸の輸
ゆ

出
しゅつ

が始まると，各地で養蚕ブームが起こり
ました。八王子の生糸の生産・取り引きも増

ふ

え，「絹の道」は生糸を積んだ
荷車でにぎわいました。生糸商人や養蚕農家は利

り

益
えき

を得るだけでなく，欧
おう

米
べい

の文化や思想に触
ふ

れる機会も得ました。やがて鉄道が開通すると，「絹の
道」と共に栄えていた商人は没

ぼつ

落
らく

しますが，生糸の生産は増え続けました。
現在，養蚕農家は激

げき

減
げん

したものの，八王子では絹織
おり

物
もの

を主とした伝統ブ
ランドが受け継

つ

がれており，「八王子ネクタイ」などが有名です。また，
「絹の道」の一部は文化庁選定「歴史の道 百

ひゃく

選
せん

」に指定され，現在でも当時
のおもかげを残す街

かい

道
どう

を歩くことができます。

1 なぜ八王子は生糸の生産・取り引きで発
はっ

展
てん

したのかな？……………

生糸の生産・取り引きで栄えた桑
そう

都
と

八王子1
2 養

よう

蚕
さん

の様子を描
えが

いた錦
にしき

絵
え

　養蚕の普
ふ

及
きゅう

と振
しん

興
こう

のために，江
え

戸
ど

末期になると養
蚕の手順を示

しめ

した錦絵が多く描かれるよ
うになりました。〈横浜市 シルク博物館蔵〉

4

8 八王子からの絹を運んだ街
かい

道
どう

（1860年ごろ撮
さつ

影
えい

）
貿
ぼう

易
えき

が始まると，八王子と横
よこ

浜
はま

を結ぶ街道は，輸
ゆ

出
しゅつ

用の生糸を運ぶルートになりました。このことか
ら，後

のち

にこの街道は「絹の道」とよばれるようになり
ました。生糸商人が多く集まっていた鑓

やり

水
みず

の風景写
真には，八王子から横浜へ向かう道が写っています。

1

生糸で財でで
ざい

を成した横
よこ

浜
はま

商人

八王子の生糸は横浜港から外国へ輸
ゆ
出
しゅつ
さ

れ，横浜の商人は生糸貿
ぼう
易
えき
で大きな富を蓄

たくわ
え

ました。原
はら
善
ぜん
三
ざぶ
郎
ろう
とその孫

まご
娘
むすめ
の婿

むこ
富
とみ
太
た
郎
ろう
は，

生糸の生産まで手がけ，後
のち
に富

とみ
岡
おか
製
せい
糸
し
場
じょう
など

を所有し，生糸貿易で財を築
きず
いた豪

ごう
商
しょう
として

有名です。

歴史
プラス

仮

4
まゆ

玉
だま

　繭玉をゆで，ほぐれてきた
糸を巻

ま

いて生糸を作ります。
2

八王子八王

横浜

神奈川川神奈川神

こうしゅう
やりみず

とう かいどう

はらまち  だ

群馬県よりり
長野県県県
山梨県
より

原町田原

甲州道中

東海道道

鑓水

東 

京  

府

神奈川県
「絹の道」
五街道
のちの横浜線

0 10km0 10k

8 八王子と
横
よこ

浜
はま

をつない
だ「絹の道」

3

2 三
さん

溪
けい

園
えん

（横浜市） 原
はら

善
ぜん

三
ざぶ

郎
ろう

が土地を買
い，富

とみ

太
た

郎
ろう

(三溪)によって造
つく

られました。
5

外国人が見た幕末の八王子

〈『レンズが撮ら
えたF.ベアトの
幕末』より，一
部要約・抜粋〉

200

「絹
き ぬ

の道」と日本の製
せ い

糸
し

業
ぎょう

～幕
ばく

末
まつ

八
はち

王
おう

子
じ

の生
き

糸
いと

産業から近代日本の製糸業へ～
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生糸は，開国してから日本の重要な輸
ゆ

出
しゅつ

品
ひん

となり，特に八王子が取
り引きで栄えたそうだよ。なぜ，八王子で盛

さか
んになったのかな。また，日本

の製糸業はどのように発
はっ

展
てん

したのかな。

 主な関連事項と関連ページ 
商品作物　p.135　殖

しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

　p.172
横
よこ

浜
はま

港
こう

　p.176
自由民

みん

権
けん

運動　p.184〜185
日本の産業革

かく

命
めい

　p.198〜199

幕
ばく

末
まつ

の貿
ぼう

易
えき

開始以来，生糸は日本の主要な輸
ゆ

出
しゅつ

品でした。官
かん

営
えい

の富
とみ

岡
おか

製
せい

糸
し

場
じょう

などを模
も

範
はん

として，1870年代の後半には群馬・長野・山梨県を中心
に，水力や蒸

じょう

気
き

機関を利用した機械で生産する製糸場が次々に設
せつ

立
りつ

されま
した。1882（明治15）年に日本銀行が設立されると，生産規

き

模
ぼ

を拡
かく

大
だい

する
ために必要な資金が供

きょう

給
きゅう

されるようになり，製糸業界も活
かっ

性
せい

化
か

しました。
また，農家にとって，原料となる繭

まゆ

の供給は重要な現
げん

金
きん

収
しゅう

入
にゅう

になりました。
製糸業や紡

ぼう

績
せき

業など，軽工業中心の産業革
かく

命
めい

が進
しん

展
てん

した日
にっ

清
しん

戦争前後の
時期には，民間の鉄道会社の設立ブームも起こりました。日本では，産業
革命が始まる以前から鉄道が開業していましたが，横浜への生糸の輸

ゆ

送
そう

の
ように，貨物輸送による利益を目指した鉄道建設が相

あい

次
つ

ぎ，これらが各地
の産業の機械化を促

うなが

していくという相
そう

乗
じょう

効
こう

果
か

がありました。機械による生
糸の生産は，作業の効

こう

率
りつ

が上がって生産量が増
ふ

えるだけでなく，製品の品
質を飛

ひ

躍
やく

的に向上させ，国
こく

際
さい

競争力も高まりました。日本の生糸や絹織物
の輸出先は主に欧

おう

米
べい

諸国であり，特にアメリカの経
けい

済
ざい

発展に伴
ともな

って，アメ
リカへの輸出が中心となっていきました。

2 日本の製糸業はどのように発
はっ

展
てん

したのかな？…………………………

疑 問

日本の製糸業の発
はっ
展
てん2

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

1840～1931

近代日本の産業の
いしずえを築

きず

いた実業家
　埼玉県の農民出身で，明

めい
治
じ
維
い
新
しん
後に大

おお
蔵
くら

省（現在の財
ざい
務
む
省）の官

かん
僚
りょう
となった渋沢は，

政府の殖
しょく
産
さん
興
こう
業
ぎょう
政
せい
策
さく
の柱である近代的な製

糸場の設
せつ
立
りつ
にも関わりました。大蔵省を辞

じ

職
しょく
した後

のち
は，日本初の銀行を設立し，ここ

を拠
きょ
点
てん
として，秩

ちち
父
ぶ
鉄道や日本郵

ゆう
船
せん
，大阪

紡
ぼう
績
せき
，東洋紡績など多くの企業の創

そう
設
せつ
に携

たずさ

わり，日本の経
けい
済
ざい
界
かい
の指

し
導
どう
者
しゃ
として，昭

しょう
和
わ

初期まで活
かつ
躍
やく
しました。関

かん
東
とう
大
だい
震
しん
災
さい
の復

ふっ
興
こう

（→p.227）や，アメリカなどとの民間外交
にも貢

こう
献
けん
しました。

1878

トン

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

80
0

85 90 95 1900 05 10 年

1909年
日本が輸出量
世界第一位となる

日清戦争
にっしん

日露戦争
にち ろ

8　日本の生糸の輸
ゆ
出
しゅつ
量の推

すい
移
い
〈『日本貿易精覧』〉⓾

8　富
とみ
岡
おか
製
せい
糸
し
場
じょう
　官
かん
営
えい
模
も
範
はん
工場として開

かい
設
せつ
され，日本の製糸業の発

はっ
展
てん
に役立ちました。6

8　鉄道と生糸の輸
ゆ
出
しゅつ
　富

とみ
岡
おか
製
せい
糸
し
場
じょう
の生糸は，

鉄道が敷
し
かれる前は横

よこ
浜
はま
まで船で運ばれていま

した。1884年に鉄道が高
たか
崎
さき
まで開通してから

は輸出量が急
きゅう
増
ぞう
しました。

9

高崎
たかさき

八王子
はちおう　じ

横浜

前橋

伊勢崎
い せ さき

ふか や

桐生

熊谷

きりゅ う

くまがや富岡製糸場
とみおかせい し じょう

山 梨

大宮

赤羽

深谷

あかばね

品川
しながわ

山
手
線

や
ま
の
て

東海道線

秩
父

鉄道

利 根 川利 根 川
とと ねね がわがわ

ええ

どど

が
わ
が
わ

わ
ん
わ
ん

と
う
と
う

き
ょ
う
き
ょ
う

江江
戸戸
川川

東東
京京

湾湾

高
崎
線

高
八

線

線浜
横

は
ち

ち
ち

ぶ

こ
う

栃 木
群 馬

茨 城

千 葉

埼 玉

東 京

神奈川

江戸時代に使
われた水路
明治期に開通
した鉄道
大正～昭和初期
に開通した鉄道
製糸・織物業が
盛んな都市

せい し

さか

めい じ

たいしょう しょう わ

� ��km

4　絹の輸
ゆ
出
しゅつ
用ラベル7

4　織物業に使われたのこぎり屋根の工場（群馬県桐
き

生
りゅう
市）　採

さい
光
こう
に効
こう
果
か
的
てき
な設計でした。

8

〈『上州富岡製糸場』東京都 国立国会図書館蔵〉
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▶コラム「地域史」では，
本文と関連付けて，地
域から日本の歴史を捉
え直しています。

コラム「地域史」

p.199p.31

日
にに

本
ほんほん

列
れっれっ

島
とうとう

において，クニができ，勢
せい

力
りょく

を広
ひろひろ

げていくの
に重

じゅう

要
よう

だったことは何
なになに

か，説
せつせつ

明
めいめい

しよう。
第2節の問いを振り返ろう

p.26~31
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飛

　
鳥
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良

平

　
　
安

鎌

　
倉
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北
朝
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町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

当
とうとう

時
じじ

の日
にに

本
ほんほん

列
れっれっ

島
とうとう

で鉄
てつてつ

が貴
き

重
ちょう

だっ
た理

りり

由
ゆうゆう

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から書
かか

き出
だだ

して
みよう。

ヤマト王
おうおう

権
けんけん

と各
かくかく

地
ちち

の豪
ごう

族
ぞく

の結
むすむす

び
付
つつ

きがどのように強
つよつよ

まっていっ
たのか，説

せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

5

10

15

20

国
くに

を豊
ゆた

かにするために重
じゅう

要
よう

な鉄
てつ

をめぐって，各
かく

地
ち

の豪
ごう

族
ぞく

は，朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

とつながりのあったヤマト王
おう

権
けん

と結
むす

び付
つ

きを強
つよ

めようとしまし
た。ヤマト王

おう

権
けん

は，豪
ごう

族
ぞく

たちに朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

からの鉄
てつ

や技
ぎ

術
じゅつ

などを与
あた

え
る代

か

わりに，貢
みつ

ぎ物
もの

や兵
へい

士
し

の動
どう

員
いん

などを義
ぎ

務
む

づけました。
大
や ま と

和地
ち

方
ほう

を中
ちゅう

心
しん

に出
しゅつ

現
げん

した前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

は，４～５世
せい

紀
き

には各
かく

地
ち

に
広
ひろ

まっていきましたが，それは，各
かく

地
ち

の豪
ごう

族
ぞく

がヤマト王
おう

権
けん

に従
したが

うよ
うになり，大

おお

きな墓
はか

を造
つく

ることを許
ゆる

されたからだと考
かんが

えられていま
す。５世

せい

紀
き

後
こう

半
はん

に，ヤマト王
おう

権
けん

の王
おう

ワカタケルが，「大
おお

王
きみ

」を名
な

乗
の

っ
て，鉄

てっ

剣
けん

や鉄
てっ

刀
とう

を関
かん

東
とう

や九
きゅう

州
しゅう

の豪
ごう

族
ぞく

に与
あた

えたのも，国
こく

内
ない

での結
むす

び付
つ

きを強
つよ

めたいという考
かんが

えからでした。

しかし，朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

での争
あらそ

いに敗
やぶ

れることもあったため，ヤマト王
おう

権
けん

でさえも安
あん

定
てい

して鉄
てつ

を手
て

に入
い

れることはできませんでした。その
ため，ヤマト王

おう

権
けん

は，南
なん

朝
ちょう

と北
ほく

朝
ちょう

に分
わ

かれ対
たい

立
りつ

していた中
ちゅう

国
ごく

の南
なん

朝
ちょう

の皇
こう

帝
てい

へたびたび使
つか

いを送
おく

り，鉄
てつ

を確
かく

保
ほ

するためにその力
ちから

を借
か

りて，
朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

諸
しょ

国
こく

に対
たい

して優
ゆう

位
い

に立
た

とうとしました。

この時
じ

期
き

，戦
せん

乱
らん

の多
おお

い中
ちゅう

国
ごく

や朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から，倭
わ

国
こく

に
移
い

住
じゅう

してきた人
ひと

々
びと

を渡
と

来
らい

人
じん

とよびます。渡
と

来
らい

人
じん

は，土
ど

器
き

（須
す

恵
え

器
き

）や鉄
てっ

器
き

の製
せい

造
ぞう

や機
はた

織
お

り，漢
かん

字
じ

など，毎
まい

日
にち

の生
せい

活
かつ

に役
やく

立
だ

つ
多
おお

くの技
ぎ

術
じゅつ

を伝
つた

えました。さらに，ヤマト王
おう

権
けん

においても外
がい

交
こう

や政
せい

治
じ

，財
ざい

政
せい

などで活
かつ

躍
やく

しました。６世
せい

紀
き

には，仏
ぶっ

教
きょう

や儒
じゅ

教
きょう

を伝
つた

え，日
にっ

本
ぽん

の人
ひと

々
びと

の信
しん

仰
こう

や文
ぶん

化
か

に大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えました。

→p.32
つく

910

8

渡
と

来
らい

人
じん

7 →p.27
たたた

→p.35E3 6

→p.22 →p.19

6，→p.33
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り
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荷
山
古
墳

江
田
船
山
古
墳
古
山
古
墳

江

しらぎぎ

百済
くだ らら

加羅加
か ら

え

た
ふ
な
や
ま

え

い
な
り
や
ま
こ
ふ
ん

大
仙
古
墳

大
仙
古
墳

だ
い
せ
ん

倭

なんちょうう

■
■
4
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■5

■9

広開土王碑
こうかい ど おう ひ

0 500km

88５世
せい

紀
き

の東アジア67須
す

恵
え

器
き

　登り窯
がま

を用いて高温で焼く技
ぎ

術
じゅつ

が
伝わり，これまでよりも丈

じょう

夫
ぶ

な土
ど

器
き

が生産され
ました（→p.35D2）。〈石川県埋蔵文化財センター蔵〉

69稲
い な り

荷山
やま

古
こ

墳
ふん

（埼玉県行
ぎょう

田
だ

市）出土
の鉄

てっ

剣
けん

と810江
え

田
た

船
ふな

山
やま

古墳（熊本県
和
なご

水
み

町
まち

）出土の鉄
てっ

刀
とう

　いずれもワカ
タケル大

おお

王
きみ

の文字が刻がが
きざ

まれています。
全長（約74㎝）

稲荷山古墳

ワ

カ 加

タ 多

ケ 支

ル 鹵

大

王

江田船山古墳

ワ

カ □

タ □

ケ □

ル 鹵

大

王

国
　宝

国
　宝

〈
東
京
国
立
博
物
館
蔵
〉

〈
文
化
庁
所
有
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
提
供
〉

ヒント

ムラからクニ，さらにヤマト王権
へとまとまる過程を確認しよう。

地域史
　７世

せい
紀
き
末～８世紀ごろ，渡来人の知

ち

識
しき
によって上

こう
野
ずけの
国
くに
（群馬県）に三つの碑

ひ

が建てられました。日本語風の漢字の
語順で記された山

やまの
上
うえ
碑，仏教による結

束が記された金
かな
井
い
沢
ざわ
碑，新しい郡を

作ったことを記念して漢文調で記され
た多

た
胡
ご
碑からなる上野三碑からは，朝

ちょう

鮮
せん
半島を経

へ
て伝わった漢字文化や仏教

文化の広がりだけでなく，中央政
せい
府
ふ
の

支
し
配
はい
体
たい
制
せい
を知ることができます。

上
こう

野
ずけ

三
さん

碑
ぴ

に見る渡
と

来
らい

人
じん

の影
えい

響
きょう

46多
た

胡
ご

碑
ひ
〈高崎市教育委員会提供〉

記
憶

33

44
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墳墳
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p.240-241p.200-201

ページ タイトル

p.32-33 古墳から分かる当時の様子

p.72-73 東アジアに開かれた窓口　博多

p.120-121 琉球とアイヌの人々の暮らし

p.130-131 昆布ロードと北前船

p.142-143 世界有数の百万都市　江戸

p.176-177 世界に開かれた港　横浜

ページ タイトル

p.182-183 移住と開拓が進む北海道

p.200-201 「絹の道」と日本の製糸業

p.228-229 発展する産業都市 大阪・神戸

p.240-241 長野県から見る満州移民

p.250-251 戦場となった沖縄

p.266-267 日本の領土画定と近隣諸国

ページ タイトル

p.31 上野三碑に見る渡来人の影響

p.33 大きな古墳が集まる群馬県

p.51 蝦夷と東北の支配

p.68 大仏殿を失った「鎌倉大仏」

p.71 北と南を襲ったもう二つの蒙古襲来

p.79 北海道の独自の文化

▶特設ページ「歴史を探ろう」では， 地域の歴史を取り上げています。当時の社会を
地域の視点から見ることで，日本の歴史を多面的に捉えることができます。

特設ページ「歴史を探ろう」
New

New

New

掲載ページ一覧
（18テーマ）

掲載ページ一覧
（12テーマ）地域史—中央の歴史だけでなく地域史を重視

多面的・多角的に日本の歴史を捉える視点❷
特色
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鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

191919
明
治治
明
治
明
治治

地域史 近代化を支えた石炭と八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
しょ

　現在の福岡県北九州市にあった官
かん
営
えい
の八

幡製鉄所は，当時最
さい
先
せん
端
たん
のドイツの技

ぎ
術
じゅつ
を

導
どう
入
にゅう
して造

つく
られました。八幡製鉄所では，

近くの筑
ちく
豊
ほう
炭田の石炭のほか，中国の鉄

てっ
鉱
こう

石
せき
や，後

のち
には満

まん
州
しゅう
の石炭も使われ，日本の

重工業の発
はっ
展
てん
を支えました。

石炭は，産業革
かく
命
めい
以後，蒸

じょう
気
き
機関に利用

され，各国の近代化の土台となる重要な資
源となりました。しかし，石炭の採

さい
掘
くつ
には多

くの人手が必要で，落
らく
盤
ばん
や酸

さん
欠
けつ
，有毒ガス

の発生など危
き
険
けん
が伴

ともな
う重労働でもありまし

た。それでも石炭産業は栄え，明
めい
治
じ
時代に

は筑豊炭田のほか，北海道の石
いし
狩
かり
炭田など

に多くの炭
たん
坑
こう
都市が生まれ，街

まち
がにぎわい

ました。

5

10

15

20

どの兵
へい

器
き

を購
こう

入
にゅう

しました。また，織
おり

物
もの

業
ぎょう

では日
にっ

本
ぽん

なりの技
ぎ

術
じゅつ

革
かく

新
しん

も
起
お

こり，豊
とよ

田
だ

佐
さ

吉
きち

が独
どく

自
じ

に安
やす

くて効
こう

率
りつ

的
てき

な豊
とよ

田
だ

式
しき

自
じ

動
どう

織
しょっ

機
き

を発
はつ

明
めい

し，
綿
めん

織
おり

物
もの

の生
せい

産
さん

量
りょう

を一
いっ

挙
きょ

に増
ふ

やしました。
　　重

じゅう

工
こう

業
ぎょう

の分
ぶん

野
や

では，日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

で得
え

た賠
ばい

償
しょう

金
きん

を
使
つか

って造
つく

られた，官
かん

営
えい

の八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
しょ

（福
ふく

岡
おか

県
けん

）が中
ちゅう

心
しん

となりました。ここでは，中
ちゅう

国
ごく

から輸
ゆ

入
にゅう

された鉄
てっ

鉱
こう

石
せき

や，筑
ちく

豊
ほう

炭
たん

田
でん

（福
ふく

岡
おか

県
けん

）の石
せき

炭
たん

を使
つか

って，1901（明
めい

治
じ

34）年
ねん

から鉄
てっ

鋼
こう

の生
せい

産
さん

を始
はじ

めました。政
せい

府
ふ

が軍
ぐん

需
じゅ

産
さん

業
ぎょう

に力
ちから

を入
い

れ，重
じゅう

工
こう

業
ぎょう

が発
はっ

達
たつ

すると，それ
まで輸

ゆ

入
にゅう

に頼
たよ

っていた機
き

関
かん

車
しゃ

や戦
せん

艦
かん

なども日
にっ

本
ぽん

国
こく

内
ない

で生
せい

産
さん

できるよ
うになりました。交

こう

通
つう

・通
つう

信
しん

網
もう

もさらに発
はっ

達
たつ

しました。日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

後
ご

には多
おお

くの鉄
てつ

道
どう

が開
かい

通
つう

し，1901年
ねん

には青
あお

森
もり

・下
しもの

関
せき

（山
やま

口
ぐち

県
けん

）間
かん

が全
ぜん

線
せん

開
かい

通
つう

しました。日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

後
ご

には政
せい

府
ふ

の軍
ぐん

事
じ

上
じょう

の目
もく

的
てき

などもあって，
1906年

ねん

に主
しゅ

要
よう

な鉄
てつ

道
どう

が国
こく

有
ゆう

化
か

されました。

こうしたなかで，三
みつ

井
い

・三
みつ

菱
びし

・住
すみ

友
とも

や浅
あさ

野
の

・安
やす

田
だ

などの実
じつ

業
ぎょう

家
か

は，金
きん

融
ゆう

・運
うん

輸
ゆ

・貿
ぼう

易
えき

・鉱
こう

山
ざん

などさま
ざまな分

ぶん

野
や

の企
き

業
ぎょう

を経
けい

営
えい

しました。これらの実
じつ

業
ぎょう

家
か

は，産
さん

業
ぎょう

経
けい

済
ざい

界
かい

を支
し

配
はい

するようになり，財
ざい

閥
ばつ

とよばれるようになりました。財
ざい

閥
ばつ

の
多
おお

くは，政
せい

府
ふ

が売
う

り渡
わた

した官
かん

営
えい

企
き

業
ぎょう

を引
ひ

き受
う

けるなど，政
せい

府
ふ

と強
つよ

く
結
むす

び付
つ

いていました。財
ざい

閥
ばつ

は，産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

を経
へ

て，日
にっ

本
ぽん

の経
けい

済
ざい

発
はっ

展
てん

を
けん引

いん

する存
そん

在
ざい

となっていきました。

日
にっにっ

本
ぽんぽん

の
重
じゅうじゅう

工
こうこう

業
ぎょうぎょう

の発
はっはっ

展
てんてん →p.192

5

67

→p.201
おおおもりもりもり

，3

財
ざい

閥
ばつ

の登
とうとう

場
じょうじょう

→p.201 →p.169D2

→p.172
んんんぎょうぎ うぎ う

，3

85官
かん

営
えい

八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
しょ

　　伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

が視
し

察
さつ

に
訪
おとず

れたときの様子です。〈新日鐵住金株式会社
八幡製鐵所蔵 1900年４月撮影〉

世界
遺産

伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

86炭
たん

坑
こう

での労働〈山本作兵衛作 炭坑記
録画　　　田川市石炭・歴史博物館蔵〉記

　憶

周防灘
すおう

お
ん
が
が
わわわ

遠
賀
川

玄界灘
げんかいなだ

関門
かんもん

海峡
かいきょう

周防灘
すおう

お
ん
が
が
わ

遠
賀
川

玄界灘
げんかいなだ

関門
かんもん

海峡
かいきょう

大
分
大
分
大
分福　岡岡福 岡岡福福 岡岡福　岡

山  口山 口

直直方直
ののおの がた

飯塚飯
いいづかか

田川
た がわ

八幡

小倉
こ

も じ
くら

福岡

下
関
し
も
の下下
せ
き

門司

八幡
　製鉄所当時の

筑豊炭田

0 10km

北京
ペ キン

（1912年～中華民国）
ちゅう か みんこく

鉄鉱石

城漢城城漢城城漢城漢城漢城漢漢城漢城漢漢漢城漢城城城城城城
ウル）のソ在の在（現在の ウソウウ（現在 ルの（現在のソウル）在在（現（（現在（現現在の現在在のののソソウウル）ルル））

んかんかかんかんかかんん ょうじじじょょうう

清
しん

日
本

八
幡
製
鉄
所

韓韓韓韓国国韓韓韓韓国国
くくこくこくかんこかんこくくかんかんかんかんかかかんかんここくく

ターイエてつざん

大冶鉄山

筑
豊
炭
田

ち
く
ほ
う

石炭石炭

拡大

0 500km

27八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
しょ

の位置

近
きんきん

代
だいだい

日
にっにっ

本
ぽんぽん

の主
おもおも

な工
こうこう

業
ぎょうぎょう

製
せい

品
ひん

を，軽
けいけい

工
こうこう

業
ぎょうぎょう

と重
じゅうじゅう

工
こうこう

業
ぎょうぎょう

に分
わわ

けて本
ほんほん

文
ぶんぶん

から
書
かか

き出
だだ

してみよう。

軽
けいけい

工
こうこう

業
ぎょうぎょう

と重
じゅうじゅう

工
こうこう

業
ぎょうぎょう

の発
はっ

展
てん

によっ
て，日

にっにっ

本
ぽんぽん

の経
けいけい

済
ざいざい

と産
さんさん

業
ぎょうぎょう

はどのよ
うに変

かか

わったか説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

地域史
　新潟は江

え
戸
ど
時代に西

にし
廻
まわ
り航

こう
路
ろ
（→p.128）

の重要な港として栄えました。開国後，
新潟港が外国に開かれたことにより，
1892年まで東京を抑

おさ
えて全国一の人口を

誇
ほこ
る県でした。しかし，太

たい
平
へい
洋
よう
側に鉄道

が敷
し
かれ，日本が工業国に変わっていく

につれ，出
で
稼
かせ
ぎや移

い
民
みん
として出ていく人々

が多くなっていきました。

人口日本一だった新潟県

281888年の新潟〈新潟市歴史博物館提供〉

199

03中歴_198-199.indd   19903中歴__198-199.indd 199 /18   10:082020/03/18   10:08882020/03/18 10:0888020/03/18 10:08882020/03/18   10:082020/03/18 10:08

ページ タイトル

p.90 各地に広がった文化

p.100 鉄砲作りを支えた堺と国友

p.101 世界の銀を支えた石見銀山

p.113 鳥取藩の参勤交代

p.128 日光東照宮と街道の発達

p.136 財政改革に成功した米沢藩

ページ タイトル

p.164 那覇と函館のペリー来航

p.173 士族の救済事業となった安積開拓

p.185 多摩地方の自由民権運動

p.199 近代化を支えた石炭と八幡製鉄所

p.199 人口日本一だった新潟県

p.267 小笠原諸島の返還

New

New

「疑問」にわかりやすく答える「解説」 歴史の学習と地域を結
び付ける「関連ページ」

本文で学んだことを具体事例
を通じて深める「学習テーマ」

歴史を探る動機となる「疑問」

※太字：ここで扱っているページ

※太字：ここで扱っているページ

New

New

特
色 

❷

2019



古代

小学校●地理●公民との関連 ムラからクニへ（小），卑弥呼（小）

10

15

　　稲
いな

作
さく

が盛
さか

んになると，人
じん

口
こう

が増
ぞう

加
か

し水
すい

田
でん

も拡
かく

大
だい

した
ため，ムラとムラの間

あいだ

で土
と

地
ち

や水
みず

の利
り

用
よう

をめぐる争
あらそ

いが生
しょう

じ，やがて周
しゅう

辺
へん

のムラをまとめる有
ゆう

力
りょく

なクニ（国
くに

）が現
あらわ

れまし
た。佐

さ

賀
が

県
けん

の吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺
い

跡
せき

では，物
もの

見
み

やぐらを構
かま

え，柵
さく

と深
ふか

い濠
ほり

に
囲
かこ

まれた大
おお

きな集
しゅう

落
らく

が発
はっ

掘
くつ

され，矢
や

が刺
さ

さったあとが残
のこ

る人
じん

骨
こつ

も発
はっ

見
けん

されています。これは，争
あらそ

いにより一
ひと

つのムラが周
しゅう

辺
へん

のムラを併
あわ

せてクニになった様
よう

子
す

を示
しめ

しています。
　　漢

かん

の歴
れき

史
し

書
しょ

（『漢
かん

書
じょ

』）によれば，紀
き

元
げん

前
ぜん

１世
せい

紀
き

ご
ろ，倭

わ

（日
にっ

本
ぽん

）は100ほどのクニ（国
くに

）に分
わ

かれてい
たとあります。また，１世

せい

紀
き

半
なか

ばの歴
れき

史
し

書
しょ

（『後
ご

漢
かん

書
じょ

』）には，奴
な

国
こく

（現
げん

在
ざい

の福
ふく

岡
おか

市
し

付
ふ

近
きん

）の王
おう

が漢
かん

に使
つか

いを送
おく

り，皇
こう

帝
てい

から金
きん

印
いん

を与
あた

えら
れたと書

か

かれています。
中
ちゅう

国
ごく

は，漢
かん

のあと魏
ぎ

・呉
ご

・蜀
しょく

の三
さん

国
ごく

時
じ

代
だい

となりました。そのうち
魏
ぎ

の歴
れき

史
し

書
しょ

（「魏
ぎ

志
し

」倭
わ

人
じん

伝
でん

）によると，３世
せい

紀
き

に倭
わ

は小
ちい

さな国
くに

に分
わ

か
れ，長

なが

い間
あいだ

争
あらそ

いが続
つづ

いたが，邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の卑
ひ

弥
み

呼
こ

を倭
わ

国
こく

の女
じょ

王
おう

にした
ところ，争

あらそ

いが収
おさ

まったとあります。卑
ひ

弥
み

呼
こ

は，まじないによって，
30ほどの諸

しょ

国
こく

を治
おさ

めました。また，中
ちゅう

国
ごく

に使
し

者
しゃ

を送
おく

り，珍
めずら

しい贈
おく

ムラから
クニへ

→p.25F1

1 →p.25F1 2

→p.25カ 3

ちゅう

国
ごく

の歴
れき

史
し

書
しょ

から見
みみ

た倭
わ →p.19

わ
史料

史料

→p.19，4

史料

5 →p.25
こここ

→p.25エ

学習
課題 日

にに

本
ほんほん

列
れっれっ

島
とうとう

のクニはどのようにまとまっていったのだろうか。ムラがまとまり
クニへ2

大
おお

型
がた

の建物
物見やぐら

8 吉吉吉吉吉
よしよし

野野野
の

ヶヶヶ
がが

里里里
りり

遺遺遺遺
いい

跡跡跡跡
せきせ

集落の周りには集落の周りには集落の周りには柵柵柵
さくく

や濠や濠濠や濠
ほりほり

が張が張がが張
は

りめぐらされています。めぐらされています。りめぐらされています。
大大大
おおお

型型型
がたが

の建物は，の建物はの建物は 政政政
せいせ

治治治治
じ

や祭や祭や祭
さいい

祀祀祀
しし

で重で重で重
じゅうじ

要要要要
ようよ

な役な役な役
やくく

割割割
わり

を果たしていたと考えられます。を果たしていたと考えられます。を果たしていたと考えられます
また，周りに柵をまた 周りに柵をまた 周りに柵を造造造

つくく

り，物見やぐらでり 物見やぐらでり 物見やぐらで見見見
みみ

張張張
は

りをしました。をしましたりをしました 〈佐賀県教育委佐賀県教育委〈佐賀県教育委
員会提供〉員会提供〉員会提供〉

1

2 柵柵柵
さくさ

と濠と濠と濠
ほりり

の様子の様子の様子2

なぜ集落の周りに
柵
さく

や濠
ほり

が
造
つく

られたのかな。

2 吉吉吉
よししよし

野野野
ののの

ヶヶヶ
ががが

里里里里
りり

遺遺遺
いいい

跡跡跡
せきせせき

から見から見から見
つかった頭の骨がないつかった頭の骨がないつかった頭の骨がない人人人

じんんじん

骨骨骨骨
こつこ

肩肩肩肩
かたた

や腕や腕や腕や腕
うでう

の骨の骨の骨骨
ほねね

に矢がに矢がに矢が矢 刺刺刺刺
ささ

さったあとも残っています。さったあとも残っています。さ たあとも残 ています
〈佐賀県教育委員会提供〉〈佐賀県教育委員会提供〈佐賀県教育委員会提供〉

3

紀
き

元
げん

前
ぜん

後
ご

の日本

１～２世
せい

紀
き

ごろの日本

84「漢
かんの

委
わの

奴
なの

国
こく

王
おう

」と彫
ほ

られた金印 江
え

戸
ど

時代に
志
し

賀
かの

島
しま

（福岡市）で発見されました。〈福岡県出土
福岡市博物館蔵〉

（実物大）

2.3㎝

へび
国
　宝
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19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

BCB CB.C.

A.D.
1

2

3

弥

生

「魏
ぎ

志
し

」倭
わ

人
じん

伝
でん

から見る邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

　「魏志」倭人伝には，邪馬台国への道
みち
筋
すじ
や国内の様

子が記されています。

歴史
プラス

5

10

15

り物
もの

や王
おう

の地
ち

位
い

を得
え

ることによってほかの国
くに

より優
ゆう

位
い

に立
た

とうとし
ました。その結

けっ

果
か

，倭
わ

国
こく

全
ぜん

体
たい

を統
とう

治
ち

する倭
わ

王
おう

の称
しょう

号
ごう

と金
きん

印
いん

，銅
どう

鏡
きょう

100枚
まい

を得
え

ました。諸
しょ

国
こく

には王
おう

から奴
ど

隷
れい

までの身
み

分
ぶん

があり，国
くに

を治
おさ

めるしくみが整
ととの

えられていました。
　　本

ほん

州
しゅう

が弥
や よ い

生時
じ

代
だい

になったころ，現
げん

在
ざい

の北
ほっ

海
かい

道
どう

を中
ちゅう

心
しん

とする北
きた

の地
ち

域
いき

と，沖
おき

縄
なわ

を中
ちゅう

心
しん

とす
る南

なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

では，狩
か

りや漁
りょう

を中
ちゅう

心
しん

にした生
せい

活
かつ

が続
つづ

いていました。北
ほっ

海
かい

道
どう

では，シカなどの狩
か

りや，鮭
さけ

などの漁
りょう

が行
おこな

われていました。一
いっ

方
ぽう

，沖
おき

縄
なわ

では，サンゴ礁ゴゴ
しょう

で漁
りょう

が行
おこな

われていました。

この時
じ

代
だい

の北
きた

と南
みなみ

の地
ち

域
いき

は決
けっ

して孤
こ

立
りつ

していたのではなく，さま
ざまな地

ち

域
いき

と活
かっ

発
ぱつ

に交
こう

流
りゅう

をしていました。沖
おき

縄
なわ

や奄
あま

美
み

のサンゴ礁ゴゴ
しょう

で
採
と

れる巻
ま

き貝
がい

は腕
うで

輪
わ

に加
か

工
こう

され，北
ほっ

海
かい

道
どう

にまで運
はこ

ばれたものもあり
ました。装

そう

飾
しょく

品
ひん

などに使
つか

われるヒスイや，鋭
するど

く割
わ

れて狩
か

りや物
もの

を切
き

るために使
つか

われた黒
こく

曜
よう

石
せき

も広
ひろ

い地
ち

域
いき

から出
しゅつ

土
ど

しており，交
こう

易
えき

が盛
さか

ん
に行

おこな

われていたことが分
わ

かっています。

→p.33
おさおさおさ

縄
じょう

文
もん

・弥
や よ い

生時
じじ

代
だいだい

の
交
こう

易
えき

と交
こうこう

流
りゅうりゅう

10

9

8

7

6

？

伝に書かれた「魏志」倭人伝に伝にに
台国への道筋邪馬台台台国

伊都国
い  と こく

対馬国
つしまこく

奴 国
な
奴

こく

邪馬台国？
邪馬台国？

末
盧
国

ま
つ
ら
こ
く

九州説邪馬台国？

畿内説邪馬台国？

0 200km

2 邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の所
在地 邪馬台国は，
北九州もしくは畿

き

内
ない

にあったという
説が有力ですが，
どちらにあったの
かはいまだに決着
がついていません。

5

邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の様子

86日本各地に広がる縄
じょう

文
もん

・弥
や よ い

生時代の交易

海道海

ヒスイの
主な原産地

4

貝の主な
原産地

123

0 200km

ヒスイが見つかった，
縄文時代の主な遺跡

黒曜石の主な原産地

貝製の腕輪が見つかった，
弥生時代の主な遺跡

27黒
こく

曜
よう

石
せき

北海道の黒曜石は
を越

こ

えてロシアやサハリンでも
されていました。〈北海道千歳市 キ
９遺跡出土 北海道埋蔵文化財センタ

2 8

29 輪
わ

と指輪
浜遺跡出

土 土井ヶ浜遺跡・人類学
ミュージアム蔵〉

810北海道・南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

の歩み

200

前400
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200
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1800

本州・九州・四国 北海道南西諸島年

首
長
・
王
の

支
配
す
る

農
耕
の
時
代

↓
p.78

琉
球
王
国

時
代

↓
p.78・118・120

「
貝
塚
文
化
」の
時
代

（
漁
と
畑
作
が
中
心
）

「
続
縄
文
文
化
」の
時
代

（
狩
り
と
漁
が
中
心
）

「
ア
イ
ヌ
文
化
」

の
時
代↓

p.79・119・121

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
」・

「
擦
文
文
化
」の
時
代

↓
p.79

古墳

飛鳥

平安

江戸
安土桃山

奈良

鎌倉

戦国

南北朝

縄文

弥生

室町

か
い
づ
か

し
ゅ
ち
ょ
う

し
は
い

の
う
こ
う

ぞ
く
じ
ょ
う
も
ん

じょうもん

こ ふん

やよい

へいあん

かまくら

え　ど

あ す か

り
ゅ
う
き
ゅ
う

むろまち

さ
つ
も
ん

それぞれの中
ちゅうちゅう

国
ごくごく

の歴
れきれき

史
しし

書
しょしょ

に書
かか

か
れた日

にっにっ

本
ぽんぽん

の様
ようよう

子
すす

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から箇
か

条
じょう

書
がが

きで書
かか

き出
だだ

してみよう。

邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

が国
くにくに

々
ぐにぐに

をまとめるため
に，どのようなことを行

おこなおこな

ったか
説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう
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中世

小学校●地理●公民との関連 アイヌの人々（小・地・公）

5

10

15

　　琉
りゅう

球
きゅう

（沖
おき

縄
なわ

県
けん

）の島
しま

々
じま

では，10世
せい

紀
き

ごろに
農
のう

耕
こう

が始
はじ

まりました。14世
せい

紀
き

半
なか

ばには北
ほく

山
ざん

・

中
ちゅう

山
ざん

・南
なん

山
ざん

の３王
おう

国
こく

が成
せい

立
りつ

し，15世
せい

紀
き

には中
ちゅう

山
ざん

の王
おう

である尚
しょう

氏
し

に
よって統

とう

一
いつ

され，首
しゅ

里
り

（現
げん

在
ざい

の那
な

覇
は

市
し

）を都
みやこ

とした琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

が成
せい

立
りつ

し
ました。奄

あま

美
み

大
おお

島
しま

から八
や

重
え

山
やま

列
れっ

島
とう

に及
およ

ぶ地
ち

域
いき

がその領
りょう

域
いき

でした。
　琉

りゅう

球
きゅう

は，以
い

前
ぜん

から東
ひがし

シナ海
かい

を舞
ぶ

台
たい

に独
どく

自
じ

の交
こう

易
えき

活
かつ

動
どう

を行
おこな

っていま
した。14世

せい

紀
き

末
まつ

に，明
みん

との朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

を始
はじ

めた琉
りゅう

球
きゅう

は，日
にっ

本
ぽん

・朝
ちょう

鮮
せん

・

東
とう

南
なん

アジアの国
くに

々
ぐに

とも盛
さか

んに交
こう

易
えき

を行
おこな

いました。琉
りゅう

球
きゅう

は琉
りゅう

球
きゅう

産
さん

の硫
い

黄
おう

や日
にっ

本
ぽん

の武
ぶ

具
ぐ

・屛
びょう

風
ぶ

，東
とう

南
なん

アジア産
さん

の珍
めずら

しい香
こう

辛
しん

料
りょう

や象
ぞう

牙
げ

などを
明
みん

に持
も

っていき，その返
へん

礼
れい

として得
え

た生
き

糸
いと

や絹
きぬ

織
おり

物
もの

・陶
とう

磁
じ

器
き

などを
諸
しょ

国
こく

に転
てん

売
ばい

しました。日
にっ

本
ぽん

の坊
ぼうの

津
つ

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

）・博
はか

多
た

・兵
ひょう

庫
ご

・堺
さかい

（大
おお

阪
さか

府
ふ

）の商
しょう

人
にん

たちも，琉
りゅう

球
きゅう

へやって来
き

ました。

こうした中
なか

継
つぎ

貿
ぼう

易
えき

によって琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

は繁
はん

栄
えい

し，独
どく

自
じ

の文
ぶん

化
か

を築
きず

き
上
あ

げました。しかし，16世
せい

紀
き

半
なか

ばになると，明
みん

の商
しょう

人
にん

が国
くに

の規
き

制
せい

を破
やぶ

って東
とう

南
なん

アジアへ盛
さか

んに進
しん

出
しゅつ

するようになり，ポルトガル商
しょう

人
にん

などの活
かつ

動
どう

も活
かっ

発
ぱつ

になりました。その影
えい

響
きょう

を受
う

け，16世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

に
なると，琉

りゅう

球
きゅう

船
せん

の活
かつ

動
どう

は衰
おとろ

えていきました。

東
ひがしひがし

アジアをつなぐ
琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

→p.29

3

2

→p.76
おおお

146

→p.96
と

→p.100

学習
課題

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

王
おうおう

国
こくこく

やアイヌの人
ひとひと

々
びびとびと

は，周
しゅうしゅう

辺
へんへん

諸
しょ

国
こく

とどのような関
かんかん

係
けいけい

を築
ずきず

いた
のだろうか。琉

りゅう

球
きゅう

とアイヌの
人
ひとひと

々
びとびと

がつなぐ交
こう

易
えき4

84万
ばん

国
こく

津
しん

梁
りょう

の鐘
かね

　1458年に作られ，元は首
しゅ

里
り

城
じょう

正
せい

殿
でん

にありました。〈重要文化財 那覇市 沖縄
県立博物館・美術館蔵〉

琉
りゅう

球
きゅう

国は南
なん

海
かい

の勝
しょう

地
ち

にして
三
さん

韓
かん
（韓
かん
国
こく
）の秀

しゅう

を集め
大明

みん
（中国）をもって輔

ほ

車
しゃ
（ほお骨

ぼね
と歯ぐきのよ

うに重
じゅう
要
よう
な関係）となし

日
にち

域
いき
（日本）をもって唇

しん

歯
し
（唇

くちびる
と歯のように密

みっ
接
せつ

な関係）となす
この二つの中間にありて
湧
ゆう

出
しゅつ

する蓬
ほう

萊
らい

の島なり
舟
しゅう

楫
しゅう

をもって（船を通わせて）
万
ばん

国
こく

の津
しん

梁
りょう
（懸

か
け橋）となし

異
い

産
さん

至
し

宝
ほう

十
じゅっ

方
ぽう

刹
さつ

に充
じゅう

満
まん

す…

8 世界世界界世世界遺遺遺遺
いい

産産産産
さんん

首首首首
しゅしゅ

里里里
り

城城城城城
じょうう

跡跡跡跡
あとと

に復に復復に復
ふくふ

元元元
げんげ

されたされたされた正正正
せいせ

殿殿殿
でんで

　約450年間の約4 0年間の約 年　約450年間の
琉琉琉
りゅうゅ

球球球
きゅうき

王国の王城で，中国や日本の王王国の王城で 中国や日本本の王国の王城で 中国や日本の建建建
けんん

築築築
ちくち

文化の文化の文化の影影影
えいい

響響響
きょうょ

を受けを受けを受け
ています。沖縄戦で焼ていますす 沖縄戦で焼ています 沖縄戦で焼

しょうし

失失失
しつつ

し，1992年に復元されました。し 2年に復元元されました。し 1992年に復元されました

2

おもな城

しゅ り

首里

ちゅうざんんん

中山

ほくざん

北山北山北山

ざんなんざんざん

南山南南

沖お
き

縄な
わ

島じ
ま

0 20km

6 ３王国に分か３王国に分分か３王国に分か
れていたころのれれていたころのれていたころの琉琉琉

りゅううり う

球球球球
きゅうき うきゅう

按按按
あああ

司司司
じじじ

とよばれとよばばれとよばれ
る豪豪る豪

ごううごう

族族族
ぞくくぞく

が，各地にが 各地にが，各地に
グスクググスクグスク（城）を築城城 を築（城）を築（城） 築

きずきず

いいい
て，勢てて 勢て 勢

せいい

力力力
りょくょ

争いをし争いをし争いをし
ていました。てていました。ていました

3

図版1のどのあた
りに，琉

りゅう

球
きゅう

が描
えが

か
れているかな。

8 当時の当時の当時の当時の琉琉琉琉
りゅうゅ

球球球球
きゅうゅ

について書かれたについて書かれたに 書かれたに て書かれた朝朝朝朝
ちょうう

鮮鮮鮮鮮
せんん

の書物の書物の書物の書物（『海『海（『海（『海
東諸国紀』）東諸国紀 ）東諸国紀』）〈国立国会図書館蔵〉国立国会図書館蔵〉〈国立国会図書館蔵〉
1

富ふ

山ざ
ん

浦ほ 対つ
し
ま馬

九
州

78
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東
ひがしひがし

アジアとの交
こうこう

流
りゅうりゅう

がこの時
じじ

代
だいだい

の日
にっにっ

本
ぽんぽん

にもたらした影
えい

響
きょう

と
は何
なになに

か，政
せい

治
じ

と経
けい

済
ざい

の面
めんめん

から説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。
第2節の問いを振り返ろう

p.70~79 ヒント

日本は，特に中国とどのような
関係を築

きず
，，
いたかに，注目しよう。

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

地域史
本州が古

こ
墳
ふん
時代から平

へい
安
あん
時代であった長い間，樺

から
太
ふと

（サハリン）から根
ね
室
むろ
半島・千

ち
島
しま
列島に及

およ
ぶ地

ち
域
いき
にはオ

ホーツク文化が，北海道のそれ以外の地域には擦
さつ
文
もん
文

化とよばれる独自の文化が，形づくられていました
（→p.29）。擦文文化は，木

もく
片
へん
でこすった跡

あと
が残る土

ど

器
き
（擦文土器）が出土することからこの名前が付いてお
り，やがてオホーツク海沿

えん
岸
がん
部まで広がりました。後

のち

に擦文文化はアイヌ文化へと発
はっ
展
てん
していきました。

北海道の独
どく

自
じ

の文化

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

王
おうおう

国
こくこく

とアイヌの人
ひとひと

々
びとびと

が交
こうこう

易
えきえき

していた相
あいあい

手
てて

と交
こうこう

易
えきえき

品
ひんひん

を，それ
ぞれ本

ほんほん

文
ぶんぶん

から書
かか

き出
だだ

してみよう。

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

やアイヌの人
ひとひと

々
びとびと

が周
しゅうしゅう

辺
へんへん

諸
しょ

国
こく

とどのような交
こうこう

易
えきえき

を行
おこなおこな

ったのか
説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

5

10

　　日
に

本
ほん

列
れっ

島
とう

の北
ほく

端
たん

では，狩
か

りや漁
りょう

を中
ちゅう

心
しん

とした
生
せい

活
かつ

が長
なが

く続
つづ

いていましたが，13世
せい

紀
き

までに
はアイヌ文

ぶん

化
か

が成
せい

立
りつ

しました。蝦
え

夷
ぞ

地
ち

（北
ほっ

海
かい

道
どう

）のアイヌの人
ひと

々
びと

は，
樺
から

太
ふと

に進
しん

出
しゅつ

し，アムール川
がわ

流
りゅう

域
いき

と活
かっ

発
ぱつ

に交
こう

易
えき

・交
こう

流
りゅう

していました。

また，津
つ

軽
がる

半
はん

島
とう

（青
あお

森
もり

県
けん

）の十
と

三
さ

湊
みなと

も，アイヌの人
ひと

々
びと

との交
こう

易
えき

地
ち

と
なり，北

きた

の日
に

本
ほん

海
かい

交
こう

通
つう

の中
ちゅう

心
しん

でした。14世
せい

紀
き

ごろには，領
りょう

主
しゅ

であ
る安

あん

藤
どう

（安
あん

東
どう

）氏
し

の下
もと

で繁
はん

栄
えい

し，北
ほっ

方
ぽう

産
さん

の鮭
さけ

や昆
こん

布
ぶ

・毛
け

皮
がわ

などが日
に

本
ほん

海
かい

交
こう

通
つう

によって京
きょう

都
と

などへ送
おく

られていきました。

やがて和
わ

人
じん

（本
ほん

州
しゅう

の人
ひと

々
びと

）は，蝦
え

夷
ぞ

地
ち

の南
なん

部
ぶ

へ進
しん

出
しゅつ

し，館
たて

とよばれ
る根

こん

拠
きょ

地
ち

を造
つく

り，アイヌの人
ひと

々
びと

と交
こう

易
えき

しました。15世
せい

紀
き

半
なか

ば，和
わ

人
じん

の進
しん

出
しゅつ

に圧
あっ

迫
ぱく

されたアイヌの人
ひと

々
びと

は，コシャマインを指
し

導
どう

者
しゃ

とし
て，和

わ

人
じん

と衝
しょう

突
とつ

を起
お

こしました。この衝
しょう

突
とつ

から80年
ねん

ほど争
そう

乱
らん

が続
つづ

くなかで，和
わ

人
じん

の居
きょ

住
じゅう

地
ち

は限
げん

定
てい

されていきました。その後
ご

しばらく
は，アイヌの人

ひと

々
びと

と和
わ

人
じん

の交
こう

易
えき

は安
あん

定
てい

したものとなりました。

アイヌの人
ひとひと

々
びとびと

と
交
こうこう

易
えきえき

→p.29

解説
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箱館箱
はこだて

十三湊

蠣崎蠣崎蠣崎

勝山館
かつやま

志苔館
し のり

松前大館

渡
　島
渡
　　半
島
　　　　島　
半

お
し
ま

と　さ みなと

かきざざきざ

まつまえおおつまつつま

0 50km

和人の根拠地（館）
わ  じん こんきょ ち たて

87和
わ

人
じん

の蝦
え

夷
ぞ

地
ち

への進出
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首里首里
しゅ  りしゅ  りししゅ り

日本日日

朝鮮
ちょうちち せん

明
みん

琉球
王国王

りゅうきゅう

おうこくうう

シシャム

マラッカカマラッマラッカ

大越大大大越
えつだい ついえつえつつ

勝山館勝山館
つやまたかつかつかかかかつやまたてかつかつやまたて

坊津坊津坊津坊坊坊坊津坊坊津津
ぼうのぼぼぼうのぼうぼうぼうぼううのうのつつつ

マッコウクジラ
からとれる香料

朝鮮人参
ちょうせんにんじん ラッコ

の毛皮

生糸
絹織物
陶磁器
銅銭

　き いと

きぬおりもの

とう じ き

どうせん

香辛料・象牙
こうしんりょう ぞう げ

馬・硫黄
い おう

日本刀・屛風
銅・砂金

びょう  ぶ

さ きんどう

鮭
さけ

香辛料

琉球の中継貿易の交易路
アイヌの人々の交易路
主な交易品

なかつぎぼうえき

0 1000km

65熊
くま

像
ぞう

　オホーツク文化
の遺

い

跡
せき

から出土した熊像
で，鯨

くじら

の歯で作られていま
す。何かしらの儀

ぎ

式
しき

に使わ
れたと考えられています。
〈北海道 網走市立郷土博物館蔵〉

解 説 蝦
え

夷
ぞ

地
ち

蝦
えみ し

夷は，古代に日本の東北部に住んでいた先住民を指
して，和

わ

人
じん

が作った言葉です。蝦夷とアイヌの人々との
関係は明らかになっていませんが，この蝦夷に由来して，
北海道は蝦夷地とよばれていました。

88志
し

苔
のり

館
たて

付近で出土した
大量の宋

そう

銭
せん
〈重要文化財 北海

道 函館市教育委員会提供〉

1313

1414

1515

1616

鎌鎌

倉倉

南
北
朝

南
北
朝

室室
町町

戦戦

国国

安土安土安土
桃山桃山桃山

79
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近世

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6
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8

9

10
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12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

BCB CB.C.

A.D.
1

2

3

弥

生

「魏
ぎ

志
し

」倭
わ

人
じん

伝
でん

から見る邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

　「魏志」倭人伝には，邪馬台国への道
みち
筋
すじ
や国内の様

子が記されています。

歴史
プラス

5

10

15

り物
もの

や王
おう

の地
ち

位
い

を得
え

ることによってほかの国
くに

より優
ゆう

位
い

に立
た

とうとし
ました。その結

けっ

果
か

，倭
わ

国
こく

全
ぜん

体
たい

を統
とう

治
ち

する倭
わ

王
おう

の称
しょう

号
ごう

と金
きん

印
いん

，銅
どう

鏡
きょう

100枚
まい

を得
え

ました。諸
しょ

国
こく

には王
おう

から奴
ど

隷
れい

までの身
み

分
ぶん

があり，国
くに

を治
おさ

めるしくみが整
ととの

えられていました。
　　本

ほん

州
しゅう

が弥
や よ い

生時
じ

代
だい

になったころ，現
げん

在
ざい

の北
ほっ

海
かい

道
どう

を中
ちゅう

心
しん

とする北
きた

の地
ち

域
いき

と，沖
おき

縄
なわ

を中
ちゅう

心
しん

とす
る南

なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

では，狩
か

りや漁
りょう

を中
ちゅう

心
しん

にした生
せい

活
かつ

が続
つづ

いていました。北
ほっ

海
かい

道
どう

では，シカなどの狩
か

りや，鮭
さけ

などの漁
りょう

が行
おこな

われていました。一
いっ

方
ぽう

，沖
おき

縄
なわ

では，サンゴ礁ゴゴ
しょう

で漁
りょう

が行
おこな

われていました。

この時
じ

代
だい

の北
きた

と南
みなみ

の地
ち

域
いき

は決
けっ

して孤
こ

立
りつ

していたのではなく，さま
ざまな地

ち

域
いき

と活
かっ

発
ぱつ

に交
こう

流
りゅう

をしていました。沖
おき

縄
なわ

や奄
あま

美
み

のサンゴ礁ゴゴ
しょう

で
採
と

れる巻
ま

き貝
がい

は腕
うで

輪
わ

に加
か

工
こう

され，北
ほっ

海
かい

道
どう

にまで運
はこ

ばれたものもあり
ました。装

そう

飾
しょく

品
ひん

などに使
つか

われるヒスイや，鋭
するど

く割
わ

れて狩
か

りや物
もの

を切
き

るために使
つか

われた黒
こく

曜
よう

石
せき

も広
ひろ

い地
ち

域
いき

から出
しゅつ

土
ど

しており，交
こう

易
えき

が盛
さか

ん
に行

おこな

われていたことが分
わ

かっています。

→p.33
おさおさおさ

縄
じょう

文
もん

・弥
や よ い

生時
じじ

代
だいだい

の
交
こう

易
えき

と交
こうこう

流
りゅうりゅう

10

9

8

7

6

？

伝に書かれた「魏志」倭人伝に伝にに
台国への道筋邪馬台台台国

伊都国
い  と こく

対馬国
つしまこく

奴 国
な
奴

こく

邪馬台国？
邪馬台国？

末
盧
国

ま
つ
ら
こ
く

九州説邪馬台国？

畿内説邪馬台国？

0 200km

2 邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の所
在地 邪馬台国は，
北九州もしくは畿

き

内
ない

にあったという
説が有力ですが，
どちらにあったの
かはいまだに決着
がついていません。

5

邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の様子

86日本各地に広がる縄
じょう

文
もん

・弥
や よ い

生時代の交易

海道海

ヒスイの
主な原産地

4

貝の主な
原産地

123

0 200km

ヒスイが見つかった，
縄文時代の主な遺跡

黒曜石の主な原産地

貝製の腕輪が見つかった，
弥生時代の主な遺跡

27黒
こく

曜
よう

石
せき

北海道の黒曜石は
を越

こ

えてロシアやサハリンでも
されていました。〈北海道千歳市 キ
９遺跡出土 北海道埋蔵文化財センタ

2 8

29 輪
わ

と指輪
浜遺跡出

土 土井ヶ浜遺跡・人類学
ミュージアム蔵〉

810北海道・南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

の歩み

200

前400

紀元

400

200

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

本州・九州・四国 北海道南西諸島年

首
長
・
王
の

支
配
す
る

農
耕
の
時
代

↓
p.78

琉
球
王
国

時
代

↓
p.78・118・120

「
貝
塚
文
化
」の
時
代

（
漁
と
畑
作
が
中
心
）

「
続
縄
文
文
化
」の
時
代

（
狩
り
と
漁
が
中
心
）

「
ア
イ
ヌ
文
化
」

の
時
代↓

p.79・119・121

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
」・

「
擦
文
文
化
」の
時
代

↓
p.79

古墳

飛鳥

平安

江戸
安土桃山

奈良

鎌倉

戦国

南北朝

縄文

弥生

室町

か
い
づ
か

し
ゅ
ち
ょ
う

し
は
い

の
う
こ
う

ぞ
く
じ
ょ
う
も
ん

じょうもん

こ ふん

やよい

へいあん

かまくら

え　ど

あ す か

り
ゅ
う
き
ゅ
う

むろまち

さ
つ
も
ん

それぞれの中
ちゅうちゅう

国
ごくごく

の歴
れきれき

史
しし

書
しょしょ

に書
かか

か
れた日

にっにっ

本
ぽんぽん

の様
ようよう

子
すす

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から箇
か

条
じょう

書
がが

きで書
かか

き出
だだ

してみよう。

邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

が国
くにくに

々
ぐにぐに

をまとめるため
に，どのようなことを行

おこなおこな

ったか
説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう
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小学校●地理●公民との関連 松前藩（小），アイヌの人々（小・地・公），シャクシャイン（小）

5

10

15

　　薩
さつ

摩
ま

藩
はん

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

）は，明
みん

との貿
ぼう

易
えき

で栄
さか

えていた琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

（沖
おき

縄
なわ

県
けん

）を1609年
ねん

に支
し

配
はい

し，検
けん

地
ち

を行
おこな

って百
ひゃく

姓
しょう

から年
ねん

貢
ぐ

米
まい

や布
ぬの

などを取
と

り立
た

てるなど，厳
きび

しく監
かん

督
とく

しました。
　琉

りゅう

球
きゅう

は，明
みん

に朝
ちょう

貢
こう

し，明
みん

の文
ぶん

化
か

や産
さん

物
ぶつ

，海
かい

外
がい

情
じょう

報
ほう

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り
入
い

れていました。それらは幕
ばく

府
ふ

や薩
さつ

摩
ま

藩
はん

にとっても貴
き

重
ちょう

であったた
め，明

みん

の後
あと

に出
で

来
き

た清
しん

とも，幕
ばく

府
ふ

や薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の管
かん

理
り

の下
もと

で朝
ちょう

貢
こう

を続
つづ

け
ることが認

みと

められました。琉
りゅう

球
きゅう

から中
ちゅう

国
ごく

へは，薩
さつ

摩
ま

藩
はん

を通
とお

して入
にゅう

手
しゅ

した日
にっ

本
ぽん

や蝦
え

夷
ぞ

地
ち

の馬
うま

，硫
い

黄
おう

，昆
こん

布
ぶ

・ふかひれ・なまこなどの海
かい

産
さん

物
ぶつ

が輸
ゆ

出
しゅつ

され，中
ちゅう

国
ごく

から琉
りゅう

球
きゅう

へは，絹
きぬ

織
おり

物
もの

・医
い

薬
やく

品
ひん

・茶
ちゃ

・陶
とう

磁
じ

器
き

が
輸
ゆ

入
にゅう

されました。また，琉
りゅう

球
きゅう

特
とく

産
さん

の黒
くろ

砂
ざ

糖
とう

，漢
かん

方
ぽう

薬
やく

・染
せん

料
りょう

に使
つか

われ
るウコンが盛

さか

んに作
つく

られ，琉
りゅう

球
きゅう

はそれらを薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の商
しょう

人
にん

を通
つう

じて大
おお

阪
さか

で売
う

り，そこで得
え

た利
り

益
えき

を中
ちゅう

国
ごく

との貿
ぼう

易
えき

資
し

金
きん

にしました。
　琉

りゅう

球
きゅう

からは，将
しょう

軍
ぐん

が代
か

わるごとに慶
けい

賀
が

使
し

とよばれる就
しゅう

任
にん

祝
いわ

いの使
し

節
せつ

と，琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

が代
か

わるごとに謝
しゃ

恩
おん

使
し

とよばれる感
かん

謝
しゃ

の使
し

節
せつ

が江
え

戸
ど

に
派
は

遣
けん

されました。薩
さつ

摩
ま

藩
はん

は，これらの使
し

節
せつ

の行
ぎょう

列
れつ

を中
ちゅう

国
ごく

風
ふう

に仕
し

立
た

て
て行

こう

進
しん

させ，幕
ばく

府
ふ

と薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の権
けん

威
い

が遠
とお

く琉
りゅう

球
きゅう

まで及
およ

んでいることを
国
こく

内
ない

の人
ひと

々
びと

に印
いん

象
しょう

づけました。

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

への
窓
まど

口
ぐち →p.76

→p.78，1

史料

→p.19

→p.120
で

→p.117

→p.130

→p.131
ゆゆ に う

→p.131

2

学習
課題

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

王
おうおう

国
こくこく

とアイヌの人
ひとひと

々
びびとびと

は，薩
さつ

摩
ま

藩
はん

や松
まつ

前
まえ

藩
はんはん

とどのような関
かんかん

係
けいけい

に
あっただろうか。琉

りゅう

球
きゅう

王
おうおう

国
こくこく

とアイヌ
の人

ひとひと

々
びとびと

への支
し

配
はい4

那
な

覇
は

港に
さまざまな 
地域からの 
船がいるのは 
どうして
かな。

薩
さつ

摩
ま

藩
はん

が琉
りゅう

球
きゅう

に
出した決まり

82琉
りゅう

球
きゅう

からの謝
しゃ

恩
おん

使
し

　琉球の使節団は，約
100名から成り，江

え

戸
ど

への道中では中国風の衣
い

装
しょう

を着たり，音楽を演
えん

奏
そう

したりしました。江戸
までの往

おう

復
ふく

の費用は重い負
ふ

担
たん

でしたが，使節の
派
は

遣
けん

によって王国としての地位を保
たも

てたので，
琉球王国にとって重要な外交儀

ぎ

礼
れい

でした。慶
けい

賀
が

使
し

と合わせると，江戸時代を通して計18回派
遣されました。〈『琉球中山王両使者登城行列』 国立
公文書館蔵〉

8 那那那
なな

覇覇覇覇
はは

港のにぎわい港のにぎわい港のにぎわい 那覇港は，那覇港は，那覇港は 明明明明
みんみんみん

・清清・清
しんんしん

への船や，への船やへの船や 薩薩薩
さつつさつ

摩摩摩
ままま

藩藩藩
はんははん

の船，琉の船，琉の船 琉
りゅううりゅう

球球球
きゅううきゅう

の船でにぎわっていました。の船でにぎわっていま たの船でにぎわっていました
〈『琉球貿易図屛風』 滋賀大学経済学部附属史料館蔵〉〈 琉球貿易図屛風 滋賀大学経済学部附属史料館蔵〈『琉球貿易図屛風』 滋賀大学経済学部附属史料館蔵〉
1

中国への進
しん

貢
こう

船
せん

薩
さつ

摩
ま

の船

琉
りゅう

球
きゅう

の船

118
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江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

が安
あんあん

定
ていてい

した全
ぜんぜん

国
こくこく

支
し

配
はい

ができた理
りり

由
ゆうゆう

を，統
とう

治
ち

のしく
みと関

かんかん

係
けいけい

させて説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。
第3節の問いを振り返ろう

p.112~119 ヒント

江戸幕府が行った国内と国外の
政策をそれぞれ確認しよう。
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安
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87チャシ跡
あと

（新ひだか町）　チャシとはアイ
ヌ語で「とりで」の意味で，鮭

さけ

などを取って生
活するアイヌの人々にとって重要な川や海の
ほとりや，丘

おか

の上などに造
つく

られました。上の
チャシは，松

まつ

前
まえ

藩
はん

と戦うシャクシャインの拠
きょ

点
てん

となりました。〈北海道 新ひだか町教育委員会
提供〉

チャシ跡
あと

静
しず

内
ない

川
がわ

5

10

15

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

王
おうおう

国
こくこく

と薩
さつ

摩
ま

藩
はん

，アイヌの人
ひとひと

々
びとびと

と松
まつ

前
まえ

藩
はんはん

の交
こう

易
えき

品
ひんひん

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から
それぞれ書

かか

き出
だだ

してみよう。

薩
さつさつ

摩
まま

藩
はんはん

と琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

王
おうおう

国
こくこく

，松
まつまつ

前
まえまえ

藩
はんはん

とア
イヌの人

ひとひと

々
びとびと

が，それぞれどのよ
うな関

かんかん

係
けいけい

にあったか，説
せつせつ

明
めいめい

して
みよう。

確認
しよう

説明
しよう

　　蝦
え

夷
ぞ

地
ち

（北
ほっ

海
かい

道
どう

）の多
おお

くの土
と

地
ち

にはアイヌの人
ひと

々
びと

が
暮
く

らし，南
なん

西
せい

部
ぶ

の渡
お

島
しま

半
はん

島
とう

には松
まつ

前
まえ

藩
はん

の和
わ

人
じん

の住
す

む
和
わ

人
じん

地
ち

がありました。アイヌの人
ひと

々
びと

は，漁
りょう

や狩
か

りを行
おこな

ってにしん・
鮭
さけ

などの海
かい

産
さん

物
ぶつ

や毛
け

皮
がわ

などを渡
お

島
しま

半
はん

島
とう

や東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

まで運
はこ

び，和
わ

人
じん

と
米
こめ

・木
も

綿
めん

・鉄
てつ

製
せい

品
ひん

などと交
こう

換
かん

していました。また，千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

・樺
から

太
ふと

・中
ちゅう

国
ごく

東
とう

北
ほく

部
ぶ

の人
ひと

々
びと

とも交
こう

易
えき

していました。
松
まつ

前
まえ

藩
はん

は，耕
こう

地
ち

が乏
とぼ

しく冷
れい

涼
りょう

な気
き

候
こう

で米
こめ

がとれなかったことから，
年
ねん

貢
ぐ

米
まい

による収
しゅう

入
にゅう

の代
か

わりにアイヌの人
ひと

々
びと

と交
こう

易
えき

し，その利
り

益
えき

を得
え

る権
けん

利
り

を幕
ばく

府
ふ

から与
あた

えられました。
　　松

まつ

前
まえ

藩
はん

の武
ぶ

士
し

がアイヌの人
ひと

々
びと

の住
す

む地
ち

へ行
い

って
交
こう

易
えき

を行うようになり，品
しな

物
もの

を交
こう

換
かん

する際
さい

の比
ひ

率
りつ

がアイヌの人
ひと

々
びと

にとって不
ふ

利
り

なものになると，松
まつ

前
まえ

藩
はん

への不
ふ

満
まん

が高
たか

まりました。アイヌの人
ひと

々
びと

は，かつてのアイヌ主
しゅ

体
たい

の交
こう

易
えき

を求
もと

め，
松
まつ

前
まえ

藩
はん

と対
たい

立
りつ

し，1669年
ねん

にシャクシャインを中
ちゅう

心
しん

に立
た

ち上
あ

がって戦
たたか

いました。しかし，幕
ばく

府
ふ

の支
し

援
えん

を受
う

けた松
まつ

前
まえ

藩
はん

に敗
やぶ

れ，その結
けっ

果
か

，

松
まつ

前
まえ

藩
はん

が交
こう

易
えき

の主
しゅ

導
どう

権
けん

を握
にぎ

るようになりました。18世
せい

紀
き

になると松
まつ

前
まえ

藩
はん

の武
ぶ

士
し

は，海
かい

産
さん

物
ぶつ

の交
こう

易
えき

を大
だい

商
しょう

人
にん

に請
う

け負
お

わせ，のちには漁
ぎょ

場
じょう

に多
おお

くのアイヌの人
ひと

々
びと

が働
はたら

き手
て

として駆
か

り出
だ

されることになりました。

蝦
え

夷
ぞ

地
ちち

への
窓
まどまど

口
ぐちぐち →p.79

す

→p.79

4 →p.121
こ

5

→p.121
めめめ

3

交
こうこう

易
えきえき

をめぐる
衝
しょう

突
とつ

6

7

83アイヌオムシャの様子 オム
シャとはアイヌ語で「あいさつ」の
意味で，もともとアイヌの人々と
の交
こう

易
えき

の場を指していました。松
まつ

前
まえ

藩
はん

が出来てからは，藩の役人が
アイヌの人々を集め，支

し

配
はい

するた
めの儀

ぎ

礼
れい

となりました。〈『日高ア
イヌオムシャ之図』 北海道 函館市中央
図書館蔵〉

85にしんの漁場で働く人々　取れたにしんを運ん
だり干

ほ

したりして働く人々が描
えが

かれています。後
のち

の松
まつ

浦
うら

武
たけ

四
し

郎
ろう

（→p.181）もこのようなアイヌの人々の姿
すがた

を
伝えました。〈『蝦夷島奇観』 東京国立博物館蔵〉

太 平 洋太 平 洋
たいたい へいへい ようようシブチャリリリ

　　（染退）　　

オオタオルナイ（小オ 樽）

シラオイシラオイシラオイ
（白老）

松前
江差

弘前 八八 戸

函館

　わ　じん　ち
和人地

1669年にシャクシャインの
戦い（アイヌの人々と松前
藩の衝突）が起こる
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おおお
し
ま
し
ま
し
ま

渡
島
半
島

渡
島
渡
島
半
島

渡
島
渡
島
半
島 まつまえ

はん しょうとつ

お  たる

半

はちのへひろさき

はこだて

まつまえ

え  さし

0 100km

441669年ごろの蝦
え

夷
ぞ

地

松前藩へ

アイヌの人々へ

86松
まつ

前
まえ

藩
はん

とアイヌの人々の取り引き〈北海道博物館蔵〉
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▶琉球とアイヌの人々の歴史を古代から現代まで一貫して取り上げています。 
それぞれの文化や周辺地域との関わりについて深く理解することができます。

琉球とアイヌの人々の一貫した記述

p.78-79

p.28-29

p.118-119

p.281

琉球とアイヌの人々の歴史 掲載ページ一覧
ページ タイトル

p.78-79 琉球とアイヌの人々がつなぐ交易

p.118-119 琉球王国とアイヌの人々への支配

p.120-121 歴史を探ろう 琉球とアイヌの人々の暮らし

p.164 コラム 那覇と函館のペリー来航

p.180-181 沖縄・北海道と「近代化」の波

p.182-183 歴史を探ろう 移住と開拓が進む北海道

ページ タイトル

p.227 見出し 見直される伝承や文化

p.250-251 歴史を探ろう 戦場となった沖縄

p.268-269 見出し 沖縄の復帰と基地問題

p.269 コラム 現在に残る沖縄の基地問題

p.281 コラム 日本における先住民族

現代についても，最新の状況を取り上
げています。「未来に向けて」のコラム
では，沖縄の基地問題や，2019年に制
定された「アイヌ施策推進法」につい
て記述しています。
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1990年代初めに日本で起こっ
た，政

せい
治
じ

と経
けい

済
ざい

の大きな出来事
を二つ本文から書き出してみよ
う。

なぜ，財
ざい

政
せい

の赤字が増
ぞう

加
か

するの
か，その理由を一つ挙げて説明
してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

5

10

15

この後
のち

，経
けい

営
えい

が悪化して倒
とう

産
さん

する企
き

業
ぎょう

が続出し，長い不況の時期が
続きました（失われた20年）。2000年代にやっと景気が持ち直しま
したが，2008年の世界同時不況により，日本も不況になりました。
　不況と人々の移

い

動
どう

により，地
ち

域
いき

経済の衰
すい

退
たい

が進みました。かつて
「総

そう

中流社会」とよばれましたが，人々の生活の格
かく

差
さ

は拡
かく

大
だい

しました。
高
こう

齢
れい

化
か

はさらに進み，社会保
ほ

障
しょう

費
ひ

が増
ぞう

大
だい

し，財政の赤字も増
ふ

えまし
た。
　　　　　　　東アジアでは，日本の敗戦後にイギリスが再

さい

支
し

配
はい

し
ていた香

ホン

港
コン

が1997年に，1887年にポルトガルの支配
下に置かれたマカオが1999年に，それぞれ中国へ返

へん

還
かん

されました。
中国の経済は劇

げき

的
てき

に発
はっ

展
てん

したことにより，21世
せい

紀
き

に入って｢世界の
工場｣といわれるまでになりました。現

げん

在
ざい

では，その経済力を背
はい

景
けい

に国
こく

際
さい

的な発言力を強めています。
　日本と東アジアの国々とはさまざまな課題を抱

かか

えています。韓
かん

国
こく

と北
きた

朝
ちょう

鮮
せん

はいまだ分
ぶん

断
だん

されており，北朝鮮による日本人の拉
ら

致
ち

問題

も未
み

解
かい

決
けつ

のままです。こうした冷戦下からの出来事に加え，北朝鮮

による核
かく

開発問題や，日本と東アジアの国々の間には歴
れき

史
し

認
にん

識
しき

や領
りょう

土
ど

をめぐる問題もあり，関係改
かい

善
ぜん

に向けた努力が続けられています。

4

5

↓p.276

↓p.273

激変する
東アジア

↓p.161

7

↓p.267

8　撤
てっ
去
きょ
される日本企

き
業
ぎょう
の巨大広告

（2018年 ニューヨーク）　日本を代
表する電機企業も，長引く不

ふ
況
きょう

に加
え，巨

きょ
額
がく

の損
そん

失
しつ

を出して経
けい

営
えい

危
き

機
き

に
なり，ニューヨークのタイムズスク
エアに2007年から出していた広告を
取りやめました。これは日本企業の
ちょう落を象

しょう
徴
ちょう

する出来事として受
け止められました。

5

8　拉
ら
致
ち
被
ひ
害
がい
者
しゃ
の帰国　北

きた
朝
ちょう

鮮
せん

によって日本
から拉致された被害者のうち５名が，2002
年，24年ぶりに帰国しました。そのほかの
被害者のさらなる情報開示・帰国が求められ
ています。

7

未来に向けて

日本における先
せん

住
じゅう

民
みん

族
ぞく人権

　1946年に北海道アイヌ協会（→p.223）は再結成されました。その後，1980年代に世界
の先住民族が復

ふっ
権
けん

を訴
うった

え，動き始めたことにより，アイヌの人々もその流れに合流しま
した。1997年に，アイヌの人々の伝

でん
統
とう

文化を取り戻
もど

し発
はっ

展
てん

させる｢アイヌ文化振
しん

興
こう

法｣が
制
せい

定
てい

され，これにより北海道旧
きゅう

土
ど

人
じん

保
ほ

護
ご

法（→p.181）は廃
はい

棄
き

されました。
　2007年に，国

こく
連
れん

総
そう

会
かい

で「先
せん

住
じゅう

民
みん

の権
けん

利
り

に関する国
こく

際
さい

連
れん

合
ごう

宣
せん

言
げん

」が採
さい

択
たく

されたことを受け
て，08年，アイヌの人々を先住民族とすることを求める国会決議がなされました。政

せい
府
ふ

は，
日本が近代化する過

か
程
てい

において，差別されたアイヌの人々が多くいた歴
れき

史
し

的
てき

事実を認
みと

め，総
合的な施

し
策
さく

の確
かく

立
りつ

に取り組むことを表明しました。この一
いっ

環
かん

として，アイヌ文化を復
ふっ

興
こう

・
発
はっ

展
てん

させる拠
きょ

点
てん

としての「民族共
きょう

生
せい

象
しょう

徴
ちょう

空間」の整
せい

備
び

が決定し，国立アイヌ民族博物館と国
立民族共生公園が北海道白

しら
老
おい

町に2020年に完成する予定です。また，政府はアイヌの人々
の誇

ほこ
りが尊

そん
重
ちょう

される地
ち

域
いき

社会づくりに向
けた「アイヌ施策推

すい
進
しん

法」を2019年に制定
しました。

8　国立民族共
きょう
生
せい
公園（イメージ）　民族共

生象
しょう

徴
ちょう

空間の愛
あい

称
しょう

は，アイヌ語で「（大
おお

勢
ぜい

で）
歌うこと」という意味の「ウポポイ」に決定し
ました。

6
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地域史—琉球とアイヌの人々の歴史を重視
多面的・多角的に日本の歴史を捉える視点❷
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現代

※太字：ここで扱っているページ
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冷戦終結後には，どのような課題や社会の変化が起こったのか，一つの出来事を選びその原
げん
因
いん
から説

明してみよう。
第3節の問いを振り返ろう

p.278~283
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現
げん

在
ざい

，日本や世界でどのような
課題に直面しているか，本文か
ら書き出してみよう。

直面している課題のうち一つを
選び，それに取り組むためには
どのようにしたらよいか，歴史
で学んだことを生かして説明し
てみよう。

確認
しよう

説明
しよう

5

10

15

20

　　　　　　　　近年，記録的な猛
もう

暑
しょ

や大雨，大雪などの災
さい

害
がい

が多

くなっています。このような自然災害の増
ぞう

加
か

から地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

への危
き

機
き

感
かん

が高まり，火力発電で生じる二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

などの
温室効

こう

果
か

ガスの排
はい

出
しゅつ

削
さく

減
げん

に向けた取り組みが求められています。

2015年には国際社会全体で脱
だつ

炭
たん

素
そ

化
か

社会を目指すパリ協定が新た
に採

さい

択
たく

され，国際的な取り組みが進められています。これまで地球

温暖化対
たい

策
さく

として，原子力発電が注目されていました。しかし，

2011年の東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

における福島県の原子力発電所の事
じ

故
こ

を
きっかけに，エネルギー確

かく

保
ほ

の方法が改めて議
ぎ

論
ろん

され，そのなかで
太陽光や地熱などの再

さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーが，さらに注目されるよう
になりました。私たちは，現在だけでなく未来を見

み

据
す

えた｢持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社
しゃ

会
かい

｣の実
じつ

現
げん

に向けての取り組みを，十分に考えねばなりません。

　　　　　　　　　私たちが生きる現在は，人口問題や環境問題な
ど，大きな転

てん

換
かん

期
き

を迎
むか

えています。日本列島に暮
く

らす人々は，これまでいくつもの転換期の困
こん

難
なん

に直面しましたが，

知
ち

恵
え

と力を出して克
こく

服
ふく

してきました。日本の歴史のなかにはそうし
た知

ち

恵
え

と経験が詰
つ

まっています。私たちはこれらの知恵や経験を世

界の人々へ発信し，共有することで，共に生きる社会を築
きず

き，世界

に貢献することができます。現在と未来を考えるとき，きっと歴史

で学んだことが役に立つときが来るでしょう。

環
かん

境
きょう

と資
し

源
げん

エネルギー

5

1

未来のために
歴史から学ぶ

34

8　iPS細
さい
胞
ぼう
から作った細胞を販

はん
売
ばい
する企

き
業
ぎょう

（2014年）　2012年に京都大学の山
やま
中
なか
伸
しん
弥
や

教授が，人の皮
ひ
膚
ふ
や血
けつ
液
えき
から作られ，さまざ

まな細胞に変化するiPS細胞（人工多
た
能
のう
性
せい
幹
かん
細
さい

胞
ぼう
）の研究で，ノーベル賞を受賞しました。

iPS細胞は，再
さい
生
せい
医
い
療
りょう
の向上はもちろんのこ

と，iPS細胞を販売する企
き
業
ぎょう
も現

あらわ
れるなど，

これからの経
けい
済
ざい
効
こう
果
か
も期待されています。

6

1 2015年，国
こく

連
れん

総
そう

会
かい

で採
さい

択
たく

された『持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開発のための2030アジェンダ』で国際社
会共通の「持続可能な開発目標（SDGs）」（→ 
p.286）が設

せっ

定
てい

されました。

未来に向けて

現代社会の見直しを迫
せま

った東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい環境

　2011年3月11日，東北地方の太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

を震
しん

源
げん

とする，日本の観
かん

測
そく

史上最大の
地
じ

震
しん

が起きました。地震のあと，東北地方を中心に津
つ

波
なみ

が襲
おそ

い，死者・行
ゆく

方
え

不
ふ

明
めい

者は合わせて1万８千人以上という大きな被
ひ

害
がい

が出ました。多くの人が家を失い，
街全体に大きな被害を受けた地

ち
域
いき

もありました。
　さらに地震と津波により，福島県の原子力発電所で事

じ
故
こ

が起こり，放
ほう

射
しゃ

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

が外部に漏
も

れ出しました。放射性物質の広がりは，人々に健康や食品への不安を
引き起こしました。事故を起こした原子力発電所周辺の住民たちの避

ひ
難
なん

や，がれ
きや汚

お
染
せん

水
すい

などの処
しょ

理
り

は今もなお続いています。
　東日本大震災は，自然災

さい
害
がい

の恐
おそ

ろしさとともに，｢当たり前｣と感じてしまう日々
の生活の大切さを改めて考えさせました。地域社会のつながりや地域社会で共有
された記

き
憶
おく

の大切さも認
にん

識
しき

されました。また，この大震災を機に，エネルギーを
大量に使う社会のあり方も議

ぎ
論
ろん

されるようになりました。

6　事
じ
故
こ
を起こした直後の福島第一原子力発電所5

4　東
ひがし
日
に
本
ほん
大
だい
震
しん
災
さい
の記

き
憶
おく

を伝えるための石
せき
碑
ひ
（宮

城県女
おな
川
がわ
町
ちょう
）　震災の時

に小学6年生だった子ど
もたちが中心となり，震
災の記憶を千年後に伝え
るために「女川いのちの
石碑」を建てました。

4
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p.83

文化史・地域史のほかにも，歴史の理解を深めるためのさまざまな視点を盛り込んでいます。
多様な立場や異なる見方を学ぶことで，歴史を多角的に捉えることができます。

▶学習内容に深く関わった人物を「人物コラム」で紹介しています（計49名）。 
為政者だけでなく，地域で活躍した人や女性など，さまざまな立場の人々を紹介しています。

▶巻末には，教科書に掲載されたおもな人物のさくいんを掲載しています（計318名）。
▶小学校の社会科で学習する42人の人物も，すべて掲載しています。

▶一つの歴史的事象について，さまざまな立場の人々の見方を示す資料を多く掲載しています。 
たとえば第二次世界大戦のページでは，人々が敗戦をどのように受け止めたか，異なる三つの意見を
掲載しています。

多くの人物を掲載

異なる見方を示す資料

p.252

小学校●地理●公民との関連 原子爆弾の投下（小），ポツダム宣言（小）

10

　　日
にっ

本
ぽん

は1945（昭
しょう

和
わ

20）年
ねん

７月
がつ

に出
だ

されたポツ
ダム宣

せん

言
げん

を黙
もく

殺
さつ

しました。アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

は，
戦
せん

争
そう

の早
そう

期
き

終
しゅう

結
けつ

とともにソ連
れん

に対
たい

して優
ゆう

位
い

に立
た

つため，原
げん

子
し

爆
ばく

弾
だん

（原
げん

爆
ばく

）の投
とう

下
か

を決
けっ

定
てい

しました。８月
がつ

６
むい

日
か

午
ご

前
ぜん

８時
じ

15分
ふん

に広
ひろ

島
しま

へ，８月
がつ

９
ここの

日
か

午
ご

前
ぜん

11時
じ

２分
ふん

に長
なが

崎
さき

へ投
とう

下
か

された原
げん

子
し

爆
ばく

弾
だん

により，町
まち

の中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

は
壊
かい

滅
めつ

しました。広
ひろ

島
しま

では約
やく

14万
まん

人
にん

もの人
ひと

々
びと

が，長
なが

崎
さき

でも1945年
ねん

末
まつ

までに７万
まん

人
にん

を数
かぞ

える人
ひと

々
びと

が犠
ぎ

牲
せい

になりました。そのときに生
い

き
残
のこ

った人
ひと

々
びと

も，放
ほう

射
しゃ

線
せん

の後
こう

遺
い

症
しょう

などによって苦
くる

しみました。

そして８月
がつ

８
よう

日
か

深
しん

夜
や

，ソ連
れん

は，ヤルタ協
きょう

定
てい

を基
もと

に日
にっ

ソ中
ちゅう

立
りつ

条
じょう

約
やく

を
破
やぶ

って日
にっ

本
ぽん

に宣
せん

戦
せん

布
ふ

告
こく

し，９
ここの

日
か

に満
まん

州
しゅう

と南
みなみ

樺
から

太
ふと

への侵
しん

攻
こう

を開
かい

始
し

しま
した。事

じ

態
たい

を重
おも

く見
み

た日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

は，天
てん

皇
のう

制
せい

が維
い

持
じ

できるという考
かんが

え
の下

もと

で，1
じゅう

4
よっ

日
か

にポツダム宣
せん

言
げん

を受
う

け入
い

れて降
こう

伏
ふく

することを決
き

めま
した。翌

よく

15日
にち

，昭
しょう

和
わ

天
てん

皇
のう

はラジオ放
ほう

送
そう

でこの決
けっ

定
てい

を国
こく

民
みん

に知
し

らせ
ました（玉

ぎょく

音
おん

放
ほう

送
そう

）。

原
げんげん

子
しし

爆
ばく

弾
だん

の投
とうとう

下
かか

→p.249
れんれんれん

史料，

3

4

史料

→p.249
なみな から

→p.241

史料1

学習
課題 第

だいだい

二
にに

次
じじ

世
せせ

界
かいかい

大
たいたい

戦
せんせん

は，どのように終
しゅうしゅう

結
けつけつ

したのだろうか。ポツダム宣
せん

言
げん

と
日
にっにっ

本
ぽんぽん

の敗
はいはい

戦
せんせん4

ポツダム宣
せん

言
げん
（1945年７月）

それぞれの敗戦① それぞれの敗戦② それぞれの敗戦③

4 敗戦を敗戦戦を敗戦敗戦を告告告告
つつ

げるラジオを聞げるラジオを聞げ ジげるラジオを聞
く人々く人々く人々（大阪市）（大阪市（大阪市）〈朝日新聞社提朝日新聞社提〈朝日新聞社提
供 1945年8月15日撮影〉供 19 5年 月 5日撮影供 1945年8月15日撮影〉

1
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750500250250500 00
万人

民間人間軍人人

連合国枢軸国
すうじく

4304
310
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49

40

ド イ ツ

日 本

ルーマニア

ハンガリー

イタリア

ソ 連

中 国

ポーランド

フランス

イギリス

アメリカ

82第二次世界大戦の犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ
〈『ブリタニカ国際大

百科事典』ほか〉

人々はどのような
気持ちで敗戦を
迎
むか

えたのかな。

252
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日
にっにっ

本
ぽんぽん

の「近
きんきん

代
だいだい

国
こっこっ

家
かか

」の建
けん

設
せつ

に向
む

けて，明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

はどのような政
せいせい

策
さくさく

を行
おこなおこな

ったのか，欧
おう

米
べい

の近
きんきん

代
だいだい

化
かか

の推
すい

移
い

を踏
ふ

まえて説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。
第3節の問いを振り返ろう

p.170~175
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5

10

15

由
ゆう

」や「権
けん

利
り

」といった思
し

想
そう

を日
にっ

本
ぽん

に紹
しょう

介
かい

しました。これらの思
し

想
そう

は
新
しん

聞
ぶん

や雑
ざっ

誌
し

などによって広
ひろ

まり，人
ひと

々
びと

の考
かんが

え方
かた

に大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

え
ました。宗

しゅう

教
きょう

の分
ぶん

野
や

では，明
めい

治
じ

維
い

新
しん

直
ちょく

後
ご

，神
しん

道
とう

を重
おも

んじる政
せい

策
さく

の下
もと

で，仏
ぶっ

教
きょう

寺
じ

院
いん

や仏
ぶつ

像
ぞう

が破
は

壊
かい

されました。しかし，「文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

」が進
すす

む
と，新

しん

政
せい

府
ふ

はキリスト教
きょう

を含
ふく

む信
しん

教
きょう

の自
じ

由
ゆう

を認
みと

めていきました。
一
いっ

方
ぽう

，農
のう

村
そん

では，農
のう

作
さ

業
ぎょう

に結
むす

び付
つ

いた太
たい

陰
いん

暦
れき

が使
つか

われ続
つづ

けるなど，
「文

ぶん

明
めい

開
かい

化
か

」の文
ぶん

化
か

や生
せい

活
かつ

スタイルはすぐには受
う

け入
い

れられませんで
したが，少

すこ

しずつ人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

は変
か

わっていきました。
　　徴

ちょう

兵
へい

令
れい

・地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

・学
がく

制
せい

などの新
あたら

しい政
せい

策
さく

に
対
たい

しては，国
こく

民
みん

の強
つよ

い抵
てい

抗
こう

もありました。
徴
ちょう

兵
へい

令
れい

に対
たい

しては，岡
おか

山
やま

県
けん

などで「血
けつ

税
ぜい

一
いっ

揆
き

」ともいわれる農
のう

民
みん

一
いっ

揆
き

が起
お

こりました。これまでの特
とっ

権
けん

が奪
うば

われた士
し

族
ぞく

も，政
せい

府
ふ

に対
たい

し
て武

ぶ

力
りょく

で反
はん

乱
らん

を起
お

こしました。その多
おお

くは，幕
ばく

府
ふ

を倒
たお

す主
しゅ

力
りょく

であっ
た西

にし

日
に

本
ほん

の士
し

族
ぞく

でした。
地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

についても，茨
いばら

城
き

県
けん

や三
み

重
え

県
けん

で大
おお

きな反
はん

対
たい

一
いっ

揆
き

が起
お

こり
ました。政

せい

府
ふ

は，軍
ぐん

隊
たい

によって一
いっ

揆
き

をしずめましたが，一
いっ

方
ぽう

で農
のう

民
みん

の一
いっ

揆
き

が士
し

族
ぞく

の反
はん

乱
らん

と合
ごう

流
りゅう

することを恐
おそ

れ，1877年
ねん

に地
ち

租
そ

を2.5％

に引
ひ

き下
さ

げました。これらの農
のう

民
みん

たちによる反
はん

対
たい

運
うん

動
どう

の成
せい

果
か

は，
「竹

たけ

やりでどんと突
つ

き出
だ

す二
に

分
ぶ

五
ご

厘
りん

」と歌
うた

によまれました。

→p.150
ひろ

→p.176

→p.170
むす

→p.169オ

新
あたらあたら

しい政
せいせい

策
さくさく

への
反
はん

応
のう →p.173 →p.173

つよよよ

2

→p.173
ふふ た

人物

→p.166

3

8 旧開
かい

智
ち

学校（長野県松
まつ

本
もと

市）　この校
こう

舎
しゃ

は
1876年に建てられ，1963（昭和38）年まで
使われました。〈重要文化財〉

4

日
にっにっ

本
ぽんぽん

に取
とと

り入
いい

れられた欧
おう

米
べい

の文
ぶんぶん

化
かか

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から三
みっみっ

つ書
かか

き出
だだ

して
みよう。

「文
ぶんぶん

明
めいめい

開
かいかい

化
かか

」や政
せいせい

府
ふふ

の政
せいせい

策
さくさく

に，
人
ひとひと

々
びとびと

はどんな反
はん

応
のう

をしたか，説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

1877年
西南戦争
→p.184

1874年
佐賀の乱

1873年
米価値上がり反対

1876年
秋月の乱 しゅうきょう
あきづき

1876年
萩の乱

1872年
「解放令」反対

1877年
コレラ予防反対

1871年
新政府の宗教政策反対

ざつぜいはいし
1874年
雑税廃止要求

はぎ

1876年
敬神党（神風連）の乱
けいしんとう じんぷう

年
れん

べい か

徴兵令反対一揆
地租改正反対一揆
その他の一揆
主な士族の反乱

ち そ かいせい

ちょうへいれい いっ  き

2 の政
せい

策
さく

に反対する
族
く

の反乱（1868～
年） 虹二『明治農民騒擾

の年次的研究』〉

2

江
え

藤
とう

新
しん

平
ぺい

1834～1874

近代日本の
司法制

せい

度
ど

を整
せい

備
び

　佐賀藩の出身で，新政府では近代国家
建設で活

かつ
躍
やく
しました。江

え
戸
ど
を東京と改

かい
称
しょう

して都の新
しん
設
せつ
を提

てい
案
あん
したこと（→p.170）

や民法の編
へん
纂
さん
に関わったこと，司法制度

を整備し，裁
さい
判
ばん
所
しょ
を設置したことなどが

業
ぎょう
績
せき
として知られ，佐賀の七

しち
賢
けん
人
じん
として

たたえられています。しかし，江藤は征
せい

韓
かん
論
ろん
をめぐり，西

さい
郷
ごう
隆
たか
盛
もり
や板

いた
垣
がき
退
たい
助
すけ
らと

ともに政府を去り（→p.179），1874（明
治７）年に士

し
族
ぞく
の不満を訴

うった
えるため，佐

賀の乱を起こしました。

4 地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

反対一
いっ

揆
き

〈東京大学法学部附属明治
新聞雑誌文庫蔵〉

3

191919
明
治
明明
治
明
治
明
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p.231

歴史的な背
はい
景
けい
を踏

ふ
まえて，問題の解

かい
決
けつ
を考える。

　社会の新しい動きにあわせて様々な問題が発生し，解決に向けて議論がなされてきました。歴史的な背景を踏まえ，当時の
状況のなかで何が課題とされていたのか，その論点を整理して，解決に向けて考えることが，歴史を学ぶ際には大切です。

11技能を
みがく

231

「母
ぼ

性
せい

保
ほ

護
ご

論
ろん

争
そう

」を考察する −女
じょ

性
せい

のこれからの生き方を三人が激
げき

論
ろん

！

話し合って深めよう  
③グループになって，②の自分の意見を発表し合おう。
それぞれが賛成する意見を実現するために，当時の社
会で一番の問題点は何であったか，当時の民法の内容

（→p.187）や今まで学習したことを踏まえて，話し合っ
てみよう。
④当時問題であったことが，その後どのように解決さ
れたのか，または，解決の途

と

上
じょう

にあるのか，現在の社
会の状況などを踏まえて，予想を話し合ってみよう。

説明しよう  ②女性の社会進出について，あなたは三人のうち，誰の
どのような意見に賛

さん

成
せい

するだろうか。あなたがこの時代の課題と考え
たことを明

めい

確
かく

にして，その理由を説明しよう。

1

2

資料

資料

女性活動家のプロフィール

当時の女性の労働と家事をめぐる環
か ん

境
きょう

4　職業婦人の既
き
婚
こん
率
りつ
（1924年）1 4　主な女性の職業とその平

へい
均
きん
月
げっ
収
しゅう
（1924年）2 4　大正時代の主婦の家事時間3

〈『職業婦人に関する調査』〉

回答者のうちの
既婚者の人数

その
割合

教員 94/132 71.2％

7.0％54/768

タイピスト・
事務員・店員
・看護婦・電
話交換手

かん ご ふ

こうかんしゅ

〈『職業婦人に関する調査』〉

※当時，経済的な自立に必要な月収：約 60円

35円

35円

26円
10円50円

50円

70～100円
学校教員・記者・
速記者・車掌・
女給など

タイピスト

事務員

電話交換手

女工

女中看護婦

しゃしょう

洗濯など
1時間31分 裁縫

2時間40分

育児
4時間05分

買物など
1時間25分

家事労働
16時間06分

家事以外
7時間54分

6時間25分
炊事・掃除

〈『日本20世紀館』〉

すい  じ

せんたく
さいほう

そう  じ

私は，（　　　　　　　　　　　　　）の

（ ）
　　　　　　　　　　　　　　　　という意見に賛成です。

なぜなら，私は，当時の社会では

（  ）
　　　　　　　　　　という点が課題だと考えたからです。

与
よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ

1878～1942

11人を育てた歌人

　歌集「みだれ髪
がみ
」などを発表し，女性の

自
じ
我
が
を情

じょう
熱
ねつ
的に表現しました（→p.195）。

また，評
ひょう
論
ろん
家
か
としても活動し，男女平

等教育の実
じっ
践
せん
など，女性の自立を訴

うった
え

ました。歌人である与
よ
謝
さ
野
の
鉄
てっ
幹
かん
と結婚

して11人の子どもを育て，文筆活動で
一家の家計を支えました。

平
ひら

塚
つか

らいて
ち ょ う

う
1886～1971

『青
せい

鞜
とう

』を発
はっ

刊
かん

し
女性の権利を宣言
　女性は結婚して夫に従

じゅう
属
ぞく
するという，

当時の女性の生き方に疑
ぎ
問
もん
をもち，青鞜

社を結成して，女性による，女性のため
の雑

ざっ
誌
し
『青鞜』を発刊しました（→p.223）。

1920年には新婦人協会を結成し，女性の
政治集会権の獲

かく
得
とく
に貢

こう
献
けん
しました。年下

の男性と事
じ
実
じつ
婚
こん
し，２児をもうけています。

山
やま

川
かわ

菊
きく

栄
え

1890～1980

男女平等の考えを
広めた社会主義者
　女子英

えい
学
がく
塾
じゅく
（→p.178）で外国の女性解

放運動を学び，高い分
ぶん
析
せき
力と科学的な

視
し
点
てん
から「母性保護論争」に参加していき

ました。1921年には，日本で初めての
女性による社会主義団体を結成しました。
また，第二次世界大戦後には，労働省の
初代婦人少年局長に就

しゅう
任
にん
しています。
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New

New

「人物コラム」一覧
（49名）

章（時代） 人物
第２部

第１章（古代）
孔子，シャカ，イエス，ムハンマド，鑑真，
菅原道真，最澄，空海

第２章（中世） 平将門，源義経，足利義満，雪舟

第３章（近世） 千利休，山田長政，天草四郎，徳川綱吉，
高田屋嘉兵衛，松尾芭蕉

第４章
（近代前）

ワシントン，ナポレオン，マルクス，
ビスマルク，高杉晋作，大塩平八郎，
大浦慶，吉田松陰，福沢諭吉，江藤新平，
西郷隆盛，大久保利通，松浦武四郎，
島義勇，伊藤博文，渋沢栄一，正岡子規

第５章
（近代後）

ウィルソン，ガンディー，原敬，与謝野晶子，
平塚らいてう，山川菊栄，宮沢賢治，
山口淑子，蒋介石，毛沢東，斎藤隆夫

第６章（現代） 吉田茂，湯川秀樹，手塚治虫

※太字：新しく追加された人物
　赤字：女性

p.175

▶未来の社会をつくるため
に参考となる先人たちの
取り組みを，環境・交流・
人権・平和の四つの視点
から紹介しています。

未来への視点を養う
コラム「未来に向けて」

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　生

古

　墳

飛

　鳥

奈
良

平

　
　安

鎌

　倉

南
北
朝

室 

町

戦

　国

江

　戸

明
治
大正

昭
和

平成

安土
桃山

人々が作物を多く収
しゅう

穫
かく

するため
に行った工

く
夫
ふう

を，本文から箇
か

条
じょう

書きにしてみよう。

特産品などの商品が増
ふ

えたこと
が，交通の発

はっ
展
てん

にどのような影
えい

響
きょう

を与
あた

えたか説明してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

5

10

15

にさまざまな特産物が生まれました。また，輸
ゆ

出
しゅつ

品にもなる硫
い

黄
おう

や
金・銀・銅

どう

・鉄などを採
さい

掘
くつ

する業者も育ってきました。一方，一部

の職業に就
つ

く者たちは河
か わ ら

原者
もの

とよばれ，けがれているとして差別す
る見方も強まっていきました。

　　　　　　　　　宋
そう

銭
せん

に続き明
みん

銭も大量に輸
ゆ

入
にゅう

され，貨
か

幣
へい

はます
ます流通していきました。朝

ちょう

鮮
せん

・中国・琉
りゅう

球
きゅう

など
からの輸入品も増加し，毎月決められた日に開かれる定期市も，月

３回から６回に増
ふ

えました。こうした市
いち

や地方の町や村には，行
ぎょう

商
しょう

人
にん

たちが行き来して商
あきな

いをしました。陸上の運
うん

搬
ぱん

では，馬
ば

借
しゃく

や車
しゃ

借
しゃく

と
いった運

うん

送
そう

業
ぎょう

者
しゃ

が活
かつ

躍
やく

し，海運や河川の交通も盛んになりました。

瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

や日本海には年
ねん

貢
ぐ

や商品を運ぶ大
おお

型
がた

の船が行き交
か

い，各地

の港町では，問（問
とい

丸
まる

）などの運送業者が活躍しました。こうした交

通の発達に目を付けた幕
ばく

府
ふ

や寺社は，交通の要所に関
せき

所
しょ

を作って通

行税
ぜい

を取り立てました。しかし，関所の増加は，しだいに流通経
けい

済
ざい

の妨
さまた

げになっていきました。

　商業や手工業の発達に伴
ともな

って各地の都市も発
はっ

展
てん

し，京都・奈良な
どには，土

ど

倉
そう

（質
しち

屋
や

）や酒
さか

屋
や

がたくさん出来ました。彼
かれ

らは高
こう

利
り

貸
か

し
（金

きん

融
ゆう

業）を営
いとな

んで大きな富を蓄
たくわ

えていました。幕府は，土倉や酒屋

に規
き

制
せい

と保
ほ

護
ご

を加えて税を取り，重
じゅう

要
よう

な財
ざい

源
げん

としました。

盛
さか

んになる
交通と定期市

↓p.80ウ ↓p.78

↓p.59イ，1

↓p.80A2

4 ↓p.80イ，5 ↓p.58B2，6

↓p.80B3

85馬
ば
借
しゃく

〈『石山寺縁起絵巻』（模本，部分） 東京国
立博物館蔵〉

86車
しゃ
借
しゃく
　馬に荷を乗せて運

うん
搬
ぱん
するのが馬

ば

借
しゃく
，牛などに車を引かせて荷を運搬するのが
車借でした。〈『洛中洛外図屛風』（歴博甲本） 重要
文化財 国立歴史民俗博物館蔵〉

未来に向けて

中
ちゅう

世
せい

の老人と子ども，女
じょ

性
せい人権

　絵
え

巻
まき

物
もの

に描
えが

かれている子どもの姿
すがた

を調べると，中世の子どもたちが，
半ば遊びながら大人たちの仕事を手伝い，見習っていたことが分かりま
す。なかでも，子どもたちにとって身近だったのは老人（高

こう
齢
れい

者）でした。
老人は，子

こ
守
もり

などの育児を担
にな

っていたため，同じことを何度も聞きたが
る子どもに，何度も何度も話を聞かせました。こうして昔からの知

ち
恵
え

や
知
ち

識
しき

は，老人から子どもたちへと伝えられたのです。また，子どもたち
も，体が不自由になりがちな老人たちの世話や介

かい
護
ご

を担っていました。
老人と子どもは，このような互

たが
いの働きかけによって，とても親

しん
密
みつ

な関
係にあったのです。
　一方，古代から中世にかけて女性の地位は高く，財

ざい
産
さん

を持つことや相
続することも認

みと
められていました。また奈

な
良
ら

時代までは，生まれた子は
母親に属

ぞく
すると考えられていました。そのため，母方の姓

せい
を名乗る人も

多く，『万
まん

葉
よう

集
しゅう

』（→p.47）などによれば，娘
むすめ

の結
けっ

婚
こん

には母親の承
しょう

認
にん

が必要
でした。鎌

かま
倉
くら

時代以降に商業が発達し，市
いち

などが各地に出来ると，外で
商
あきな

いをする女性も数多く登場してきました（↓p.80B3）。中世までは，こ
のような女性の地位や権

けん
利
り

が認
みと

められていました。

44大
お
原
はら
女
め
　炭の産地で

あった京都北部の大
おお
原
はら
から，

薪
たきぎ
や炭などを頭上に載

の
せて

都
みやこ
まで売りに来ていた女

じょ
性
せい

たちです。頭に手ぬぐいを
巻
ま
き，筒

つつ
袖
そで
を付けた独

どく
特
とく
な

姿
すがた
は，燃

ねん
料
りょう
に乏

とぼ
しかった都の

人たちの心をとらえていま
した。〈『七十一番職人歌合』（模
本，部分）　東京国立博物館蔵〉

43老人と子ども　
絵
え
巻
まき
には，子ども

と老人の姿
すがた
がよく

一
いっ
緒
しょ
に描

えが
かれま

す。子どもが老人
を助けています。

〈『法然上人絵伝』京
都市 知恩院蔵〉

国
　宝
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p.283

視点 ページ タイトル

環
境

p.51 自然を畏れ敬った古代の人々

p.67 鴨長明が見た自然災害

p.87 自然を生かした信玄堤

p.127 森林伐採と植林

p.143 江戸のごみを利用した農業

p.153 工業の発達と生活環境の悪化

p.203 公害の登場　足尾鉱毒事件

p.205 ハーンと濱口梧陵の「稲むらの火」

p.227 大都市を襲った関東大震災

p.283 現代社会の見直しを迫った東日本大震災

交
流

p.77 東アジアの美，磁器

p.117 日本と朝鮮をつないだ倭館

p.191 エルトゥールル号のきずな

p.197 日本と中国をつないだ人々

p.213 祖国の音楽を紹介したドイツ兵

視点 ページ タイトル
p.217 朝鮮との架け橋となった日本人

p.226 人々を魅了した洋菓子文化

p.278 世界に広がる日本の文化

人
権

p.83 中世の老人と子ども，女性

p.91 庭園造りで活躍した河原者

p.125 差別された人々

p.154 先住民の「涙の旅路」

p.155 奴隷制を告発した『アンクル・トムの小屋』

p.159 世界各地に広がる人権思想・民族意識

p.163 渋染一揆

p.171 差別からの解放運動

p.184 「自由は土佐の山間より」

p.187 日本での選挙の始まり

p.206 差別された人々を描いた文学

p.215 人種差別撤廃への道

視点 ページ タイトル
p.215 社会に羽ばたく女性たち

p.223 全国水平社の結成

p.265 在日韓国・朝鮮人

p.273 男女共同参画社会へ

p.281 日本における先住民族

平
和

p.235 芸術に込めた反戦の意志

p.245 ドイツのユダヤ人迫害に抵抗した日本人

p.247 子どもの文化の変化

p.251 語り継がれる沖縄戦

p.258 旧日本兵の解放

p.263 核兵器開発競争と日本

p.269 現在に残る沖縄の基地問題

p.275 言論の自由の回復と戦争へのまなざし

掲載ページ一覧（43テーマ）

歴史の理解を深めるさまざまな視点
多面的・多角的に日本の歴史を捉える視点❷

特色

持続可能な開発目標
（SDGs）に関連する
項目を示しています。

ポイント

※太字：ここで扱っているページ

特
色 

❷

2423



小学校●地理●公民との関連 ヨーロッパ（地），ユーラシア大陸（地），キリスト教（地），イスラム教（地）

5

10

15

キリスト教
きょう

が人
ひと

々
びと

の精
せい

神
しん

的
てき

な支
ささ

えとなっ
ていたヨーロッパでは，ローマ帝

てい

国
こく

の分
ぶん

裂
れつ

後
ご

，しだいにローマ教
きょう

皇
こう

（法
ほう

王
おう

）を首
しゅ

長
ちょう

とするカトリック教
きょう

会
かい

の勢
いきお

い
が増

ま

し，各
かっ

国
こく

の王
おう

をしのぐ力
ちから

をもつようになりました。11世
せい

紀
き

末
まつ

，

教
きょう

皇
こう

がイスラム勢
せい

力
りょく

の中
なか

にある聖
せい

地
ち

エルサレムを奪
うば

い返
かえ

すよう呼
よ

び
かけ，ヨーロッパ各

かっ

国
こく

の王
おう

は十
じゅう

字
じ

軍
ぐん

の遠
えん

征
せい

を行
おこな

いました。

この試
こころ

みは失
しっ

敗
ぱい

しましたが，ヨーロッパの国
くに

々
ぐに

とイスラム勢
せい

力
りょく

が
接
せっ

触
しょく

したことで，イタリア商
しょう

人
にん

とイスラム商
しょう

人
にん

の貿
ぼう

易
えき

が活
かっ

発
ぱつ

になり
ました。ユーラシア大

たい

陸
りく

を広
ひろ

く行
い

き交
か

うイスラム商
しょう

人
にん

との交
こう

易
えき

によ
り，彼

かれ

らが航
こう

海
かい

などでつちかった天
てん

文
もん

学
がく

などの高
たか

い水
すい

準
じゅん

の学
がく

問
もん

や技
ぎ

術
じゅつ

が，ヨーロッパに紹
しょう

介
かい

されました。

ヨーロッパの生
せい

活
かつ

や文
ぶん

化
か

は，カトリック教
きょう

会
かい

の
影
えい

響
きょう

を強
つよ

く受
う

けていました。しかし14世
せい

紀
き

にな
ると，人

にん

間
げん

の個
こ

性
せい

や自
じ

由
ゆう

を表
ひょう

現
げん

しようとした古
こ

代
だい

ギリシャ・ローマ
の文

ぶん

化
か

を理
り

想
そう

とするルネサンス（文
ぶん

芸
げい

復
ふっ

興
こう

）とよばれる新
あたら

しい風
ふう

潮
ちょう

が

イスラムとの交
こうこう

流
りゅうりゅう

と
ヨーロッパ

→p.23 →p.21
うううかい

解説

→p.23 →p.22
おこなおお

3

1

新
あたらあたら

しい芸
げい

術
じゅつ

と
技
ぎぎ

術
じゅつじゅつ

6

→p.20，5

学習
課題

キリスト教
きょうきょう

に基
もと

づいたヨーロッパの文
ぶぶんぶん

化
かか

や社
しゃしゃ

会
かいかい

は，イスラム商
しょうしょう

人
にんにん

との交
こうこう

流
りゅうりゅう

により，どのように変
へんへん

化
かか

していったのだろうか。ヨーロッパの
変
へん

革
かく1

4 イスラムの国での研究の様子イスラムのの国での研究のの様子イスラムの国での研究の様子 イスラムの国々では，ギリシャやイス ムの国々では ギリシャやイスラムの国々では ギリシャや
インドの影ンドの影インドの影

えいええい

響響響
きょうききょう

を受けて，さまざまな学問が発を受けて さまざざまな学問が発を受けて さまざまな学問が発
はっははっ

展展展展
てんてんてん

しました。しました。しました
　　　　図図図

ずずず

版版版
はんはんはん

の中から下に挙げたＡ～Ｃを探　の中から下 挙げたＡ～Ｃを探の中から下に挙げたＡ Ｃを探
さががさが

してみよう。してみようしてみよう。
Ａ．地地Ａ．地

ちち

球球球球
きゅうゅゅ

儀儀儀儀
ぎぎ

　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラーベ砂時計 Ｃ アストロラーベ時計　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラ ベ

1

資料活用 1

8 審
しん

判
ぱん

』 ローマ教
きょう

皇
こう

に命じられ，ミケランジェロはローマの大聖
せい

堂
どう

や礼
れい

拝
はい

堂などに壁
へき

画
が

や彫
ちょう

刻
こく

を制
せい

作
さく

しました。
この絵は60歳

さい

から６年がかりで完成しました。
〈バチカン市国 システィナ礼拝堂蔵　高さ14.4m×幅
13.3ｍ　16世紀〉

4

6 アストロラーベアストロラーベアストロラーベ　天体天体天体
の高度を測の高度を測の高度を測

はかかはか

るための観るための観観るための観
かんかんかん

測測測
そくくそく

器器器
具です。船の上で地球の緯具です 船の上で地球球の緯具です。船の上で地球の緯

いいい

度度度度
どど

を知ることができました。を知ることができました。を知る とができました知

3

この人たちは
何の研究をして
いるのかな。

6 羅羅羅
らら

針針針
しんし

盤盤盤盤
ばんばん

　航海のとき航海のとき航海のとき
に方角を知るための道具に方角を知知るための道具に方角を知るための道具
です。磁です 磁です。磁

じじ

石石石石
しゃくし くしゃく

の南北を指しの南北を指指しの南北を指し
示示示
しめめしめ

す性す性す性
せいせせい

質質質
しつししつ

が中国から伝わがが中国から伝伝わが中国から伝わ
り，ヨーロッパで実用化り ヨー ッパで実用用化り パで実用化， ッ 実用化
されました。されました。されました

2

1第 節 大
だ い

航
こ う

海
か い

によって結
む すむ す

び付
つつ

く世
せせ

界
か いか い ヨーロッパの国

くにくに

々
ぐにぐに

は，
なぜ世

せせ

界
かいかい

に進
しんしん

出
しゅつしゅつ

したの
だろうか。

第1節の問い
p.94~101

武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の展
てん

開
かい

と世界
かいかい

の動
うごうご

き近世第 章3
全
ぜんぜん

国
こくこく

を統
とう

一
いつ

する安
あんあん

定
ていてい

した政
せい

権
けん

を成
せいせい

立
りつりつ

させたものは何
なになに

か。章の問い

94
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小学校●地理●公民との関連

　　幕
ばく

府
ふ

は，社
しゃ

会
かい

の安
あん

定
てい

化
か

を図
はか

るため，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

のとき
に行

おこな

われた兵
へい

農
のう

分
ぶん

離
り

をさらに進
すす

め，17～18世
せい

紀
き

にか
けて，武

ぶ

士
し

と百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

の身
み

分
ぶん

を区
く

別
べつ

するしくみを固
かた

めていきまし
た。この過

か

程
てい

で，百
ひゃく

姓
しょう

や町
ちょう

人
にん

に組
く

み入
い

れられなかった一
いち

部
ぶ

の人
ひと

々
びと

は，
差
さ

別
べつ

されることになりました。

この身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

で，政
せい

治
じ

を行
おこな

う支
し

配
はい

者
しゃ

の身
み

分
ぶん

とされた武
ぶ

士
し

は，主
しゅ

君
くん

に仕
つか

え，軍
ぐん

事
じ

や行
ぎょう

政
せい

に関
かか

わる義
ぎ

務
む

を負
お

いました。一
いっ

方
ぽう

で，名
みょう

字
じ

（姓
せい

）を名
な

乗
の

ることや，刀
かたな

を差
さ

すこと（帯
たて

刀
わき

）などの特
とっ

権
けん

を持
も

ちました。
武
ぶ

士
し

は幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

の役
やく

職
しょく

に就
つ

いて，幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

から石
こく

高
だか

に応
おう

じて，領
りょう

地
ち

や米
こめ

が支
し

給
きゅう

されました。
　　全

ぜん

人
じん

口
こう

の80%以
い

上
じょう

を占
し

めたのは百
ひゃく

姓
しょう

で，大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は村
むら

に住
す

み農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

む農
のう

民
みん

であり，自
じ

給
きゅう

自
じ

足
そく

に近
ちか

い
生
せい

活
かつ

をしていました。農
のう

民
みん

は，農
のう

地
ち

を持
も

ち年
ねん

貢
ぐ

を納
おさ

める本
ほん

百
びゃく

姓
しょう

と，
農
のう

地
ち

を持
も

たない水
みず

呑
のみ

百
びゃく

姓
しょう

などに分
わ

かれていました。村
むら

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

は，
名
な

主
ぬし

（庄
しょう

屋
や

）・組
くみ

頭
がしら

・百
ひゃく

姓
しょう

代
だい

など村
むら

方
かた

三
さん

役
やく

という役
やく

目
め

に就
つ

き，村
むら

の自
じ

治
ち

に当
あ

たりました。農
のう

民
みん

に課
か

せられた主
おも

な税
ぜい

は，収
しゅう

穫
かく

した米
こめ

の40
～50%の年

ねん

貢
ぐ

でした。年
ねん

貢
ぐ

は藩
はん

や幕
ばく

府
ふ

に納
おさ

められ，武
ぶ

士
し

の生
せい

活
かつ

を

身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

と
武
ぶ

士
し

→p.106
くくく

→p.106

3

1

→p.123F2

→p.106

百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

2

1

→p.123F2

1 →p.123カ

学習
課題 江

え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

とは，どのようなしくみなのだろうか。身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

での
暮
く

らし1

5

10

15

身分制（小），武士（小），百姓（小），町人（小）

1 収
しゅう

穫
かく

した米の40%を年
ねん

貢
ぐ

として納
おさ

めさせ
る場合を四

し

公
こう

六
ろく

民
みん

，50％の場合を五
ご

公
こう

五
ご

民
みん

と
いいます。
2 孔

こう

子
し

（→p.18）の思想を学び，発展させた
学問を儒

じゅ

学
がく

といいます。江
え

戸
ど

時代には，朱
しゅ

子
し

学
がく

の林
はやし

羅
ら

山
ざん

や陽
よう

明
めい

学
がく

の中
なか

江
え

藤
とう

樹
じゅ

など，多くの儒学
者によって儒学のさまざまな教えや考えが人々
に広がり，日本独

どく

自
じ

の儒学が形成されていきま
した。
3 商人の奉

ほう

公
こう

人
にん

や職
しょく

人
にん

の弟
で

子
し

は，主人の家で
住み込

こ

みをしながら技
ぎ

術
じゅつ

を身に付けていきまし
た。10歳

さい

前後を丁
でっ

稚
ち

といい，雑
ざつ

用
よう

や手伝いを
して仕事を覚え，その過

か

程
てい

で「読み・書き・そ
ろばん」の力も養われていきました。

8 年年年
ねんね

貢貢貢貢
ぐ

を納を納を納
おささ

める様子める様子子める様子 蔵蔵蔵
くらら

に運ばれてきた年貢米を，俵に運ばれててきた年貢米を 俵に運ばれてきた年貢米を 俵
たわらら

の中からすべて出して，年貢米の量をの中からすべて出して，年年貢米の量をの中からすべて出して 年貢米の量を
四角の升四角の升四角の升

ますすます

で量り直しているところです。で量り直してているところですすで量り直しているところです 〈円山応挙作『七難七福図巻』 京都府 相国寺蔵〉円山応挙作 七難七福図巻 京都府 相国寺蔵〈円山応挙作『七難七福図巻』京都府 相国寺蔵〉
1

百　姓
約84％

ひゃく しょう

武士

約
7
約
6

ぶ　し

公家・神官・僧侶 約1.4
く　げ しんかん そう りょ

差別された人々  約1.6

町人
ちょうにんそう

総人口 約3200万人

82江
え

戸
ど

時代の身分別人口構
こう

成
せい

（幕
ばく

末
まつ

の推
すい

定
てい

値
ち

）
〈関山直太郎 『近世日本の人口構造』〉

左にいる二人の
武士は，何をして
いるのかな。

4第 節 天
て んて ん

下
かか

泰
た い

平
へ い

の世
よよ

の中
な かな か

江
え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の社
しゃしゃ

会
かいかい

は，どのような社
しゃしゃ

会
かいかい

だったのだろうか。
第4節の問い
p.124~133

124
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p.94 p.124

特色③では，見通し・振り返り学習がしやすい「問い」の構造について説明しています。
この構造により，単元のまとまりで課題解決的な学習ができ，「深い学び」につながります。

▶章のはじめには「章の問い」を設けています。この単　　元を貫く問いを明
示することで見通しをもって学習に取り組めます。

章の問い

▶章のなかの各節のはじめには「節の問い」を設けています。節ごとに到達目
標を明示して，見通しをもって学習に取り組めます。

節の問い

見通し・振り返り学習がしやすい構造 ①章・節の構造

深い学びにつながる「問い」❸
特色

見通し・振り返り学習を積み重ねて
深い学びの実現へ

　本教科書は，章・節・見開きという三つの構成をとっており，
章は中世や近世といった時代を，節は章を細分化した時代区
分やテーマを，見開きはそれぞれの政治・経済・文化の歴史
を扱っています。
　そして章・節・見開きには問いと振り返りを設け，それぞ
れのなかで見通し・振り返り学習ができるようにしています。
　このように見開きから節へ，節から章へと見通し・振り返
り学習を積み重ねていき，章の最後の「章の学習を振り返ろ
う」では，「章の問い」（課題）を自分なりに追究していくことが
できる構成になっています。

深い学びにつながる「問い」の構造の
全体イメージ

節
の
問
い

見
開
き
の
問
い

 (

学
習
課
題) 

確
認
し
よ
う

説
明
し
よ
う

節
の
問
い
を

振
り
返
ろ
う

章
の
問
い

章
の
学
習
を

振
り
返
ろ
う

見通し

振り返り

第２部第３章 近世

ポイント

各節の「節の問い」
の積み重ねが「章
の問い」の追究に
つながります。

章と節の
関係イメージ

節の問い 節の問い

章の問い

節の問いを
振り返ろう

節の問いを
振り返ろう

章の学習を
振り返ろう

小学校●地理●公民との関連 ヨーロッパ（地），ユーラシア大陸（地），キリスト教（地），イスラム教（地）

5

10

15

キリスト教
きょう

が人
ひと

々
びと

の精
せい

神
しん

的
てき

な支
ささ

えとなっ
ていたヨーロッパでは，ローマ帝

てい

国
こく

の分
ぶん

裂
れつ

後
ご

，しだいにローマ教
きょう

皇
こう

（法
ほう

王
おう

）を首
しゅ

長
ちょう

とするカトリック教
きょう

会
かい

の勢
いきお

い
が増

ま

し，各
かっ

国
こく

の王
おう

をしのぐ力
ちから

をもつようになりました。11世
せい

紀
き

末
まつ

，

教
きょう

皇
こう

がイスラム勢
せい

力
りょく

の中
なか

にある聖
せい

地
ち

エルサレムを奪
うば

い返
かえ

すよう呼
よ

び
かけ，ヨーロッパ各

かっ

国
こく

の王
おう

は十
じゅう

字
じ

軍
ぐん

の遠
えん

征
せい

を行
おこな

いました。

この試
こころ

みは失
しっ

敗
ぱい

しましたが，ヨーロッパの国
くに

々
ぐに

とイスラム勢
せい

力
りょく

が
接
せっ

触
しょく

したことで，イタリア商
しょう

人
にん

とイスラム商
しょう

人
にん

の貿
ぼう

易
えき

が活
かっ

発
ぱつ

になり
ました。ユーラシア大

たい

陸
りく

を広
ひろ

く行
い

き交
か

うイスラム商
しょう

人
にん

との交
こう

易
えき

によ
り，彼

かれ

らが航
こう

海
かい

などでつちかった天
てん

文
もん

学
がく

などの高
たか

い水
すい

準
じゅん

の学
がく

問
もん

や技
ぎ

術
じゅつ

が，ヨーロッパに紹
しょう

介
かい

されました。

ヨーロッパの生
せい

活
かつ

や文
ぶん

化
か

は，カトリック教
きょう

会
かい

の
影
えい

響
きょう

を強
つよ

く受
う

けていました。しかし14世
せい

紀
き

にな
ると，人

にん

間
げん

の個
こ

性
せい

や自
じ

由
ゆう

を表
ひょう

現
げん

しようとした古
こ

代
だい

ギリシャ・ローマ
の文

ぶん

化
か

を理
り

想
そう

とするルネサンス（文
ぶん

芸
げい

復
ふっ

興
こう

）とよばれる新
あたら

しい風
ふう

潮
ちょう

が

イスラムとの交
こうこう

流
りゅうりゅう

と
ヨーロッパ

→p.23 →p.21
うううかい

解説

→p.23 →p.22
おこなおお

3

1

新
あたらあたら

しい芸
げい

術
じゅつ

と
技
ぎぎ

術
じゅつじゅつ

6

→p.20，5

学習
課題

キリスト教
きょうきょう

に基
もと

づいたヨーロッパの文
ぶぶんぶん

化
かか

や社
しゃしゃ

会
かいかい

は，イスラム商
しょうしょう

人
にんにん

との交
こうこう

流
りゅうりゅう

により，どのように変
へんへん

化
かか

していったのだろうか。ヨーロッパの
変
へん

革
かく1

4 イスラムの国での研究の様子イスラムのの国での研究のの様子イスラムの国での研究の様子 イスラムの国々では，ギリシャやイス ムの国々では ギリシャやイスラムの国々では ギリシャや
インドの影ンドの影インドの影

えいええい

響響響
きょうききょう

を受けて，さまざまな学問が発を受けて さまざざまな学問が発を受けて さまざまな学問が発
はっははっ

展展展展
てんてんてん

しました。しました。しました
　　　　図図図

ずずず

版版版
はんはんはん

の中から下に挙げたＡ～Ｃを探　の中から下 挙げたＡ～Ｃを探の中から下に挙げたＡ Ｃを探
さががさが

してみよう。してみようしてみよう。
Ａ．地地Ａ．地

ちち

球球球球
きゅうゅゅ

儀儀儀儀
ぎぎ

　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラーベ砂時計 Ｃ アストロラーベ時計　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラ ベ

1

資料活用 1

8 審
しん

判
ぱん

』 ローマ教
きょう

皇
こう

に命じられ，ミケランジェロはローマの大聖
せい

堂
どう

や礼
れい

拝
はい

堂などに壁
へき

画
が

や彫
ちょう

刻
こく

を制
せい

作
さく

しました。
この絵は60歳

さい

から６年がかりで完成しました。
〈バチカン市国 システィナ礼拝堂蔵　高さ14.4m×幅
13.3ｍ　16世紀〉

4

6 アストロラーベアストロラーベアストロラーベ　天体天体天体
の高度を測の高度を測の高度を測

はかかはか

るための観るための観観るための観
かんかんかん

測測測
そくくそく

器器器
具です。船の上で地球の緯具です 船の上で地球球の緯具です。船の上で地球の緯

いいい

度度度度
どど

を知ることができました。を知ることができました。を知る とができました知

3

この人たちは
何の研究をして
いるのかな。

6 羅羅羅
らら

針針針
しんし

盤盤盤盤
ばんばん

　航海のとき航海のとき航海のとき
に方角を知るための道具に方角を知知るための道具に方角を知るための道具
です。磁です 磁です。磁

じじ

石石石石
しゃくし くしゃく

の南北を指しの南北を指指しの南北を指し
示示示
しめめしめ

す性す性す性
せいせせい

質質質
しつししつ

が中国から伝わがが中国から伝伝わが中国から伝わ
り，ヨーロッパで実用化り ヨー ッパで実用用化り パで実用化， ッ 実用化
されました。されました。されました

2

1第 節 大
だ い

航
こ う

海
か い

によって結
む すむ す

び付
つつ

く世
せせ

界
か いか い ヨーロッパの国

くにくに

々
ぐにぐに

は，
なぜ世

せせ

界
かいかい

に進
しんしん

出
しゅつしゅつ

したの
だろうか。

第1節の問い
p.94~101

武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の展
てん

開
かい

と世界
かいかい

の動
うごうご

き近世第 章3
全
ぜんぜん

国
こくこく

を統
とう

一
いつ

する安
あんあん

定
ていてい

した政
せい

権
けん

を成
せいせい

立
りつりつ

させたものは何
なになに

か。章の問い

94
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　　幕
ばく

府
ふ

は，社
しゃ

会
かい

の安
あん

定
てい

化
か

を図
はか

るため，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

のとき
に行

おこな

われた兵
へい

農
のう

分
ぶん

離
り

をさらに進
すす

め，17～18世
せい

紀
き

にか
けて，武

ぶ

士
し

と百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

の身
み

分
ぶん

を区
く

別
べつ

するしくみを固
かた

めていきまし
た。この過

か

程
てい

で，百
ひゃく

姓
しょう

や町
ちょう

人
にん

に組
く

み入
い

れられなかった一
いち

部
ぶ

の人
ひと

々
びと

は，
差
さ

別
べつ

されることになりました。

この身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

で，政
せい

治
じ

を行
おこな

う支
し

配
はい

者
しゃ

の身
み

分
ぶん

とされた武
ぶ

士
し

は，主
しゅ

君
くん

に仕
つか

え，軍
ぐん

事
じ

や行
ぎょう

政
せい

に関
かか

わる義
ぎ

務
む

を負
お

いました。一
いっ

方
ぽう

で，名
みょう

字
じ

（姓
せい

）を名
な

乗
の

ることや，刀
かたな

を差
さ

すこと（帯
たて

刀
わき

）などの特
とっ

権
けん

を持
も

ちました。
武
ぶ

士
し

は幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

の役
やく

職
しょく

に就
つ

いて，幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

から石
こく

高
だか

に応
おう

じて，領
りょう

地
ち

や米
こめ

が支
し

給
きゅう

されました。
　　全

ぜん

人
じん

口
こう

の80%以
い

上
じょう

を占
し

めたのは百
ひゃく

姓
しょう

で，大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は村
むら

に住
す

み農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

む農
のう

民
みん

であり，自
じ

給
きゅう

自
じ

足
そく

に近
ちか

い
生
せい

活
かつ

をしていました。農
のう

民
みん

は，農
のう

地
ち

を持
も

ち年
ねん

貢
ぐ

を納
おさ

める本
ほん

百
びゃく

姓
しょう

と，
農
のう

地
ち

を持
も

たない水
みず

呑
のみ

百
びゃく

姓
しょう

などに分
わ

かれていました。村
むら

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

は，
名
な

主
ぬし

（庄
しょう

屋
や

）・組
くみ

頭
がしら

・百
ひゃく

姓
しょう

代
だい

など村
むら

方
かた

三
さん

役
やく

という役
やく

目
め

に就
つ

き，村
むら

の自
じ

治
ち

に当
あ

たりました。農
のう

民
みん

に課
か

せられた主
おも

な税
ぜい

は，収
しゅう

穫
かく

した米
こめ

の40
～50%の年

ねん

貢
ぐ

でした。年
ねん

貢
ぐ

は藩
はん

や幕
ばく

府
ふ

に納
おさ

められ，武
ぶ

士
し

の生
せい

活
かつ

を

身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

と
武
ぶ

士
し

→p.106
くくく

→p.106

3

1

→p.123F2

→p.106

百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

2

1

→p.123F2

1 →p.123カ

学習
課題 江

え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

とは，どのようなしくみなのだろうか。身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

での
暮
く

らし1

5

10

15

身分制（小），武士（小），百姓（小），町人（小）

1 収
しゅう

穫
かく

した米の40%を年
ねん

貢
ぐ

として納
おさ

めさせ
る場合を四

し

公
こう

六
ろく

民
みん

，50％の場合を五
ご

公
こう

五
ご

民
みん

と
いいます。
2 孔

こう

子
し

（→p.18）の思想を学び，発展させた
学問を儒

じゅ

学
がく

といいます。江
え

戸
ど

時代には，朱
しゅ

子
し

学
がく

の林
はやし

羅
ら

山
ざん

や陽
よう

明
めい

学
がく

の中
なか

江
え

藤
とう

樹
じゅ

など，多くの儒学
者によって儒学のさまざまな教えや考えが人々
に広がり，日本独

どく

自
じ

の儒学が形成されていきま
した。
3 商人の奉

ほう

公
こう

人
にん

や職
しょく

人
にん

の弟
で

子
し

は，主人の家で
住み込

こ

みをしながら技
ぎ

術
じゅつ

を身に付けていきまし
た。10歳

さい

前後を丁
でっ

稚
ち

といい，雑
ざつ

用
よう

や手伝いを
して仕事を覚え，その過

か

程
てい

で「読み・書き・そ
ろばん」の力も養われていきました。

8 年年年
ねんね

貢貢貢貢
ぐ

を納を納を納
おささ

める様子める様子子める様子 蔵蔵蔵
くらら

に運ばれてきた年貢米を，俵に運ばれててきた年貢米を 俵に運ばれてきた年貢米を 俵
たわらら

の中からすべて出して，年貢米の量をの中からすべて出して，年年貢米の量をの中からすべて出して 年貢米の量を
四角の升四角の升四角の升

ますすます

で量り直しているところです。で量り直してているところですすで量り直しているところです 〈円山応挙作『七難七福図巻』 京都府 相国寺蔵〉円山応挙作 七難七福図巻 京都府 相国寺蔵〈円山応挙作『七難七福図巻』京都府 相国寺蔵〉
1

百　姓
約84％

ひゃく しょう

武士

約
7
約
6

ぶ　し

公家・神官・僧侶 約1.4
く　げ しんかん そう りょ

差別された人々  約1.6

町人
ちょうにんそう

総人口 約3200万人

82江
え

戸
ど

時代の身分別人口構
こう

成
せい

（幕
ばく

末
まつ

の推
すい

定
てい

値
ち

）
〈関山直太郎 『近世日本の人口構造』〉

左にいる二人の
武士は，何をして
いるのかな。

4第 節 天
て んて ん

下
かか

泰
た い

平
へ い

の世
よよ

の中
な かな か

江
え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の社
しゃしゃ

会
かいかい

は，どのような社
しゃしゃ

会
かいかい

だったのだろうか。
第4節の問い
p.124~133

124

03中歴_124-125.indd   12403中歴__124-125.indd 124 /17   17:05552020/03/17   17:05552020/03/17   17:052020/03/17 17:05
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小学校●地理●公民との関連 近松門左衛門（小），松尾芭蕉（小）

5

10

　　戦
せん

乱
らん

の世
よ

が終
お

わると，商
しょう

業
ぎょう

の発
はっ

達
たつ

と都
と

市
し

の繁
はん

栄
えい

によって，年
ねん

貢
ぐ

などで生
せい

活
かつ

を支
ささ

える武
ぶ

士
し

よりも，
町
ちょう

人
にん

たちが経
けい

済
ざい

的
てき

なゆとりを持
も

つようになりました。17世
せい

紀
き

末
まつ

か
ら18世

せい

紀
き

初
はじ

めにかけて，経
けい

済
ざい

力
りょく

や技
ぎ

術
じゅつ

力
りょく

を持
も

つ上
かみ

方
がた

の町
ちょう

人
にん

が生
う

み
出
だ

した文
ぶん

化
か

を，当
とう

時
じ

の元
げん

号
ごう

を踏
ふ

まえて元
げん

禄
ろく

文
ぶん

化
か

といいます。
　町

ちょう

人
にん

が社
しゃ

会
かい

の担
にな

い手
て

となったことから，文
ぶん

学
がく

作
さく

品
ひん

も町
ちょう

人
にん

の日
にち

常
じょう

を
描
えが

くようになりました。大
おお

阪
さか

の町
ちょう

人
にん

であった井
い

原
はら

西
さい

鶴
かく

は，金
きん

銭
せん

や出
しゅっ

世
せ

を追
お

い求
もと

めて喜
よろこ

んだり悲
かな

しんだりする町
ちょう

人
にん

の姿
すがた

を浮
うき

世
よ

草
ぞう

子
し

とよば
れる小

しょう

説
せつ

に描
えが

きました。また，町
ちょう

人
にん

は，その財
ざい

力
りょく

で人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

や，

この時
じ

期
き

に踊
おど

りから演
えん

劇
げき

へと形
かたち

を整
ととの

えた歌
か

舞
ぶ

伎
き

を楽
たの

しむようになり，
義
ぎ

理
り

と人
にん

情
じょう

の板
いた

ばさみになる男
だん

女
じょ

の姿
すがた

を描
えが

いた近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

の台
だい

本
ほん

は評
ひょう

判
ばん

となりました。俳
はい

諧
かい

は，松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

によって芸
げい

術
じゅつ

性
せい

が高
たか

められ，
町
ちょう

人
にん

や裕
ゆう

福
ふく

な百
ひゃく

姓
しょう

の間
あいだ

で親
した

しまれていきました。

町
ちょうちょう

人
にんにん

が育
そだそだ

てた
元
げんげん

禄
ろくろく

文
ぶんぶん

化
かか →p.128

→p.111，3

 人物56

学習
課題

江
え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

前
ぜぜんぜん

半
はんはん

にはどのような特
とくとく

色
しょくしょく

をもった文
ぶぶんぶん

化
かか

が展
てん

開
かい

したのだろ
うか。上

かみ

方
がた

で栄
さかさか

えた
町
ちょう

人
にん

の元
げん

禄
ろく

文
ぶんぶん

化
かか4

1 江
え

戸
ど

時代，京都・大阪を合わせて上
かみ

方
がた

とよ
びました。

8 俵俵俵
たわらわ

屋屋屋
やや

宗宗宗
そうそ

達達達
たつた

作『作作作『風風風
ふうふ

神神神
じんじ

雷雷雷雷
らいい

神神神
じんん

図図図
ずず

屛屛屛
びょうょ

風風風
ぶぶ

』』』〈京都京都〈京都
府 建仁寺蔵 京都国立博物館提供 縦154.5cm府 建仁寺蔵 京都国立博物館提供 縦1 4 5 m府 建仁寺蔵 京都国立博物館提供 縦154 5cm
×横169.8cm〉横 6 8c 〉×横169 8cm〉

1

4 尾尾尾尾
おお

形形形形
がたが

光光光光
こうこ

琳琳琳琳
りんり

作『作作作『作『燕燕燕燕
かきつばたか ばた

子花子花花子花子花図図
ずず

屛屛屛
びょうう

風風風
ぶぶ

』』〈東京都 根津美術館蔵東京都 根津美術館〈東京都 根津美術館蔵
縦151.2cm×横358.8cm〉縦 5 . cm×横 58 cm縦151 2cm×横358 8cm〉

2

二つの絵には
どのような共通点が
あるかな。

国
　宝

国
　宝

8 人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

　浄瑠璃（物語）・三
しゃ

味
み

線
せん

・操
あやつ

り
人形から成る人形浄瑠璃は，庶

しょ

民
みん

に親しまれま
した。現

げん

代
だい

の文
ぶん

楽
らく

も，その一つです。〈東京都
早稲田大学演劇博物館蔵〉

3

人形遣
づか

い

三
しゃ

味
み

線
せん

見物人

人形

132
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社
しゃしゃ

会
かいかい

が安
あんあん

定
ていてい

した結
けっけっ

果
かか

，人
ひとひと

々
びとびと

の生
せいせい

活
かつかつ

や産
さんさん

業
ぎょうぎょう

はどのように変
へんへん

化
かか

したか，
説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。
第4節の問いを振り返ろう

p.124~133

5

10

15

一
いっ

方
ぽう

，「鎖
さ

国
こく

」は，日
にっ

本
ぽん

独
どく

自
じ

の文
ぶん

化
か

の発
はっ

展
てん

を促
うなが

しました。江
え

戸
ど

で活
かつ

躍
やく

した菱
ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

は，役
やく

者
しゃ

絵
え

や美
び

人
じん

画
が

などの町
ちょう

人
にん

の姿
すがた

を描
えが

いて，浮
うき

世
よ

絵
え

の祖
そ

といわれ，浮
うき

世
よ

絵
え

は版
はん

画
が

にもなりました。また，政
せい

治
じ

の中
ちゅう

心
しん

が京
きょう

都
と

から江
え

戸
ど

へ移
うつ

ったため，京
きょう

都
と

では，より文
ぶん

化
か

に力
ちから

を入
い

れる動
うご

きが生
う

まれ，俵
たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

や尾
お

形
がた

光
こう

琳
りん

らが屛
びょう

風
ぶ

や蒔
まき

絵
え

などに大
や ま と

和絵
え

の伝
でん

統
とう

を生
い

かした華
か

麗
れい

な装
そう

飾
しょく

画
が

を描
えが

きました。
徳
とく

川
がわ

綱
つな

吉
よし

による儒
じゅ

学
がく

の奨
しょう

励
れい

は，ほかの学
がく

問
もん

の発
はっ

展
てん

も促
うなが

しました。

なかでも日
にっ

本
ぽん

独
どく

自
じ

の数
すう

学
がく

である和
わ

算
さん

では，関
せき

孝
たか

和
かず

が優
すぐ

れた研
けん

究
きゅう

を残
のこ

しました。渋
しぶ

川
かわ

春
しゅん

海
かい

が和
わ

算
さん

を基
もと

に，中
ちゅう

国
ごく

の古
ふる

い形
かたち

の暦
こよみ

を日
にっ

本
ぽん

独
どく

自
じ

の
ものへ修

しゅう

正
せい

したことで，日
ひ

を正
ただ

しく確
かく

認
にん

できるようになりました。
　　正

しょう

月
がつ

や節
せっ

句
く
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目
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事
じ

として定
てい

着
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いち

日
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二
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しょく

事
じ
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食
しょく

にな
る形

かたち

が庶
しょ

民
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にも広
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な
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油
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などを使
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った行
あん

灯
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が
照
しょう

明
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として普
ふ

及
きゅう

し，人
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々
びと

は遅
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はたら

いたり，遊
あそ

んだりすることが
できるようになりました。
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した。人々が集まる神社や寺院には，自
分の発見した数学の難
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もん
を書いた絵

え
馬
ま
で

ある算
さん
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がく
が奉

ほう
納
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され，数学の研究発表の
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じん

　『おくのほそ道』は，1702年に出
しゅっ
版
ぱん
され，俳諧が広まるきっかけ

となりました。1689（元
げん
禄
ろく
２）年３月に松尾芭蕉が弟子を連れて江

え

戸
ど
を出発し，東

とう
北
ほく
や北

ほく
陸
りく
を回って大

おお
垣
がき
（岐阜県）に到

とう
着
ちゃく
するまでの，

５か月にわたる行
こう
程
てい
約2400kmの旅と，各地でよんだ句

く
を記したも

のです。紀行文学の傑
けっ
作
さく
といわれています。
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独
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p.132-133

▶学習内容を振り返
り，本文の中から学
習上大切な事項を書
き出す作業です。正
しく文章を読む力

（読解力）を養い，知
識の確実な習得を促
します。

確認しよう

▶学習内容を振り返り，
習得した知識を活用
して言語活動につな
げる問いです。思考
力，判断力，表現力の
育成を促します。

説明しよう

見開き単位でも見通し・振り返り学習がしやすい構造になっています。
各見開きの学習を積み重ねて，章を構成する各節の「節の問い」の追究につながります。見通し・振り返り学習がしやすい構造 ②見開きの構造

深い学びにつながる「問い」❸
特色

▶「節の問い」を受けて各節の最後に設置しています。 
学んだことを説明する形で振り返ることができます。

節の問いを振り返ろう

小学校●地理●公民との関連

　　幕
ばく

府
ふ

は，社
しゃ

会
かい

の安
あん

定
てい

化
か

を図
はか

るため，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

のとき
に行

おこな

われた兵
へい

農
のう

分
ぶん

離
り

をさらに進
すす

め，17～18世
せい

紀
き

にか
けて，武

ぶ

士
し

と百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

の身
み

分
ぶん

を区
く

別
べつ

するしくみを固
かた

めていきまし
た。この過

か

程
てい

で，百
ひゃく

姓
しょう

や町
ちょう

人
にん

に組
く

み入
い

れられなかった一
いち

部
ぶ

の人
ひと

々
びと

は，
差
さ

別
べつ

されることになりました。

この身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

で，政
せい

治
じ

を行
おこな

う支
し

配
はい

者
しゃ

の身
み

分
ぶん

とされた武
ぶ

士
し

は，主
しゅ

君
くん

に仕
つか

え，軍
ぐん

事
じ

や行
ぎょう

政
せい

に関
かか

わる義
ぎ

務
む

を負
お

いました。一
いっ

方
ぽう

で，名
みょう

字
じ

（姓
せい

）を名
な

乗
の

ることや，刀
かたな

を差
さ

すこと（帯
たて

刀
わき

）などの特
とっ

権
けん

を持
も

ちました。
武
ぶ

士
し

は幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

の役
やく

職
しょく

に就
つ

いて，幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

から石
こく

高
だか

に応
おう

じて，領
りょう

地
ち

や米
こめ

が支
し

給
きゅう

されました。
　　全

ぜん

人
じん

口
こう

の80%以
い

上
じょう

を占
し

めたのは百
ひゃく

姓
しょう

で，大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は村
むら

に住
す

み農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

む農
のう

民
みん

であり，自
じ

給
きゅう

自
じ

足
そく

に近
ちか

い
生
せい

活
かつ

をしていました。農
のう

民
みん

は，農
のう

地
ち

を持
も

ち年
ねん

貢
ぐ

を納
おさ

める本
ほん

百
びゃく

姓
しょう

と，
農
のう

地
ち

を持
も

たない水
みず

呑
のみ

百
びゃく

姓
しょう

などに分
わ

かれていました。村
むら

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

は，
名
な

主
ぬし

（庄
しょう

屋
や

）・組
くみ

頭
がしら

・百
ひゃく

姓
しょう

代
だい

など村
むら

方
かた

三
さん

役
やく

という役
やく

目
め

に就
つ

き，村
むら

の自
じ

治
ち

に当
あ

たりました。農
のう

民
みん

に課
か

せられた主
おも

な税
ぜい

は，収
しゅう

穫
かく

した米
こめ

の40
～50%の年

ねん

貢
ぐ

でした。年
ねん

貢
ぐ

は藩
はん

や幕
ばく

府
ふ

に納
おさ

められ，武
ぶ

士
し

の生
せい

活
かつ

を

身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

と
武
ぶ

士
し

→p.106
くくく

→p.106

3

1

→p.123F2

→p.106

百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

2

1

→p.123F2

1 →p.123カ

学習
課題 江

え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

とは，どのようなしくみなのだろうか。身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

での
暮
く

らし1

5

10

15

身分制（小），武士（小），百姓（小），町人（小）

1 収
しゅう

穫
かく

した米の40%を年
ねん

貢
ぐ

として納
おさ

めさせ
る場合を四

し

公
こう

六
ろく

民
みん

，50％の場合を五
ご

公
こう

五
ご

民
みん

と
いいます。
2 孔

こう

子
し

（→p.18）の思想を学び，発展させた
学問を儒

じゅ

学
がく

といいます。江
え

戸
ど

時代には，朱
しゅ

子
し

学
がく

の林
はやし

羅
ら

山
ざん

や陽
よう

明
めい

学
がく

の中
なか

江
え

藤
とう

樹
じゅ

など，多くの儒学
者によって儒学のさまざまな教えや考えが人々
に広がり，日本独

どく

自
じ

の儒学が形成されていきま
した。
3 商人の奉

ほう

公
こう

人
にん

や職
しょく

人
にん

の弟
で

子
し

は，主人の家で
住み込

こ

みをしながら技
ぎ

術
じゅつ

を身に付けていきまし
た。10歳

さい

前後を丁
でっ

稚
ち

といい，雑
ざつ

用
よう

や手伝いを
して仕事を覚え，その過

か

程
てい

で「読み・書き・そ
ろばん」の力も養われていきました。

8 年年年
ねんね

貢貢貢貢
ぐ

を納を納を納
おささ

める様子める様子子める様子 蔵蔵蔵
くらら

に運ばれてきた年貢米を，俵に運ばれててきた年貢米を 俵に運ばれてきた年貢米を 俵
たわらら

の中からすべて出して，年貢米の量をの中からすべて出して，年年貢米の量をの中からすべて出して 年貢米の量を
四角の升四角の升四角の升

ますすます

で量り直しているところです。で量り直してているところですすで量り直しているところです 〈円山応挙作『七難七福図巻』 京都府 相国寺蔵〉円山応挙作 七難七福図巻 京都府 相国寺蔵〈円山応挙作『七難七福図巻』京都府 相国寺蔵〉
1

百　姓
約84％

ひゃく しょう

武士

約
7
約
6

ぶ　し

公家・神官・僧侶 約1.4
く　げ しんかん そう りょ

差別された人々  約1.6

町人
ちょうにんそう

総人口 約3200万人

82江
え

戸
ど

時代の身分別人口構
こう

成
せい

（幕
ばく

末
まつ

の推
すい

定
てい

値
ち

）
〈関山直太郎 『近世日本の人口構造』〉

左にいる二人の
武士は，何をして
いるのかな。

4第 節 天
て んて ん

下
かか

泰
た い

平
へ い

の世
よよ

の中
な かな か

江
え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の社
しゃしゃ

会
かいかい

は，どのような社
しゃしゃ

会
かいかい

だったのだろうか。
第4節の問い
p.124~133

124
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第３章第４節を例に

小学校●地理●公民との関連 ヨーロッパ（地），ユーラシア大陸（地），キリスト教（地），イスラム教（地）

5

10

15

キリスト教
きょう

が人
ひと

々
びと

の精
せい

神
しん

的
てき

な支
ささ

えとなっ
ていたヨーロッパでは，ローマ帝

てい

国
こく

の分
ぶん

裂
れつ

後
ご

，しだいにローマ教
きょう

皇
こう

（法
ほう

王
おう

）を首
しゅ

長
ちょう

とするカトリック教
きょう

会
かい

の勢
いきお

い
が増

ま

し，各
かっ

国
こく

の王
おう

をしのぐ力
ちから

をもつようになりました。11世
せい

紀
き

末
まつ

，

教
きょう

皇
こう

がイスラム勢
せい

力
りょく

の中
なか

にある聖
せい

地
ち

エルサレムを奪
うば

い返
かえ

すよう呼
よ

び
かけ，ヨーロッパ各

かっ

国
こく

の王
おう

は十
じゅう

字
じ

軍
ぐん

の遠
えん

征
せい

を行
おこな

いました。

この試
こころ

みは失
しっ

敗
ぱい

しましたが，ヨーロッパの国
くに

々
ぐに

とイスラム勢
せい

力
りょく

が
接
せっ

触
しょく

したことで，イタリア商
しょう

人
にん

とイスラム商
しょう

人
にん

の貿
ぼう

易
えき

が活
かっ

発
ぱつ

になり
ました。ユーラシア大

たい

陸
りく

を広
ひろ

く行
い

き交
か

うイスラム商
しょう

人
にん

との交
こう

易
えき

によ
り，彼

かれ

らが航
こう

海
かい

などでつちかった天
てん

文
もん

学
がく

などの高
たか

い水
すい

準
じゅん

の学
がく

問
もん

や技
ぎ

術
じゅつ

が，ヨーロッパに紹
しょう

介
かい

されました。

ヨーロッパの生
せい

活
かつ

や文
ぶん

化
か

は，カトリック教
きょう

会
かい

の
影
えい

響
きょう

を強
つよ

く受
う

けていました。しかし14世
せい

紀
き

にな
ると，人

にん

間
げん

の個
こ

性
せい

や自
じ

由
ゆう

を表
ひょう

現
げん

しようとした古
こ

代
だい

ギリシャ・ローマ
の文

ぶん

化
か

を理
り

想
そう

とするルネサンス（文
ぶん

芸
げい

復
ふっ

興
こう

）とよばれる新
あたら

しい風
ふう

潮
ちょう

が

イスラムとの交
こうこう

流
りゅうりゅう

と
ヨーロッパ

→p.23 →p.21
うううかい

解説

→p.23 →p.22
おこなおお

3

1

新
あたらあたら

しい芸
げい

術
じゅつ

と
技
ぎぎ

術
じゅつじゅつ

6

→p.20，5

学習
課題

キリスト教
きょうきょう

に基
もと

づいたヨーロッパの文
ぶぶんぶん

化
かか

や社
しゃしゃ

会
かいかい

は，イスラム商
しょうしょう

人
にんにん

との交
こうこう

流
りゅうりゅう

により，どのように変
へんへん

化
かか

していったのだろうか。ヨーロッパの
変
へん

革
かく1

4 イスラムの国での研究の様子イスラムのの国での研究のの様子イスラムの国での研究の様子 イスラムの国々では，ギリシャやイス ムの国々では ギリシャやイスラムの国々では ギリシャや
インドの影ンドの影インドの影

えいええい

響響響
きょうききょう

を受けて，さまざまな学問が発を受けて さまざざまな学問が発を受けて さまざまな学問が発
はっははっ

展展展展
てんてんてん

しました。しました。しました
　　　　図図図

ずずず

版版版
はんはんはん

の中から下に挙げたＡ～Ｃを探　の中から下 挙げたＡ～Ｃを探の中から下に挙げたＡ Ｃを探
さががさが

してみよう。してみようしてみよう。
Ａ．地地Ａ．地

ちち

球球球球
きゅうゅゅ

儀儀儀儀
ぎぎ

　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラーベ砂時計 Ｃ アストロラーベ時計　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラ ベ

1

資料活用 1

8 審
しん

判
ぱん

』 ローマ教
きょう

皇
こう

に命じられ，ミケランジェロはローマの大聖
せい

堂
どう

や礼
れい

拝
はい

堂などに壁
へき

画
が

や彫
ちょう

刻
こく

を制
せい

作
さく

しました。
この絵は60歳

さい

から６年がかりで完成しました。
〈バチカン市国 システィナ礼拝堂蔵　高さ14.4m×幅
13.3ｍ　16世紀〉

4

6 アストロラーベアストロラーベアストロラーベ　天体天体天体
の高度を測の高度を測の高度を測

はかかはか

るための観るための観観るための観
かんかんかん

測測測
そくくそく

器器器
具です。船の上で地球の緯具です 船の上で地球球の緯具です。船の上で地球の緯

いいい

度度度度
どど

を知ることができました。を知ることができました。を知る とができました知

3

この人たちは
何の研究をして
いるのかな。

6 羅羅羅
らら

針針針
しんし

盤盤盤盤
ばんばん

　航海のとき航海のとき航海のとき
に方角を知るための道具に方角を知知るための道具に方角を知るための道具
です。磁です 磁です。磁

じじ

石石石石
しゃくし くしゃく

の南北を指しの南北を指指しの南北を指し
示示示
しめめしめ

す性す性す性
せいせせい

質質質
しつししつ

が中国から伝わがが中国から伝伝わが中国から伝わ
り，ヨーロッパで実用化り ヨー ッパで実用用化り パで実用化， ッ 実用化
されました。されました。されました

2

1第 節 大
だ い

航
こ う

海
か い

によって結
む すむ す

び付
つつ

く世
せせ

界
か いか い ヨーロッパの国

くにくに

々
ぐにぐに

は，
なぜ世

せせ

界
かいかい

に進
しんしん

出
しゅつしゅつ

したの
だろうか。

第1節の問い
p.94~101

武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の展
てん

開
かい

と世界
かいかい

の動
うごうご

き近世第 章3
全
ぜんぜん

国
こくこく

を統
とう

一
いつ

する安
あんあん

定
ていてい

した政
せい

権
けん

を成
せいせい

立
りつりつ

させたものは何
なになに

か。章の問い

94
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▶「節の問い」に対応し
た「学習課題」を設置
しています。見開き
の学習内容を見通す
問いです。

学習課題

ポイント

各見開きの「学習課題」「確認し
よう」「説明しよう」でつかんだ
学習内容の積み重ねが「節の問
い」の追究につながります。

節と見開きの関係イメージ

学習
課題

確認
しよう

説明
しよう

学習
課題

確認
しよう

説明
しよう

節の問い

節の問いを
振り返ろう

特
色 

❸

2827



  歴史的な見方・考え方を働かせて時代の特色を説明しよう 2 思考力，判断力，表現力

１ 　第１～５節までの｢節の問いを振
り返ろう｣を確

かく
認
にん

し，全国を統一するた
めに行った政

せい
策
さく

で共通する点に着目し
て,安定した政権が成立するために必要
なことを三つ考えてみよう。

２ 　１で挙げたことをカードに一つ
一つ書いていこう。その際

さい
，どの歴史

的な見方・考え方を働かせたのか明
めい

示
じ

して，その選んだ理由も記入しよう。

１ 　グループになり，みんなと書いたカードを出し合って並べてみよう。
同じ理由や近い感じのする理由のカードごとにまとまりにしていこう。 
新しく追加する要素が見つかった場合は，カードを作成して加えよう。

２ 　まとめたカードごとに，まとめた理由が簡
かん

潔
けつ

に分かるタイトルを 
つけていこう。

３ 　グループで，章の問いの答えとして，最も適
てき

切
せつ

と考えられるまとまりは 
どれか話し合ってみよう。

４ 　今までの作業を踏
ふ

まえて，章の問いの答えを説明しよう。

章の問いに対して自分の考えを整理しよう

話し合いを通して自分の考えを深めよう

この時代の特色を理由とともに説明しよう

ステップ 1

ステップ２

ステップ３

幕府が，なぜその政
せい
策
さく
を

行ったかを考えることが
大事だね。

章の問いの答えを踏まえて，この時代はどのような時代だったかを，自分の言葉で説明してみよう。
その際

さい
，自分が理由を考えるときに重視した歴史的な見方・考え方に○を付けよう。

この章の問いで働かせる 見方・考え方の例

時期や年代 → 支配の政策は , いつ行われたか
推
すい

移
い

 →  全国を統一するしくみは ,  
どのように展開したか

比
ひ

較
かく

 → 中世の支配との違いは何か
相
そう

互
ご

の関連→ 安定した支配と外国との関係は何か

各節で振り返ったこと
「第１節」ー ヨーロッパの国々が日本に来た目的と日本への影

えい

響
きょう

「第２節」ー 信長・秀吉による全国統
とう

一
いつ

政
せい

策
さく

「第３節」ー 江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の全国支
し

配
はい

のしくみ
「第４節」ー 安定した社会になったことで変化した人々の生活や産業
「第５節」ー 社会状

じょう

況
きょう

の変化に対
たい

応
おう

した江戸幕府の政治改
かい

革
かく

安定した政権が成立するために必要なこと
例）幕府直属の旗本や御家人による軍事力
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　 幕府の軍事力が圧倒的なため，大名が抵
抗することができないから

根拠（考えのもととなる資料）
　112 ページの 9～ 15行目

みんなと出し合ったカードを
まとまりにする

安定した政権が成立するために必要なこと
例）大名を統制する武家諸法度
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　きまりを定めて，…  

根拠（考えのもととなる資料）

安定した政権が成立するために必要なこと
例）旗本や御家人による軍事力
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　 幕府の軍事力が圧倒的なため大名が抵抗
することができないから

根拠 ( 考えのもととなる資料 )
　112 ページの 9～ 15行目

　タイトル：  

全国を統一する安定した政権を成立させるために
必要なことは，

（  
 　　　　　　　　　　　　　　　　　）である。
なぜなら（　  
  
� �
 
　　　　　　　　　　　　）[ だ ] からである。

章の問いの答えを理由とともに説明しよう

この時代は，（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）[ の ] 時代である。
それは，（時代や年代，推移，比較，相互の関連）に注目して考えると（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）[ だ ] からである。
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  歴史的な見方・考え方を働かせて時代の特色を説明しよう 2 思考力，判断力，表現力

１ 　第１～５節までの｢節の問いを振
り返ろう｣を確

かく
認
にん

し，全国を統一するた
めに行った政

せい
策
さく

で共通する点に着目し
て,安定した政権が成立するために必要
なことを三つ考えてみよう。

２ 　１で挙げたことをカードに一つ
一つ書いていこう。その際

さい
，どの歴史

的な見方・考え方を働かせたのか明
めい

示
じ

して，その選んだ理由も記入しよう。

１ 　グループになり，みんなと書いたカードを出し合って並べてみよう。
同じ理由や近い感じのする理由のカードごとにまとまりにしていこう。 
新しく追加する要素が見つかった場合は，カードを作成して加えよう。

２ 　まとめたカードごとに，まとめた理由が簡
かん

潔
けつ

に分かるタイトルを 
つけていこう。

３ 　グループで，章の問いの答えとして，最も適
てき

切
せつ

と考えられるまとまりは 
どれか話し合ってみよう。

４ 　今までの作業を踏
ふ

まえて，章の問いの答えを説明しよう。

章の問いに対して自分の考えを整理しよう

話し合いを通して自分の考えを深めよう

この時代の特色を理由とともに説明しよう

ステップ 1

ステップ２

ステップ３

幕府が，なぜその政
せい
策
さく
を

行ったかを考えることが
大事だね。

章の問いの答えを踏まえて，この時代はどのような時代だったかを，自分の言葉で説明してみよう。
その際

さい
，自分が理由を考えるときに重視した歴史的な見方・考え方に○を付けよう。

この章の問いで働かせる 見方・考え方の例

時期や年代 → 支配の政策は , いつ行われたか
推
すい

移
い

 →  全国を統一するしくみは ,  
どのように展開したか

比
ひ

較
かく

 → 中世の支配との違いは何か
相
そう

互
ご

の関連→ 安定した支配と外国との関係は何か

各節で振り返ったこと
「第１節」ー ヨーロッパの国々が日本に来た目的と日本への影

えい

響
きょう

「第２節」ー 信長・秀吉による全国統
とう

一
いつ

政
せい

策
さく

「第３節」ー 江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の全国支
し

配
はい

のしくみ
「第４節」ー 安定した社会になったことで変化した人々の生活や産業
「第５節」ー 社会状

じょう

況
きょう

の変化に対
たい

応
おう

した江戸幕府の政治改
かい

革
かく

安定した政権が成立するために必要なこと
例）幕府直属の旗本や御家人による軍事力
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　 幕府の軍事力が圧倒的なため，大名が抵
抗することができないから

根拠（考えのもととなる資料）
　112 ページの 9～ 15行目

みんなと出し合ったカードを
まとまりにする

安定した政権が成立するために必要なこと
例）大名を統制する武家諸法度
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　きまりを定めて，…  

根拠（考えのもととなる資料）

安定した政権が成立するために必要なこと
例）旗本や御家人による軍事力
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　 幕府の軍事力が圧倒的なため大名が抵抗
することができないから

根拠 ( 考えのもととなる資料 )
　112 ページの 9～ 15行目

　タイトル：  

全国を統一する安定した政権を成立させるために
必要なことは，

（  
 　　　　　　　　　　　　　　　　　）である。
なぜなら（　  
  
� �
 
　　　　　　　　　　　　）[ だ ] からである。

章の問いの答えを理由とともに説明しよう

この時代は，（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）[ の ] 時代である。
それは，（時代や年代，推移，比較，相互の関連）に注目して考えると（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）[ だ ] からである。
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  歴史的な見方・考え方を働かせて時代の特色を説明しよう 2 思考力，判断力，表現力

１ 　第１～５節までの｢節の問いを振
り返ろう｣を確

かく
認
にん

し，全国を統一するた
めに行った政

せい
策
さく

で共通する点に着目し
て,安定した政権が成立するために必要
なことを三つ考えてみよう。

２ 　１で挙げたことをカードに一つ
一つ書いていこう。その際

さい
，どの歴史

的な見方・考え方を働かせたのか明
めい

示
じ

して，その選んだ理由も記入しよう。

１ 　グループになり，みんなと書いたカードを出し合って並べてみよう。
同じ理由や近い感じのする理由のカードごとにまとまりにしていこう。 
新しく追加する要素が見つかった場合は，カードを作成して加えよう。

２ 　まとめたカードごとに，まとめた理由が簡
かん

潔
けつ

に分かるタイトルを 
つけていこう。

３ 　グループで，章の問いの答えとして，最も適
てき

切
せつ

と考えられるまとまりは 
どれか話し合ってみよう。

４ 　今までの作業を踏
ふ

まえて，章の問いの答えを説明しよう。

章の問いに対して自分の考えを整理しよう

話し合いを通して自分の考えを深めよう

この時代の特色を理由とともに説明しよう

ステップ 1

ステップ２

ステップ３

幕府が，なぜその政
せい
策
さく
を

行ったかを考えることが
大事だね。

章の問いの答えを踏まえて，この時代はどのような時代だったかを，自分の言葉で説明してみよう。
その際

さい
，自分が理由を考えるときに重視した歴史的な見方・考え方に○を付けよう。

この章の問いで働かせる 見方・考え方の例

時期や年代 → 支配の政策は , いつ行われたか
推
すい

移
い

 →  全国を統一するしくみは ,  
どのように展開したか

比
ひ

較
かく

 → 中世の支配との違いは何か
相
そう

互
ご

の関連→ 安定した支配と外国との関係は何か

各節で振り返ったこと
「第１節」ー ヨーロッパの国々が日本に来た目的と日本への影

えい

響
きょう

「第２節」ー 信長・秀吉による全国統
とう

一
いつ

政
せい

策
さく

「第３節」ー 江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の全国支
し

配
はい

のしくみ
「第４節」ー 安定した社会になったことで変化した人々の生活や産業
「第５節」ー 社会状

じょう

況
きょう

の変化に対
たい

応
おう

した江戸幕府の政治改
かい

革
かく

安定した政権が成立するために必要なこと
例）幕府直属の旗本や御家人による軍事力
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　 幕府の軍事力が圧倒的なため，大名が抵
抗することができないから

根拠（考えのもととなる資料）
　112 ページの 9～ 15行目

みんなと出し合ったカードを
まとまりにする

安定した政権が成立するために必要なこと
例）大名を統制する武家諸法度
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　きまりを定めて，…  

根拠（考えのもととなる資料）

安定した政権が成立するために必要なこと
例）旗本や御家人による軍事力
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　 幕府の軍事力が圧倒的なため大名が抵抗
することができないから

根拠 ( 考えのもととなる資料 )
　112 ページの 9～ 15行目

　タイトル：  

全国を統一する安定した政権を成立させるために
必要なことは，

（  
 　　　　　　　　　　　　　　　　　）である。
なぜなら（　  
  
� �
 
　　　　　　　　　　　　）[ だ ] からである。

章の問いの答えを理由とともに説明しよう

この時代は，（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）[ の ] 時代である。
それは，（時代や年代，推移，比較，相互の関連）に注目して考えると（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）[ だ ] からである。
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5

10

15

キリスト教
きょう

が人
ひと

々
びと

の精
せい

神
しん

的
てき

な支
ささ

えとなっ
ていたヨーロッパでは，ローマ帝

てい

国
こく

の分
ぶん

裂
れつ

後
ご

，しだいにローマ教
きょう

皇
こう

（法
ほう

王
おう

）を首
しゅ

長
ちょう

とするカトリック教
きょう

会
かい

の勢
いきお

い
が増

ま

し，各
かっ

国
こく

の王
おう

をしのぐ力
ちから

をもつようになりました。11世
せい

紀
き

末
まつ

，

教
きょう

皇
こう

がイスラム勢
せい

力
りょく

の中
なか

にある聖
せい

地
ち

エルサレムを奪
うば

い返
かえ

すよう呼
よ

び
かけ，ヨーロッパ各

かっ

国
こく

の王
おう

は十
じゅう

字
じ

軍
ぐん

の遠
えん

征
せい

を行
おこな

いました。

この試
こころ

みは失
しっ

敗
ぱい

しましたが，ヨーロッパの国
くに

々
ぐに

とイスラム勢
せい

力
りょく

が
接
せっ

触
しょく

したことで，イタリア商
しょう

人
にん

とイスラム商
しょう

人
にん

の貿
ぼう

易
えき

が活
かっ

発
ぱつ

になり
ました。ユーラシア大

たい

陸
りく

を広
ひろ

く行
い

き交
か

うイスラム商
しょう

人
にん

との交
こう

易
えき

によ
り，彼

かれ

らが航
こう

海
かい

などでつちかった天
てん

文
もん

学
がく

などの高
たか

い水
すい

準
じゅん

の学
がく

問
もん

や技
ぎ

術
じゅつ

が，ヨーロッパに紹
しょう

介
かい

されました。

ヨーロッパの生
せい

活
かつ

や文
ぶん

化
か

は，カトリック教
きょう

会
かい

の
影
えい

響
きょう

を強
つよ

く受
う

けていました。しかし14世
せい

紀
き

にな
ると，人

にん

間
げん

の個
こ

性
せい

や自
じ

由
ゆう

を表
ひょう

現
げん

しようとした古
こ

代
だい

ギリシャ・ローマ
の文

ぶん

化
か

を理
り

想
そう

とするルネサンス（文
ぶん

芸
げい

復
ふっ

興
こう

）とよばれる新
あたら

しい風
ふう

潮
ちょう

が

イスラムとの交
こうこう

流
りゅうりゅう

と
ヨーロッパ

→p.23 →p.21
うううかい

解説

→p.23 →p.22
おこなおお

3

1

新
あたらあたら

しい芸
げい

術
じゅつ

と
技
ぎぎ

術
じゅつじゅつ

6

→p.20，5

学習
課題

キリスト教
きょうきょう

に基
もと

づいたヨーロッパの文
ぶぶんぶん

化
かか

や社
しゃしゃ

会
かいかい

は，イスラム商
しょうしょう

人
にんにん

との交
こうこう

流
りゅうりゅう

により，どのように変
へんへん

化
かか

していったのだろうか。ヨーロッパの
変
へん

革
かく1

4 イスラムの国での研究の様子イスラムのの国での研究のの様子イスラムの国での研究の様子 イスラムの国々では，ギリシャやイス ムの国々では ギリシャやイスラムの国々では ギリシャや
インドの影ンドの影インドの影

えいええい

響響響
きょうききょう

を受けて，さまざまな学問が発を受けて さまざざまな学問が発を受けて さまざまな学問が発
はっははっ

展展展展
てんてんてん

しました。しました。しました
　　　　図図図

ずずず

版版版
はんはんはん

の中から下に挙げたＡ～Ｃを探　の中から下 挙げたＡ～Ｃを探の中から下に挙げたＡ Ｃを探
さががさが

してみよう。してみようしてみよう。
Ａ．地地Ａ．地

ちち

球球球球
きゅうゅゅ

儀儀儀儀
ぎぎ

　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラーベ砂時計 Ｃ アストロラーベ時計　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラ ベ

1

資料活用 1

8 審
しん

判
ぱん

』 ローマ教
きょう

皇
こう

に命じられ，ミケランジェロはローマの大聖
せい

堂
どう

や礼
れい

拝
はい

堂などに壁
へき

画
が

や彫
ちょう

刻
こく

を制
せい

作
さく

しました。
この絵は60歳

さい

から６年がかりで完成しました。
〈バチカン市国 システィナ礼拝堂蔵　高さ14.4m×幅
13.3ｍ　16世紀〉

4

6 アストロラーベアストロラーベアストロラーベ　天体天体天体
の高度を測の高度を測の高度を測

はかかはか

るための観るための観観るための観
かんかんかん

測測測
そくくそく

器器器
具です。船の上で地球の緯具です 船の上で地球球の緯具です。船の上で地球の緯

いいい

度度度度
どど

を知ることができました。を知ることができました。を知る とができました知

3

この人たちは
何の研究をして
いるのかな。

6 羅羅羅
らら

針針針
しんし

盤盤盤盤
ばんばん

　航海のとき航海のとき航海のとき
に方角を知るための道具に方角を知知るための道具に方角を知るための道具
です。磁です 磁です。磁

じじ

石石石石
しゃくし くしゃく

の南北を指しの南北を指指しの南北を指し
示示示
しめめしめ

す性す性す性
せいせせい

質質質
しつししつ

が中国から伝わがが中国から伝伝わが中国から伝わ
り，ヨーロッパで実用化り ヨー ッパで実用用化り パで実用化， ッ 実用化
されました。されました。されました

2

1第 節 大
だ い

航
こ う

海
か い

によって結
む すむ す

び付
つつ

く世
せせ

界
か いか い ヨーロッパの国

くにくに

々
ぐにぐに

は，
なぜ世

せせ

界
かいかい

に進
しんしん

出
しゅつしゅつ

したの
だろうか。

第1節の問い
p.94~101

武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の展
てん

開
かい

と世界
かいかい

の動
うごうご

き近世第 章3
全
ぜんぜん

国
こくこく

を統
とう

一
いつ

する安
あんあん

定
ていてい

した政
せい

権
けん

を成
せいせい

立
りつりつ

させたものは何
なになに

か。章の問い

94

03中歴_094-095.indd   9403中歴__094-095.indd 94 /17   16:19992020/03/17   16:19992020/03/17   16:192020/03/17 16:19

p.147

p.146-147

「章の問い」の答えをふまえて
時代の特色を自分の言葉で
説明する。

ステップ３

話し合いを通して
「章の問い」の答えを説明する。

ステップ２

▶�グループでカードを出し
　合ってまとめる。
▶�まとめたカードに
　タイトルを付ける。

「章の問い」に対して
自分の考えを整理する。

ステップ１

▶��「節の問いを振り返ろう」を�
集約する。

▶��「歴史的な見方・考え方」を�
働かせる。

▶��自分がそう考えた理由と�
その根拠となる資料を挙げる。

見通し・振り返り学習がしやすい構造 ③「章の学習を振り返ろう」
深い学びにつながる「問い」❸

特色

▶「章の問い」を受けて章末に設置しています。思考力・判断力・表現力を用
いた課題での振り返りを行い，「深い学び」を実現できる構成としています。

章の学習を振り返ろう

深
い
学
び
へ

全国を統一する安定した政権を成立させるために
必要なことは，（強大な権力をもつ幕府のしくみ
をつくること）である。なぜなら（江戸幕府は,
全国の４分の１の土地を直接支配し，全国のおも
な鉱山を直轄地とし，貨幣をつくる権利を握り，
貿易を独占し，強大な軍事力をもっていたために，
大名をおさえることができた）［だ］からである。

章の問いの答えを理由とともに説明しよう例

この時代は，（戦乱がなく,武士による安定した政
治が行われた）［の］時代である。それは，（時代
や年代，推移，比較 ，相互の関連）に着目して
考えると（戦乱が続いた中世に対し，江戸幕府に
よる大名統制,貿易統制や身分の統制で，秩序を
重視した社会になった）［だ］からである。

例

左ページ：知識の確認「章の学習を振り返ろう」
ページ構成
左ページでは学習してきた知識
を確認します。右ページでは「章
の問い」に対して思考・判断・
表現できる構成になっていま
す。

　  学んだ事を確
た し

かめよう 

１）  左の年表の 　　 ～　　 の空
くう

欄
らん

に入るものを，
下の語群の中から選んでみよう。

豊臣秀吉　徳川家康　朝
ちょう

鮮
せん

通
つう

信
しん

使
し

商品作物　五
ご

街
かい

道
どう

　浮
うき

世
よ

絵
え

　キリスト教
享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

　寛
かん

政
せい

の改革　打ちこわし

２） 下の地図の 　　 ～　　 の空欄に入るものを，
年表内の下線Ａ～Ｆから選んでみよう。

　　　　　 「次の場面を探
さが

してみよう！」で取り上
げた上の二つの場面と関わりの深い事

こと

柄
がら

を，年表から探し出して，○で囲
かこ

もう。

　　　　　 上の二つの場面は，百姓の成長を示
しめ

しているが，この変化があったと考
えられる年表の時期に，赤線を引こう。

　　　　　 百姓の様子は鎌倉時代(p.58～59)や室
町時代(p.80～81)では，どのように描

えが

かれているか，その場面を探してみよう。

1 知識

ア コ

あ か

作業１

作業２

作業３

・
南
蛮
文
化（

　
　
　

  

の
伝
来
、
活
版
印
刷
）

・
茶
の
湯（
わ
び
茶
）  

・
か
ぶ
き
踊
り

・
城（
天
守
、
大
広
間
、
屛
風
絵
）

主な出来事（政策） 文化 国際年
代
時
代

朝
鮮
中
国

 1543 鉄砲の伝来（　種子島）
   織田信長の台頭
  　（楽市・楽座）
 73 室町幕府の滅亡

 90 　　　　  が全国統一
 　 　  （検地・刀狩）
  文禄の役・慶長の役
 1600 　関ヶ原の戦い
 03 　　　　  による江戸幕府の成立
  �摩藩が琉球を征服
  　 （武家諸法度）
   幕藩体制の確立
 37 島原・天草一揆 ～ 38
  　 （　　　  禁止）
 69 シャクシャインの戦い
  徳川綱吉による政治
  　　（文治政治）
  　　　 ・航路の整備
  都市の繁栄
 1716  徳川吉宗による
  　  （新田開発）（倹約）
  　  （公事方御定書）
  　　　 の生産（綿花・紅花など）
  　　　 幕府や藩も生産を支援
  手工業から問屋制家内工業へ
  貨幣経済の広まり
   田沼意次の政治
  　 （商業重視）
 82 天明の飢きん ～87
  百姓一揆・
 87  松平定信による
  　 （農業重視）（倹約）
 1825 異国船打払令
 33 天保の飢きん ～36
 37 大塩平八郎の乱
 41  天保の改革

ア

ウ

エ

カ

キ

ケ
コ

イ

イ

オ

オ

B

A

朝
鮮

明

清
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浮
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人
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錦
絵
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・
長
編
小
説

・
川
柳
、
狂
歌

　
・
俳
諧

・
歌
舞
伎

　
・
相
撲

　
・
落
語

　

・
蘭
学
の
発
展

・
寺
子
屋

　
の
増
加

・
国
学
の

　
発
展

南
蛮
貿
易

朱
印
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貿
易

外
国
船
の
接
近

貿
易
統
制

長崎・　対馬
�摩・　松前
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18

19

戦
国

室
町

安
土
桃
山

江
戸

ク

C D

E F か

え

い あ
北京
ペ キン

寧波
ニンポー

�覇
な　は

京都
江戸
え　ど

大阪

う

お

� ����km

タイムトラベル⑦
（安

あ
土
づち
桃
もも
山
やま
時代）p.102■イ

タイムトラベル⑧
（江

え
戸
ど
時代）p.123■ウ

章の学習を
振り返ろう

第３章（p.94 ～ 145）

武家政権の展開と世界の動き
全国を統一する安定した政権を成立させたものは何か。章の問い

タイムトラベルを眺
なが
め直そう！
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  歴史的な見方・考え方を働かせて時代の特色を説明しよう 2 思考力，判断力，表現力

１ 　第１～５節までの｢節の問いを振
り返ろう｣を確

かく
認
にん

し，全国を統一するた
めに行った政

せい
策
さく

で共通する点に着目し
て,安定した政権が成立するために必要
なことを三つ考えてみよう。

２ 　１で挙げたことをカードに一つ
一つ書いていこう。その際

さい
，どの歴史

的な見方・考え方を働かせたのか明
めい

示
じ

して，その選んだ理由も記入しよう。

１ 　グループになり，みんなと書いたカードを出し合って並べてみよう。
同じ理由や近い感じのする理由のカードごとにまとまりにしていこう。 
新しく追加する要素が見つかった場合は，カードを作成して加えよう。

２ 　まとめたカードごとに，まとめた理由が簡
かん

潔
けつ

に分かるタイトルを 
つけていこう。

３ 　グループで，章の問いの答えとして，最も適
てき

切
せつ

と考えられるまとまりは 
どれか話し合ってみよう。

４ 　今までの作業を踏
ふ

まえて，章の問いの答えを説明しよう。

章の問いに対して自分の考えを整理しよう

話し合いを通して自分の考えを深めよう

この時代の特色を理由とともに説明しよう

ステップ 1

ステップ２

ステップ３

幕府が，なぜその政
せい
策
さく
を

行ったかを考えることが
大事だね。

章の問いの答えを踏まえて，この時代はどのような時代だったかを，自分の言葉で説明してみよう。
その際

さい
，自分が理由を考えるときに重視した歴史的な見方・考え方に○を付けよう。

この章の問いで働かせる 見方・考え方の例

時期や年代 → 支配の政策は , いつ行われたか
推
すい

移
い

 →  全国を統一するしくみは ,  
どのように展開したか

比
ひ

較
かく

 → 中世の支配との違いは何か
相
そう

互
ご

の関連→ 安定した支配と外国との関係は何か

各節で振り返ったこと
「第１節」ー ヨーロッパの国々が日本に来た目的と日本への影

えい

響
きょう

「第２節」ー 信長・秀吉による全国統
とう

一
いつ

政
せい

策
さく

「第３節」ー 江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の全国支
し

配
はい

のしくみ
「第４節」ー 安定した社会になったことで変化した人々の生活や産業
「第５節」ー 社会状

じょう

況
きょう

の変化に対
たい

応
おう

した江戸幕府の政治改
かい

革
かく

安定した政権が成立するために必要なこと
例）幕府直属の旗本や御家人による軍事力
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　 幕府の軍事力が圧倒的なため，大名が抵
抗することができないから

根拠（考えのもととなる資料）
　112 ページの 9～ 15行目

みんなと出し合ったカードを
まとまりにする

安定した政権が成立するために必要なこと
例）大名を統制する武家諸法度
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　きまりを定めて，…  

根拠（考えのもととなる資料）

安定した政権が成立するために必要なこと
例）旗本や御家人による軍事力
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　 幕府の軍事力が圧倒的なため大名が抵抗
することができないから

根拠 ( 考えのもととなる資料 )
　112 ページの 9～ 15行目

　タイトル：  

全国を統一する安定した政権を成立させるために
必要なことは，

（  
 　　　　　　　　　　　　　　　　　）である。
なぜなら（　  
  
� �
 
　　　　　　　　　　　　）[ だ ] からである。

章の問いの答えを理由とともに説明しよう

この時代は，（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）[ の ] 時代である。
それは，（時代や年代，推移，比較，相互の関連）に注目して考えると（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）[ だ ] からである。

147

03中歴_146-147 部の学習を振り返ろう-Orange.indd   147 2020/03/17   20:23

右ページ：思考・判断・表現

特
色 
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144

赤
あ こ

穂
う

事件を考察する −旧赤穂藩の浪
ろう

士
し

たちの処
しょ

罰
ばつ

の行
ゆく

方
え

に考えてみよう多  面  的 多  角  的・

　徳
とく
川
がわ
綱
つな
吉
よし
（→p.125）の治

ち
世
せい
である1702年12月14日，旧赤穂藩の浪

士（赤穂浪士）たちが吉
き
良
ら
邸
てい
に討

う
ち入り，吉

き
良
ら
上
こう
野
ずけの
介
すけ
義
よし
央
ひさ
を討ち取り

ました。江戸の人々は，浪士たちを主君浅
あさ
野
の
内
たく
匠
みの
頭
かみ
長
なが
矩
のり
の仇

あだ
討ちを果たした

「忠臣の義士」と褒
ほ
めたたえ，諸

しょ
藩
はん
からも彼らを助

じょ
命
めい
するお願いがありました。

　このような状況で，幕府は赤穂浪士たちにどのような処
しょ
罰
ばつ
を下したのでしょ

うか。当時の人々の考え方を踏
ふ
まえながら，この処罰の方針をめぐる意見の対

立から，当時の社会の様子を多面的・多角的に考察してみよう。

なか

わたしが赤穂浪士をたたえた

理由は，

（　　　　�　��　　　　　　　　

　　　　　　　　�　　　　　

　　　　　　　　）からです。

考察の
視点

に考えてみよう多  面  的 多  角  的・

※�幕府の政治と裁判を
行う機関

テーマ 赤穂浪士を「忠
ちゅう
臣
しん
の義

ぎ
士
し
」として許すか，「徒

と
党
とう
」を組んだ罪

つみ
で厳
げん
罰
ばつ
にするべきか。

主な意見 その根拠

助
　命

厳
　罰

考えよう  ②あなたが，当時の江戸の
人であったら，なぜ赤穂浪士をたたえ
たのか，その理由を考えてみよう。

整理しよう  ①あなたが，将軍綱
つな

吉
よし

だったとして，幕府内の意見と資料１・２を読んで，浪
士に対して助

じょ

命
めい

する意見と厳
げん

罰
ばつ

にする意見を，その根拠を示
しめ

して整理してみよう。

61吉
き
良
ら
邸
てい
への討

う
ち入り〈葛飾北斎作�『仮名手本忠臣蔵』江戸東京博物館蔵〉

　もし，主君の仇
あだ
討
う
ちを許さないというのであれば，古くからの道理にも背

そむ
き，忠臣や孝

こう
子
し
※の心を

傷
きず
つけることになる。さらには，「学問・武道と忠

ちゅう
義
ぎ
・孝

こう
行
こう
に励

はげ
む」とした武

ぶ
家
け
諸
しょ
法
はっ
度
と
にも背くもの

である。浪士たちを厳罰にするのは，果たして適切なことなのだろうか。

5代将軍徳
とく
川
がわ
綱
つな
吉
よし
は迷っていた…

　浪士たちは主人の遺
い
志
し
を継

つ
い

だ忠臣です。大勢で討
う
ち入った

のはその志
こころざし
を遂

と
げるためのしか

たがない手段です。しばらくは
大名預

あず
けとして何年か後に判決

を出すのがよいと考えます。

　主君の仇討ちを果たした彼ら
は，武

ぶ
士
し
道
どう
を実

じっ
践
せん
して大いに褒

ほ

められるものです。しかし，彼
らが天下の法を破

やぶ
ったことは間

違いありません。これは道理に
背くものです。

幕府の評
ひょう
定
じょう
所
しょ※の意見 幕府直

ちょっ
轄
かつ
の学問所の

林
はやし
信
のぶ
篤
あつ
の意見

綱吉の老
ろう
中
じゅう
に仕えた儒

じゅ
学
がく
者
しゃ

荻
お
生
ぎゅう
徂
そ
徠
らい
の意見

　浅
あさ
野
の
が吉

き
良
ら
を殺そうとしたのであって，吉良が

浅野を殺したわけではありません。そのため，吉
良は浅野の仇ではありません。浅野は，一時の怒
りにかられて吉良を殺そうとしたので，浪士たち
の行動は，主君のこの「邪

じゃ
志
し
」※を継

つ
いだものであって，

忠義とはいえないでしょう。 ※間違った思いや考え

※忠臣…主君に忠義を尽くす臣下�孝子…親孝行な子
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資料を基
もと
に，当時の人々の考え方を理解する

　当時の人々の考え方は，現在の私たちと同じとは限りません。当時の人々の考え方を理解する際には，当時の人々の言葉な
どの資料を基に，当時の人々になったつもりで考えることが大切です。

助命　・　厳罰　・　その他
赤穂浪士たちの処分は，

その根拠

9技能を
みがく

145

話し合って深めよう  
④下の資料の，実際の幕府の処罰を読んでみよう。そして，
あなたの考えとどの点に相違があったのか，確認してみよう。
⑤なぜ，幕府は浪士たちに，全員「切

せっ

腹
ぷく

」という処罰を決定し
たのだろうか。その理由を綱吉が目指した政治の考えを基に
して，グループで話し合ってみよう。

説明しよう  ③今までの意見を踏
ふ

まえ，将軍であるあなたは，どのよ
うな処罰を下すだろうか。助命にするか，厳罰にするか，その他の処
罰にするかのいずれかを選び，当時の資料に基

もと

づいた判断の根拠を明
確にして説明しよう。

1

2

資料

資料

赤穂事件の概
が い

要
よ う

武
ぶ

家
け

諸
し ょ

法
は っ

度
と

の方針の変更

4　赤穂事件の流れ　赤穂事件
は，幕府の重要な行事の当日に，
その担当であった赤穂藩主浅

あさ
野
の

内
たく

匠
みの

頭
かみ

長
なが

矩
のり

が，同じく担当して
いた吉

き
良
ら

上
こう

野
ずけの

介
すけ

義
よし

央
ひさ

を突然切り
つけたことから始まります。 
この責任を取るため，浅野内匠
頭長矩は幕府から即日切

せっ
腹
ぷく

※を
命ぜられ，赤穂藩は改

かい
易
えき
（廃

はい
藩
はん

）
となりました。

2

※�切腹は武士の礼にかなった処罰と
考えられていました。一方，打ち
首は屈

くつ
辱
じょく
的
てき
な処罰と考えらていま

した。

1701（元
げん

禄
ろく

14）年　松の廊
ろう

下
か

事件
　赤穂藩主浅

あさ
野
の

内
たく

匠
みの

頭
かみ

長
なが

矩
のり

が，江戸城
の松の廊下で，吉

き
良
ら

上
こう

野
ずけの

介
すけ

義
よし

央
ひさ

を切り
つける。
→浅野内匠頭長矩は即日切

せっ
腹
ぷく

。
　赤穂藩は改

かい
易
えき
（廃

はい
藩
はん

）となる。
　吉良上野介義央は，処

しょ
罰
ばつ

はなし。

なか

1702年12月14日　赤穂事件
　旧赤穂藩の浪士たちが吉良邸

てい
に討

う
ち

入り，吉良上野介義央を討ち取る。

8　歌からは，江戸の人々の討
う

ち入りに対する共
感が読み取れます。当時の人々は，喧

けん
嘩
か

両
りょう

成
せい

敗
ばい

が
武士の慣例であるのに，吉

き
良
ら

は切腹しなかったこ
とに対して，武士らしくないと思っていたともい
われています。

3

たのもしや内
た く み

匠の家に内
く

蔵
ら

ありて
　　　　　　  武士の鏡を取り出しけり

赤穂浪士をよんだ歌

　頼もしいことではないか。内匠の家（浅
あさ

野
の

内
たくみの

匠

頭
かみ

）に内蔵（大
おお

石
いし

内
く ら の

蔵助
すけ

）があって，武士の鏡

（鑑
かがみ

，手本）を取り出してきた。

　浪士たちは，主人の仇
あだ

に報
むく

いると主張して，浪士たちで
徒
と

党
とう

を組み，吉
き

良
ら

邸
てい

へ押し込み，飛び道具などまで持参し，
吉良義

よし

央
ひさ

を討
う

ったことは，幕府を恐れない行動で，法に背
そむ

いた行為である，これによって切腹を命じる。

幕府の赤穂浪士に対する処
しょ
罰
ばつ

一，学問・武道と忠
ちゅう

義
ぎ

・孝
こう

行
こう

に励
はげ

み，礼
れい

儀
ぎ

正しくふるまること。
一， 謀

む

反
ほん

を計画したり，仲間（徒
と

党
とう

）を集めて行動を起こす誓
せい

約
やく

を結ぶことを禁止する。
一，喧

けん

嘩
か

や口
こう

論
ろん

はしないようにし，私的な争いを禁止する。
　　 もし，やむを得

え

ない理由があれば，奉
ぶ

行
ぎょう

所
しょ

に届
とど

けて指示を
待つこと。

武家諸法度　天
てん
和
な
令
れい

6　武家諸法度（天和令）　徳
とく

川
がわ

綱
つな

吉
よし

は，それまでの武家諸法度の最初
の一文であった「文武弓

きゅう
馬
ば

の道に，ひたすら励
はげ

むこと」（→ p.113）を
改め，「忠義と孝行に励むこと」を強調しました。このほかにも儒

じゅ
学
がく

を重視するなど，学問や礼
れい

節
せつ

を重んじる政治へと転換を行いました。

4
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p.144-145

特設ページ「多面的・多角的に考えてみよう」を3か所設けています。
本文ページと関連した歴史的事象をテーマに，異なる意見や資料を通して多面的・多角的
に考察することで，思考力・判断力・表現力を育みます。

異なる意見や立場から歴史を考察する特設ページ
深い学びにつながる「問い」❸

特色

▶当時の社会情勢を反映す
る資料を読み解くこと
で，当時の社会の考え方
をふまえてテーマをさら
に深く考察します。
ここでは，赤穂事件の経
緯を概観したうえで，江
戸の人々が事件をどのよ
うに見ていたのかを示
し，また私的な争いを禁
止する武家諸法度の条文
などを提示しています。

当時の社会の様子を
読み解く資料

▶考察の視点を受けて，考察のテーマを設定して
います。赤穂事件の処罰についての，当時の議
論がテーマになっています。

考察のテーマ

▶考察する際の視点(ポイ
ント)を明示しています。
ここでは，武力の重視か
ら文治政治に転換してい
く時代に起こった赤穂事
件の処罰をめぐって，当
時の社会の様子を多面
的・多角的に考察するこ
とがポイントになってい
ます。

考察の視点

▶テーマを受けて，相対立する意見を具体的に見ていき，多面的・多角的に考察するきっかけにしていま
す。ここでは，赤穂事件をめぐって，どのような意見があったのかを具体的に示しています。

当時の人々の意見

▶論点の整理→自分なりの考察→話し合いというように段階的に自分の考えを深
めていくなかで，思考力・判断力・表現力を育みます。

考えを深めるアクティビティ

New

掲載ページ一覧
（3か所）

ページ タイトル

p.144-145 赤穂事件を考察する

p.188-189 『三酔人経綸問答』を考察する

p.230-231 「母性保護論争」を考察する

※太字：ここで扱っているページ

特
色 

❸
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小学校●地理●公民との関連 遣唐使（小），正倉院（小），世界の宗教（地），ユーラシア大陸（地）

ユ ー

海
かい中

ちゅう

地
ち ティグリス川

ユーフラテス川

ナ

イ
ル
川

地図をよく見るための
　　　　　　　キーワード
・仏教→p.22
・キリスト教・イスラム教→p.23
・シルクロード→p.19
・唐の都 長安→p.40　
・正倉院→p.45
・遣唐使→
・鑑真→p.46
・聖武天皇→p.45

ちょうあん

しょうそういん

けんとう  し

がんじん

しょう む てんのう

ツンドラ
針葉樹林
広葉樹林
地中海性樹林
草原
砂漠
熱帯雨林
山岳地域林

シルクロード
シルクロード
につながる道
草原の道
海の道

しんようじゅりん

こうようじゅりん

ち  ちゅうかいせいじゅりん

さ  ばく

ねったい  う りん

さんがく ち いきりん

9

ローマ

メッカ

ペ  ル 

ア  フ  リ  カ

ア ラ ビ ア

ヨ ー ロ ッ パ

イ ス ラ  ム 帝 国

バグダッド

ギリシャ

　　日
にっ

本
ぽん

の国
くに

づくりに際
さい

しては，唐
とう

を手
て

本
ほん

とす
るため，７世

せい

紀
き

以
い

降
こう

，盛
さか

んに遣
けん

唐
とう

使
し

が派
は

遣
けん

さ
れました。同

おな

じく，東
ひがし

アジアの各
かっ

国
こく

が唐
とう

を訪
おとず

れて，大
たいたい

陸
りく

の東
ひがし

側
がわ

に大
だい

帝
てい

国
こく

を築
きず

いた唐
とう

の政
せい

治
じ

のしくみや進
すす

んだ文
ぶん

化
か

を学
まな

び取
と

るようになり
ました。こうして8世

せい

紀
き

の東
ひがし

アジアでは，唐
とう

を中
ちゅう

心
しん

とした国
こく

際
さい

関
かん

係
けい

唐
とう

中
ちゅうちゅう

心
しんしん

の国
こく

際
さい

関
かんかん

係
けいけい

と栄
さかさか

える東
とうとう

西
ざいざい

交
こうこう

流
りゅうりゅう →p.38

んんとう

89,
りりり
→p.39
くくく

9,→p.38
すすすすすす

3
5

学習
課題 奈

なな

良
らら

時
じじ

代
だいだい

にはどのような特
とくとく

色
しょくしょく

を持った文
ぶんぶん

化
かか

が展
てん

開
かい

したのだろうか。大
たいたい

陸
りくりく

の影
えい

響
きょう

を
受
うう

けた天
てん

平
ぴょう

文
ぶんぶん

化
かか4

このときの世界では，
どのような人々が活動
していたのかな。

1． 地図の中から，下に挙
あ

げた A～ Cを探
さが

してみよう。また，その人々がどの宗
しゅう

教
きょう

を信
しん

仰
こう

しているか，考えてみよう。
A 皇

こう

帝
てい

に冠
かんむり

を
授
さず

ける教
きょう

皇
こう

ヒント →p.94
B メッカに向かって礼

れい

拝
はい

する人
ヒント　→p.23

C 海を渡
わた

る僧
そう

侶
りょ

ヒント →p.46

2． 地図の中から，このコップを作ってい
る人と，コップを持つ人を３人以上探
して，ペルシャから日本まで地図をた
どってみよう。

やってみよう

BA

3

1

2

8 奈良時代のころの世界奈良時代代のころの世界奈良時代のころの世界2

8 瑠
る

璃
りの

坏
つき

　西アジアのペルシャで作られた
といわれています。〈正倉院宝物〉
1

（全高11.2cm）
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B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

8 奈
良

ラ

イ
ン

ダ
ス
川

 シ  ャ

シ ア

太
たい

洋
よう

平
へい

日 本 海

イ ドン 洋
よう

黄河

イ
ン

平
へい

城
じょう

京
きょう

イ  ン  ド

東南アジア

唐
とう

長
ちょう

安
あん

ベトナム

5

が安
あん

定
てい

するなかで，漢
かん

字
じ

を通
つう

じた共
きょう

通
つう

の文
ぶん

化
か

が広
ひろ

がりました。

さらに8世
せい

紀
き

には，大
たい

陸
りく

の西
にし

側
がわ

でイスラム教
きょう

徒
と

の王
おう

朝
ちょう

が大
だい

帝
てい

国
こく

を
築
きず

き，唐
とう

とも接
せっ

しました。貿
ぼう

易
えき

が盛
さか

んな都
と

市
し

で生
う

まれたイスラム教
きょう

の商
しょう

人
にん

は，砂
さ

漠
ばく

や海
うみ

で長
なが

い距
きょ

離
り

を移
い

動
どう

するための知
ち

識
しき

や技
ぎ

術
じゅつ

にたけ
ており，唐

とう

にも訪
おとず

れたほか，分
ぶん

裂
れつ

したローマ帝
てい

国
こく

とも貿
ぼう

易
えき

していま
した。そのため，ユーラシア大

たい

陸
りく

を東
とう

西
ざい

に文
ぶん

物
ぶつ

が行
い

き交
か

い，東
ひがし

の長
ちょう

安
あん

と西
にし

のバグダッドが国
こく

際
さい

都
と

市
し

として栄
さか

えました。

→p.23

2C2,C3

→p.21
つつつ

DC E

8 唐
とう

と各国の都の比
ひ

較
かく

3

平城京

渤海の都
（想定図）

唐・長安城

新羅の都
（想定図）

平安京

都の大きさ 0 2km
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地図とイラストによるイラスト世界地図を新設し，
日本の歴史を世界の動きのなかに位置付けて
見ることができます。

New

地図掲載ページ一覧
ページ タイトル

p.42-43 奈良時代のころの世界

p.98-99 16世紀初めごろの世界

p.156-157 欧米諸国の世界進出

日本と世界の歴史の関わりが一望できるイラスト世界地図
日本の歴史がよりよくわかる世界の歴史❹

特色

原寸大

C3

タイムトラベル同様，地図帳の
さくいん記号のように記号を
使って位置を確認できます。

※太字：ここで
扱っているページ

3433



小学校●地理●公民との関連 富国強兵（小），殖産興業（小）

5

10

15

学習
課題

日
にっにっ

本
ぽんぽん

を欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

に劣
おと

らない強
つよつよ

い国
くにくに

にするため，どのような政
せい

策
さく

が
行
おこなおこな

われたのだろうか。富
ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

を
目
めめ

指
ざざ

して2
　　新

しん

政
せい

府
ふ

は，欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

に劣
おと

らない強
つよ

い国
くに

をつくるた
めには，国

くに

を豊
ゆた

かにして力
ちから

をつけ，強
つよ

い軍
ぐん

隊
たい

をもつ
必
ひつ

要
よう

があると考
かんが

え，富
ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

の政
せい

策
さく

を進
すす

めました。この政
せい

策
さく

の中
ちゅう

心
しん

となったのは，産
さん

業
ぎょう

の発
はっ

展
てん

による経
けい

済
ざい

力
りょく

の向
こう

上
じょう

（殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

），西
せい

洋
よう

式
しき

の軍
ぐん

隊
たい

づくり（徴
ちょう

兵
へい

令
れい

），改
かい

革
かく

のために必
ひつ

要
よう

となる財
ざい

源
げん

を安
あん

定
てい

させる
税
ぜい

制
せい

度
ど

の改
かい

革
かく

（地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

），そしてこれらの改
かい

革
かく

を担
にな

う人
じん

材
ざい

を養
よう

成
せい

す
るための教

きょう

育
いく

制
せい

度
ど

の採
さい

用
よう

（学
がく

制
せい

）でした。
　　新

しん

政
せい

府
ふ

は，まず「富
ふ

国
こく

」のため，お雇
やと

い外
がい

国
こく

人
じん

とよば
れた外

がい

国
こく

人
じん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

や学
がく

者
しゃ

を招
まね

きました。欧
おう

米
べい

の進
すす

んだ
技
ぎ

術
じゅつ

や機
き

械
かい

を取
と

り入
い

れ，各
かく

地
ち

に製
せい

糸
し

・紡
ぼう

績
せき

などの官
かん

営
えい

工
こう

場
じょう

や軍
ぐん

需
じゅ

工
こう

場
じょう

を造
つく

り，近
きん

代
だい

的
てき

な産
さん

業
ぎょう

を育
そだ

てようとしたのです（殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

）。

通
つう

信
しん

の分
ぶん

野
や

では，1869（明
めい

治
じ

２）年
ねん

，東
とう

京
きょう

・横
よこ

浜
はま

間
かん

に電
でん

信
しん

が開
かい

通
つう

しました。1871年
ねん

には前
まえ

島
じま

密
ひそか

らによって郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

が作
つく

られ，全
ぜん

国
こく

均
きん

一
いつ

の料
りょう

金
きん

で郵
ゆう

便
びん

が利
り

用
よう

できるようになりました。また，交
こう

通
つう

の分
ぶん

野
や

では，翌
よく

72年
ねん

に新
しん

橋
ばし

（東
とう

京
きょう

都
と

）・横
よこ

浜
はま

間
かん

，続
つづ

いて神
こう

戸
べ

・大
おお

阪
さか

・京
きょう

都
と

間
かん

に鉄
てつ

道
どう

が開
かい

通
つう

しました。鉄
てつ

道
どう

は各
かく

地
ち

を結
むす

び付
つ

け，多
おお

くの人
ひと

や物
ぶっ

資
し

を運
はこ

びました。その結
けっ

果
か

，都
と

市
し

も農
のう

村
そん

も大
おお

きく変
へん

化
か

しました。

富
ふふ

国
こくこく

強
きょうきょう

兵
へいへい

の
政
せい

策
さく

→p.174

殖
しょくしょく

産
さんさん

興
こうこう

業
ぎょうぎょう

5

→p.168A1 12

→p.198
つうつつ しん

→p.176

3 →p.169E2

4

→p.168A3，→p.199 →p.202

江
え

戸
ど

時代の
綿
めん

織
おり

物
もの

の生産
（→p.1623）と
比
くら

べて，どのよ
うなところが
違うのかな。

1 満17～40歳
さい

の男子は，徴
ちょう

兵
へい

令
れい

によって兵
へい

役
えき

が義
ぎ

務
む

づけられました。そのうち，満20歳
になった男子に徴兵のための身体検

けん

査
さ

（徴兵検
査）を行い，その合格者の中から必要な人数を
集めて，３年間の兵役を課しました。

8 統
とう

一
いつ

的な貨
か

幣
へい

の登場（実物大）　貨幣制
せい

度
ど

も
1871年に改まり，１円が100銭

せん

，１銭は10厘
りん

でした。貨幣の価
か

値
ち

は年代によって変化します
が，1874年のあんぱん１個は５厘

りん

，米１石
こく

（→p.106）は７円28銭でした。また，1880年
の郵

ゆう
pp
便
びん
p
料金は，7.5グラムまでの書

しょ

状
じょう

で２銭切
手が必要でした。〈東京都 日本銀行貨幣博物館蔵〉

3

4 官官官
かんん

営営営
れいれ

工場として建てられた工場場として建てられれた工場として建てられた富富富
とみみ

岡岡岡
おかお

製製製
せいせ

糸糸糸
し

場場場場
じょうじ う

（群馬県富岡市）群馬県県富岡市（群馬県富岡市）ととと2 そそそ
の内部の内部の内部 重要な重要要な重要な輸輸輸

ゆゆゆ

出出出
しゅつゅしゅつ

品である品である品である生生生
きき

糸糸糸
いとといと

を製造するため，近代的なを製造すするため 近代的的なを製造するため 近代的な設設設
せつつせつ

備備備
びびび

ををを
整えた製糸工場のモデルとして，1872年，群馬県の富岡に建てら整えた製糸工場のモデルルとして 18 2年，群馬県の富岡に建てら整えた製糸工場のモデルとして 1872年 群馬県の富岡に建てら
れました。れました。れました。 〈長野県 岡谷蚕糸博物館蔵〉長野県 岡谷蚕糸博物館蔵〈長野県 岡谷蚕糸博物館蔵〉

1 2

世界
遺産
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小学校●地理●公民との関連 法の支配（公），議会（公），権利の章典（公），アメリカ独立宣言（公）

5

10

15

　　日
にっ

本
ぽん

の江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

にあたる17～19世
せい

紀
き

は，ヨーロッ
パが大

おお

きく変
へん

化
か

した時
じ

代
だい

でした。政
せい

治
じ

では，身
み

分
ぶん

制
せい

が廃
はい

止
し

されたり，専
せん

制
せい

君
くん

主
しゅ

政
せい

を抑
おさ

えたりすることで，自
じ

由
ゆう

で平
びょう

等
どう

な
「市

し

民
みん

」が，法
ほう

の支
し

配
はい

に基
もと

づいて政
せい

治
じ

を行
おこな

う「市
し

民
みん

社
しゃ

会
かい

」に変
か

わり始
はじ

め
ました。それにより，これまで国

こく

王
おう

と支
し

配
はい

身
み

分
ぶん

だけが政
せい

治
じ

を進
すす

めて
きたのに対

たい

し，市
し

民
みん

たちがそれらを倒
たお

して主
しゅ

権
けん

者
しゃ

となり，議
ぎ

会
かい

を通
つう

じて国
こっ

家
か

を運
うん

営
えい

することもありました（市
し

民
みん

革
かく

命
めい

）。産
さん

業
ぎょう

では，工
こう

業
ぎょう

が発
はっ

達
たつ

して資
し

本
ほん

主
しゅ

義
ぎ

社
しゃ

会
かい

が生
う

まれました。こうした政
せい

治
じ

や産
さん

業
ぎょう

の動
うご

きを併
あわ

せて，「近
きん

代
だい

化
か

」とよびます。

イギリスでは，17世
せい

紀
き

に入
はい

ると，地
じ

主
ぬし

や商
しょう

工
こう

業
ぎょう

者
しゃ

らが力
ちから

を持
も

つようになり，議
ぎ

会
かい

に進
しん

出
しゅつ

しました。
彼
かれ

らの多
おお

くは，カルバンの教
おし

えを信
しん

じるプロテスタントのピューリ
タン（清

せい

教
きょう

徒
と

）でした。しかし国
こく

王
おう

は，議
ぎ

会
かい

を無
む

視
し

して重
おも

い税
ぜい

を課
か

し，

さらにピューリタンの弾
だん

圧
あつ

を行
おこな

いました。議
ぎ

会
かい

は，思
おも

いのままに政
せい

治
じ

を行
おこな

う国
こく

王
おう

との対
たい

立
りつ

を強
つよ

めていき，ついに，クロムウェルの指
し

導
どう

により，国
こく

王
おう

の軍
ぐん

を破
やぶ

って国
こく

王
おう

を処
しょ

刑
けい

し，王
おう

政
せい

を廃
はい

止
し

して共
きょう

和
わ

政
せい

を

変
かか

わる
欧
おうおう

米
べいべい

諸
しょしょ

国
こくこく

解説

解説

→p.152

イギリスの
議
ぎぎ

会
かいかい

政
せいせい

治
じじ

1 1

→p.95
おも

解説

学習
課題

イギリスでの革
かくかく

命
めいめい

や，アメリカでの独
どく

立
りつ

戦
せんせん

争
そうそう

によって，政
せいせい

治
じじ

のあ
り方

かたかた

はどのように変
へんへん

化
かか

したのだろうか。市
しし

民
みんみん

革
かく

命
めい

の
始
はじはじ

まり1
解 説 市民革

かく

命
めい

　支
し

配
はい

される側にいた市民とよばれる人々が，
王など支配する側の人々を倒

たお

して，社会を急
きゅう

激
げき

に変える動きのことをいいます。市民革命では，
古い身分制を改め，自由で平

びょう

等
どう

な社会の実
じつ

現
げん

が
目指されました。

1 イギリス議会政
せい

治
じ

の源
げん

流
りゅう

になるのは，13
世
せい

紀
き

初め，国王により承
しょう

認
にん

された｢大
だい

憲
けん

章
しょう

｣です。
これにより国王による課

か

税
ぜい

に対して議会の同意
を必要とする原

げん

則
そく

が生まれました。その後，
13世紀末には，聖

せい

職
しょく

者
しゃ

・貴
き

族
ぞく

・州と都市の代
表からなる議会ができました。権

けん

利
り

の章
しょう

典
てん

は，
このような13世紀以来の議会の伝

でん

統
とう

的
てき

な権利
を主

しゅ

張
ちょう

しています。

8 議会イギリスの議会イギリスの議会イギリスの議会（（庶庶（庶
しょししょ

民民民
みんみみん

院院院院
いんいいん

， 年），1710年）， 710年1710年）1

権利の章
しょう

典
てん
（1689年）

議会にいる人々は，
どのような身分の
人々なのかな。

解 説 近代の政近代代の政政近代の政
せいせせい

治治治治
じじじ

体体体
たいたたい

制制制制
せいせいせい

君主政治

こうてい

けん り

せいげん

もと

とう ち

専制君主政 共和政

民主政治

立憲君主政
りっけんせんせい きょう   わ  せい

そんざい

国王や皇帝に統治
の権利があり，
思うままに政治を
行う

国王や皇帝は存在
するが，法によっ

げ
て制限され，国民
が政治を行う

国民に統治の権利
があり，法に基づ
いて政治を行う

節第

●

1 欧
お う

米
べ い

諸
し ょ

国
こ く

における「近
き んき ん

代
だ いだ い

化
かか

」 「近
きんきん

代
だいだい

化
かか

」の進
しん

展
てん

で，欧
おうおう

米
べいべい

諸
しょしょ

国
こくこく

の政
せいせい

治
じじ

や
社
しゃしゃ

会
かいかい

はどのように変
へんへん

化
かか

したのだろうか。
第1節の問い
p.148~159

近
きんきん

代
だいだい

国
こっこっ

家
かか

の歩
あゆあゆ

みと国
こく

際
さい

社
しゃしゃ

会
かいかい

章の問い「近
きんきん

代
だいだい

化
かか

」による，政
せい

治
じ

や社
しゃしゃ

会
かいかい

の大
おおおお

きな変
へんへん

化
かか

とは何
なになに

か。
近代（前半）4第 章
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小学校●地理●公民との関連 伊藤博文（小），アメリカ先住民（地），移民（地），リンカン（公）

学習
課題

アメリカ・ドイツ・ロシアでは，それぞれどのように近
きんきん

代
だいだい

国
こっこっ

家
かか

の
建
けんけん

設
せつせつ

を進
すすすす

めたのだろうか。欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

の
近
きんきん

代
だいだい

国
こっこっ

家
かか

建
けん

設
せつ4

5

10

15

　　19世
せい

紀
き

に入
はい

ると，産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

やフランス革
かく

命
めい

の
影
えい

響
きょう

を受
う

けて，ヨーロッパや北
きた

アメリカの国
くに

々
ぐに

で
は，自

じ

由
ゆう

・平
びょう

等
どう

の考
かんが

え方
かた

の下
もと

に人
ひと

々
びと

を「国
こく

民
みん

」として一
ひと

つにまとめる
近
きん

代
だい

国
こっ

家
か

の建
けん

設
せつ

が進
すす

められました。近
きん

代
だい

国
こっ

家
か

では，徴
ちょう

兵
へい

制
せい

を通
つう

じて
「国

こく

民
みん

軍
ぐん

」が作
つく

られ，学
がっ

校
こう

や職
しょく

場
ば

を通
つう

じて「国
こく

民
みん

」にふさわしい共
きょう

通
つう

の
言
げん

語
ご

や生
せい

活
かつ

のしかたが広
ひろ

められました。その一
いっ

方
ぽう

で，人
じん

種
しゅ

・民
みん

族
ぞく

・

宗
しゅう

教
きょう

・文
ぶん

化
か

などを背
はい

景
けい

に，「国
こく

民
みん

」から除
じょ

外
がい

される人
ひと

々
びと

もいました。
　　独

どく

立
りつ

後
ご

のアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

は，19世
せい

紀
き

半
なか

ばに太
たい

平
へい

洋
よう

に面
めん

する西
にし

海
かい

岸
がん

にまで領
りょう

土
ど

を広
ひろ

げました。そのこ
ろ，綿

めん

工
こう

業
ぎょう

を中心に商
しょう

工
こう

業
ぎょう

が成
せい

長
ちょう

し始
はじ

めたため，保
ほ

護
ご

貿
ぼう

易
えき

を望
のぞ

む北
ほく

部
ぶ

と，黒
こく

人
じん

奴
ど

隷
れい

によるイギリス向
む

けの安
あん

価
か

な綿
めん

花
か

栽
さい

培
ばい

が盛
さか

んなため，
自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

を望
のぞ

む南
なん

部
ぶ

の対
たい

立
りつ

が激
はげ

しくなりました。そして，西
せい

部
ぶ

に新
あたら

しい州
しゅう

が生
う

まれると，奴
ど

隷
れい

制
せい

を認
みと

めるかどうかでも，北
ほく

部
ぶ

と南
なん

部
ぶ

は
争
あらそ

うようになりました。

このような対
たい

立
りつ

から，1861年
ねん

から約
やく

４年
ねん

に渡
わた

る激
はげ

しい内
ない

戦
せん

（南
なん

北
ぼく

戦
せん

争
そう

）が始
はじ

まりました。リンカン大
だい

統
とう

領
りょう

は，奴
ど

隷
れい

解
かい

放
ほう

宣
せん

言
げん

を出
だ

し，
合
がっ

衆
しゅう

国
こく

の統
とう

一
いつ

と奴
ど

隷
れい

の解
かい

放
ほう

という目
もく

的
てき

の下
もと

で戦
たたか

い，北
ほく

部
ぶ

を勝
しょう

利
り

に導
みちび

近
きんきん

代
だいだい

国
こっこっ

家
かか

と
「国

こくこく

民
みんみん

」の創
そう

出
しゅつ →p.152

きた
→p.150
にににぐにぐぐ

3

アメリカの
南
なんなん

北
ぼくぼく

戦
せんせん

争
そうそう

2

解説

解説

1 →p.156
ううう り

A2

4

保
ほ

護
ご

貿
ぼう

易
えき

と自由貿易
　保護貿易とは，国家が，外国との商品の輸

ゆ

出
しゅつ

・
輸
ゆ

入
にゅう

において，関
かん

税
ぜい

などの制
せい

限
げん

や保護を加える
貿易で，国内の産業を外国との競争から守る効

こう

果
か

があります。自由貿易とは，国家による制限
や保護を加えない貿易で，貿易量が拡

かく

大
だい

する効
果があります。

解 説

リンカンは，この言葉を通して，
何を伝えたかったのかな。

Government

of the people,

by the people,

for the people

8 アメリカアメリカアメリカ大大大
だいだ

統統統
とうと

領領領
りょうり

リンカンンカンリンカン（1809～65）（ 809～6 ）（1809 65）の演の演の演
えんえ

説説説
ぜつぜ

　南北戦争中の南南北戦争中の南北戦争中の
1863年，リンカンは，集まった人々に対し，「人民の，人民に18 3年， ンカンは，集まった人人々に対し， 人民の 人民に1863年 リンカンは 集まった人々に対し 「人民の 人民に
よる，人民のための政よる，人民のための政政よる 人民のための政

せいせいせい

治治治
じじ

」を説く演説を行いました。を説説く演説を行いました」を説く演説を行いました

1

8 アメリカ合アメリカ合アメリカ合
がっっ

衆衆衆
しゅうゅ

国国国
こくこ

の領の領領の領
りょうう

土土土
どど

の拡の拡の拡
かくか

大大大
だいだ

　領土の拡大とともに，領領土の拡大とともに領土の拡大とともに
東部と西部とを結ぶ鉄道が，次々と建設されました。東部と西西部とを結ぶ鉄道が 次々と建建設されました。東部と西部とを結ぶ鉄道が 次々と建設されました
2

ミシシッ

川
ピ 大

た
い

西

洋

た
い

せ
い

よ
う

へ
い

よ
う

太

平

洋

1803
（フランスより購入）

1819
ペ

1842
（イギリスより割譲）

1818
（イギリスより割譲）

かつじょう

こうにゅううう

1848
（メキシコより割譲）

1846
（併合）

1853
メキシ（メキシコメキシ より購入）

1845
（併合）

メキシコメキシココ

カ  ナ  ダカ ナ ダ

独立
13州
1783

ニニューニニニニニニニニニニニニニニニ ー
ランドインイングランイイイイイイイイ ラ

シントンワシワシワワワ ンワシントン

譲

17831783
イギイギ ）（ ）（ ））））（（ ）イギリスイギリス
より取得よより取得得よよ 得得より取得より取得取得

ポートランド

サンフランシスコサ

ロサンゼルススス

セントルイス

シカゴ

ニューオーリンズニューオーリンズ

ダルースダダ

（ ）スペイン
より購入

メンフィス

へいごう

サ

ダ

1910年までの大陸横断鉄道
（中西部と西海岸を結ぶ鉄道）

数字は合衆国に加わった年

0 500km

未来に向けて

先住民の「涙
なみだなみだ

の旅
たびたび

路
じじ

」人権

2 涙
なみだ

の旅
たび

路
じ

3

1830年のインディアン強
きょう
制
せい
移
い
住
じゅう
法
ほう
に

より，先住民は，西部への立ちのきを強
し

いられました。移
い
動
どう
中，彼

かれ
らの多くが病

気や疲
ひ
労
ろう
のため命を落としたことから，

その道
みち
筋
すじ
は，｢涙の旅路｣といわれました。
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B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　生

古

　墳

飛

　鳥

奈
良

平

　
　安

鎌

　倉

南
北
朝

室 

町

戦

　国

江

　戸

明
治
大正

昭
和

平成

安土
桃山

版
はん

籍
せき

奉
ほう

還
かん

と廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

についての
説明を，本文から書き出してみ
よう。

新政
せい

府
ふ

はなぜ廃藩置県や古い身
み

分
ぶん

制
せい

の廃
はい

止
し

を必要としたのか，
江
え

戸
ど

時代の幕
ばく

藩
はん

体
たい

制
せい

との違
ちが

いに
着目して説明してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

占
し

められました（藩
はん

閥
ばつ

政治）。それまで政治は各
かく

藩
はん

で行われていまし
たが，新政府が強い権

けん

限
げん

を持つ中央集権を確
かく

立
りつ

するためには，４藩

も含
ふく

め，倒幕後もそのまま残っていた藩を廃
はい

止
し

する必要がありまし
た。そのため新政府は，1869（明治２）年，土地や人民を天皇に返

させ（版
はん

籍
せき

奉
ほう

還
かん

），1871年には，藩を廃止し，代わりに府・県を置

く廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

を行いました。東京・大阪・京都の３府には府知事が，
県には県

けん

令
れい

（後
のち

の県知事）が新政府から派
は

遣
けん

され，年
ねん

貢
ぐ

はすべて国の
収
しゅう

入
にゅう

になりました。
　　　　　　　　　新政府はまた，江戸時代までの身分制を廃止し，

天皇の一族を皇
こう

族
ぞく

，公
く

家
げ

や大
だい

名
みょう

を華
か

族
ぞく

，武
ぶ

士
し

を士
し

族
ぞく

とし，百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

を平
へい

民
みん

としました。平民も正式に名字を名乗る
ことが許

ゆる

され，異
こと

なる身分間での結
けっ

婚
こん

や，職
しょく

業
ぎょう

・居
きょ

住
じゅう

などの自由も
認められました。また，1871年の布

ふ

告
こく

（いわゆる「解
かい

放
ほう

令」）によって，
江戸時代に差別された人々の呼

よ

び名が廃止され，身分・職業も平民

と同じとされました。これにより古い身分制はなくなりましたが，
国民全体がすぐに平等になったわけではありませんでした。新政府

は，差別されていた人々の生活を改
かい

善
ぜん

する具体的な政
せい

策
さく

をとらず，
長く続いた慣

かん

習
しゅう

や差別意
い

識
しき

も簡
かん

単
たん

には改まらなかったので，結婚・
就
しゅう

職
しょく

・居住などに関する差別は根強く残りました。

↓p.220

4

古い身
み

分
ぶん

制
せい

の
廃
はい

止
し ↓p.124

5

↓p.125

↓p.223

5

10

15

「御
ご
一
いっ
新
しん
」と天皇

　明
めい

治
じ

になると，一人の天皇が一つの元
げん

号
ごう

のみ使う一
いっ

世
せい

一
いち

元
げん

の制が採用され，天皇は
時代と結び付きました。明治日本が近代国
家建設を進めるなかで，断

だん
髪
ぱつ

をし，軍服を
着た洋

よう
装
そう

姿
すがた

の天皇は「文明開
かい

化
か

」の象
しょう

徴
ちょう

と
なりました。もっと
も明治天皇は写真が
好きではなかったよ
うで，後

のち
に一

いっ
般
ぱん

に広
まった｢御

ご
真
しん

影
えい

」（→p.1）
は肖

しょう
像
ぞう

画
が

を基
もと

にした
ものでした。

歴史
プラス

6　洋
よう
装
そう
した明

めい
治
じ
天

皇（1852～1912）
3

1869年
開拓使設置

青森

秋田
盛岡

一関酒田
置賜

新潟

若松

群馬

入間

宇
都
宮栃木

柏崎

山
形仙
台

磐前
茨
城 新治

木更津神奈川
足柄

東京

いわさき

もりおか

相川
あいかわ

わかまつ
にいかわ

七尾

金沢
新川

あす は

つる が

おお  つ

はま だ

まつやまこ くら

しか ま

さかい

みょうとう

み　み　つ

う わ じま

い　ま　り

ほうじょう

とよおか
ながはま

かなざわ
足羽

敦賀

長浜

大津

あしがら
ぬ
か
た

せ
ん
だ
い

う 

つ
の 

み
や

な

　ご

　
や

ま
つ

は
ま

あ

　
の

　
つ

静岡

浜
松

名
古
屋

岐阜

額
田安

濃
津

わたらい
度会

奈
良

山梨

長
野

なな お

おきたま

かいたく し

さか た

かしわざき

いちのせき

にいはり
いる ま

印旛
いん ば

き さら づ

福
島

和
堺

豊岡鳥取

北条

岡山

兵庫

飾磨
ふ
か
つ

深
津広島

松山
宇和島

美々津

鹿児島

八代

大
分

みやこのじょう
都城

高知
名東

香川
山口

浜田

島根

大阪

京
都

歌
山熊

福
岡伊万里

み　ずま

やつしろ
三潴

長崎

小倉

本

埼玉

琉球王国
りゅうきゅう

（ 　　　 　　　　 ）

（　 　　 ）

1872年琉球藩設置
1879年4月沖縄県設置

北海道

ち
く
ま
筑
摩

鹿児島

府県の境界
は3府
現在の都道府県の境界

（1871年11月）｝

府県の数の変化
1871年7月 3府302県
 ↓
1871年11月 3府 72県
 ↓
1888年 3府 43県

� ���km

� ���km

2　廃
はい
藩
はん
置
ち
県
けん
　県名の付け方はさまざま

ですが，幕
ばく
末
まつ
に朝

ちょう
廷
てい
に逆らい，幕

ばく
府
ふ
側に

ついた藩には，藩名をそのまま県名とす
ることを認

みと
めなかったといわれています。

4

未来に向けて

差別からの解
かい

放
ほう

運動 人権

8　1872年の身分別人口の割合〈関山直
太郎『日本の人口』〉
5

平民93.6％
へいみん

総人口　約3313万人 皇族・華族・士族 5.5
か  ぞくこう  ぞく し  ぞく

旧神官・僧 0.9
しんかん そう

　江
え

戸
ど

時代に差別された人々は，平民
身分となる「解放令」を喜んで迎

むか
えまし

たが，それに反対する人も多く，差別
された人々を襲

しゅう
撃
げき

する一
いっ

揆
き

も起こりま
した。「解放令」のあと，主な仕事であっ
た皮

ひ
革
かく

業にほかの人々が参入したこと
により，差別された人々の生活は一

いっ
層
そう

厳
きび

しくなりました。それでも彼
かれ

らはひる
まず，国民としての平

びょう
等
どう

を求め，解放
運動を進めました（→p.223）。
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5

10

15

20

｢富
ふふ

国
こくこく

｣のために行
おこなおこな

われた政
せい

策
さく

と，｢強
きょうきょう

兵
へいへい

｣のために行
おこなおこな

われた政
せいせい

策
さくさく

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から書
かか

き出
だだ

してみよ
う。

富
ふふ

国
こくこく

強
きょうきょう

兵
へいへい

の政
せいせい

策
さくさく

のなかから一
ひとひと

つ
選
えらえら

び，その政
せいせい

策
さくさく

が社
しゃしゃ

会
かいかい

に与
あた

えた
影
えい

響
きょう

を説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

　　新
しん

政
せい

府
ふ

は｢強
きょう

兵
へい

｣のためには，それまでの武
ぶ

士
し

中
ちゅう

心
しん

の軍
ぐん

隊
たい

ではなく，国
こく

民
みん

による西
せい

洋
よう

式
しき

の軍
ぐん

隊
たい

をつ
くる必

ひつ

要
よう

があると考
かんが

えました。1873年
ねん

に徴
ちょう

兵
へい

令
れい

を出
だ

し，満
まん

20歳
さい

に
なった男

だん

子
し

から徴
ちょう

兵
へい

を行
おこな

いました。しかし，多
おお

くの徴
ちょう

兵
へい

免
めん

除
じょ

の規
き

定
てい

があったため，実
じっ

際
さい

に兵
へい

役
えき

に就
つ

いた人
ひと

の多
おお

くは，農
のう

家
か

の次
じ

・三
さん

男
なん

た
ちでした。働

はたら

き手
て

を取
と

られる農
のう

民
みん

のなかには，徴
ちょう

兵
へい

令
れい

に反
はん

対
たい

する人
ひと

もいました。他
た

方
ほう

，士
し

族
ぞく

は1876年
ねん

に帯
たい

刀
とう

が禁
きん

じられ，俸
ほう

禄
ろく

（士
し

族
ぞく

へ
の手

て

当
あて

）が廃
はい

止
し

されるなど，これまでの特
とっ

権
けん

が次
つぎ

々
つぎ

に奪
うば

われ，生
せい

活
かつ

に困
こま

り不
ふ

満
まん

をもつ人
ひと

も増
ふ

えていきました。
　　富

ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

を実
じつ

現
げん

するために，新
しん

政
せい

府
ふ

は安
あん

定
てい

し
た歳

さい

入
にゅう

（年
ねん

度
ど

あたりの収
しゅう

入
にゅう

）を得
え

る必
ひつ

要
よう

がありま
した。そのため新

しん

政
せい

府
ふ

は，まず土
と

地
ち

の面
めん

積
せき

を調
ちょう

査
さ

して地
ち

価
か

（土
と

地
ち

の
値
ね

段
だん

）を定
さだ

め，農
のう

民
みん

たちによる土
と

地
ち

の所
しょ

有
ゆう

権
けん

・売
ばい

買
ばい

権
けん

を認
みと

めて所
しょ

有
ゆう

者
しゃ

に地
ち

券
けん

を与
あた

えました。そして彼
かれ

らを地
ち

租
そ

（土
と

地
ち

にかかる税
ぜい

）の納
のう

税
ぜい

者
しゃ

としました。さらに，地
ち

租
そ

の税
ぜい

率
りつ

を地
ち

価
か

の３％とし，それまでの
米
こめ

で納
おさ

める方
ほう

法
ほう

ではなく，現
げん

金
きん

で納
おさ

めさせました。1873年
ねん

から行
おこな

われたこの改
かい

革
かく

を地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

といいます。

しかし，地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

後
ご

も収
しゅう

穫
かく

高
だか

に対
たい

する地
ち

租
そ

の割
わり

合
あい

は江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

とあ
まり変

か

わらず，小
こ

作
さく

人
にん

の土
と

地
ち

所
しょ

有
ゆう

権
けん

は認
みと

められなかったこともあり，
政
せい

府
ふ

に期
き

待
たい

をしていた農
のう

民
みん

には不
ふ

満
まん

が残
のこ

りました。

徴
ちょうちょう

兵
へいへい

令
れいれい

の発
はっ

布
ぷ

1 ，→p.168イ

→p.175
くくく

→p.124
と

地
ちち

租
そそ

改
かいかい

正
せいせい

の実
じっ

施
し

6

→p.124
いいいかく

7

→p.135

→p.175

8 地
ち

券
けん

6

8 政
せい

府
ふ

の収入と収入に占
し

める地
ち

租
そ

の割
わり

合
あい

の
変化〈『日本経済統計総観』〉
7
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総額に占める
地租の割合

その他
地租

％

地域史
　福島県の安積開拓・安積疏

そ
水
すい
開さく事業は，士族の不

満に悩
なや
まされていた大

おお
久
く
保
ぼ
利
とし
通
みち
が，士族の救済のために

開拓を構
こう
想
そう
したことから始まります。桑

くわ
野
の
村（現在の郡

こおり
山
やま

市）には開拓の実
じっ
績
せき
もあり，郡山に猪

い
苗
なわ
代
しろ
湖
こ
から水を引く

疏水が実
じつ
現
げん
すれば，殖

しょく
産
さん
興
こう
業
ぎょう
にもつながると考えたから

です。1878年に大久保は暗
あん
殺
さつ
されましたが，明

めい
治
じ
政
せい
府
ふ

はオランダ人技
ぎ
師
し
を雇
やと
って，事業を進めました。1882年

に疏水は完成し，開拓も成功しました。この結果，郡山
では多くの米が穫

と
れるようになりました。また，水力発

電所も造
つく
られ，こ

の地
ち
域
いき
の製

せい
糸
し
業を

発展させました。

士
し

族
ぞく

の救
きゅう

済
さい

事業となった安
あ

積
さか

開
かい

拓
たく

6 収
しゅう

穫
かく

前の水
田と安積疏

そ

水
すい

の
水路（福島県 郡

こおり

山
やま

市）

5
8 発

はっ

展
てん

する神
こう

戸
べ

港　兵庫の港は1868年１月１日に開港しました。しか
し敷

しき

地
ち

不足のため，隣
とな

りの神戸村に港
こう

湾
わん

施
し

設
せつ

や外国人居
きょ

留
りゅう

地
ち

が造
つく

られま
した。神戸港は関西の貿易港として急

きゅう

速
そく

に発展しました。〈『摂州神戸海岸
繁栄之図』 兵庫県 神戸市立博物館蔵〉
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❸

近代の冒頭の本文では，世界の「近代国家」に見られる一般的な特徴を端的にまとめていま
す。近代化の特徴をつかんだ上で欧米諸国の歴史を学ぶことで，近代日本の国家建設につ
いてよりよく理解することができます。日本と世界の歴史の関わりがよくわかる本文 近代を例に

日本の歴史がよりよくわかる世界の歴史❹
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版
はん

籍
せき

奉
ほう

還
かん

と廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

についての
説明を，本文から書き出してみ
よう。

新政
せい

府
ふ

はなぜ廃藩置県や古い身
み

分
ぶん

制
せい

の廃
はい

止
し

を必要としたのか，
江
え

戸
ど

時代の幕
ばく

藩
はん

体
たい

制
せい

との違
ちが

いに
着目して説明してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

占
し

められました（藩
はん

閥
ばつ

政治）。それまで政治は各
かく

藩
はん

で行われていまし
たが，新政府が強い権

けん

限
げん

を持つ中央集権を確
かく

立
りつ

するためには，４藩

も含
ふく

め，倒幕後もそのまま残っていた藩を廃
はい

止
し

する必要がありまし
た。そのため新政府は，1869（明治２）年，土地や人民を天皇に返

させ（版
はん

籍
せき

奉
ほう

還
かん

），1871年には，藩を廃止し，代わりに府・県を置

く廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

を行いました。東京・大阪・京都の３府には府知事が，
県には県

けん

令
れい

（後
のち

の県知事）が新政府から派
は

遣
けん

され，年
ねん

貢
ぐ

はすべて国の
収
しゅう

入
にゅう

になりました。
　　　　　　　　　新政府はまた，江戸時代までの身分制を廃止し，

天皇の一族を皇
こう

族
ぞく

，公
く

家
げ

や大
だい

名
みょう

を華
か

族
ぞく

，武
ぶ

士
し

を士
し

族
ぞく

とし，百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

を平
へい

民
みん

としました。平民も正式に名字を名乗る
ことが許

ゆる

され，異
こと

なる身分間での結
けっ

婚
こん

や，職
しょく

業
ぎょう

・居
きょ

住
じゅう

などの自由も
認められました。また，1871年の布

ふ

告
こく

（いわゆる「解
かい

放
ほう

令」）によって，
江戸時代に差別された人々の呼

よ

び名が廃止され，身分・職業も平民

と同じとされました。これにより古い身分制はなくなりましたが，
国民全体がすぐに平等になったわけではありませんでした。新政府

は，差別されていた人々の生活を改
かい

善
ぜん

する具体的な政
せい

策
さく

をとらず，
長く続いた慣

かん

習
しゅう

や差別意
い

識
しき

も簡
かん

単
たん

には改まらなかったので，結婚・
就
しゅう

職
しょく

・居住などに関する差別は根強く残りました。

↓p.220

4

古い身
み

分
ぶん

制
せい

の
廃
はい

止
し ↓p.124

5

↓p.125

↓p.223

5

10

15

「御
ご
一
いっ
新
しん
」と天皇

　明
めい

治
じ

になると，一人の天皇が一つの元
げん

号
ごう

のみ使う一
いっ

世
せい

一
いち

元
げん

の制が採用され，天皇は
時代と結び付きました。明治日本が近代国
家建設を進めるなかで，断

だん
髪
ぱつ

をし，軍服を
着た洋

よう
装
そう

姿
すがた

の天皇は「文明開
かい

化
か

」の象
しょう

徴
ちょう

と
なりました。もっと
も明治天皇は写真が
好きではなかったよ
うで，後

のち
に一

いっ
般
ぱん

に広
まった｢御

ご
真
しん

影
えい

」（→p.1）
は肖

しょう
像
ぞう

画
が

を基
もと

にした
ものでした。

歴史
プラス

6　洋
よう
装
そう
した明
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治
じ
天
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足羽
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か
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い
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ま
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の

　
つ
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岡伊万里
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三潴
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小倉

本

埼玉

琉球王国
りゅうきゅう

（ 　　　 　　　　 ）

（　 　　 ）

1872年琉球藩設置
1879年4月沖縄県設置

北海道

ち
く
ま
筑
摩

鹿児島

府県の境界
は3府
現在の都道府県の境界

（1871年11月）｝

府県の数の変化
1871年7月 3府302県
 ↓
1871年11月 3府 72県
 ↓
1888年 3府 43県

� ���km

� ���km

2　廃
はい
藩
はん
置
ち
県
けん
　県名の付け方はさまざま

ですが，幕
ばく
末
まつ
に朝

ちょう
廷
てい
に逆らい，幕

ばく
府
ふ
側に

ついた藩には，藩名をそのまま県名とす
ることを認

みと
めなかったといわれています。

4

未来に向けて

差別からの解
かい

放
ほう

運動 人権

8　1872年の身分別人口の割合〈関山直
太郎『日本の人口』〉
5

平民93.6％
へいみん

総人口　約3313万人 皇族・華族・士族 5.5
か  ぞくこう  ぞく し  ぞく

旧神官・僧 0.9
しんかん そう

　江
え

戸
ど

時代に差別された人々は，平民
身分となる「解放令」を喜んで迎

むか
えまし

たが，それに反対する人も多く，差別
された人々を襲

しゅう
撃
げき

する一
いっ

揆
き

も起こりま
した。「解放令」のあと，主な仕事であっ
た皮

ひ
革
かく

業にほかの人々が参入したこと
により，差別された人々の生活は一

いっ
層
そう

厳
きび

しくなりました。それでも彼
かれ

らはひる
まず，国民としての平

びょう
等
どう

を求め，解放
運動を進めました（→p.223）。
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縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

未来に向けて
どど

隷
れいれい

制を告発した『アンクル・トムの小屋』人権

南
なんなん

北
ぼくぼく

戦
せんせん

争
そうそう

期
きき

のアメリカの南
なんなん

部
ぶぶ

と
北
ほくほく

部
ぶぶ

の産
さんさん

業
ぎょうぎょう

を，それぞれ本
ほんほん

文
ぶんぶん

か
ら書

かか

き出
だだ

してみよう。

アメリカやドイツやロシアが近
きんきん

代
だいだい

国
こっこっ

家
かか

を建
けんけん

設
せつせつ

するなかで，それ
ぞれどのような課

かか

題
だいだい

が残
のこのこ

された
か説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

5

10

15

20

きました。アメリカは，その後
ご

，西
せい

部
ぶ

へと鉄
てつ

道
どう

網
もう

を広
ひろ

げ，機
き

械
かい

や鉄
てっ

鉱
こう

などの重
じゅう

工
こう

業
ぎょう

がめざましく発
はっ

展
てん

していきました。急
きゅう

速
そく

に進
すす

む工
こう

業
ぎょう

化
か

を労
ろう

働
どう

力
りょく

として支
ささ

えたのは，ヨーロッパやアジアからの大
たい

量
りょう

の移
い

民
みん

でした。また，黒
こく

人
じん

は，奴
ど

隷
れい

の身
み

分
ぶん

から解
かい

放
ほう

されたとはいえ，南
なん

北
ぼく

戦
せん

争
そう

後
ご

も貧
ひん

困
こん

や人
じん

種
しゅ

差
さ

別
べつ

に長
なが

く苦
くる

しむことになりました。

ヨーロッパでは，小
しょう

国
こく

に分
わ

かれていたドイツに
おいて，プロイセン王

おう

国
こく

が首
しゅ

相
しょう

のビスマルクの下
もと

で軍
ぐん

事
じ

力
りょく

と経
けい

済
ざい

力
りょく

の強
きょう

化
か

を進
すす

めて諸
しょ

国
こく

を統
とう

一
いつ

し，1871年
ねん

にドイツ
帝
てい

国
こく

が誕
たん

生
じょう

しました。そして，新
あら

たな憲
けん

法
ぽう

と，男
だん

子
し

普
ふ

通
つう

選
せん

挙
きょ

に基
もと

づ
く帝

てい

国
こく

議
ぎ

会
かい

が整
ととの

えられました。しかし議
ぎ

会
かい

は，国
こっ

家
か

の重
じゅう

要
よう

な政
せい

策
さく

の
決
けっ

定
てい

権
けん

をもたず，立
りっ

憲
けん

君
くん

主
しゅ

政
せい

の下
もと

でビスマルクが帝
てい

国
こく

宰
さい

相
しょう

に就
つ

き，
政
せい

治
じ

の実
じっ

権
けん

を握
にぎ

りました。ドイツ帝
てい

国
こく

は，重
じゅう

工
こう

業
ぎょう

部
ぶ

門
もん

を中
ちゅう

心
しん

に工
こう

業
ぎょう

化
か

を推
お

し進
すす

め，世
せ

界
かい

進
しん

出
しゅつ

を目
め

指
ざ

しました。

ロシアは，皇
こう

帝
てい

による専
せん

制
せい

政
せい

治
じ

の下
もと

で，18
世
せい

紀
き

半
なか

ばから，黒
こっ

海
かい

から地
ち

中
ちゅう

海
かい

への出
で

口
ぐち

を求
もと

め
て，南

なん

下
か

政
せい

策
さく

を進
すす

めました。しかし，イギリスやフランスなどの西
せい

欧
おう

諸
しょ

国
こく

の力
ちから

によって妨
さまた

げられ，南
なん

下
か

は失
しっ

敗
ぱい

に終
お

わりました。西
せい

欧
おう

諸
しょ

国
こく

に対
たい

して近
きん

代
だい

化
か

の遅
おく

れを実
じっ

感
かん

したロシアは，19世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

には旧
きゅう

来
らい

の制
せい

度
ど

の改
かい

革
かく

に乗
の

り出
だ

し，工
こう

業
ぎょう

化
か

を進
すす

め，シベリアや中
ちゅう

央
おう

アジア
への進

しん

出
しゅつ

にも力
ちから

を注
そそ

ぎました。しかし，依
い

然
ぜん

として憲
けん

法
ぽう

や議
ぎ

会
かい

は無
な

く，農
のう

民
みん

や労
ろう

働
どう

者
しゃ

の生
せい

活
かつ

苦
く

が続
つづ

くなかで，しだいに社
しゃ

会
かい

主
しゅ

義
ぎ

運
うん

動
どう

が
高
たか

まっていきました。

ドイツ帝
てい

国
こく

の
成
せいせい

立
りつりつ

人物

，5 →p.157
とのとのとの

C１

→p.148

→p.210

ロシアの拡
かく

大
だい

と
近
きんきん

代
だいだい

化
かか →p.148

→p.157D2

→p.157
つつつ くくく

D１

→p.153

8 ドイツの統
とう

一
いつ

　ドイツの統一に反対するフランスとの戦争に勝
利すると，べルサイユ宮

きゅう

殿
でん

の鏡
かがみ

の間（→p.150）で，ドイツ帝
てい

国
こく

の成
立が宣

せん

言
げん

され，ヴィルヘルム１世が初代のドイツ皇
こう

帝
てい

につきました。

5

ビスマルク
1815～98

明
めい

治
じ

の日本の
手本となった宰

さい

相
しょう

　ビスマルクは，ドイツ皇
こう
帝
てい
の権
けん
力
りょく
が強い

憲
けん
法
ぽう
を作る一方，工業化による急速な経

けい
済
ざい

発
はっ
展
てん
を実

じつ
現
げん
しました。伊

い
藤
とう
博
ひろ
文
ぶみ
（→p.186）

は岩
いわ
倉
くら
使節団（→p.178）の一員としてビス

マルクに会い，その政
せい
策
さく
に感心し，ドイツ

を模
も
範
はん
とする国づくりを目指しました。

8 ビスマルクを拝
おが

む伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

の風
ふう

刺
し

画
が

6

ヴィルヘルム１世

ビスマルク
　奴隷制をめぐる北部と南部の論

ろん
争
そう
が激

はげ
しかった1852年

に，ニューイングランド出身のストウは，『アンクル・トム
の小屋』を出版しました。小説のなかで，主人公の黒人奴隷
トムは，南部奴隷主の残

ざん
忍
にん
な仕打ちに耐

た
えながら「魂

たましい
は買い

取られていない」と叫
さけ
びます。この小説は，発売後９か月で

30万部が売れる大ベストセラーとなり
ました。ストウが訴

うった
えた奴隷制の非

ひ
道
どう

と人間の尊
そん
厳
げん
は，北部の多くの人々の

心を動かしたのです。

6 『アンクル・トムの小屋』を書い
たストウ（1811～96）
4

181818

1919

江江江

戸戸戸

治
明
治治治
明
治
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人物コラムでも
世界と日本の関連を意識

差別と闘った人を
取り上げたコラム

▶世界史部分の人物
コラムでも，日本
の歴史との関連を
意識しています。
ここでは，ドイツ
が日本の国づくり
に影響を与えたこ
とに触れていま
す。

▶コラム「未来に向けて」では，差別が残ったこと
だけでなく，差別と闘い平等を求める運動に立
ち上がった人々がいたことを扱っています。

p.171

p.155

p.154

p.148

p.172

p.173

p.171

世界 日本近代国家に見られる特徴 日本の近代国家建設

❶ 自由で平等な社会 ❷ 工業の発展 ❸ 徴兵制による国民軍 ❹ 根強く残る差別

具体事例
p.148-155

❶ 自由で平等な社会

身分制の廃止

❷ 工業の発展

殖産興業

❸ 徴兵制による国民軍

徴兵令

❹ 根強く残る差別

「解放令」後も残った差別⃝イギリス：市民革命・産業革命　⃝アメリカ：独立戦争・南北戦争　
⃝フランス：フランス革命　⃝ドイツ：ドイツ帝国成立　など

= = = =

❶

❷

❷

❷

❸

❸

❹ ❹

自由で平等な「市民」，
工業の発達による資本
主義社会の誕生など
「近代国家」を理解す
る上で重要な概念を丁
寧に解説しています。

❶ �自由で平等な
社会

❷ 工業の発展

近代化のなかで人々が
「国民」としてまとめ
られていったこと，そ
の一方で「国民」から
除外された人々がいた
ことも解説していま
す。

❸ �徴兵制による
国民軍

❹ �根強く残る 
差別

概論
p.148,154

❶ �自由で平等な
社会

❷ 工業の発展

❸ �徴兵制による
国民軍

❹ �根強く残る 
差別

❶

特
色 

❹

3635



小学校●地理●公民との関連 民主主義（小・公）

5

10

15

学習
課題

第
だいだい

一
いちいち

次
じじ

世
せせ

界
かいかい

大
たいたい

戦
せんせん

の影
えい

響
きょう

によって，日
にっにっ

本
ぽんぽん

の政
せい

治
じ

や経
けい

済
ざざい

はどのように
変
へんへん

化
かか

したのだろうか。護
ご

憲
けん

運
うんうん

動
どうどう

と
政
せい

党
とう

内
ない

閣
かく

の成
せいせい

立
りつりつ1

　　日
にっ

本
ぽん

では日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

の後
のち

，政
せい

党
とう

を中
ちゅう

心
しん

とした内
ない

閣
かく

が
成
せい

立
りつ

しましたが，藩
はん

閥
ばつ

の勢
せい

力
りょく

は依
い

然
ぜん

として強
つよ

いまま
でした。1912（大

たい

正
しょう

元
がん

）年
ねん

には，立
りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

を基
き

礎
そ

とした内
ない

閣
かく

が陸
りく

軍
ぐん

の反
はん

対
たい

で倒
たお

れ，陸
りく

軍
ぐん

や藩
はん

閥
ばつ

に支
し

持
じ

された桂
かつら

太
た

郎
ろう

内
ない

閣
かく

が成
せい

立
りつ

しました。

この状
じょう

況
きょう

に対
たい

して，憲
けん

法
ぽう

の精
せい

神
しん

に基
もと

づく政
せい

治
じ

を守
まも

り，民
みん

衆
しゅう

の考
かんが

え
を反

はん

映
えい

していこうという運
うん

動
どう

（護
ご

憲
けん

運
うん

動
どう

）が起
お

こりました。その中
ちゅう

心
しん

となったのが，立
りっ

憲
けん

国
こく

民
みん

党
とう

の犬
いぬ

養
かい

毅
つよし

と，立
りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

の尾
お

崎
ざき

行
ゆき

雄
お

らで
した。そして翌

よく

13年
ねん

，桂
かつら

内
ない

閣
かく

は辞
じ

職
しょく

に追
お

い込
こ

まれました。護
ご

憲
けん

運
うん

動
どう

で内
ない

閣
かく

が倒
たお

れたのは，議
ぎ

会
かい

の開
かい

設
せつ

以
い

来
らい

，初
はじ

めてのことでした。
　第

だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

中
ちゅう

から戦
せん

後
ご

にかけて，民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

を求
もと

める動
うご

きが世
せ

界
かい

中
じゅう

に拡
かく

大
だい

しました。日
にっ

本
ぽん

では，政
せい

治
じ

学
がく

者
しゃ

の吉
よし

野
の

作
さく

造
ぞう

が民
みん

本
ぽん

主
しゅ

義
ぎ

を
唱
とな

え，政
せい

治
じ

に民
みん

衆
しゅう

の考
かんが

えを反
はん

映
えい

すべきだと主
しゅ

張
ちょう

しました。この主
しゅ

張
ちょう

は，青
せい

年
ねん

をはじめ，多
おお

くの人
ひと

々
びと

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えました。法
ほう

学
がく

者
しゃ

の美
み

濃
の

部
べ

達
たつ

吉
きち

は天
てん

皇
のう

機
き

関
かん

説
せつ

を唱
とな

え，憲
けん

法
ぽう

論
ろん

で政
せい

党
とう

政
せい

治
じ

を支
ささ

えました。
　　第

だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

中
ちゅう

に世
せ

界
かい

経
けい

済
ざい

で力
ちから

を伸
の

ばしたのが，
戦
せん

場
じょう

とならなかった日
にっ

本
ぽん

とアメリカでした。
　日

にっ

本
ぽん

では，戦
せん

争
そう

に必
ひつ

要
よう

とされた船
せん

舶
ぱく

や鉄
てっ

鋼
こう

などを生
せい

産
さん

し，重
じゅう

工
こう

業
ぎょう

が急
きゅう

成
せい

長
ちょう

しました。これによって，輸
ゆ

出
しゅつ

額
がく

が輸
ゆ

入
にゅう

額
がく

を上
うわ

回
まわ

り，貿
ぼう

易
えき

護
ごご

憲
けんけん

運
うんうん

動
どうどう

と
民
みんみん

主
しゅしゅ

主
しゅしゅ

義
ぎぎ →p.194

はん

→p.171
けんせ

→p.193
かつら た

→p.186
うん

→p.237
じ し

1

2,→p.216 解説

3

日
にに

本
ほんほん

経
けい

済
ざい

の
急
きゅうきゅう

成
せいせい

長
ちょうちょう →p.211

→p.214, 232

→p.218イ , →p.228 4

8 帝帝帝
ていて

国国国
こくく

議会の議会の議会の議議議
ぎぎ

事事事事
じ

堂堂堂
どううど

を取りを取りを取り囲囲囲
かこか

む人々む人々む人 （々1913年２月）（ 913年２月）（1913年２月）
　人々は人々は人々は桂桂桂

かつららかつら

内内内
ないいない

閣閣閣
かくくかく

の退の退の退
たいたたい

陣陣陣
じんじじん

を要求しました。を要要求しましたを要求しました 〈朝日新聞社提供〉新聞社提供〉〈朝日新聞社提供〉
1

85成
なり

金
きん

成金の暮
く

らしぶりを風
ふう

刺
し

して
います。〈香川県 灸まん美術館蔵〉

解 説 民民民
みんみみん

本本本本
ぽんぽんぽん

主義主義義主義
　大日本帝大日本本帝大日本帝

ていい

国国国
こくく

憲法の下憲法の下憲法の下
もとも

，主主主
しゅゅ

権権権
けんけけん

がどこにあっても，民がどこにあっても，民がどこにあっても 民
みんんん

衆衆衆
しゅううし う

の考えに基の考えに基の考えに基
もとともと

づき，政づき 政づき 政
せいせせい

党党党党
とうととう

や議や議や議
会を中心とした政会を中心心とした政会を中心とした政

せいせせい

治治治
じじ

を行うを行うを行う
ことが可能であるとする考ことがが可可能であるとする考が 能 す 考ことが可能であるとする考
え方です。政党政治を理論え方です 政党政治を理論え方です 政党政治を理論
面で支面で支面で支

さささささ

えました。えました。えました

どんな理由で内
ない

閣
かく

の退
たい

陣
じん

を要求しているのかな。

6 美美美
みみ

濃濃濃濃
のの

部部部
べべべ

達達達
たつつたつ

吉吉吉
きちききち

（1873～87 ～（1873
1948）48）1948） 彼彼彼彼彼

かれかれ

の天皇機関説はの天皇機関説は皇機の天皇機関説は
学界で学界でで学界で支支支

し

持持持
じじ

されていましたされていましたされていました
が，1935年，国会などでが 1 5年 国会などどでが 1935年 国会などで攻攻攻

こうう

撃撃撃
げきげげき

され，され，され 著著著
ちょょちょ

書書書
しょょしょ

は発売は発売は発売禁禁禁禁
きんきんきん

止止止
しし

ととと
なりました。なりました。なりました。〈毎日新聞社提供〉〈毎 新 社提供〉〈毎日新聞社提供〉

3

8 吉吉吉
よしよよし

野野野
の

作作作作
さくさくさく

造造造
ぞううぞう

（1878～1933）87 ～～ 93（1878～1933）
2

第一次
世界大戦世界大戦

輸入

輸出

1910 15 20 25 30年
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護
ご

憲
けん

運動とはどのような運動
か，本文から書き出してみよう。

原
はら

内閣の成立が，それまでの内
閣の成立と異

こと
なるのはどのよう

な点か，説明してみよう。

確認
しよう

説明
しよう
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収
しゅう

支
し

が赤字から黒字になりました。この好景気（大戦景気）のなかで，

成
なり

金
きん

とよばれる金持ちが増
ふ

えました。また明
めい

治
じ

以来，日本経済の中

心にいた三
みつ

井
い

・三
みつ

菱
びし

などの財
ざい

閥
ばつ

もさらに力を付けました。

　一方で，好景気は物
ぶっ

価
か

の急上
じょう

昇
しょう

を招
まね

き，それに賃
ちん

金
ぎん

の上昇が追い
つかず，庶

しょ

民
みん

の生活は苦しくなりました。また，大戦中に工業国に
なった日本では，工業生産額が農業生産額を追い越

こ

しました。都市

が発
はっ

展
てん

して食料の消
しょう

費
ひ

量も増えました。そこへシベリア出兵が決定

し，軍が大量の米を購
こう

入
にゅう

すると予想した商人たちが米を買い占
し

めた
ために，米の値

ね

段
だん

が急
きゅう

激
げき

に上がって米不足が進みました。

　　　　　　　　　　1918年７月，富山県の漁村の主
しゅ

婦
ふ

が，米の
県外への積み出しに反対し，安売りを要求しま

した。この動きは翌８月になると，米屋などが襲
おそ

われる米
こめ

騒
そう

動
どう

とな
り，すぐに京都・名

な

古
ご

屋
や

・神
こう

戸
べ

・東京など全国の都市に広がりまし
た。政

せい

府
ふ

は米騒動をしずめようと，警
けい

察
さつ

だけではなく軍隊を出動さ
せました。また，政府が朝

ちょう

鮮
せん

や台
たい

湾
わん

で米を買い集めたため，これら
の地

ち

域
いき

でも米の値段が上がり，米騒動が起こりました。

　こうしたなか，政府への批
ひ

判
はん

が高まって軍人出身の首
しゅ

相
しょう

が辞職し，

同18年９月，立憲政友会の原
はら

敬
たかし

が内閣を組
そ

織
しき

しました。原
はら

内閣は，

大部分の閣
かく

僚
りょう

を衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

の第
だい

一
いっ

党
とう

である立憲政友会の党
とう

員
いん

が占める，

初めての本
ほん

格
かく

的な政
せい

党
とう

内
ない

閣
かく

でした。米騒動で示
しめ

された世
よ

論
ろん

の力の大

きさを背
はい

景
けい

とした同内閣は，宮中，貴
き

族
ぞく

院，軍や植民地にまで影響

力を及
およ

ぼしました。選
せん

挙
きょ

権
けん

の拡
かく

張
ちょう

や，陪
ばい

審
しん

制
せい

導
どう

入
にゅう

による裁
さい

判
ばん

への民

意の反映，国
こく

際
さい

協調外交の推
すい

進
しん

など，強い指
し

導
どう

力を発
はっ

揮
き

しました。
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と
政党内閣の成立
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1918年7月
富山県で米騒動発生
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福井

名古屋 静岡

京都

大阪
神戸

岡山

広島

宇部
東京

う　べ

はこだて米騒動の起こった
主なところ
軍隊が出動したところ
騒動の広がりの方向

ぐんたい

� ���km

87米
こめ
騒
そう
動
どう
の広がり

86米
こめ
騒
そう
動
どう
　名

な
古
ご
屋
や
の米騒動を描

えが
いたもので，多くの労働者も参加し，以後，社会運動

が高まりました（→p.223）。〈『米騒動絵巻』 名古屋市 徳川美術館蔵〉

原
はら

敬
たかし

1856～1921

「平
へい

民
みん

宰
さい

相
しょう

」と
よばれた首

しゅ

相
しょう

　盛
もり
岡
おか
藩
はん
（岩手県）の藩

はん
士
し
の子として生ま

れました。東京でフランス語や法
ほう
律
りつ
を学

び，新聞記者・外
がい
交
こう
官
かん
などを経

へ
て，立

りっ
憲
けん

政
せい
友
ゆう
会
かい
に参加し，政

せい
治
じ
の道に入りました。

1918年，内
ない
閣
かく
総
そう
理
り
大
だい
臣
じん
になり，華

か
族
ぞく
で

も藩
はん
閥
ばつ
出身でもないことから，「平民宰

相」とよばれました。原内閣は，インフ
ラ整

せい
備
び
や学校の増

ぞう
設
せつ
などで地方の有

ゆう
権
けん
者
しゃ

からの支
し
持
じ
を得て，それを基

もと
に当時まだ

力を持っていた山
やま
県
がた
有
あり
朋
とも
ら元
げん
老
ろう
（→p.186）

や軍と渡
わた
り合いながら，政

せい
党
とう
政
せい

治
じ

の基
き
盤
ばん

を強化しました。しかし1921年，東京
駅で青年に襲

おそ
われて亡

な
くなりました。
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易収支が赤字から黒字になりました。この好景気（大戦景気）のなか
で，成

なり

金
きん

とよばれる金持ちが増えました。また明
めい

治
じ

以来，日本経済

の中心にいた三
みつ

井
い

・三
みつ

菱
びし

・住
すみ

友
とも

・安
やす

田
だ

・浅
あさ

野
の

などの財
ざい

閥
ばつ

もさらに力
をつけました。
　一方で，好景気は物価の急

きゅう

上
じょう

昇
しょう

を招き，それに賃
ちん

金
ぎん

の上昇が追い
つかず，庶

しょ

民
みん

の生活は苦しくなりました。また，大戦中に工業国に
なった日本では，工業生産額が農業生産額を追いこしました。都市
が発展して食料の消費量も増えました。そこへシベリア出兵が決定
し，軍が大量の米を購

こう

入
にゅう

すると予想した商人たちが米を買いしめた
ために，米の値段が急

きゅう

激
げき

に上がって米不足が進みました。
　　　　　　　　　　1918年７月，富山県の漁村の主婦が，米の

県外への積み出しに反対し，安売りを要求しま
した。この動きは，翌８月になると，米屋などが襲

おそ

われる米
こめ
騒
そう
動
どう

と
なり，またたくまに京都・名古屋・神戸・東京など全国の都市に広
がりました。政府は米騒動をしずめようと，警察だけではなく軍

ぐん

隊
たい

を出動させました。また，政府はアジア諸国の米を買い集めたため，
今度はアジア各地で米騒動が起こりました。
　こうしたなか，政府への批

ひ

判
はん

が高まり，軍人出身の首
しゅ

相
しょう

が辞職し
ました。そして同18年９月，米騒動で示された民衆の力の大きさを
背景に，立憲政友会の原

はら
敬
たかし

が内閣を組織しました。原内閣は，大部
分の閣

かく

僚
りょう

を衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

の第一党である立憲政友会の党員がしめる，初め
ての本格的な政

せい
党
とう
内
ない
閣
かく

でした。
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井
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しました。都市

が発
はっ

展
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しょう

費
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ために，米の値
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動
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な

古
ご

屋
や

・神
こう

戸
べ

・東京など全国の都市に広がりまし
た。政

せい

府
ふ

は米騒動をしずめようと，警
けい

察
さつ

だけではなく軍隊を出動さ
せました。また，政府が朝

ちょう

鮮
せん

や台
たい

湾
わん

で米を買い集めたため，これら
の地

ち

域
いき

でも米の値段が上がり，米騒動が起こりました。

　こうしたなか，政府への批
ひ

判
はん

が高まって軍人出身の首
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が辞職し，
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↓p.222

↓p.217

1918年7月
富山県で米騒動発生

函館

福島
福井

名古屋 静岡

京都

大阪
神戸

岡山

広島

宇部
東京

う　べ

はこだて米騒動の起こった
主なところ
軍隊が出動したところ
騒動の広がりの方向

ぐんたい

� ���km

87米
こめ
騒
そう
動
どう
の広がり

86米
こめ
騒
そう
動
どう
　名

な
古
ご
屋
や
の米騒動を描

えが
いたもので，多くの労働者も参加し，以後，社会運動

が高まりました（→p.223）。〈『米騒動絵巻』 名古屋市 徳川美術館蔵〉

原
はら

敬
たかし

1856～1921

「平
へい

民
みん

宰
さい

相
しょう

」と
よばれた首

しゅ

相
しょう

　盛
もり
岡
おか
藩
はん
（岩手県）の藩

はん
士
し
の子として生ま

れました。東京でフランス語や法
ほう
律
りつ
を学

び，新聞記者・外
がい
交
こう
官
かん
などを経

へ
て，立

りっ
憲
けん

政
せい
友
ゆう
会
かい
に参加し，政

せい
治
じ
の道に入りました。

1918年，内
ない
閣
かく
総
そう
理
り
大
だい
臣
じん
になり，華

か
族
ぞく
で

も藩
はん
閥
ばつ
出身でもないことから，「平民宰

相」とよばれました。原内閣は，インフ
ラ整

せい
備
び
や学校の増

ぞう
設
せつ
などで地方の有

ゆう
権
けん
者
しゃ

からの支
し
持
じ
を得て，それを基

もと
に当時まだ

力を持っていた山
やま
県
がた
有
あり
朋
とも
ら元
げん
老
ろう
（→p.186）

や軍と渡
わた
り合いながら，政

せい
党
とう
政
せい

治
じ

の基
き
盤
ばん

を強化しました。しかし1921年，東京
駅で青年に襲

おそ
われて亡

な
くなりました。
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本文に 図番号を示し，本文
と資料の関連付けをしやす
くしています。

▶その時代の様子がわかる絵画や写真，歴史の舞台がわかる地図などを，本文と関連付けることで理解
が深まります。

本文と連動した資料

p.60 

p.151 

▶概念や理解しづらい用語を丁寧に解説しています。

歴史学習をサポートする「解説」

p.220

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山171717

1818

191919

江江

戸戸

フランス人
じんじん

権
けんけん

宣
せん

言
げん

で主
しゅ

張
ちょう

された
ことを，本

ほんほん

文
ぶんぶん

や資
し

料
りょう

から書
かか

き出
だだ

してみよう。

フランス革
かくかく

命
めいめい

がその後
ごご

のヨー
ロッパ社

しゃしゃ

会
かいかい

に与
あた

えた影
えい

響
きょう

につい
て説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

5

10

15

20

る不
ふ

満
まん

が爆
ばく

発
はつ

し，商
しょう

工
こう

業
ぎょう

者
しゃ

や一
いち

部
ぶ

の貴
き

族
ぞく

のほか，農
のう

民
みん

や都
と

市
し

の民
みん

衆
しゅう

も加
くわ

わって，フランス革
かく

命
めい

が起
お

こりました。革
かく

命
めい

を支
し

持
じ

する人
ひと

々
びと

は，
基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

の尊
そん

重
ちょう

と人
じん

民
みん

主
しゅ

権
けん

の考
かんが

えに基
もと

づく人
じん

権
けん

宣
せん

言
げん

を発
はっ

表
ぴょう

しまし
た。この革

かく

命
めい

で王
おう

政
せい

が廃
はい

止
し

され，フランスに共
きょう

和
わ

政
せい

が生
う

まれました。

フランス革
かく

命
めい

は，市
し

民
みん

革
かく

命
めい

の代
だい

表
ひょう

例
れい

とされ，ヨーロッパが民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

に基
もと

づく市
し

民
みん

社
しゃ

会
かい

に変
か

わっていく転
てん

換
かん

点
てん

となりました。
　　王

おう

政
せい

を否
ひ

定
てい

する革
かく

命
めい

が広
ひろ

がることを恐
おそ

れた他
ほか

の
ヨーロッパ諸

しょ

国
こく

は，フランスを攻
こう

撃
げき

しました。軍
ぐん

人
じん

のナポレオンは，徴
ちょう

兵
へい

制
せい

による大
たい

量
りょう

の兵
へい

力
りょく

を動
どう

員
いん

することでこれ
を撃

げき

退
たい

して政
せい

権
けん

を握
にぎ

ると，市
し

民
みん

の自
じ

由
ゆう

・平
びょう

等
どう

や所
しょ

有
ゆう

権
けん

などの人
じん

権
けん

を
保
ほ

障
しょう

した法
ほう

律
りつ

を定
さだ

めました。フランス革
かく

命
めい

の成
せい

果
か

を守
まも

ったナポレオ
ンは，1804年

ねん

に国
こく

民
みん

投
とう

票
ひょう

によって皇
こう

帝
てい

となりました。

フランス革
かく

命
めい

により，それ以
い

前
ぜん

は法
ほう

も習
しゅう

慣
かん

も異
こと

なった地
ち

域
いき

に中
ちゅう

央
おう

の議
ぎ

会
かい

が定
さだ

めた法
ほう

律
りつ

が及
およ

ぶようになり，その法
ほう

律
りつ

に従
したが

って人
ひと

々
びと

が生
せい

活
かつ

を変
か

えていくようになりました。また，ナポレオンが武
ぶ

力
りょく

でヨー
ロッパ諸

しょ

国
こく

を征
せい

服
ふく

するなかで，各
かく

地
ち

に自
じ

由
ゆう

・平
びょう

等
どう

の考
かんが

えが広
ひろ

まりま
したが，それは同

どう

時
じ

に，フランスの支
し

配
はい

に抵
てい

抗
こう

する運
うん

動
どう

を引
ひ

き起
お

こ
し，人

ひと

々
びと

の民
みん

族
ぞく

意
い

識
しき

を高
たか

めることにもなりました。イギリスでの革
かく

命
めい

に始
はじ

まり，アメリカ独
どく

立
りつ

からフランス革
かく

命
めい

に受
う

け継
つ

がれた自
じ

由
ゆう

・

平
びょう

等
どう

の考
かんが

えは，明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

以
い

後
ご

の日
にっ

本
ぽん

にも大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えました。

1

9 史料

→p.148

→p.148 解説

ナポレオンの
登
とうとう

場
じょうじょう

人物

史料

→p.148
うううどうどど

→p.149
いいい い

→p.170

解 説 民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

　全
すべ

ての人が意思や考えをもち寄
よ

って
主体的に政

せい

治
じ

に参加し，自分たちの力
で社会をつくっていこうとする政治の
形
けい

態
たい

のことをいいます。

ナポレオン法典

人
じん

権
けん

宣
せん

言
げん
（1789年）

4 フランス人
じん

権
けん

宣
せん

言
げん

　この宣言で記
された権

けん

利
り

は，現在でも重
じゅう

要
よう

な考え方
として，日本や各国の憲

けん

法
ぽう

などに引き
継
つ

がれています。

9

解 説 社会契
けい

約
やく

説
ロックは，社会は基

き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

を持つ個
こ

人
じん

どう
しの契約で成り立ち，政

せい

府
ふ

もその個人との契約
の下
もと

につくられるべきと説きました。 6 ロッ
ク（1632～1704） 主な著

ちょ

作
さく

は『統
とう

治
ち

二
に

論
ろん

』です。
6

解 説
さん

権
けん

分
ぶん

立
りつ

モンテスキューは，権
けん

力
りょく

の集中による専
せん

制
せい

を
防
ふせ

ぐため，立
りっ

法
ぽう

・司法・行
ぎょう

政
せい

の三つの権力を分
立させるべきと説きました。 6 モンテス
キュー（1689～1755） 主な著

ちょ

作
さく

は『法の精神』
です。

7

人
じん

民
みん

主
しゅ

権
けん

ルソーは，一
いっ

般
ぱん

の人 （々人民）が主権者として，
社会全体の利

り

益
えき

を目指す政
せい

治
じ

を担
にな

うべきと説き
ました。 6 ルソー（1712～78） 主な著

ちょ

作
さく

は『社会契
けい

約
やく

論』です。
8

解 説

ナポレオン
1769～1821

数々の名
めい

言
げん

を
残した英

えい

雄
ゆう

　名前も知られていない軍人の一人でし
たが，従

じゅう
軍
ぐん
した数多くの戦争で成功を収

おさ

めたことから，英雄としてフランスの人々
の人気を得

え
ました。そのなかで，ナポレ

オンは数々の名言を残し，その人となり
を今に伝えています。皇

こう
帝
てい
の位

くらい
に登りつ

めたものの，その後の戦争では敗北が続
き，皇帝を退

しりぞ
いて流

る
刑
けい
となりました。
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　　10世
せい

紀
き

になると，貴
き

族
ぞく

や寺
じ

社
しゃ

，地
ち

方
ほう

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

な
どは土

と

地
ち

の開
かい

墾
こん

に努
つと

め，多
おお

くの広
ひろ

い荘
しょう

園
えん

を持
も

ちまし
た。11世

せい

紀
き

半
なか

ば以
い

降
こう

，藤
ふじ

原
わら

氏
し

などの貴
き

族
ぞく

や東
とう

大
だい

寺
じ

などの大
だい

寺
じ

社
しゃ

は，
国
こく

司
し

による税
ぜい

の取
と

り立
た

てを免
めん

除
じょ

される特
とっ

権
けん

を得
え

て，土
と

地
ち

を寄
き

進
しん

され
て荘

しょう

園
えん

領
りょう

主
しゅ

となりました。荘
しょう

官
かん

となった地
ち

方
ほう

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

らは，その特
とっ

権
けん

を生
い

かして荘
しょう

園
えん

の支
し

配
はい

を進
すす

めました。また国
こく

司
し

は，地
ち

方
ほう

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

たちを役
やく

人
にん

として，荘
しょう

園
えん

以
い

外
がい

の土
と

地
ち

（公
こう

領
りょう

）の支
し

配
はい

を任
まか

せたため，公
こう

領
りょう

も地
ち

方
ほう

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

の領
りょう

地
ち

となっていきました。こうして荘
しょう

園
えん

・公
こう

領
りょう

ともに，地
ち

方
ほう

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

による土
と

地
ち

支
し

配
はい

が強
つよ

まっていきました。

このような動
うご

きを背
はい

景
けい

にして，社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

で土
と

地
ち

が財
ざい

産
さん

として重
じゅう

視
し

されるようになり，土
と

地
ち

にかけられる年
ねん

貢
ぐ

などの税
ぜい

が生
う

まれました。

そのため，人
ひと

々
びと

は必
ひっ

死
し

に領
りょう

地
ち

を獲
かく

得
とく

するようになりました。土
と

地
ち

の
権
けん

利
り

や境
きょう

界
かい

などをめぐって争
あらそ

いがしきりに起
お

こり，人
ひと

々
びと

は自
じ

分
ぶん

の力
ちから

で土
と

地
ち

を守
まも

らなければならなくなりました。こうして土
と

地
ち

の私
し

有
ゆう

を
基
き

礎
そ

とし，武
ぶ

装
そう

してみずからの力
ちから

で紛
ふん

争
そう

を解
かい

決
けつ

しようとする社
しゃ

会
かい

が
形
けい

成
せい

されていきました。そして，大
だい

寺
じ

社
しゃ

も武
ぶ

装
そう

した僧
そう

侶
りょ

（僧
そう

兵
へい

）を持
も

ち，実
じつ

力
りょく

で要
よう

求
きゅう

を通
とお

そうとするようになりました。

増
ふ

える荘
しょう

園
えん

→p.41

→p.39
しょうしょうしょうえええ

解説

1

→p.58A2

2

5

10

15

学習
課題 武

ぶぶ

士
しし

はどのようにして力
ちからちから

をつけていったのだろうか。各
かくかく

地
ちち

で生
うう

まれる
武
ぶ

士
し

団
だん1

小学校●地理●公民との関連 武士（小），武士の館（小），武士団（小），平氏（小），源氏（小）

82天
てん

皇
のう

の使者に詰
つ

め寄
よ

る僧
そう

兵
へい

彼
かれ

らは，みず
からの要求を通すためにしばしば都

みやこ

へ押
お

しかけ
ました。〈『天狗草紙』（模本，部分） 東京国立博物館蔵〉

解 説 寄
き

進
しん

　寄進とは，土地や財
ざい

産
さん

等を寄
き

付
ふ

する行
こう

為
い

をい
います。武

ぶ

士
し

となった地方の有力者たちは，開
発した土地を貴

き

族
ぞく

や大寺社に寄進しました。後
のち

に院
いん

が寄進を受けた貴族や大寺社に対して荘
しょう

園
えん

を新しく認
みと

めたことで，周辺の未開発地や公
こう

領
りょう

を囲
かこ

い込
こ

んだ広大な荘園が誕
たん

生
じょう

しました。

8 荘荘荘
しょうししょう

園園園園
えんえんえん

支支支
しし

配配配
はいいはい

者の館者の館者の館
やかたややかた

（　　　 ）（　　　 ）〈『粉河寺縁起絵巻』 和歌山県 粉河寺蔵〉〈 粉河寺縁起絵巻』和歌山県 粉河寺蔵〈『粉河寺縁起絵巻』 和歌山県 粉河寺蔵〉 資料活用 絵の右側の人々は何を運んでいるのか，確絵の右側側の人々は何を運運んでいるのか 確絵の右側の人々は何を運んでいるのか，確
かくかかく

認認認
にんににん

しよう。ようしよう。1 →p.58B3

門
もん

前
ぜん

に座
すわ

っている人は
何をしているのかな。

国
　宝

1第 節 武
ぶ

士
し

の世
よよ

の始
は じは じ

まり 武
ぶぶ

家
けけ

政
せいせい

権
けんけん

はどのように誕
たん

生
じょう

し，
どのような政

せい

治
じ

を行
おこなおこな

ったのだろうか。
第1節の問い
p.60~69

●●

中世第 章2
人
ひとひと

々
びとびと

がそれぞれに結
むすむす

び付
つつ

きを強
つよつよ

めていった目
もくもく

的
てきてき

は何
なになに

か。章の問い

武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の成
せいせい

長
ちょうちょう

と東
ひがしひがし

アジア

60
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小学校●地理●公民との関連 民主主義（小・公）

5

10

15

学習
課題

第
だいだい

一
いちいち

次
じじ

世
せせ

界
かいかい

大
たいたい

戦
せんせん

の影
えい

響
きょう

によって，日
にっにっ

本
ぽんぽん

の政
せい

治
じ

や経
けい

済
ざざい

はどのように
変
へんへん

化
かか

したのだろうか。護
ご

憲
けん

運
うんうん

動
どうどう

と
政
せい

党
とう

内
ない

閣
かく

の成
せいせい

立
りつりつ1

　　日
にっ

本
ぽん

では日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

の後
のち

，政
せい

党
とう

を中
ちゅう

心
しん

とした内
ない

閣
かく

が
成
せい

立
りつ

しましたが，藩
はん

閥
ばつ

の勢
せい

力
りょく

は依
い

然
ぜん

として強
つよ

いまま
でした。1912（大

たい

正
しょう

元
がん

）年
ねん

には，立
りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

を基
き

礎
そ

とした内
ない

閣
かく

が陸
りく

軍
ぐん

の反
はん

対
たい

で倒
たお

れ，陸
りく

軍
ぐん

や藩
はん

閥
ばつ

に支
し

持
じ

された桂
かつら

太
た

郎
ろう

内
ない

閣
かく

が成
せい

立
りつ

しました。

この状
じょう

況
きょう

に対
たい

して，憲
けん

法
ぽう

の精
せい

神
しん

に基
もと

づく政
せい

治
じ

を守
まも

り，民
みん

衆
しゅう

の考
かんが

え
を反

はん

映
えい

していこうという運
うん

動
どう

（護
ご

憲
けん

運
うん

動
どう

）が起
お

こりました。その中
ちゅう

心
しん

となったのが，立
りっ

憲
けん

国
こく

民
みん

党
とう

の犬
いぬ

養
かい

毅
つよし

と，立
りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

の尾
お

崎
ざき

行
ゆき

雄
お

らで
した。そして翌

よく

13年
ねん

，桂
かつら

内
ない

閣
かく

は辞
じ

職
しょく

に追
お

い込
こ

まれました。護
ご

憲
けん

運
うん

動
どう

で内
ない

閣
かく

が倒
たお

れたのは，議
ぎ

会
かい

の開
かい

設
せつ

以
い

来
らい

，初
はじ

めてのことでした。
　第

だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

中
ちゅう

から戦
せん

後
ご

にかけて，民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

を求
もと

める動
うご

きが世
せ

界
かい

中
じゅう

に拡
かく

大
だい

しました。日
にっ

本
ぽん

では，政
せい

治
じ

学
がく

者
しゃ

の吉
よし

野
の

作
さく

造
ぞう

が民
みん

本
ぽん

主
しゅ

義
ぎ

を
唱
とな

え，政
せい

治
じ

に民
みん

衆
しゅう

の考
かんが

えを反
はん

映
えい

すべきだと主
しゅ

張
ちょう

しました。この主
しゅ

張
ちょう

は，青
せい

年
ねん

をはじめ，多
おお

くの人
ひと

々
びと

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えました。法
ほう

学
がく

者
しゃ

の美
み

濃
の

部
べ

達
たつ

吉
きち

は天
てん

皇
のう

機
き

関
かん

説
せつ

を唱
とな

え，憲
けん

法
ぽう

論
ろん

で政
せい

党
とう

政
せい

治
じ

を支
ささ

えました。
　　第

だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

中
ちゅう

に世
せ

界
かい

経
けい

済
ざい

で力
ちから

を伸
の

ばしたのが，
戦
せん

場
じょう

とならなかった日
にっ

本
ぽん

とアメリカでした。
　日

にっ

本
ぽん

では，戦
せん

争
そう

に必
ひつ

要
よう

とされた船
せん

舶
ぱく

や鉄
てっ

鋼
こう

などを生
せい

産
さん

し，重
じゅう

工
こう

業
ぎょう

が急
きゅう

成
せい

長
ちょう

しました。これによって，輸
ゆ

出
しゅつ

額
がく

が輸
ゆ

入
にゅう

額
がく

を上
うわ

回
まわ

り，貿
ぼう

易
えき

護
ごご

憲
けんけん

運
うんうん

動
どうどう

と
民
みんみん

主
しゅしゅ

主
しゅしゅ

義
ぎぎ →p.194

はん

→p.171
けんせ

→p.193
かつら た

→p.186
うん

→p.237
じ し

1

2,→p.216 解説

3

日
にに

本
ほんほん

経
けい

済
ざい

の
急
きゅうきゅう

成
せいせい

長
ちょうちょう →p.211

→p.214, 232

→p.218イ , →p.228 4

8 帝帝帝
ていて

国国国
こくく

議会の議会の議会の議議議
ぎぎ

事事事事
じ

堂堂堂
どううど

を取りを取りを取り囲囲囲
かこか

む人々む人々む人 （々1913年２月）（ 913年２月）（1913年２月）
　人々は人々は人々は桂桂桂

かつららかつら

内内内
ないいない

閣閣閣
かくくかく

の退の退の退
たいたたい

陣陣陣
じんじじん

を要求しました。を要要求しましたを要求しました 〈朝日新聞社提供〉新聞社提供〉〈朝日新聞社提供〉
1

85成
なり

金
きん

成金の暮
く

らしぶりを風
ふう

刺
し

して
います。〈香川県 灸まん美術館蔵〉

解 説 民民民
みんみみん

本本本本
ぽんぽんぽん

主義主義義主義
　大日本帝大日本本帝大日本帝

ていい

国国国
こくく

憲法の下憲法の下憲法の下
もとも

，主主主
しゅゅ

権権権
けんけけん

がどこにあっても，民がどこにあっても，民がどこにあっても 民
みんんん

衆衆衆
しゅううし う

の考えに基の考えに基の考えに基
もとともと

づき，政づき 政づき 政
せいせせい

党党党党
とうととう

や議や議や議
会を中心とした政会を中心心とした政会を中心とした政

せいせせい

治治治
じじ

を行うを行うを行う
ことが可能であるとする考ことがが可可能であるとする考が 能 す 考ことが可能であるとする考
え方です。政党政治を理論え方です 政党政治を理論え方です 政党政治を理論
面で支面で支面で支

さささささ

えました。えました。えました

どんな理由で内
ない

閣
かく

の退
たい

陣
じん

を要求しているのかな。

6 美美美
みみ

濃濃濃濃
のの

部部部
べべべ

達達達
たつつたつ

吉吉吉
きちききち

（1873～87 ～（1873
1948）48）1948） 彼彼彼彼彼

かれかれ

の天皇機関説はの天皇機関説は皇機の天皇機関説は
学界で学界でで学界で支支支

し

持持持
じじ

されていましたされていましたされていました
が，1935年，国会などでが 1 5年 国会などどでが 1935年 国会などで攻攻攻

こうう

撃撃撃
げきげげき

され，され，され 著著著
ちょょちょ

書書書
しょょしょ

は発売は発売は発売禁禁禁禁
きんきんきん

止止止
しし

ととと
なりました。なりました。なりました。〈毎日新聞社提供〉〈毎 新 社提供〉〈毎日新聞社提供〉

3

8 吉吉吉
よしよよし

野野野
の

作作作作
さくさくさく

造造造
ぞううぞう

（1878～1933）87 ～～ 93（1878～1933）
2

第一次
世界大戦世界大戦

輸入

輸出

1910 15 20 25 30年
（大正4） （昭和5）

25
億円

5

0

15

20

10

（明治43）

関東大震災
かんとうだいしんさい

84日本の輸
ゆ

出
しゅつ

入
にゅう

額
がく

の変化〈『日本外国貿易年表』〉

第 節 なぜ，第
だいだい

一
いちいち

次
じじ

世
せせ

界
かいかい

大
たいたい

戦
せんせん

後
ごご

，民
みんみん

主
しゅしゅ

主
しゅ

義
ぎ

的
てきてき

な考
かんがかんが

え方
かたかた

が広
ひろひろ

まったのだろうか。
第2節の問い
p.220~227高

た かた か

まるデモクラシーの意
い

識
し き

2
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やってみよう

西暦 時代区分
2000

1000

紀元

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

2000

紀元前
（B.C.）
紀元

（A.D.）

３世紀

４世紀

2000
年前
1900
年前
1800
年前
1700
年前
1600
年前
1500
年前
1400
年前
1300
年前
1200
年前
1100
年前
1000
年前

900
年前

800
年前

700
年前

600
年前

500
年前

400
年前

300
年前

200
年前

100
年前

現在

文
明
の
特
徴
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
時
代
区
分

元
号
に
よ
る
時
代
区
分

と
く
ち
ょ
う

せ
い  

じ

げ
ん
ご
う

政
治
の
中
心
地
に
よ
る
時
代
区
分

古

　
　代

中

　
　世

近

　世

近
代
現
代

弥生

古墳

奈良

平安

鎌倉

室町

南北朝

戦
国

江戸

明治
大正
昭和
平成
令和

飛
鳥

縄文

安土桃山

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　生

古

　墳

飛

　鳥

奈
良

平

　
　安

鎌

　倉

南
北
朝

室 

町

戦

　国

江

　戸

明
治
大正

昭
和

平成

安土
桃山

年代や時代を結び付ける

　人物が活
かつ

躍
やく

した時期や出来事が起こった年は，西
せい

暦
れき

・元
げん

号
ごう

・世
せい

紀
き

のほか，時代でも表
ひょう

現
げん

されます。出来事の起こった年などが，何世
紀で，何時代なのかを結び付けられると，歴史の学習で役立ちます。

年代…　　　　　　年ごろ
世紀…　　　　　　世紀
時代…　　　　　　時代
その理由… 
 
 

次の西
せい

暦
れき

は何世
せい

紀
き

で，日本では何時代だったか答えよう。

小学校で学習した，4 人の人物が生きた時代や世紀はいつ
なのか，右の時代区分の表も参考にしながら答えよう。

あなたがタイムトラベルしてみたい年代や時代を 
下に書き入れてみよう。

■1

■2

■3

①　894年　　世紀…　　　世紀　　時代…　　　　　時代
②1700年　　世紀…　　　世紀　　時代…　　　　　時代

④伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

　1841年～1909年
世紀…　　　　　世紀から　　　　　　世紀
時代…（　江戸　・　明治　・　大

たい

正
しょう

　）時代

　　　（　中世　・　近世　・　近代　）の人物

③徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

　1542年～1616年
世紀…　　　　　世紀から　　　　　　世紀
時代…（　戦

せん

国
ごく

 ・ 安
あ

土
づち

桃
もも

山
やま

 ・江
え

戸
ど

 ・明
めい

治
じ

　）時代

　　　（　古代　・　中世　・　近世　）の人物　

②源
みなもとの

頼
より

朝
とも

　1147年～1199年
世紀…　　　　　世紀
時代…（　平

へい

安
あん

　・　鎌
かま

倉
くら

　・　室
むろ

町
まち

　）時代

　　　（　古代　・　中世　・　近世　）の人物　

①聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

　574年～622年
世紀…　　　　　世紀から　　　　　　世紀
時代…（　縄

じょう

文
もん

　・　弥
や よ い

生　・　飛
あ す か

鳥　）時代
　　　（　古代　・　中世　・　近世　）の人物　

1技能を
みがく

※◯は1つとは限らない。

※◯は1つとは限らない。

※◯は1つとは限らない。

この教科書のページ
右
みぎ
端
はし
には，年表型の

インデックスが付い
ています。インデッ
クスで色の塗

ぬ
られた

時代や世
せい
紀
き
を，その

ページで扱
あつか
っていま

す。
5
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B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　生

古

　墳

飛

　鳥

奈
良

平

　
　安

鎌

　倉

南
北
朝

室 

町

戦

　国

江

　戸

明
治
大正

昭
和

平成

安土
桃山

5

10

15

ベルサイユ条
じょう

約
やく

は戦勝国と敗戦
国にとってどのような内

ない
容
よう

だっ
たか，それぞれ書き出してみよう。

第一次世界大戦後，欧米諸国の
政
せい

治
じ

にはどのような変化があっ
たか，具体例を示

しめ
して説明して

みよう。

確認
しよう

説明
しよう

織
しき

である国
こく

際
さい

連
れん

盟
めい

がスイスのジュネーブを本部として設
せつ

立
りつ

されまし
た。イギリス・フランス・イタリア・日本が常

じょう

任
にん

理事国となりまし
たが，アメリカは議会の反対で参加できず，社

しゃ

会
かい

主
しゅ

義
ぎ

国のソ連や敗
戦国のドイツは，初めのころ加

か

盟
めい

を認められませんでした。そのた
め，国際連盟は強い力を持てませんでした。
　　　　　　　　戦後のヨーロッパでは，総

そう

力
りょく

戦
せん

を戦い抜
ぬ

きながら，
不景気や生活が改

かい

善
ぜん

されないことへの国民の不満が
高まっていました。各国の政府は，国民の政

せい

治
じ

に対する要求に応
こた

え
る政

せい

策
さく

を打ち出していきました。イギリスでは女
じょ

性
せい

に参
さん

政
せい

権
けん

が認め
られ，労働者の支

し

持
じ

を受けた政
せい

党
とう

が初めて政
せい

権
けん

を獲
かく

得
とく

しました。ま
た，ドイツは1919年，ワイマール憲

けん

法
ぽう

を基
き

礎
そ

とする共和国になり
ました。この憲法は，満20歳

さい

以上の男女普
ふ

通
つう

選挙，国民主
しゅ

権
けん

のほか，
国民が人間らしく生きる権

けん

利
り

（社会権）や労働者が組合を結成する権
利（団

だん

結
けつ

権）を定めており，当時，世界で最も民主的な憲法でした。

しかし，敗戦による混
こん

乱
らん

が続き，ばく大な賠償金が重荷となって経
けい

済
ざい

などが安定しませんでした。
　一方，アメリカは総力戦で消

しょう

耗
もう

したヨーロッパ諸国に代わって発
はっ

展
てん

し，1920年代に世界一の経済力を持つようになりました。

3

↓p.213

民主主義の
高まり

↓p.211

↓p.211

45

↓p.148

6

↓p.232

86紙
し
幣
へい
で遊ぶドイツの子ども　第一次世界

大戦後のドイツでは，通貨の価
か

値
ち

が暴
ぼう

落
らく

し，
紙幣は紙切れ同然になりました。パンの値

ね
段
だん

は一時，それまでの約5000億倍になりました。

未来に向けて

人種差別撤
てっ

廃
ぱい

への道人権
　パリ講和会議の際

さい
には，国

こく
際
さい

連
れん

盟
めい

の規
き

約
やく

を作る会議も行われ
ました。その会議で日本は，人種差別撤廃を規約に盛

も
り込

こ
むこ

とを提
てい

案
あん

しました。国際的な場で，人種差別撤廃が提案された
のは，これが初めてでした。このころ，日本人の移

い
民
みん

先（→p.203）

であったアメリカやオーストラリアでは日本人への差別が問題
になっていました。この問題の解

かい
決
けつ

策
さく

として，人種差別撤廃が
提案されましたが，植民地を多く持つイギリスやアメリカが強
く反対し，否

ひ
決
けつ

されました。この提案は廃
はい

案
あん

となったものの，
第二次世界大戦後に成立した
国際連合憲

けん
章
しょう

では第１章に
盛り込まれました。

43新
に
渡
と
戸
べ
稲
いな
造
ぞう
（1862～1933）

と妻のメアリ　新渡戸は，国
こく

際
さい

連
れん

盟
めい

事
じ

務
む

局
きょく

次長を務
つと

め，国際平
和のために尽

つ
くしました。〈十和

田市立新渡戸記念館蔵〉

未来に向けて

社会に羽ばたく女性たち人権

84女性の選挙権が認
みと
められた年

年 国　名
1893 ニュージーランド
1917 ロシア（ソ連）
1918 イギリス
1919 オーストリア，ドイツ，オランダ
1920 アメリカ
1944 フランス
1945 日本，イタリア，インドネシア
1947 中国
1948 韓国
1971 スイス

　欧米諸国では，第一次世界大戦で戦場に向かった男性を
女性が支

ささ
え，軍

ぐん
需
じゅ

工場で働くなどして貢
こう

献
けん

しました。その
働きが認

みと
められ，女性が参

さん
政
せい

権
けん

を獲
かく

得
とく

しました。この影
えい

響
きょう

を受け，日本でも女性の社会進出が進み（→p.230），女
性参政権獲得の運動も活発になりました（→p.222）。

85有
ゆう
権
けん
者
しゃ
数のうちわけ

（イギリス 1918年）〈『イ
ギリス史』ほか〉 資料活用
選挙権をもつ人口のうち，
女性の占

し
める割

わり
合
あい

はどれ
くらいだろうか。

以前から選挙権を
持つ男性有権者数 約840万人

新たに選挙権を獲
かく

得
とく

した男性有権者数
約460万人

選挙権を獲得した
女性有権者数 約840万人

有権者数合計 約2140万人
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新政
せい
府
ふ
が琉

りゅう
球
きゅう
と北海道で行った

政
せい
策
さく
を，それぞれ本文から書き

出してみよう。

新政府が行った政策によって，琉
球とアイヌの人々の生活がどの
ように変わったか説明してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

にするために日本語の教育を行い，生活様式や習
しゅう

慣
かん

も日本人風にす
る政策を進めました。経

けい

済
ざい

の面では製
せい

糖
とう

業を育成しました。
　　　　　　　　　蝦

え

夷
ぞ

地は，1869年に北
ほっ

海
かい
道
どう

と改
かい

称
しょう

されました。
新政府は，ロシアに対する北方の防

ぼう

備
び

を兼
か

ねて，
本格的な統

とう

治
ち

と開拓を進めました。開
かい

拓
たく

使
し

を設
もう

け，農地の開
かい

墾
こん

，鉄

道・道路の建
けん

設
せつ

，都市づくりなどを行いました。そして，生活に
困
こま

っていた士
し

族
ぞく

などを，北海道の開拓と防備にあたる屯
とん

田
でん

兵
へい

として
移
い

住
じゅう

させました。1890年代には，本土の資
し

産
さん

家による土地所有や，
平民の集

しゅう

団
だん

移住が増
ふ

えました。一方，労働力不足を補
おぎな

うために政
せい

治
じ

犯
はん

を含
ふく

む多くの囚
しゅう

人
じん

も動員され，開拓が進められました。
　　　　　　　　　　　開拓が進むにつれ，アイヌの人々は狩

か

りや
漁の場を奪

うば

われました。新政府は，アイヌ古
来の風習をやめさせ，日本人風の名前を名乗らせ，日本語の教育を
行うなど，｢日本国民｣にするための政策を行いました。また，アイ
ヌの人々を保

ほ

護
ご

するという名目で，北海道旧
きゅう

土
ど

人
じん

保護法を制
せい

定
てい

しま
した。政府は農業を推

すい

進
しん

し，未開地の開墾を強く勧
すす

めましたが，そ
うした土地は開墾が難

むずか

しい所も多く，農業に慣
な

れていないために土
地を失う者もいました。アイヌの人々を本土からの移

い

民
みん

と雑
ざっ

居
きょ

させ
たくないという考えから，条

じょう

例
れい

によって土地を取り上げ，強
きょう

制
せい

移住

も行いました。こうして，アイヌの人々が先
せん

祖
ぞ

から伝わる生活や民
族独

どく

自
じ

の文化を保
たも

つことはしだいに難しくなりました。

史料1 1

北海道の開
かい

拓
たく

↓p.119 人物

↓p.182

4，↓p.183

↓p.183

生活を変えられた
アイヌの人々

↓p.121

6

↓p.281

↓p.121 ↓p.227

8　屯
とん
田
でん
兵
へい
の出身地4

札幌

北海道

樺太
から�ふと

北見
きた��み

旭川
あさひかわ

さっ�ぽろ

石川

福岡

※ 香川

徳島
愛媛

日本

ロシア

朝鮮

清

ちょうせん

しん

北海道への
屯田兵の総計
（1875～99年）
39911人
（家族を含む）

ふく●❶

●❷

●❺
●❹

●❸

日日
本本

海海

屯田兵の県別出身者数
��������������（1890年）
　　�1000人以上
　　�500～999人
　　�500人未満
※資料なし
❶～❺は出身者数の
上位県

� ���km

松
まつ

浦
うら

武
たけ

四
し

郎
ろう

1818～88

北海道の名付け親

　松浦武四郎は伊
い
勢
せ
（三重県）出身の探

たん
検
けん
家で

す。幕
ばく
末
まつ
に蝦

え
夷
ぞ
地や樺

から
太
ふと
を調

ちょう
査
さ
し，アイヌの

人々と親しく交流しました。また，アイヌの
人々の実

じつ
情
じょう
を記録して，保

ほ
護
ご
を訴

うった
えました。

明
めい
治
じ
になり，蝦夷地を改

かい
称
しょう
する際

さい
に，松浦に

よる「北
ほっ
加
か
伊
い
道
どう
」案が採用され，北海道となり

ました。「カイ」はアイヌの老人から教えられ
たアイヌ語を採

さい
用
よう
しており，松浦のアイヌの

人々への思い入れを反
はん
映
えい
しています。

　

8　アイヌ学校（北海道江
え
別
べつ
市対

つい
雁
しかり
）　樺

から
太
ふと
・

千
ち
島
しま
交
こう
換
かん
条
じょう
約
やく
（→p.179）によって，樺太から

移
い
住
じゅう
させられたアイヌの子どもたちが通い

ました。写真は，江別市で最も古いアイヌ学
校です。〈北海道大学附属図書館蔵〉

6

1 これに対して，沖縄固有の文化（→p.120）
を見直そうという運動も，沖縄・日本両方か
ら起こりました（→p.227）。

8　北海道の地名の由来　
　　　　　地図帳で，上記の都市
を探してみよう。また，他のアイ
ヌ語由来の地名を探

さが
してみよう。

5
資料活用

地名の基
もと

になったアイヌ語
えりも：エンルム（岬

みさき

）
稚
わっか

内
ない

：�ヤムワッカナイ（冷たい水
の川）

利
り

尻
しり

：リシリ（高い島）
知
しれ

床
とこ

：シルエトク（大地の先）
札
さっ

幌
ぽろ

：�サッポロペッ（乾
かわ

いた大き
い川）

小
お

樽
たる

：�オタオルナイ（砂
すな

浜
はま

の中に
ある川）

移
い

住
じゅう

者
しゃ

によってつけられた地名
伊
だ

達
て

（宮城県出身者）
北
きた

広
ひろ

島
しま

（広島県出身者）
京
きょう

極
ごく

新
しん

十
と

津
つ

川
かわ

（奈良県出身者）
（ ）旧丸

まる

亀
がめ

（香川県）
藩
はん

主
しゅ

京極高
たか

徳
のり
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p.5 

技能の習得を助ける工夫
知識・技能を確実に習得する工夫❺

特色

番号 ページ タイトル
１ p.5 年代や時代を結び付ける
２ p.7 情報の集め方
３ p.8 地図の作り方・年表の作り方
４ p.9 野外・聞き取り調査のしかた
５ p.10 レポートのまとめ方，発表のしかた
６ p.37 系図の見方

番号 ページ タイトル
７ p.38 しくみ図の見方
８ p.52 絵巻物の見方
９ p.145 資料を基に，当時の人々の考え方を理解する
10 p.189 当時の立場になって選択し，判断する
11 p.231 歴史的な背景を踏まえて，問題の解決を考える
12 p.249 情報の意図を読み解く

p.181 p.215

p.52

「資料活用」
技能を着実に身に付
けるための作業を提
示しています。

▶「歴史的な見方・考え方」を働かせる上で必要な「技能」を体系的に身に付けられます。

「技能をみがく」

年表インデックス

小学校⃝地理⃝歴史との関連 □□□□□□□□□□□□□□

平
へい

安
あん

京
きょう

で花開く
貴
き

族
ぞく

文化

中
ちゅう
門
もん
の内側と外側には，どのような

人々が集まっているのかな。

仁
にん

和
な

寺
じ

右
う

京
きょう

東
ひがしのいち

市

平
へい

安
あん

宮
きゅう

六
ろく

波
は

羅
ら

蜜
みつ

寺
じ

東
とう

寺
じ

広
こう

隆
りゅう

寺
じ

左
さ

京
きょう

西
さい

寺
じ

清
きよ

水
みず

寺
でら

朱
す

雀
ざく

門
もん

西
にしのいち

市

羅
ら

城
じょう

門
もん

朱す

雀ざ
く

大お
お

路じ

2　平安京　桓
かん
武
む
天皇（→p.50）が移

うつ
した平安京では，東

とう
寺
じ
と西
さい
寺
じ
以外の寺院は都の外側に置かれました。〈画：黒澤達矢氏 監修：山田邦和氏〉3

寝殿

釣
つり

殿
どの

侍
さむらい

所
どころ 4　寝

しん
殿
でん
造
づくり
　平安時代の

貴族の住
じゅう
居
きょ
です。寝殿

を中心に，釣
つり
殿
どの
など

が廊
ろう
下
か
でつながって

います。〈千葉県 国
立歴史民俗博物館蔵〉

2

4　羅
ら
城
じょう
門
もん
（復

ふく
元
げん
）　平安京の正門です。朱

す
雀
ざく
大
おお
路
じ
の端

はし
にありました。〈京都市歴史資料館蔵〉4

絵
え
巻
まき
物
もの
の見方

　絵巻物は，絵の場面と文字の場面を交
こう

互
ご

に見ながら読み
進めます。横に長い絵は空間の変化だけでなく，時間の流
れを表すものもあります。また，上から眺

なが
めているような

角度から描
えが

かれ，天
てん

井
じょう

がなく中が見えるようになっている
ものもあります。絵巻物は当時の暮

く
らしぶりや，建物の構

こう

造
ぞう

などを読み取ることができるため，大変貴
き

重
ちょう

な資料です。
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2　平安京　桓
かん
武
む
天皇（→p.50）が移

うつ
した平安京では，東

とう
寺
じ
と西
さい
寺
じ
以外の寺院は都の外側に置かれました。〈画：黒澤達矢氏 監修：山田邦和氏〉3

寝殿

釣
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殿
どの

侍
さむらい

所
どころ 4　寝

しん
殿
でん
造
づくり
　平安時代の

貴族の住
じゅう
居
きょ
です。寝殿

を中心に，釣
つり
殿
どの
など

が廊
ろう
下
か
でつながって

います。〈千葉県 国
立歴史民俗博物館蔵〉

2

4　羅
ら
城
じょう
門
もん
（復

ふく
元
げん
）　平安京の正門です。朱

す
雀
ざく
大
おお
路
じ
の端

はし
にありました。〈京都市歴史資料館蔵〉4

絵
え
巻
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物
もの
の見方

　絵巻物は，絵の場面と文字の場面を交
こう

互
ご

に見ながら読み
進めます。横に長い絵は空間の変化だけでなく，時間の流
れを表すものもあります。また，上から眺

なが
めているような

角度から描
えが

かれ，天
てん

井
じょう

がなく中が見えるようになっている
ものもあります。絵巻物は当時の暮

く
らしぶりや，建物の構

こう

造
ぞう

などを読み取ることができるため，大変貴
き

重
ちょう

な資料です。
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やってみよう

▶ページの右端には年表インデックスを設置し，学習しているページが
どの世紀・時代にあたるのかが一目でわかります。

New

New

New

掲載ページ一覧（12テーマ）※太字：ここで扱っているページ

▶グラフや写真，表などの
資料には，読み取りの視
点として　　　　を適宜
設置しています。

66秋の収
しゅう

穫
かく

の様子　戦後，静岡県の登
と

呂
ろ

遺
い

跡
せき

の発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

で，このような大
だい

規
き

模
ぼ

な水田
の遺跡が見つかり，稲作の様子が分かるようになりました。

たて穴住
じゅう

居
きょ

高
たか

床
ゆか

倉
そう

庫
こ

5

10

15

　　縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の終
お

わりごろ，中
ちゅう

国
ごく

や朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

など
から北

きた

九
きゅう

州
しゅう

へ渡
と

来
らい

した人
ひと

々
びと

が稲
いな

作
さく

を伝
つた

え，稲
いな

作
さく

は西
にし

日
に

本
ほん

から東
ひがし

日
に

本
ほん

へと広
ひろ

まっていきました。このとき渡
と

来
らい

した
人
ひと

々
びと

と縄
じょう

文
もん

人
じん

が少
すこ

しずつ混
ま

じり合
あ

い，後
のち

の日
に

本
ほん

人
じん

や文
ぶん

化
か

が形
かたち

づくら
れていきました。土

ど

器
き

も縄
じょう

文
もん

土
ど

器
き

より薄
うす

くて硬
かた

く，米
こめ

の保
ほ

存
ぞん

・煮
に

炊
た

きに適
てき

した弥
や よ い

生土
ど

器
き

が作
つく

られるようになりました。
稲
いな

作
さく

には多
おお

くの人
ひと

々
びと

が協
きょう

力
りょく

して作
さ

業
ぎょう

することが必
ひつ

要
よう

でした。人
ひと

々
びと

は木
もく

製
せい

の すき や くわ で耕
たがや

し，水
すい

田
でん

を広
ひろ

げました。収
しゅう

穫
かく

した稲
いね

は
石
いし

包
ぼう

丁
ちょう

や鉄
てつ

製
せい

の鎌
かま

で穂
ほ

先
さき

を摘
つ

み取
と

り，稲
いな

穂
ほ

からもみ殻
がら

を取
と

り去
さ

るた
めには きね と臼

うす

を使
つか

いました。また，水
すい

田
でん

近
ちか

くの台
だい

地
ち

に定
てい

住
じゅう

して
ムラ（集

しゅう

落
らく

）をつくり，たて穴
あな

住
じゅう

居
きょ

に住
す

みました。稲
いね

を蓄
たくわ

えるための
高
たか

床
ゆか

倉
そう

庫
こ

も造
つく

られました。
稲
いな

作
さく

とともに，青
せい

銅
どう

器
き

や鉄
てっ

器
き

も中
ちゅう

国
ごく

や朝
ちょう

鮮
せん

から伝
つた

わりました。銅
どう

鐸
たく

や銅
どう

剣
けん

・銅
どう

矛
ほこ

などの青
せい

銅
どう

器
き

は，豊
ほう

作
さく

を神
かみ

に祈
いの

る祭
まつ

りの道
どう

具
ぐ

として
使
つか

われました。青
せい

銅
どう

器
き

より硬
かた

い鉄
てっ

器
き

は，武
ぶ

器
き

や工
こう

具
ぐ

として用
もち

いられ
ました。この時

じ

代
だい

を弥
や よ い

生時
じ

代
だい

，その文
ぶん

化
か

を弥
や よ い

生文
ぶん

化
か

といい，紀
き

元
げん

前
ぜん

３世
せい

紀
き

ごろから紀
き

元
げん

３世
せい

紀
き

ごろまでの約
やく

600年
ねん

間
かん

続
つづ

きました。ただ
し，日

に

本
ほん

列
れっ

島
とう

全
ぜん

体
たい

に一
いっ

斉
せい

に稲
いな

作
さく

が広
ひろ

まったわけではなく，縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

と変
か

わらない狩
か

りや漁
りょう

の生
せい

活
かつ

を続
つづ

けていた地
ち

域
いき

もありました。

稲
いな

作
さく

が広
ひろひろ

まった
弥
や よ いや よ い

生時
じじ

代
だいだい

，→p.25D25

→p.25F3

→p.25E2

→p.25E2

，
いいい
→p.25オ6

→p.16
せい

→p.17
ききき

→p.18

7 8 →p.25D1

2

→p.29

2 近年，土
ど

器
き

に付いたお焦
こ

げ（炭
たん

化
か

米
まい

）の
科学的な分

ぶん

析
せき

によって，弥
や よ い

生時代の始まりは，
これまでよりも古い紀

き

元
げん

前10世
せい

紀
き

と考える
説も出されています。その場合には，縄

じょう

文
もん

・
弥生時代の区分にも影

えい

響
きょう

が出る可
か

能
のう

性
せい

があ
ります。

45弥
や よ い

生土
ど

器
き

（２世
せい

紀
き

ごろのもの）　弥生土
器の呼

よ

び名
な

は，明
めい

治
じ

時代に現在の東京都文
ぶん

京
きょう

区弥生から土器が出土したことから付け
られました。左から「高

たか

坏
つき

」「つぼ」「かめ」。
〈大阪府出土 東大阪市立郷土博物館蔵〉（全

約25㎝）

88荒
こう

神
じん

谷
だに

遺
い

跡
せき

の銅
どう

剣
けん

（島根県出
いず

雲
も

市）　この
遺跡では銅剣358本・銅

どう

矛
ほこ

16本・銅
どう

鐸
たく

６個
が見つかりました。一か所に埋

う

められた理由
ははっきりしていません。〈島根県教育庁埋蔵
文化財調査センター提供〉

87銅
どう

鐸
たく

（右）と表された模
も

様
よう

（左２
点） 漁や脱

だっ

穀
こく

の様子が描
えが

かれてい
ます。〈兵庫県出土 神戸市立博物館蔵〉

❶

❷

❶

❷

国
　宝

全長（約39㎝）

縄
じょう

文
もん

時
じじ

代
だいだい

と弥
やよ い

生時
じじ

代
だいだい

の特
とく

徴
ちょう

を，
本
ほんほん

文
ぶんぶん

からそれぞれ二
ふたふた

つ以
いい

上
じょうじょう

書
かか

き
出
だだ

してみよう。

縄
じょうじょう

文
もんもん

時
じじ

代
だいだい

と弥
や よ いや よ い

生時
じじ

代
だいだい

では，環
かん

境
きょう

の変
へんへん

化
かか

に合
ああ

わせて，生
せいせい

活
かつかつ

がどのよ
うに変

へんへん

化
かか

したか説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

国
　宝

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

B.C.B.C.

A.D.A.D.
11

22

33

縄
文
縄
文

弥弥

生生

27
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縄
文

古

　墳

鎌

　倉

室  

町

江

　
　戸

明　治

昭　和

戦

　
　国

せ
ん

　
　
　
　ご
く

安土桃山

弥

　
　生

飛
鳥

奈良

平

　
　安

へ
い

　
　
　
　あ
ん

大　正

南
北
朝

世界の歴史西暦
 前3500年ごろ
 ～前1600年ごろ 四大文明が栄える

 前6世紀ごろ シャカが誕生する

前4年ごろ イエスが誕生する

 1世紀ごろ 仏教が中国に伝わる

2世紀末  漢が衰え，魏・呉・蜀
　　　　が力をつけ始める

4世紀ごろ 朝鮮で高句麗，百済，
  新羅が成立する

 589 隋が中国を統一する
 610ごろ ムハンマドがイスラム教をおこす
 618 唐が中国を統一する
 678 新羅が朝鮮を統一する

8世紀ごろ 唐の文化が栄える
  イスラームの文化が栄える

 936 高麗が朝鮮を統一する
 979 宋が中国を統一する

 1096 十字軍の遠征が始まる

 1206 チンギス=ハンが
  モンゴルを統一する

 1271 フビライ=ハンが元を
  建国する

 1368 明が中国を統一する
 1392 李成桂が朝鮮を建国する

 1492 コロンブスが
  西インド諸島に到着する

 1517 ルターの宗教改革

 1602 オランダ東インド会社
  が設立される
 1644 清が中国を統一する
 1689 イギリスで「権利の章典」
  が発布される
 18世紀ごろ イギリスで産業革命が
  始まる
 1775 アメリカ独立戦争
 1789 フランス革命が起こる

 1840 アヘン戦争

 1914 第一次世界大戦が始まる
 1894 日清戦争

 1939 第二次世界大戦が始まる
 1965 ベトナム戦争が始まる

 2001 アメリカで同時多発テロ
  が起こる

たんじょう

かん

ちょうせん こう  く　り

ずい

えん せい

げん

みん

り  せい けい

しん

しゅうきょうかいかく

とう

こう らい

そう

くだら

しらぎ

おとろ ぎ ご しょく

めい　　 じ

へい      せい

しょう          わ

たい          しょう

か
ま

　
　く
ら

む
ろ 

　ま
ち

え

　
　
　
　
　ど

あ づちももやま

こ
　
　
　

 

　
　ふ
ん

な　ら

あ
す
か

じ
ょ
う
も
ん

や

　よ

　い

な
ん
ぼ
く
ち
ょ
う

下関下関
しものせきしものせき

周南
しゅうなん

防府
ほう   ふ

柳井柳井
やな  いやな  い

山口
萩

凌雲寺跡凌雲寺跡

〈例に出てくる市，史跡の位置〉
し せき

りょううん じ あとりょううん じ あと

旧秋田商会ビル旧秋田商会ビル

萩反射炉萩反射炉

壇ノ浦古戦場跡壇ノ浦古戦場跡 回天訓練
基地跡
回天訓練
基地跡

かいてんかいてん

三田尻塩田
記念産業公園
三田尻塩田
記念産業公園

 み　た じりえんでん み　た じりえんでん

だん の うらだん の うら

はぎはんしゃ  ろはぎはんしゃ  ろ

はぎはぎ

茶臼山古墳茶臼山古墳
ちゃうすやま こ ふんちゃうすやま こ ふん

山口県山口県

島根県島根県
広島県広島県

0 50km

時代ごとの史跡やもの・事
じ
象
しょう
からヒントを得よう (山口県を例に )

8　茶
ちゃ
臼
うす
山
やま
古
こ
墳
ふん
（柳

やな
井
い

市）　全長約90mの前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

です。古墳から出土したものとしては最大の銅
どう

鏡
きょう

が見つかっています。〈柳井市教育委員会提供〉

1

8　江
え
戸
ど
時代に造

つく
られた塩田跡（防

ほう
府
ふ

市 三
み

田
た

尻
じり

塩田
記念産業公園）　約260年にわたって全国有数の塩
の産地として栄えました。

4

4　戦
せん
国
ごく
時代に創

そう
立
りつ
された寺

じ
院
いん
跡
あと

（山口市 凌
りょう

雲
うん

寺
じ

跡
あと

）　有力な戦国大
だい

名
みょう

の一人である大
おお

内
うち

氏
し
（→p.77）が

作った寺院です。〈山口市教育委員会
提供〉

3

6　壇
だん
ノ
の
浦
うら
古
こ
戦
せん
場
じょう
跡
あと
（下

しもの
関
せき

市）� 　
1185年の壇ノ浦の戦い（→p.63)
の行われた場所です。

2

4　大
たい
正
しょう
時代に建てら

れたビル（下
しもの

関
せき

市 旧秋
田商会ビル）　西日本
初の鉄骨鉄筋コンク
リートで造られまし
た。　

6

8　萩
はぎ
反
はん
射
しゃ
炉
ろ
（萩市）　幕

ばく

末
まつ

期に，鉄製大
たい

砲
ほう

の鋳
ちゅう

造
ぞう

を行ない近代化を進める
ため，長

ちょう
州
しゅう

藩
はん
（→p.162）

によって造
つく

られました。

5

2　回
かい
天
てん
訓
くん
練
れん
基
き
地
ち
跡
あと

（周
しゅう

南
なん

市）　太平洋戦争
中，兵士が乗り込

こ
んで

操
そう

縦
じゅう

する魚
ぎょ

雷
らい
「回天」の

訓練が行われました。

7

歴
　身近な地域の歴史を探すにあたって，時代ごとのヒント，文

ぶん
化
か
財
ざい
を用いたヒントの例を

用意しました。ヒントは史
し
跡
せき
や地名，文化財として残っているものなどがあります。本や

地図などを使い，また，博物館に行ってみるなどして身近な地域を調べてみましょう。

指定文化財からヒントを得よう
有形文化財

民俗文化財
みん ぞく

無形文化財
能楽・歌舞伎などの芸能や陶芸・
金工などの工芸技術など。特に
重要なものは重要無形文化財に
指定される。

祭りや年中行事，衣食住に関す
る風俗習慣などの無形民俗文化
財や，それに用いられる道具など
の，有形民俗文化財など。それ
ぞれ重要なものは重要無形民俗
文化財や重要有形民俗文化財に
指定される。

建造物のほか，絵画・彫刻など
の美術工芸品など。重要なもの
は重要文化財，特に価値の高い
ものは国宝に指定される。

けんぞう ちょう こく

じゅう  よう

しゅう かん

のうがく とう げい

きん こう

か   ぶ   き

8　松
まつ
本
もと
城
じょう
（長野県松本市）　戦国時代に建設が

始まりました。現存する天
てん

守
しゅ

閣
かく

を持つ城の一つ
で，松本城のほか，犬

いぬ
山
やま

城（愛知県），彦
ひこ

根
ね

城（滋
賀県），姫

ひめ
路
じ

城（兵庫県，→p.108），松
まつ

江
え

城（島
根県）が国宝に指定されています。　

⓾

4　久
く
能
のう
山
ざん
東
とう
照
しょう
宮
ぐう
（静岡県静岡市)　日

にっ
光
こう

東照宮
（→p.128）を建設する以前に，徳

とく
川
がわ

家
いえ

康
やす

をまつ
る初めての東照宮として建

こん
立
りゅう

されました。

�

6　高
たか
岡
おか
御
み
車
くるま
山
やま
（富山県高岡市）　金

きん
工
こう

，漆
しっ

工
こう

などの江
戸時代から続く工芸技術を施

ほどこ
した山

や
車
ま

が，国の重要有形
民
みん

俗
ぞく

文化財に指定されています。また，祭礼は重要無形
民俗文化財に指定されています。〈高岡市教育委員会提供〉

�

8　主な指定文化財の種類9

博物館の文化財から
　　　　　　ヒントを得よう

6　博物館の文化財の複
ふく
製
せい
を使った授業の様子

（神
こう

戸
べ

市）　日本や地域の歴史を調べる際には，博
物館の文化財から，当時の様子をとらえる方法も
あります。右は，博物館と学校が連

れん
携
けい

して，博物
館所

しょ
蔵
ぞう

の文化財の精
せい

巧
こう

な複製を使って生徒が活動
をしている様子です。〈神戸市立博物館提供〉

8

●古代までのヒント
・石
せっ
器
き
の発
はっ
掘
くつ
現場

・貝
かい
塚
づか

・古
こ
墳
ふん
・古墳群

・国
こく
分
ぶん
寺
じ
・国
こく
分
ぶん
尼
に
寺
じ

・官
かん
衙
が
（役所跡）・官

かん
道
どう

・条
じょう
里
り
制
せい
跡

・武
ぶ
士
し
・領主の館

・合
かっ
戦
せん
に関するもの

・荘
しょう
園
えん

▲中世のヒント

■近世のヒント

・近世の大
だい
名
みょう

・城跡
・地域の年

ねん
中
ちゅう
行
ぎょう
事
じ

・地域の伝
でん
承
しょう
・伝統芸能

・地域独特の祭り
・街
かい
道
どう
・関
せき
所
しょ

・新田開発

◎近現代のヒント

・近代化遺
い
産
さん

・近代に栄えた産業

・電気，水道の開通
・新聞や郵便制度
・自由民権運動
・役
やく
場
ば
・鉄道

・戦争
・農地改革
・家電製品
・団地

・新幹線・高速道路
・公害問題
・人権問題

史の舞
ぶ

台
たい

を訪
たず

ねよう②

国
　宝

国
　宝

世界
遺産

・門
もん
前
ぜん
町
まち
・市
いち
場
ば

・城
じょう
下
か
町
まち

・戦
せん
国
ごく
大
だい
名
みょう

巻末 2

03中社歴史【裏見返し_表】
W:416×H:257

営業
月日
担当

後木
20.03.17
DTP/山口C M Y BK

▶下の写真のようにページの年
表インデックスと巻末の世界
史年表を対応させると，世界
でどんな出来事が起こってい
た時代なのかがわかります。

p.27

巻末2

特
色 

❺

4039



＋α
アルファ
＋α
アルファ
＋α
アルファ

社会科３分野（地理・歴史・公民）での関連や，地図帳，小学校との関連を図っています。
また，共通で防災・領土・SDGsを重視しています。

地図帳との関連

p.129

地図帳p.103

「天下の台所」と
いわれた大坂（大
阪）の様子がわか
ります。

＜1
69
＞

＜369＞

＜308＞

＜2
4＞

四条大路
し　じょう おお　じ

三条大路
さん じょう おお　じ

郡
山
街
道

こ
お
り
や
ま

奈良 ドラ
イ
ブウェイ

山
やま

奥
おく

川がわ

が
わ

奈良県立大　 奈良女子大

奈良教育大

市役所 県庁

法華寺
海龍王寺

新薬師寺

奈良国立
博物館

鴻ノ池
運動公園

二月堂
三月堂

戒壇院

奈良公園
漢國神社

大仏殿

平城宮跡資料館

興福院
不退寺

県立美術館

NHK

法蓮町

法華寺町

佐紀町

芝辻町

大宮町

三条宮前町

大安寺
西ノ京町

南京終町

三条町

西木辻町
大森町 高畑町

紀寺町

南大門

なら

きんてつなら

きょうばて

しんおおみや

やまと
さいだいじ

あまがつじ

にしのきょう

西大寺

近鉄奈良線
きん てつ　な 　ら

菅原天満宮

こう の いけ

だいぶつでん に がつどう

さんがつどう

なんだいもん

かいだんいん

しんやく し　じ
若宮神社
わかみや

き でら

たかばたけ

みなみきょうばて

にし き つじ

おおもり

さんじょう

かんごう

こん ぶ いん
ほうれん

ふ たい じ

コナベ
古墳
こ ふん

へいじょうきゅうせき

さいだい じ

すがわらてんまんぐう

さ　き

秋篠町
あきしの

ほっ け　じ

ほっ け　じ
かいりゅうおう じ

しばつじ

おおみや

にし の きょう

さんじょうみやまえ

だいあん じ

十輪院

率川神社
いさがわ

称名寺
しょうみょう じ

じゅうりんいん

柏木町
かしわ ぎ

五条町

六条町

ご じょう

ろくじょう

近き
ん 鉄て

つ 京
きょ
う 都 線
と

水上池
みなかみ

近
鉄
橿
原
線

き
ん
て
つ
か
し
は
ら

秋あき

佐さ

保ほ

篠
川
し
の

鴻ノ池
こう の いけ

猿沢池
さるさわ

荒池
あら

鷺池
さぎ

登
と

能の
川
がわ

薬師寺
やく し　じ

元興寺
がんごう じ

興福寺
こうふく じ

東大寺
とうだい じ

正倉院
しょうそういん

唐招提寺
とうしょうだい じ

平城宮跡
へいじょうきゅうせき

春日大社
かすが たいしゃ

桜さくら井い
まんよう

線（万葉まほろば線）

へいじょう

関
西
本
線（大和路線）

か
ん
さ
い

やまと
じ

聖武天皇陵

ウワナベ
古墳

宝来山古墳
春日大社境内

市庭古墳

しょう む てんのうりょう

長屋王邸跡
なが や おうていあと

こ ふんいちにわ こ ふん

ほうらいやま こ ふん

開化天皇陵
かい か てんのうりょう

かす が たいしゃけいだい

光明皇后陵
こうみょうこうごうりょう

朱雀門
す ざくもん

佐紀石塚山古墳
さ　き いしづかやま こ ふん

佐紀陵山古墳
さ　き みささぎやま こ ふん

ヒシアゲ古墳
こ ふん

－2019年－

奈良市中心部
な ら

1：50,000
500 1000m0
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ほうりゅうじ

中宮寺
ちゅうぐう じ

松尾寺
まつ お でら

法輪寺
ほうりん じ

龍田神社
たつ た

幸前神社
こうぜん

吉田寺
きちでん じ

東光徳寺
ひがしこうとく じ

斑鳩町役場
いかるが

斑鳩町
いかるが

平
群
町

へ
ぐ
り

安堵町
あん ど

大和郡山市
やまと こおりやま

斑鳩溜池
いかるがためいけ

富とみ

竜たつ

田た

雄お

川がわ

川がわ

法隆寺
ほうりゅう じ

法隆寺北
ほうりゅう じ きた

法隆寺南
ほうりゅう じ みなみ

三井
み　い

幸前
こうぜん

高安
たかやす

興留
おきどめ

小吉田
こ よし だ

龍田北
たつ た きた

龍田
たつ た  

龍田南
たつ た みなみ

関西
本線

かん
さい

（大
和路
線）

やま
と　
じ

奈 良 街 道

瓦塚古墳群
かわらづか こ ふんぐん

仏塚古墳
ほとけづか こ ふん

三井瓦窯跡
み　い かわらがまあと

中宮寺跡
ちゅうぐう じ あと

藤ノ木古墳
ふじ　　 き　こ ふん

法隆寺
ほうりゅう じ

法起寺
ほっ き　じ

－2019年－

斑　鳩
いか るが

1：50,000
500m0

5
34°38′
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1

甘樫丘 飛鳥寺あまかしのおか

天香久山
あまのか　ぐ やま

あすか でら

山田寺跡
やま だ でらあと

藤原宮跡
ふじわらきゅうせき

酒船石遺跡
さかふねいし い せき

岡寺

橘寺

おかでら

たちばなでら

あ　す　か
明日香村役場

かしはら
橿原市役所

石舞台古墳
いし ぶ たい こ ふん

高松塚古墳
たかまつづか こ ふん

耳成山
みみなしやま

鬼の雪隠
おに　　せっちん

橿原市
かしはら

桜井市
さくら い

明 日 香 村
あ　　す　　か

明日香村周辺
あ す か
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島 川
堂
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町京

堀
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阿 波堀
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堀
堀
川
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堀

堀 川道

木
津
川 頓

江川

淀

大和
川

川

横
東

堀

西

川

川

川

川
川

川

雑喉場魚市場

堂島米市場

天満青物市場
中之島

米・野菜・木材など

書
物・
武
具
な
ど

堂島

北御堂
（西本願寺別院）

天満宮

町奉行所

追手口

城代屋敷

城代屋敷

玉造口

天
満
橋

京
橋
口

難波橋

南御堂
（東本願寺別院）

大念寺

高津宮

生玉宮高津

日本橋

四ツ橋 心斎橋堀　江
島之内

上
町阿波座

北船場

南船場

西船場

天　満
中　野

野　田

船　場

北　浜 天神橋

江
ノ
子
島

北　野

藍
・
砂
糖
・
塩
な
ど

あ
い

書物・武具など

〔大阪都市住宅史，ほか〕

にしせん ば
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きた み どう

　　にしほんがん じ べついん

まち ぶ ぎょうしょ

おう て ぐち

じょうだい や しき

じょうだい や しき

たまつくりぐち

て
ん
ま
ば
し

き
ょ
う
ば
し
ぐ
ち

なん ば ばし

みなみ み どう

　　ひがしほんがん じ べついん

だいねん じ

こう づ ぐう

いくたまぐうこう づ

にっぽんばし

しんさいばし

しま　の　うち

う
え
ま
ち

きたせん ば

みなみせん ば

せん　　　ば

きた　　はま
てんじんばし

なか の しま

どうじま

てんまんぐう

てん　　 ま

ふく しま
福島

なか　　　の

の　　　だ

よ　つ ばし
ほり　　　え

え

　
の

　
こ
じ
ま
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どうじまこめいち ば

てん ま あおものいち ば

ざ　こ　ば うおいち ば

や ま
と

え
ど ぼり
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と

さ ぼり

じま

どう

まち
きょう

ほり
がわ

よ
ど

が
わ

いた ち

ぼり がわ
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どう とん
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ほり がわえ

に
し

よ
こ

ほ
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わ
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し
よ
こ
ほ
り
が
わ

き

が
わ

づ
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淀
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ど
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治
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川
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軒
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尻
無
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し
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な
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安
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川
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道頓堀川
どう とん ぼり がわ

川

津

木

が
わ

づ

き

阪急京都線
はん きゅう きょう　と

宝
塚
線

た
か
ら
づ
か

阪
急
千
里
線

は
ん
き
ゅ
う
せ
ん

　
り

大
阪
環
状
線

かん
　じ
ょう

千日前線

せんにちまえ

東
西
線

J
R とう

ざい

東
海
道
本
線

と
う
か
い
ど
う

東
海
道
本
線

と
う
か
い
ど
う

京阪
本線

けい
はん

中央線

谷町線
たに まち

桜
さくら 線島

じま

堺
筋
線

関
西
本
線

か
ん

　さい

南
海
電
鉄
本
線

な
ん
か
い

南
海
電
鉄
高
野
線

な
ん
か
い

　
　
　
　
　こう

　
や

（
汐
見
橋
線
）

し
お
み
ば
し

四
つ
橋
線

よ

　
　
　
ば
し

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

は
ん
か
い
で
ん

　き

　はん
か
い

阪
堺
電
軌

は
ん
か
い
で
ん

　き

上
町
線

う
え
ま
ち

阪
和
線

は
ん

　わ

御
堂
筋
線

み

　どう
す
じ

近
鉄
南
大
阪
線

大
阪
環
状
線

関 西 本 線

かん　さい

近鉄難波線
中央

線

阪
神
電
鉄
本
線

は
ん
し
ん

阪
神
電
鉄
な
ん
ば
線

は
ん
し
ん

近鉄
大阪線

谷
町
線

た
に
ま
ち

み
ど
う
す
じ

御
堂
筋
線

京
けい 阪
はん中
なか之

の 島線
はん

御
堂
筋
線

み
ど
う
す
じ

阪は
ん

阪
急
神
戸
線

山陽
新幹

線
さん

よう

急き
ゅ
う

さ
か
い
す
じ

か
ん
じ
ょ
う

きんてつ

き
ん
て
つ

きんてつなん ば

新
御
堂
筋 天

神
橋
筋

中央大通

御
堂
筋

な
に
わ
筋

堺

　筋

谷

　町
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上

　町

　筋

長堀通

松
屋
町
筋

十
三
バ
イ
パ
ス て

ん
じ
ん
ば
し
す
じ

ま
つ

　や

　
ま
ち

　
す
じ

じ
ゅ
う

　
そ
う

し
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ど
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す
じ

み

　どう

　すじ

す
じ

さ
か
い

　すじ

た
に

　
　まち

　
　すじ

う
え

　
　まち

　
　すじ

ながほりどおり

阪神高速17号西大阪線

阪神
はんしん

高速13号東大阪線

阪神
高速
16号

はん
しん

大阪
港線

阪
神
高
速
1
号
環
状
線

阪
神
高
速
4
号
湾
岸
線 阪

神
高
速
15
号
堺
線

は
ん
し
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
べ

阪
神
高
速
3
号
神
戸
線

阪
神
高
速
11
号
池
田
線

阪
神
高
速
12
号
 守  口 

 線 

　阪神
高速

2号
淀川

左岸線

はんし
ん

よど
がわ

はん
しん
 

もり
  ぐち 

は
ん
し
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
け
だ

は
ん
し
ん

か
ん
じ
ょ
う

はんしん

は
ん
し
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
い

淀川
河川
公園

よど
がわ
か せ
ん

淀川
河川
公園

よど
がわ
か
せん

淀川
河川
公園

よど
がわ
か せ
ん

下福島公園
しもふくしま

扇町公園

大
阪
城
公
園

西
の
丸
庭
園

に
し

　
　
ま
る

毛馬桜之宮
　公園
け　ま さくら の みや

八幡屋公園
や はた や

千島公園
ち しま

松島公園
まつしま

真田山公園
さな だ やま

浪速公園
なに わ

天王寺公園
てんのう じ

おうぎまち

城北公園
しろきた

靱公園
うつぼ

大塩平八郎の乱
おおしおへいはちろう　　らん

大阪城
おおさかじょう

西本願寺
にしほんがん じ

ひがしほんがん じ
東本願寺 なん ば

難波神社

土佐稲荷
と　さ いな り

茨住吉神社
いばらすみよし

法善寺
ほうぜん じ 高津宮

こう づ ぐう

生國魂神社
いくくにたま

今宮戎
神社
いまみやえびす

豊國神社
ほうこく

天満宮
てんまんぐう

お初天神
はつてんじん

太融寺
たいゆう じ

浄光寺

四天王寺
し てんのう じ

豊崎神社

崇禅寺

津守神社

玉造稲荷神社

とよさき

そうぜん じ

つ もり

たまつくりいな り

安治川内港
あ　じ がわないこう

大
正
内
港

た
い
し
ょ
う
な
い
こ
う

MBS
毎日放送

関西テレビ
かんさい

読売テレビ
よみうりABCテレビ

NHK

テレビ大阪

左門橋

長
柄
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淀
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伝
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大
橋新

伝
法
大
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し
ん
で
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ぽ
う

で
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ぽ
う

堂島大橋

木津川橋
き　づ がわばし

え　び　え

じょうあんばし

常安橋

天
神
橋

て
ん
じ
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ば
し

天
満
橋

て
ん
ま
ば
し

京
橋
き
ょ
う
ば
し

都島橋
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北
港
大
橋

千舟橋

弁天ふ
頭べんて

ん　　
とう

安
治
川
大
橋

あ

　
じ
が
わ

大正橋
たいしょうばし

日
本
橋

に
っ
ぽ
ん
ば
し

日和橋
ひ よりばし

ち
と
せ
ば
し

千
歳
橋

しんよどがわ
新淀川大橋

淀
川
大
橋

よ
ど
が
わ

毛馬
橋

な
み
は
や
　
大
橋

じ
ゅ
う
そ
うし

んじゅうそ
う

十
三
大
橋

新
十
三
大
橋

神崎大橋

かんざき

け　
ま ば
し

な
が
ら
ば
し

よ
ど
が
わ
お
お
ぜ
き

どうじま

茶臼山
ちゃうすやま
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大阪市立大

大阪
教育大
　　

大阪女学院大・短大

大阪保健
医療大
い りょう

淀川区役所
よどがわ

此花区役所
このはな

福島区役所
ふくしま

北区役所
きた

市役所

府庁

都島区役所
みやこじま

大正区役所
たいしょう

港区役所
みなと

中央区役所
ちゅうおう

なに わ
浪速区役所

天王寺区役所
てんのう じ

いく の
生野区役所

西成区役所
にしなり

阿倍野区役所
あ　べ　の

西区役所

にしよどがわ
西淀川区役所

にし

中央卸売市場

海老江
下水処理場

JCHO大阪病院

大阪国際会議場

新梅田シティ
しんうめ だ

大阪高等
裁判所

中央公会堂

大阪取引所

日銀
にちぎん

科学技術センター

大手前病院

造幣局
ぞうへいきょく

総合医療センター

中央体育館

日本郵便

ORC200

なんば
パークス

湊町リバープレイス
みなとまち

あべのハルカス

NTT西日本
大阪病院

大阪赤十字
病院

国立大阪
医療センター
い りょう

ひら お

津守下水
処理場

エディオン
アリーナ大阪

（府立体育会館）

大
阪
プ
ー
ル

藤田美術館

京セラドーム

澪標住吉神社
みおつくしすみよし

新歌舞伎座
しん か　ぶ　き　ざ

難波宮跡

市立美術館

動物園通天閣
つうてんかく

大阪歴史博物館

大阪城ホール

水道記念館

柴島
浄水場

おお て まえ

市立科学館

グラン
フロント大阪

い りょう
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くにじま

じょうすいじょう

なに わのみやあと

おろしうり
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てんまばし
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ビジネスパーク

みなみ
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てんまんぐう

さくらのみや
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どう し しゃ同志社大

どう し しゃ

京都大

京都華頂大・短大
か ちょう

京都府立医科大

りつめいかん
立命館大

京都学園大

花園大
はなぞの

京都外国語大･短大

京都看護大
京都光華女子大･短大

こう か

龍谷大
りゅうこく

池坊短大
いけのぼう

京都美術工芸大

京都女子大

京都大
桂キャンパス
かつら

佛教大
ぶっきょう

大徳寺

等持院 大報恩寺
（千本釈迦堂）

浄福寺

平野神社
北野天満宮

敷地神社
しき ち

相国寺

御霊（上御霊）神社

吉田神社

真正極楽寺（真如堂）

金戒光明寺

（永観堂）
禅林寺

八坂神社

地主神社

東本願寺

六角堂（頂法寺）

壬生寺

南禅寺

青蓮院

知恩院

建仁寺
六波羅蜜寺

方広寺

蓮華王院
れん げ おういん

妙法院

広隆寺
蚕ノ社

法金剛院

かいこ の やしろ

ほうこんごういん

大覚寺
だいかく じ

（嵯峨釈迦堂）
清凉寺
せいりょう じ

さ　が しゃ か どう

光福寺
こうふく じ

妙心寺

今宮神社

千本閻魔堂
（引接寺）

大将軍八神社
地蔵院
じ ぞういん

平安神宮

知恩寺（百万遍）

とう じ いん

みょうしん じ

こうりゅう じ

遍照寺
へんじょう じ

長福寺
ちょうふく じ

直指庵
じき し あん

だいとく じ

法輪寺
ほうりん じ

梅宮大社
うめのみやたいしゃ

松尾大社
まつのお たいしゃ

地蔵院
じ ぞういん

ろっかくどう　ちょうほう じ

ご りょう　かみ ご りょう

晴明神社
せいめい

しょうこく じ

ち おん じ　 ひゃくまんべん

しんしょうごくらく じ 　しんにょどう

こんかいこうみょう じ

み　ぶ でら

ぜんりん じ

えいかんどう

なんぜん じ

しょうれんいん

ち おんいん
粟田神社
あわ た

や さか

吉祥院天満宮
きっしょういんてんまんぐう

けんにん じ

東福寺
とうふく じ

伏見稲荷大社
ふし み いな り たいしゃ

ろく は　ら みつ じ 

ほうこう じ 

聖護院
しょう ご いん

じ しゅ

みょうほういん

さんじゅうさんげんどう

だいほうおん じ

上品蓮台寺
じょうぼんれんだい じ

せんぼんえん ま どう

 いんじょう じ

せんぼんしゃ か どうきた の てんまんぐう

ひら の

ひがしほんがん じ

だいしょうぐんはち
じょうふく じ

よし だ

いまみや

久我神社
く　が

建勲神社
たけいさお

智積院

今熊野観音寺
いまくま の かんのん じ

ち しゃくいん

正法寺
霊山観音

しょうぼう じ

りょうぜんかんのん　

へいあんじんぐう

圓光寺
えんこう じ

詩仙堂丈山寺

本願寺
西山別院

ほんがん じ

にしやまべついん

し せんどう

鷺森神社
曼殊院
まんしゅいん

さぎのもり

法然院
ほうねんいん

安楽寺
あんらく じ

若王子神社
にゃくおう じ

佛光寺
ぶっこう じ

三ノ宮神社
さん の みや

ほんのう じ
本能寺

光悦寺

さいほう じ
西方寺

こうえつ じ

しもがも
（下鴨神社）

かみ が　も
（上賀茂神社）

（銀閣寺）
ぎんかく じ

（苔寺）
こけでら

（東寺）
とう じ

廬山寺
ろ ざん じ

護王神社
ご おう

高台寺
こうだい じ

霊鑑寺
れいかん じ

宝鏡寺
ほうきょう じ

真休寺
しんきゅう じ

西明寺
さいみょう じ

じょうざん じ

（三十三間堂）

泉涌寺
せんにゅう じ

天龍寺
てんりゅう じ

西芳寺
さいほう じ

仁和寺
にん な　じ

鹿苑寺
ろくおん じ

賀茂御祖神社
か　も　み おや

賀茂別雷神社
か　も わけいかづち

龍安寺
りょうあん じ

慈照寺
じ しょう じ

二条城
に じょうじょう

西本願寺
にしほんがん じ

教王護国寺
きょうおう ご こく じ

清水寺
きよみずでら

高山寺
こうざん じ

（金閣寺）

本能寺の変

応仁の乱
おうにん

ほんのう じ

フランス
総領事館

きんかく じ

右京区役所
う きょう

北区役所
きた

上京区役所
かみぎょう

左京区役所
さ きょう

市役所

中京区役所
なかぎょう

府庁

西京区役所
にしきょう

下京区役所
しもぎょう

南区役所
みなみ

東山区役所
ひがしやま

梅ケ畑
うめ が はた

栂尾町
とがのお

北嵯峨
きた さ　が

嵯峨
さ　が 大覚寺門前

だいかく じ もんぜん

嵯峨野
さ　 が　 の

太秦
うずまさ

梅津
うめ づ

山越

嵯峨広沢

嵯峨大沢
さ　が おおさわ

さ　が ひろさわ

やまごえ

太秦安井
うずまさやす い

花園

円町
えん

はなぞの

御室

常盤
ときわ

お むろ 等持院
とう じ いん

北野 西陣
にしじん

平野
ひら の

きた の

衣笠
きぬがさ

大北山

鳴滝
なるたき

おおきたやま

たかがみね

おおみや

鷹峯

大宮

し ちく
紫竹

むらさきの
紫野

出雲路
いず も　じ

下鴨
しもがも

高野

田中
た なか

たか の

上賀茂
かみ　が　も

賀茂小山
こ やま

か　も

一乗寺

北白川

いちじょう じ

きたしらかわ

吉田 浄土寺
じょう ど　じ

黒谷町
くろだに

よし だ

聖護院
しょう ご いん

岡崎

南禅寺

おかざき

なんぜん じ

粟田口
あわ た ぐち

聚楽廻
じゅらくまわり 

西ノ京

壬生
み　ぶ

にし の きょう

山ノ内
やま の うち

西院
さいいん

松室

松尾
まつ お

山田
やま だ

まつむろ

桂上野
かつらかみ の 

御陵
ご りょう

大枝
樫原
かたぎはら

川島
かわしま

下津林 牛ケ瀬しも つ ばやし
うし が　せ

吉祥院
新田

きっしょういん

しんでん

吉祥院
きっしょういん

おお え

上桂
かみかつら

西京極

梅小路

七条
御所ノ内

しちじょう

ご しょ の うち

西七条
にしきょうごく

うめこう じ

にししちじょう

中堂寺
ちゅうどう じ

朱雀
す じゃく

かつら
桂

吉祥院
きっしょういん

八条唐橋
からはし

上鳥羽
かみ と　ば

はちじょう 西九条
にし く じょう

東九条
ひがし く じょう 泉涌寺

本町
ほん

福稲
ふくいね

せんにゅう じ

今熊野
いまぐま の

祇園
ぎ おん

日ノ岡

北花山

上花山
かみ か ざん

きた か ざん

ひ　の おか

龍安寺
りょうあん じ

大将軍
たいしょうぐん

中 京 区

東　山　区

南　区
みなみ

なか ぎょう

やま　しな

山 科 区

ひがし　　やま

北　区

上　京　区

左　京　区

右　京　区

下　京　区
しも　　ぎょう

う　　 きょう

きた

かみ　　ぎょう

さ　　 きょう

西　京　区
にし　　きょう

向日市
むこ う

京 都 市
きょう　　 と

ビ　　ル　　街
建物の密集地
その他の市街地
歴史遺産型美観地区（②図）
歴史的風土特別保存地区（⑤，⑥図）
世界遺産に登録されている神社・寺院など

公 園・緑 地
森　　　　林
その他の地域

清水寺
きよみずでら

い さん

－2019年－
②,⑤,⑥図共通凡例
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地図活用
①・②図を比べて，大
阪市と京都市のビル街
の分布にどのような違
いがみられるか答えよ
う。また，その理由を
説明しよう。
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特
内
部
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事
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特
殊
効
果
レ
イ
ヤ
ー
有
り
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　「
+◎
白
透
過
50
%
0.
2m
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」

  ・
◎
の
付
い
た
レ
イ
ヤ
ー
に
は
特
殊
効
果
が
付
い
て
い
ま
す
。 
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江
え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の主
おもおも

な街
かい

道
どう

を五
いついつ

つ，主
おもおも

な航
こう

路
ろ

を三
みっみっ

つ，本
ほんほん

文
ぶんぶん

や地
ちち

図
ずず

から
書
かか

き出
だだ

してみよう。

大
おおおお

阪
さかさか

が商
しょうしょう

業
ぎょうぎょう

の中
ちゅうちゅう

心
しんしん

として発
はっはっ

達
たつたつ

し
た理

りり

由
ゆうゆう

を，交
こうこう

通
つうつう

網
もう

の整
せい

備
び

に触
ふ

れ
て説

せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

住
じゅう

人
にん

の半
はん

分
ぶん

は，旗
はた

本
もと

・御
ご

家
け

人
にん

と，参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

の大
だい

名
みょう

とその家
か

臣
しん

で，
18世

せい

紀
き

初
はじ

めには人
じん

口
こう

約
やく

100万
まん

人
にん

の世
せ

界
かい

有
ゆう

数
すう

の大
だい

都
と

市
し

になりました。
京
きょう

都
と

は，朝
ちょう

廷
てい

がある古
こ

代
だい

からの都
みやこ

で，文
ぶん

化
か

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

としても栄
さか

え
ました。西

にし

陣
じん

織
おり

などの伝
でん

統
とう

的
てき

な高
こう

級
きゅう

織
おり

物
もの

や清
きよ

水
みず

焼
やき

などのさまざまな
加
か

工
こう

品
ひん

や工
こう

芸
げい

品
ひん

が数
かず

多
おお

く作
つく

られ，各
かく

地
ち

方
ほう

にも送
おく

られました。
大
おお

阪
さか

は，「天
てん

下
か

の台
だい

所
どころ

」といわれ，商
しょう

業
ぎょう

の中
ちゅう

心
しん

でした。大
おお

阪
さか

には，
諸
しょ

藩
はん

の蔵
くら

屋
や

敷
しき

が置
お

かれ，全
ぜん

国
こく

から集
あつ

められた大
たい

量
りょう

の年
ねん

貢
ぐ

米
まい

や特
とく

産
さん

物
ぶつ

が運
はこ

び込
こ

まれて，米
こめ

や特
とく

産
さん

物
ぶつ

の取
と

り引
ひ

きが行
おこな

われました。
　　江

え

戸
ど

時
じ

代
だい

の東
ひがし

日
に

本
ほん

では金
きん

の貨
か

幣
へい

が，西
にし

日
に

本
ほん

では
銀
ぎん

の貨
か

幣
へい

が使
つか

われていたため，上
かみ

方
がた

とよばれた大
おお

阪
さか

や京
きょう

都
と

から江
え

戸
ど

への取
と

り引
ひ

きでは，大
たい

量
りょう

の金
きん

銀
ぎん

の交
こう

換
かん

が行
おこな

われま
した。交

こう

通
つう

が整
せい

備
び

されて取
と

り引
ひ

きが増
ふ

えたこともあり，貨
か

幣
へい

の交
こう

換
かん

を行
おこな

う両
りょう

替
がえ

商
しょう

が現
あらわ

れ，金
きん

銀
ぎん

の交
こう

換
かん

や金
きん

銀
ぎん

と銭
ぜに

の交
こう

換
かん

，金
かね

貸
か

し，為
か わ せ

替

の取
と

り引
ひ

きなどを行
おこな

う金
きん

融
ゆう

業
ぎょう

を営
いとな

みました。大
だい

名
みょう

のなかには，米
こめ

や
特
とく

産
さん

物
ぶつ

の取
と

り引
ひ

きなどで大
おお

阪
さか

の両
りょう

替
がえ

商
しょう

を頼
たよ

って借
しゃっ

金
きん

をする者
もの

もいた
ため，特

とく

に大
おお

阪
さか

で金
きん

融
ゆう

業
ぎょう

が発
はっ

達
たつ

していきました。
商
しょう

人
にん

は，同
どう

業
ぎょう

者
しゃ

の組
そ

織
しき

（株
かぶ

仲
なか

間
ま

）を作
つく

り，幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

に税
ぜい

を納
おさ

める代
か

わりに独
どく

占
せん

的
てき

に営
えい

業
ぎょう

を行
おこな

う特
とっ

権
けん

を得
え

て，利
り

益
えき

を上
あ

げました。産
さん

業
ぎょう

の
発
はっ

達
たつ

とともに，商
しょう

人
にん

はしだいに富
とみ

を蓄
たくわ

え，江
え

戸
ど

の三
みつ

井
い

や大
おお

阪
さか

の鴻
こうの

池
いけ

などのように，経
けい

済
ざい

面
めん

で武
ぶ

士
し

を圧
あっ

倒
とう

する商
しょう

人
にん

も現
あらわ

れました。

→p.112
まんに

→p.127
てん か

1

→p.127

金
きん

融
ゆう

の発
はっはっ

達
たつたつ

と
商
しょうしょう

人
にんにん

の台
たいたい

頭
とうとう

7

6

5

66木
も

綿
めん

問
どん

屋
や

の株
かぶ

仲
なか

間
ま

の
札 株仲間の札

ふだ

は，幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

から与
あた

えられました。
〈人間文化研究機構 国文学
研究資料館蔵〉

江
え

戸
ど

時代の貨
か

幣
へい

と改
かい

鋳
ちゅう歴史

プラス

　江戸幕
ばく
府
ふ
は全国統

とう
一
いつ
の貨幣を作り，

流通させました。その貨幣は金・銀・
銭
ぜに
の三貨で，金貨と銭貨は数を数える

のに対し，銀貨は重さを量りました。
貨幣の使い方が異

こと
なることで，両

りょう
替
がえ
商

などの金
きん
融
ゆう
業が発達しました。

　経
けい
済
ざい
が発達して貨幣の流通量が増

ふ

え，また17世紀後半から金銀の採
さい
掘
くつ

量が減
げん
少
しょう
して金銀が不足すると，幕府

は貨幣の金銀の含
がん
有
ゆう
量を減

へ
らす改鋳を

行い，貨幣の量を増やそうとしました。
これにより貨幣１枚あたりの価

か
値
ち
が変

わり，経済が混
こん
乱
らん
しました。

2 三貨〈日本銀行金融研究所貨幣博物館蔵〉7

金貨 銀貨 銭貨

45越
えち

後
ご

屋
や

の店内　1673年に三
みつ

井
い

高
たか

利
とし

が江
え

戸
ど

に開いた越後屋は，画期的な店でした。客が店
を訪

おとず

れ，織
おり

物
もの

の種類ごとの責
せき

任
にん

者から説明を受
けて，定

てい

価
か

をその場で支
し

払
はら

いました。訪
ほう

問
もん

販
はん

売
ばい

中心で，価
か

格
かく

は相談し，まとめて後
あと

払
ばら

いする従
じゅう

来
らい

の方法とは異
こと

なります。越後屋は，織物の直
ちょく

接
せつ

仕入れも行い，両
りょう

替
がえ

店などの関係する業種を
広げました。〈三井文庫蔵〉
　　　　「現

げん

金
きん

かけねなし」とはどのような意
味か，調べてみよう。
資料活用

売り場担
たん

当
とう

の
店員の名前　

現げ
ん

金き
ん

か
け
ね
な
し

商品見本

1717

1818

江江

戸戸
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本資料 p.5-14

▶写真やイラストを効果的に使った導入を設けています。興味・関心を高めるだけでなく，これから学ぶ内容を見通すことができます。

主体的・対話的な学びを促す「導入」

平
へ い

安
あ ん

時代を眺
な が

めてみよう
（11〜12世

せい

紀
き

ごろのある場面）

次の場面を探
さが
してみよう！　　次の場面は，ア〜カのどれに当たるか，（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

■ア

■イ
■ウ

タイムトラベル④タイムトラベル④ ◀ 奈良時代 p.34〜35

鎌倉時代 p.58〜59 ▶
かまくら

①，碁
ご

盤
ばん

の目のように道が通っています。� （　　）
②，大きな屋

や

敷
しき

で，貴
き

族
ぞく

たちが春の行事を行っています。� （　　）
③，僧

そう

侶
りょ

が，通りで人々に仏
ほとけ

の教えを説いています。� （　　）

④，お供
とも

の人を伴
ともな

った車が牛に引かれています。　� （　　）
⑤，家の棚

たな

で食材や日用品が並
なら

んで売られています。� （　　）
⑥，農民が，貴族の屋敷に品物を納

おさ

めています。� （　　）
ヒント　①→p.52　②→p.53　③→p.55　④→p.53　⑤→p.52　⑥→p.50
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D E F

■オ

■エ

■カ

前の時代と比
くら
べて特色を考えよう

　奈良時代と比べると，どのような点が変化し，どのよ
うな共通点があるでしょうか。例えば，場面■カのよう
に人々の服装に注目して，違いを確認してみよう。

　私
わたし

たちは平
へい

安
あん

時代といわれる時代に来ています。
ここは，京都の大きな都

みやこ

です。通りで区切られた区
画には都に住む人々の家が並

なら

び，大きな屋
や

敷
しき

には貴
き

族
ぞく

たちが集まっているようです。

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
出
来
事

平
へい

安
あん

時代
1016
藤原道長が
摂
せっ

政
しょう

となる

○藤
ふじ

原
わら

氏
し

による
政
せい

治
じ

が始まる
794　
平
へい

安
あん

京
きょう

に都
みやこ

を移
うつ

す
1001ごろ
清少納言が
『枕

まくらの

草
そう

子
し

』を書く

1008ごろ
紫式部が
『源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

』を書く

6　藤
ふじ
原
わらの
道
みち
長
なが

36　清
せい
少
しょう
納
な
言
ごん

1 6　紫
むらさき
式
しき
部
ぶ

2
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してみよう!探
写真1〜7の位置を，
地図上で確

かく
認
にん
しよう。

8　リオデジャネイロの
カーニバル（ブラジル，
2018年 2月撮

さつ
影
えい
）　

1

p.112

4　世界最大規
き

模
ぼ

の ス タ ジ ア ム で
サッカー観戦を楽
しむ人 （々ブラジル，
リオデジャネイロ）　
このスタジアムは，
ワールドカップやオ
リンピックの会場に
もなりました。　

3

p.115

6　インティ・ライミ 
（太陽神の祭り）で民族衣

い

装
しょう

を着た子どもたち（ペ
ルー，クスコ，2017 年
6 月撮

さつ
影
えい
）　インカ帝

てい
国
こく

時代に起
き
源
げん
をもつ祭り

で，パレードなどが行わ
れます。　

2

p.112

カーニバルって，
ヨーロッパの学習で
も出てきたよね。
どんな祭りだっけ？

108

写真で眺
な が

める
南アメリカ州

バナナの段
だん
ボール

にあるマーク，店
で見たことがある
よ！

南回帰線

赤　道
0°

20°

40°
40°

60°80°100
° 60°

11

22

33

44

55

66

77

畑
森林
草地
砂漠
ツンドラ・氷雪地

さ ばく

ひょうせつ ち

高山

8　休日に草原でバーベキューを楽しむ人々（アルゼンチン，ブエ
ノスアイレス近

きん
郊
こう
，2016 年 6月撮

さつ
影
えい
）　アルゼンチンの人々は，肉

の消
しょう
費
ひ
量が多いことで知られています。　

6

p.111, 114

8　バナナの選別工場
（エクアドル）　多

た
国
こく
籍
せき
企
き

業
ぎょう
がプランテーションで

バナナを大規
き
模
ぼ
に栽

さい
培
ばい

し，世界に輸
ゆ
出
しゅつ
していま

す。　

5

p.114

2　大規
き
模
ぼ
な大
だい
豆
ず
畑での収

しゅう
穫
かく
作業（ブラジル，マットグロッソ州，

3月撮
さつ
影
えい
）　かつては未開の地だった地域が，大規模な農地に開

発されています。　

7

p.114

8　ギアナ高地のアンヘル滝
たき
（ベネズエラ，10月撮

さつ
影
えい
）　ギアナ高地には，山

さん
頂
ちょう

がテーブル状
じょう
に平らな山がたくさんあります。アンヘル滝は，世界最大の979m

の落差があることで知られています。　

4

p.110

世
界
の
諸
地
域
　南
ア
メ
リ
カ
州

2
章

109

「タイムトラベル」 
教科書p.48-49など

「写真で眺める南アメリカ州」
教科書p.108-109など

「学習の前に」 
教科書p.27-28など

本資料 p.25-26

▶章（節）のまとまりごとに「問い」を設け，見通しをもって学習に取り組めます。

単元を貫く「章（節）の問い」

小学校●地理●公民との関連 ヨーロッパ（地），ユーラシア大陸（地），キリスト教（地），イスラム教（地）

5

10

15

キリスト教
きょう

が人
ひと

々
びと

の精
せい

神
しん

的
てき

な支
ささ

えとなっ
ていたヨーロッパでは，ローマ帝

てい

国
こく

の分
ぶん

裂
れつ

後
ご

，しだいにローマ教
きょう

皇
こう

（法
ほう

王
おう

）を首
しゅ

長
ちょう

とするカトリック教
きょう

会
かい

の勢
いきお

い
が増

ま

し，各
かっ

国
こく

の王
おう

をしのぐ力
ちから

をもつようになりました。11世
せい

紀
き

末
まつ

，

教
きょう

皇
こう

がイスラム勢
せい

力
りょく

の中
なか

にある聖
せい

地
ち

エルサレムを奪
うば

い返
かえ

すよう呼
よ

び
かけ，ヨーロッパ各

かっ

国
こく

の王
おう

は十
じゅう

字
じ

軍
ぐん

の遠
えん

征
せい

を行
おこな

いました。

この試
こころ

みは失
しっ

敗
ぱい

しましたが，ヨーロッパの国
くに

々
ぐに

とイスラム勢
せい

力
りょく

が
接
せっ

触
しょく

したことで，イタリア商
しょう

人
にん

とイスラム商
しょう

人
にん

の貿
ぼう

易
えき

が活
かっ

発
ぱつ

になり
ました。ユーラシア大

たい

陸
りく

を広
ひろ

く行
い

き交
か

うイスラム商
しょう

人
にん

との交
こう

易
えき

によ
り，彼

かれ

らが航
こう

海
かい

などでつちかった天
てん

文
もん

学
がく

などの高
たか

い水
すい

準
じゅん

の学
がく

問
もん

や技
ぎ

術
じゅつ

が，ヨーロッパに紹
しょう

介
かい

されました。

ヨーロッパの生
せい

活
かつ

や文
ぶん

化
か

は，カトリック教
きょう

会
かい

の
影
えい

響
きょう

を強
つよ

く受
う

けていました。しかし14世
せい

紀
き

にな
ると，人

にん

間
げん

の個
こ

性
せい

や自
じ

由
ゆう

を表
ひょう

現
げん

しようとした古
こ

代
だい

ギリシャ・ローマ
の文

ぶん

化
か

を理
り

想
そう

とするルネサンス（文
ぶん

芸
げい

復
ふっ

興
こう

）とよばれる新
あたら

しい風
ふう

潮
ちょう

が

イスラムとの交
こうこう

流
りゅうりゅう

と
ヨーロッパ

→p.23 →p.21
うううかい

解説

→p.23 →p.22
おこなおお

3

1

新
あたらあたら

しい芸
げい

術
じゅつ

と
技
ぎぎ

術
じゅつじゅつ

6

→p.20，5

学習
課題

キリスト教
きょうきょう

に基
もと

づいたヨーロッパの文
ぶぶんぶん

化
かか

や社
しゃしゃ

会
かいかい

は，イスラム商
しょうしょう

人
にんにん

との交
こうこう

流
りゅうりゅう

により，どのように変
へんへん

化
かか

していったのだろうか。ヨーロッパの
変
へん

革
かく1

4 イスラムの国での研究の様子イスラムのの国での研究のの様子イスラムの国での研究の様子 イスラムの国々では，ギリシャやイス ムの国々では ギリシャやイスラムの国々では ギリシャや
インドの影ンドの影インドの影

えいええい

響響響
きょうききょう

を受けて，さまざまな学問が発を受けて さまざざまな学問が発を受けて さまざまな学問が発
はっははっ

展展展展
てんてんてん

しました。しました。しました
　　　　図図図

ずずず

版版版
はんはんはん

の中から下に挙げたＡ～Ｃを探　の中から下 挙げたＡ～Ｃを探の中から下に挙げたＡ Ｃを探
さががさが

してみよう。してみようしてみよう。
Ａ．地地Ａ．地

ちち

球球球球
きゅうゅゅ

儀儀儀儀
ぎぎ

　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラーベ砂時計 Ｃ アストロラーベ時計　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラ ベ

1

資料活用 1

8 審
しん

判
ぱん

』 ローマ教
きょう

皇
こう

に命じられ，ミケランジェロはローマの大聖
せい

堂
どう

や礼
れい

拝
はい

堂などに壁
へき

画
が

や彫
ちょう

刻
こく

を制
せい

作
さく

しました。
この絵は60歳

さい

から６年がかりで完成しました。
〈バチカン市国 システィナ礼拝堂蔵　高さ14.4m×幅
13.3ｍ　16世紀〉

4

6 アストロラーベアストロラーベアストロラーベ　天体天体天体
の高度を測の高度を測の高度を測

はかかはか

るための観るための観観るための観
かんかんかん

測測測
そくくそく

器器器
具です。船の上で地球の緯具です 船の上で地球球の緯具です。船の上で地球の緯

いいい

度度度度
どど

を知ることができました。を知ることができました。を知る とができました知

3

この人たちは
何の研究をして
いるのかな。

6 羅羅羅
らら

針針針
しんし

盤盤盤盤
ばんばん

　航海のとき航海のとき航海のとき
に方角を知るための道具に方角を知知るための道具に方角を知るための道具
です。磁です 磁です。磁

じじ

石石石石
しゃくし くしゃく

の南北を指しの南北を指指しの南北を指し
示示示
しめめしめ

す性す性す性
せいせせい

質質質
しつししつ

が中国から伝わがが中国から伝伝わが中国から伝わ
り，ヨーロッパで実用化り ヨー ッパで実用用化り パで実用化， ッ 実用化
されました。されました。されました

2

1第 節 大
だ い

航
こ う

海
か い

によって結
む すむ す

び付
つつ

く世
せせ

界
か いか い ヨーロッパの国

くにくに

々
ぐにぐに

は，
なぜ世

せせ

界
かいかい

に進
しんしん

出
しゅつしゅつ

したの
だろうか。

第1節の問い
p.94~101

武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の展
てん

開
かい

と世界
かいかい

の動
うごうご

き近世第 章3
全
ぜんぜん

国
こくこく

を統
とう

一
いつ

する安
あんあん

定
ていてい

した政
せい

権
けん

を成
せいせい

立
りつりつ

させたものは何
なになに

か。章の問い

94
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学習
課題

ユーラシア大陸の広い範
はん

囲
い

を占
し

めるアジア州では，地形や気候に
どのような特色がみられるだろうか。アジア州の

自然環
かん

境
きょう1

5

10

　　　　　　　　　　　広大なアジアには，トルコから東のユーラ
シア大陸と，それを囲

かこ

む太
たい

平
へい

洋
よう

とインド洋に，

50 ほどの国々があります。大陸の中央には，ヒマラヤ山
さん

脈
みゃく

とチ
ベット高原からなる高地があり，そこから流れ出す黄

こう

河
が

や長
ちょう

江
こう

，メ
コン川，ガンジス川，インダス川などの河

か

川
せん

がつくった低地が周辺

に分
ぶん

布
ぷ

しています。これらの低地では，古くから農業が行われ，都

市が発
はっ

展
てん

してきました。

　日本は，ユーラシア大陸の東に沿
そ

って連なる島々の一部です。こ
れらの島々には火山が多く，地

じ

震
しん

もよく発生します。図1を見ると，

トルコからインドネシアまで，山脈や島々が帯のように連なってい
ることに気付きます。この帯の西側には，イラン高原やアラビア半

島などで砂
さ

漠
ばく

が見られる西アジアが，東側にはインドシナ半島と多

数の島々からなる東南アジアが広がっています。そして帯の北東側

には中国を中心とした東アジアが，南側にはインドを中心とした南

ユーラシア大陸に
広がるアジア

3

↓p.142

3

8　世界の面積・人口に占
し
めるアジア州の割

わり
合
あい

（2017年）〈Demographic Yearbook 2017〉
2

※ロシアはヨーロッパ州に含んでいます。

人口
75億5026万人

面積
1億3009万km2

アジア
59.8％

アフリカ
16.6

アジア
23.9％

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ヨーロッパ
17.0

北
ア
メ
リ
カ

南
ア
メ
リ
カ

7.79.8 5.6

アフリカ
22.8

北アメリカ
16.4

南アメ
リカ 
13.4

オセアニア 6.5

オセアニア 0.5

8　アジア州の地域区分3
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0 2000km 8　アジア州の自然1

小学校⃝歴史⃝公民との関連 世界の大陸と海洋（小），主な国の名称と位置（小）

1第 節 アジア州 ここに
二次元
コードが
入ります

アジア州における急速な経
けい
済
ざい
成長は，地域に

どのような影
えい
響
きょう
を与

あた
えているのだろうか。

第1節の問い
p.48～63

注目する地球的課題：都市・居
きょ

住
じゅう

問題

50

「節の問い」 
教科書p.94など

「節の問い」 
教科書p.50など

「節の問い」 
教科書p.127など

本資料 p.29-30

▶章（節）を通して得た知識および技能を生かして課題に取り組むことで，思考力・判断力・表現力を育み，深い学びにつなげられます。

深い学びに導く「章（節）の学習を振り返ろう」

「章の学習を振り返ろう」 
教科書p.146-147など

「節の学習を振り返ろう」 
教科書p.106-107など

「章の学習を振り返ろう」 
教科書p.155-156など

本資料 p.27-28

▶章（節）の「問い」を受けて，見開きで「学習課題」「確認しよう」「説明しよ
う」を設置し，毎時間で学習の到達点を確認できるようにしています。

毎時間の学習における「問い」
本文ページ
教科書p.100-101など

本文ページ
教科書p.132-133など

本文ページ
教科書p.141-142など

本資料 p.11-12，29-30

▶深い学びのカギとなる「見方・考え方」は，本文ページや章（節）末の
「学習を振り返ろう」など，さまざまな箇所で働かせることができます。

各所で働かせている「見方・考え方」
教科書
巻頭７,p.107など

教科書
p.12,147など

教科書
p.18-20,156など

本資料 p.7-8

▶小学校での既習事項を生かせるよう，問いの文章を工夫したり，小
学校の学習事項を提示したりしています。

小学校との関連を図る工夫
「小学校・歴史・
公民との関連」
教科書p.214など

「小学校・地理・
公民との関連」
教科書p.100など

「小学校・地理・
歴史との関連」
教科書p.55など

本資料 p.24

▶地理では災害の要因となる現象，歴史では災害の経験，公民では災
害に対する行動を扱い，防災意識を育めるようにしています。

防災意識を育む工夫
「日本のさまざまな
自然災害」
教科書p.148-149など

「未来に向けて」
教科書p.87,227など

「防災備蓄倉庫の新
設を考えてみよう」
教科書p.17など

▶地理では日本の領域の範囲，歴史では領土画定の経緯，公民では国として
の対応を扱い，我が国の領土について詳しく理解できるようにしています。

我が国の領土への理解を深める工夫
「日本の領域と
その特色」
教科書p.18-19など

「日本の領土画定と
近隣諸国」
教科書p.266-267など

「領土を巡る
取り組み」
教科書p.175-176など

本資料 p.24

▶地理では地域の事例，歴史では過去の経験，公民では自らが考える
課題として，SDGsについての理解が深まるようにしています。

SDGsへの意識を育む工夫
「地域の在り方を
考える」
教科書p.234など

「多面的・多角的に構
想する-未来に向けて」
教科書p.286-287など

「国際社会のより
よい発展」
教科書p.195-196など

本資料 p.33-34

▶小中高を通じて空間的な認識を高めるため，特に地図は豊富に掲載
しています。

地図の活用を促す工夫
「近畿地方」
教科書p.203など

「欧米諸国の
世界進出」
教科書p.156-157など

「沖縄からの距離」
教科書p.185など

歴史

歴史

歴史

歴史
地理

地理

地理

地理
公民

公民

公民

公民

歴史 地理 公民

歴史 地理 公民

歴史 地理 公民

歴史 地理 公民

歴史 地理 公民

歴史 地理 公民

❶ ３分野の関連を図った10のポイント
社会科３分野共通の特色

1

4

6

8

10

5

7

9

2

3

節の学習を
振り返ろう

　アメリカ合衆国を代表する写真1の街には，か
つてヨーロッパから多くの　　　　がやってきま
した。写真6のように，たくさんの人と物であふれ，�
　　　　の生活様式が浸

しん
透
とう
したアメリカ合衆国に

は，豊
ゆた
かな生活を求めて，写真2の国などから移

い

住
じゅう
してくる　　　　が増

ふ
えています。

㋐

㋑

㋒

第 4 節 北アメリカ州

キーワード 意味を説明できた語
ご
句
く
にチェックを入れよう。

□グレートプレーンズ
□プレーリー
□五

ご
大
だい
湖
こ

□ネイティブアメリカン
□移

い
民
みん

□奴
ど
隷
れい

□ヒスパニック
□適

てき
地
ち
適
てき
作
さく

□放
ほう
牧
ぼく

□アグリビジネス
□穀

こく
物
もつ
メジャー

□大
たい
量
りょう
生
せい
産
さん
方
ほう
式
しき

□先
せん
端
たん
技
ぎ
術
じゅつ
産
さん
業
ぎょう

□サンベルト
□シリコンバレー
□シェールガス

□車
くるま
社
しゃ
会
かい
化
か

□ショッピングセンター
□大

たい
量
りょう
生
せい
産
さん
・大

たい
量
りょう
消
しょう
費
ひ

□ファストフード
□多

た
国
こく
籍
せき
企
き
業
ぎょう

□地
ち
球
きゅう
温
おん
暖
だん
化
か

p.94 ～ 95 の写真に関連した
以下の文章を読んで，㋐～㋒に

あてはまる語
ご

句
く

を，キーワードから答えよう。

写真
を振り返ろう

8　白地図を使ったまとめ1

0 1000km

　ⓐ　山脈

　ⓒ　山脈

　ⓑ　川

　ⓓ　湖

A

A

B

C D

E

ⓓ 湖周辺の都市

・�デトロイトでは鉄
てっ
鋼
こう
を主な材

料とする ⑦ の生産が盛ん
・�カナダにはアメリカ合

がっ
衆
しゅう
国
こく
の

自動車や機械などの工場が進出

ニューヨーク（→p.98）
・�大都市の一つ
・�中国人街（ ⑧ ）
やイタリア人街な
どの移

い
民
みん
の街があ

る

大規
き

模
ぼ

な農業（→p.96,�100〜 101）
・� ① などの内陸部は，豊富な地下水を利
用した�かんがい農業がみられる

・�穀
こく
物
もつ
を扱

あつか
う ② は，世界の穀物の流通に

大きな影
えい
響
きょう
を与

あた
える

西
せい

経
けい

100度付近よりも西側の地域（→p.97,�100）
・�降
こう
水
すい
量の少ない地域で ③ が盛

さか
ん

④ （→p.103）
・�北
ほく
緯
い
37 度より南の先

せん
端
たん
技
ぎ
術
じゅつ
産
さん
業
ぎょう
が盛んな地域

・�サンフランシスコ郊
こう
外
がい
の ⑤ には ICT 関連企

業が集中

・� ⑥ とよばれるスペイン語を話す人々がアメリ
カ合

がっ
衆
しゅう
国
こく
へ移

い
住
じゅう

・�アメリカ合衆国から自動車や機械などの工場が
進出

C （→p.96,�98〜 99,�103）

（→ p.97，102〜 103）

  学んだことを確かめよう 

１．�A〜 Eにあてはまる国名を答えよう。
２．�ⓐ〜ⓓにあてはまる山

さん
脈
みゃく
名，河

か
川
せん
名，湖名を答えよう。

３．�①〜⑧にあてはまる語
ご
句
く
を，下のキーワードや教科書を振

ふ
り返りながら答えよう。

1 知識

北アメリカ州では，アメリカ合
がっ
衆
しゅう
国
こく
を中心に巨

きょ
大
だい
な産業が発

達した結果，地域にどのような影
えい
響
きょう
が生じているのだろうか。

第4節の問い
p.94～105

106

本資料 p.55

　  学んだ事を確
た し

かめよう 

１）  左の年表の 　　 ～　　 の空
くう

欄
らん

に入るものを，
下の語群の中から選んでみよう。

豊臣秀吉　徳川家康　朝
ちょう

鮮
せん

通
つう

信
しん

使
し

商品作物　五
ご

街
かい

道
どう

　浮
うき

世
よ

絵
え

　キリスト教
享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

　寛
かん

政
せい

の改革　打ちこわし

２） 下の地図の 　　 ～　　 の空欄に入るものを，
年表内の下線Ａ～Ｆから選んでみよう。

　　　　　 「次の場面を探
さが

してみよう！」で取り上
げた上の二つの場面と関わりの深い事

こと

柄
がら

を，年表から探し出して，○で囲
かこ

もう。

　　　　　 上の二つの場面は，百姓の成長を示
しめ

しているが，この変化があったと考
えられる年表の時期に，赤線を引こう。

　　　　　 百姓の様子は鎌倉時代(p.58～59)や室
町時代(p.80～81)では，どのように描

えが

かれているか，その場面を探してみよう。

1 知識

ア コ

あ か

作業１

作業２

作業３

・
南
蛮
文
化（

　
　
　

  

の
伝
来
、
活
版
印
刷
）

・
茶
の
湯（
わ
び
茶
）  

・
か
ぶ
き
踊
り

・
城（
天
守
、
大
広
間
、
屛
風
絵
）

主な出来事（政策） 文化 国際年
代
時
代

朝
鮮
中
国

 1543 鉄砲の伝来（　種子島）
   織田信長の台頭
  　（楽市・楽座）
 73 室町幕府の滅亡

 90 　　　　  が全国統一
 　 　  （検地・刀狩）
  文禄の役・慶長の役
 1600 　関ヶ原の戦い
 03 　　　　  による江戸幕府の成立
  �摩藩が琉球を征服
  　 （武家諸法度）
   幕藩体制の確立
 37 島原・天草一揆 ～ 38
  　 （　　　  禁止）
 69 シャクシャインの戦い
  徳川綱吉による政治
  　　（文治政治）
  　　　 ・航路の整備
  都市の繁栄
 1716  徳川吉宗による
  　  （新田開発）（倹約）
  　  （公事方御定書）
  　　　 の生産（綿花・紅花など）
  　　　 幕府や藩も生産を支援
  手工業から問屋制家内工業へ
  貨幣経済の広まり
   田沼意次の政治
  　 （商業重視）
 82 天明の飢きん ～87
  百姓一揆・
 87  松平定信による
  　 （農業重視）（倹約）
 1825 異国船打払令
 33 天保の飢きん ～36
 37 大塩平八郎の乱
 41  天保の改革

ア

ウ

エ

カ

キ

ケ
コ

イ

イ

オ

オ

B

A

朝
鮮

明

清

（計12回）

元
禄
文
化

桃
山
文
化

化
政
文
化

・
儒
学（
朱
子
学
）

　
・
和
算

・
俳
諧

　
・

　
　
　
　
・
装
飾
画

・
浮
世
草
子

　
・
人
形
浄
瑠
璃

・

　
　
　
　

 （
錦
絵
）

　
・
長
編
小
説

・
川
柳
、
狂
歌

　
・
俳
諧

・
歌
舞
伎

　
・
相
撲

　
・
落
語

　

・
蘭
学
の
発
展

・
寺
子
屋

　
の
増
加

・
国
学
の

　
発
展

南
蛮
貿
易

朱
印
船
貿
易

外
国
船
の
接
近

貿
易
統
制

長崎・　対馬
�摩・　松前

16

17

18

19

戦
国

室
町

安
土
桃
山

江
戸

ク

C D

E F か

え

い あ
北京
ペ キン

寧波
ニンポー

�覇
な　は

京都
江戸
え　ど

大阪

う

お

� ����km

タイムトラベル⑦
（安

あ
土
づち
桃
もも
山
やま
時代）p.102■イ

タイムトラベル⑧
（江

え
戸
ど
時代）p.123■ウ

章の学習を
振り返ろう

第３章（p.94 ～ 145）

武家政権の展開と世界の動き
全国を統一する安定した政権を成立させたものは何か。章の問い

タイムトラベルを眺
なが
め直そう！
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▶地図帳との関連付けにも配慮しています。

学習の前に
第2部1章

A B C

1

2

3

ア

イ

ウ

エ

私たちの暮
く

らしと憲
けん

法
ぽう

の関係を見てみよう

　「はるの市」では，市民がよりよい暮
く

らしを実
じつ

現
げん

できるよう，さまざまな取り組みが進められています。
次の場面はイラスト内のア～カのどれにあたるか，（　）に記号を入れてみよう。

①自分の主
しゅ

張
ちょう

を記したビラを配っています。（→p.43）	（　　　）	 ④段
だん

差
さ

を登れず困
こま

っている人がいます。（→p.48）	（　　　）
②保

ほ

育
いく

園で男
だん

性
せい

保育士
し

が働いています。（→p.45～46）	（　　　）	 ⑤税
ぜい

について相談している人がいます。（→p.54）	（　　　）
③盲

もう

導
どう

犬を連れて歩いている人がいます。（→p.48）	 （　　　）	 ⑥選挙に立
りっ

候
こう

補
ほ

している人がいます。（→p.53）	 （　　　）

やってみよう
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D E F

カ

オ

　小学校で学習したよう
に，私たちの暮

く
らしのさ

まざまなきまりの大もと
が日本国憲法です。日本
国憲法には三つの原理
（「国民主

しゅ
権
けん
」「平和主

しゅ
義
ぎ
」

「基
き
本
ほん
的人

じん
権
けん
の尊

そん
重
ちょう
」）が

あり，私たちの暮らしは
憲法に支

ささ
えられて成り

立っています。

小学校との関連　憲
けん

法
ぽ う

と私
わたし

たちの生活

81日本国憲
けん
法
ぽう
の三つの原理

第 2部１章を見通そう
　日本国憲

けん

法
ぽう

では，基
き

本
ほん

的人
じん

権
けん

（人権）について，
多くの条

じょう

文
ぶん

を設
もう

けています。イラストの例のよ
うに，自分の意見を自由に表現することや，選
挙に立

りっ

候
こう

補
ほ

することなど，私
わたし

たちが当たり前と
思うことでも，憲法により人権として保

ほ

障
しょう

され
ています。そして，国や地方公共団

だん

体
たい

は具体的
に人権が保障されるよう，取り組んでいます。
　第 2部 1章では，現

げん

代
だい

社会の政
せい

治
じ

を成り立た
せている基本的な考え方や，それらを日本国憲
法はどう反

はん

映
えい

しているかを学習してみよう。

国民主
しゅ
権
けん

国民が国の政
せい
治
じ
の在

あ
り方を決める

平和主
しゅ
義
ぎ

戦争を放
ほう
棄
き
し，戦力を持たない

基
き
本
ほん
的人
じん
権
けん
の尊

そん
重
ちょう

人であるという理由だけで持つべき権
けん
利
り

28

027-028 学習の前に-政治.indd   28 2020/03/23   18:44

5

10

15

私
わたし

たちの身のまわりには，さまざまな商品（モ
ノやサービス）があふれています。これらを生産

している組
そ

織
しき

や個
こ

人
じん

を，企
き

業
ぎょう

（生産者）とよびます。生産には労働が
必要なことから，企業は人々に働く場（雇

こ

用
よう

）を提
てい

供
きょう

しています。
企業は，新たな商品の開発・生産や，技

ぎ

術
じゅつ

の開発などといった技
ぎ

術
じゅつ

革
かく

新
しん

（イノベーション）にも取り組んでいます。近年ではインター
ネットが普

ふ

及
きゅう

したことで，買い物やコミュニケーションが便利にな
りました。技術革新は，企業が果たす重要な役

やく

割
わり

であり，社会の発
はっ

展
てん

にもつながるのです。
私たちは，消

しょう

費
ひ

者として企業が生産した商品を
購
こう

入
にゅう

するとともに，多くの人が企業で働いて，そ
れらの生産に関わりつつ給

きゅう

与
よ

を得
え

ています。こうして私たち消費者
は，企業と「分業と交

こう

換
かん

」を行っているといえます。
そして，企業どうしの間でも「分業と交換」が行われています。
例えば，自動車を造

つく

る企業であれば，必要な部品はその生産を専
せん

門
もん

とする企業から購入して，みずからは部品を組み立て，自動車を造
ることに特化する方が効

こう

率
りつ

的です。これにより，消費者はよりよい

企業とは何か
↓p.109

，1 2

解説，1

↓p.3

私たちと企業 ↓p.110

↓p.117

↓p.109 ↓p.110

学習
課題

企
き
業
ぎょう
は経
けい
済
ざい
活動においてどのような役

やく
割
わり
を果たし，どのような目

的で活動しているのだろうか。

資料活用 …電気自動車が普
ふ
及
きゅう
す

れば，社会にどのような変化が
起こるのだろうか。

4 電気自動車（神奈川県横浜市）1

政府

銀行

企業家計
き ぎょう

せい ふ

解 説 技
ぎ
術
じゅつ
革
かく
新
しん
（イノベーション）

新たな商品の開発・生産や，技術の開発（技
術革新）のほかにも，生産方法の導

どう
入
にゅう
や市場の

開
かい
拓
たく
，仕入れ先の獲

かく
得
とく
，組織の構

こう
築
ちく
などを新た

に行うことが含
ふく
まれます。

1 企
き

業
ぎょう

と会社はほぼ同じ意味で使われますが，
企業には，家族で経

けい

営
えい

している農家や個
こ

人
じん

で経
営している商店なども含まれる（→ p.129）ので，
より広い範

はん

囲
い

を指します。

82この節で学習する経
けい
済
ざい
主体

私
わたし

たちの
生活と企業1

小学校⃝地理⃝歴史との関連 生産（小），販売（小）

普
ふ
及
きゅう
が進む電気自動車

（神奈川県横浜市）
電気自動車は走行中に二

に
酸
さん
化
か
炭
たん

素
そ
を排
はい
出
しゅつ
しないため，環

かん
境
きょう
に優
やさ
し

いことで注目されています。
近年，電気自動車の販

はん
売
ばい
台数は

急速に増
ぞう
加
か
しています。2017 年

には全世界での販売台数が 100
万台を超

こ
えました。

3第 節 企
き

業
ぎょう

と経
け い

済
ざ い 経

けい
済
ざい
活動を活発にしていくために，企

き

業
ぎょう
はどのような役

やく
割
わり
や責
せき
任
にん
を果たすべ

きなのだろうか。

第3節の問い
p.127~142

127
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章の学習を
振り返ろう

第３部１章 （p.109 ～ 154）

市場経
け い

済
ざ い

  学んだことを確
た し

かめよう 

A　次の問いに答えよう。
①　多くの人が異

こと
なる役

やく
割
わり
を分
ぶん
担
たん
しながら商品を作り上げていくことを何といいますか。

②　人間の限
かぎ
りない欲

よっ
求
きゅう
に対して，資

し
源
げん
が不足した状

じょう
態
たい
にあることを漢字3文字で何といいますか。

③　市場価
か
格
かく
の変化を通じて消

しょう
費
ひ
量と生産量が決められていく経

けい
済
ざい
を何といいますか。

④　所
しょ
得
とく
の一部を現

げん
在
ざい
の消費に使わずに，将

しょう
来
らい
の消費に備

そな
えてお金をためておくことを何といいま

すか。
⑤　工場や産地で生産された商品を購

こう
入
にゅう
するまでの流れを何といいますか。

⑥　契
けい
約
やく
が，原

げん
則
そく
として当事者どうしの自由な意思で行えることを何といいますか。

⑦　売り上げから費
ひ
用
よう
を差し引いたもので，企

き
業
ぎょう
がなるべく多く得

え
ることを目的としているもの　

を漢字 2文字で何といいますか。
⑧　新たな技

ぎ
術
じゅつ
やビジネスモデルで挑

ちょう
戦
せん
する企業を何といいますか。

⑨　金
きん
融
ゆう
機関からの借り入れで資

し
金
きん
を集めるしくみを漢字 4文字で何といいますか。

⑩　企業の健全な競争を保
たも
つために，1947年に制

せい
定
てい
された法

ほう
律
りつ
を何といいますか。

⑪　労働条
じょう
件
けん
の最低基

き
準
じゅん
を定めている法律を何といいますか。

⑫　仕事と生活の調和を図
はか
ることをかたかなで何といいますか。

⑬　従
じゅう
業
ぎょう
員
いん
や市場，国

こく
際
さい
社会への責

せき
任
にん
など，企業に求められるものを漢字 5文字で何といいますか。

⑭　物
ぶっ
価
か
が上がり続ける現

げん
象
しょう
を何といいますか。

⑮　日本銀行が物価の変動を抑
おさ
え，景気の変動を安定化させるために行う政

せい
策
さく
を何といいますか。　

⑯　外国の通貨（外貨）に対し円の価
か
値
ち
が高くなることを何といいますか。

⑰　さまざまな経済活動がネットを通じて提
てい
供
きょう
されていく現象を何といいますか。

B　 右のグラフはりんごの需
じゅ

要
よう

曲線と供
きょう

給
きゅう

曲線を示
しめ

したもので
す。このとき，りんごの価

か
格
かく

の決まり方について考えてみよう。
　下の文章を読んで，（　　）内の選

せん
択
たく
肢
し
のうち正しいものに○を

付けてみよう。
　現

げん
在
ざい
，りんごの市場価格は 1個

こ
50円です。このとき，りんご

は供給量よりも需要量のほうが（多い，少ない）ので（売り切れる，
売れ残る）可

か
能
のう
性
せい
があります。すると，価格は上がっていき，企

き

業
ぎょう
は供給量を（減

へ
ら，増

ふ
や）そうとし，消費者は需要量を（減ら，

増や）そうとします。そのため，価格は徐
じょ
々
じょ
に（100円，200円）

に近づきます。

1 知識

（①　　　　　　　　）
（②　　　　　　　　）
（③　　　　　　　　）
（④　　　　　　　　）

（⑤　　　　　　　　）
（⑥　　　　　　　　）
（⑦　　　　　　　　）

（⑧　　　　　　　　）
（⑨　　　　　　　　）
（⑩　　　　　　　　）
（⑪　　　　　　　　）
（⑫　　　　　　　　）
（⑬　　　　　　　　）
（⑭　　　　　　　　）
（⑮　　　　　　　　）
（⑯　　　　　　　　）
（⑰　　　　　　　　）

「学習の前に」
を振り返ろう

①　イラストの中から，お金が使われている場面を探
さが
して，それをモノを購

こう
入
にゅう
しているのか，それともサービスを購入

しているのかで分類してみよう。
②　あなたがパン屋「春の小麦」の経

けい
営
えい
者になったと想定してみよう。コンビニエンスストアで売られているパンとの

競争に打ち勝つためには，どうしたらよいのだろうか。

p.107～108 のイラストを振
ふ

り返ってみよう。

円

200

100
50

60 90 120 個

供給（曲線）需要（曲線）

こ

きょうきゅうじゅよう

私
わたし

たちの社会を豊
ゆた

かにするためには，経
けい

済
ざい

にはどのような働きが求められるのだろうか。章の問い
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1
「タイムトラベル」
コンテンツ
▶�「タイムトラベル」に二次
元コードからアクセスで
きます。（12件）

2

4
学習を振り返ろう「知識」
▶�「章の学習を振り返ろう」の知識部分の解
答を確認できます。（6件）

5
NHK for School（動画）
▶�学習内容に関連したコンパクトな動画を
収録しています。（107件）

3

歴史的分野
「二次元コード」掲載ページ一覧

類 内容 教科書のページ コンテンツ
数

１ 「タイムトラベル」
コンテンツ

p.24，34，48，58，
80，102，122，168，
218，242，256

12

２ 「タイムトラベル年表」
コンテンツ p.13 1

３ 「巻物年表」コンテンツ 折込１ 1

４ 学習を振り返ろう
「知識」

p.56，92，146，
208，254，284 6

５ NHK for School
（動画）

p.14，60，94，148，
210，258 107

1

2

3

4

4

読み込むと…

▶タブレットなどでの学習や，自習用で有効に活
用できます。

▶各ページのタイトルわきの二次元コードからも
各コンテンツにアクセスできます。

ポイント

5

10

学習
課題

人
じんじん

類
るいるい

は，進
しんしん

化
かか

の過
か

程
てい

で，どのように生
せいせい

活
かつかつ

を変
へんへん

化
かか

させてきたのだろ
うか。人

じんじん

類
るいるい

が
たどった進

しんしん

化
かか1

　　人
じん

類
るい

は猿
さる

と共
きょう

通
つう

の祖
そ

先
せん

から進
しん

化
か

しました。人
じん

類
るい

の
祖
そ

先
せん

が地
ち

上
じょう

を２本
ほん

の足
あし

で立
た

って歩
ある

くようになると，
脳
のう

が発
はっ

達
たつ

し，手
て

（前
まえ

足
あし

）を使
つか

って，石
いし

などを道
どう

具
ぐ

として使
つか

うようにな
りました。これが人

じん

類
るい

の始
はじ

まりで，約
やく

700万
まん

年
ねん

前
まえ

にアフリカで起
お

こったことと考
かんが

えられています。この最
さい

古
こ

の人
じん

類
るい

を猿
えん

人
じん

といいます。
　　地

ち

球
きゅう

は約
やく

260万
まん

年
ねん

前
まえ

から氷
ひょう

河
が

時
じ

代
だい

に入
はい

り，寒
さむ

い
時
じ

期
き

（氷
ひょう

期
き

）と暖
あたた

かな時
じ

期
き

（間
かん

氷
ぴょう

期
き

）を繰
く

り返
かえ

しまし
た。人

じん

類
るい

はこの厳
きび

しい時
じ

期
き

を生
い

き抜
ぬ

くなかで，暖
だん

を取
と

り，狩
か

りや漁
りょう

，

採
さい

集
しゅう

によって手
て

に入
い

れた食
た

べ物
もの

を加
か

工
こう

するため，火
ひ

を使
つか

うようにな
りました。また仲

なか

間
ま

どうしで意
い

思
し

を伝
つた

え合
あ

うため，言
こと

葉
ば

を発
はっ

達
たつ

させ
ました。この時

じ

期
き

の人
じん

類
るい

を原
げん

人
じん

といいます。さらに，原
げん

人
じん

は石
いし

を打
う

ち砕
くだ

いた打
だ

製
せい

石
せっ

器
き

を作
つく

り始
はじ

めました（旧
きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

）。

20万
まん

年
ねん

前
まえ

に誕
たん

生
じょう

し，現
げん

代
だい

人
じん

に直
ちょく

接
せつ

つながる人
じん

類
るい

は新
しん

人
じん

といいます。

人
じんじん

類
るいるい

の誕
たん

生
じょう

2

環
かん

境
きょう

の変
へんへん

化
かか

と
人
じんじん

類
るいるい

小学校●地理●公民との関連 狩りや漁（小）

1 古い時代の骨や道具，建物の跡などを発
はっ

掘
くつ

して研究することを考
こう

古
こ

学
がく

といいます。考古学
では遺

い

物
ぶつ

の形式や出土した地層，科学的な分
ぶん

析
せき

法などにより，出土した遺物の年代を明らかに
していきます。

83打
だ

製
せい

石
せっ

器
き

　木を割
わ

ることや，やりの先に付
けて狩

しゅ

猟
りょう

したり，捕
と

らえた動物の肉を切ったり
したと考えられています。〈左 金取遺跡出土 岩手
県遠野市 遠野市教育委員会蔵〉

約
16
㎝

使い方（想像図）

8 約1万5000年前に約 万500 年年前に約1万5000年前に約 万 年前 新新新新
しんし

人人人
じんじ

が描が描描が描
えがえが

いたいたいた壁壁壁
へきへ

画画画
がが
〈フラン〈フラン〈フランススス

ラスコーの洞穴壁画〉ラスコーの洞穴壁画ラスコーの洞穴壁画〉

1

世界
遺産

6 人類の進化人人類の進化人類の進化2

新人
平均1300～
　　1600mL （約20万年前～）（約（約（約（約（約（約（約（約（約（約（約（（（（（（（（（（（（（（（（（（

原人
平均600～
　　1200mL （約240万年前～）

猿人
えんじん

平均300～
　　550mL

容積ののののののの脳のの容積脳のの容積容積

700万年前 200万年前 20万年前 1万年前

・直立歩行をする
・道具を使う

このころから
始まったこと
ちょくりつ ほ こう

のうう ようせき

・火・言葉を使う
・打製石器を使う

だ せいせっ き
・磨製石器を使う
・土器を使う

ま せい

ど　き

どのような人々が
この絵を描

えが

いたのかな。

0第 節 ○○○○○○○○ 第2節の問い
p.000~020

QR
コード

第 節

●●

第 章
章の問い

1 人
じ んじ ん

類
る いる い

の登
と うと う

場
じょうじょう

から文
ぶ んぶ ん

明
め いめ い

の発
は っは っ

生
せ いせ い

へ 世
せせ

界
かいかい

各
かくかく

地
ちち

の文
ぶんぶん

明
めいめい

は，どのように成
せいせい

立
りつりつ

し，
発
はっ

展
てん

したのだろうか。
第1節の問い
p.14~23

古
ここ

代
だいだい

の国
くにくに

が成
せいせい

立
りつりつ

するために重
じゅう

要
よう

なことは何
なになに

か。
古
ここここ

代
だいだいだいだい

国
こっこっ

家
かか

の成
せいせい

立
りつりつ

と東
ひがしひがし

アジア古代1

14
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5

10

15

明・清への船

薩摩藩の船

琉球の船

①那
な

覇
は

港のにぎわい　那覇港は，明
みん

・清
しん

への船や，薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の船，琉
りゅう

球
きゅう

の船

でにぎわっていました。〈『琉球交易港図屛風』 浦添市美術館蔵〉

国際 琉
りゅう

球
きゅう

からの
使節

　　　　　　　薩
さつ

摩
ま

藩
はん

（鹿児島）は，明
みん

との貿易で栄えていた

琉球王国を 1609 年に征
せい

服
ふく

し，検
けん

地
ち

を行って百
ひゃく

姓
しょう

から年
ねん

貢
ぐ

を取り立てるなど，きびしく監
かん

督
とく

しました。

　琉球は，明の文化や産物，海外情報などを積極的に取り入

れていました。それらは幕
ばく

府
ふ

や薩摩藩にとっても貴
き

重
ちょう

であっ

たため，明のあとにできた清
しん

との貿易も，幕府や薩摩藩の管

理のもとで続けることが認
みと

められました。琉球からは馬，硫
い

黄
おう

，昆
こん

布
ぶ

・ふかひれ・なまこなどの海産物が輸出され，絹織

物・医薬品・茶・陶
とう

磁
じ

器
き

が輸入されました。また，琉球特産

の黒砂糖，漢方薬・染
せん

料
りょう

に使われるウコンがさかんにつくら

れ，琉球はそれらを薩摩藩の商人を通じて大阪で売って，得

た利益で中国との貿易に必要な資金をまかなっていました。

　琉球からは，将
しょう

軍
ぐん

がかわるごとに慶
けい

賀
が

使
し

とよばれる就
しゅう

任
にん

祝

いの使節と，琉球王がかわるごとに謝
しゃ

恩
おん

使
し

とよばれる感謝の

使節が江
え

戸
ど

に派
は

遣
けん

されました。薩摩藩は，これらの使節の行

列を中国風に仕立てて行進させ，幕府と薩摩藩の権
けん

威
い

が遠く

琉球まで及んでいることを国内の人々に印象づけました。

琉
りゅう

球
きゅう

王国とアイヌの人々への支配4
琉球への
窓口

→ p.64

①

→ p.66

→ p.106

→ p.117

②

　琉球の使節団は，約
100 名からなり，江

え

戸
ど

へ
の道中は中国風の衣

い

装
しょう

を着
たり，音楽を演

えん

奏
そう

したりし
ました。江戸までの往復の
費用は重い負

ふ

担
たん

でしたが，
使節の派

は

遣
けん

によって王国と
しての地位を保てたので，
必要な外交儀

ぎ

礼
れい

でした。

②琉
りゅう

球
きゅう

からの謝
しゃ

恩
おん

使
し

さまざまな船がいる
のはどうしてかな。

　　　琉
りゅう

球
きゅう

王国や蝦
え

夷
ぞ

地
ち

ではど

のような政
せい

策
さく

や交易が行われて

いたでしょうか。

〈『琉球中山王両使者登城行列』〉
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小学校●地理●公民との関連 松前藩（小），アイヌの人々（小・地・公），シャクシャイン（小）
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　　薩
さつ

摩
ま

藩
はん

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

）は，明
みん

との貿
ぼう

易
えき

で栄
さか

えていた琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

（沖
おき

縄
なわ

県
けん

）を1609年
ねん

に支
し

配
はい

し，検
けん

地
ち

を行
おこな

って百
ひゃく

姓
しょう

から年
ねん

貢
ぐ

米
まい

や布
ぬの

などを取
と

り立
た

てるなど，厳
きび

しく監
かん

督
とく

しました。
　琉

りゅう

球
きゅう

は，明
みん

に朝
ちょう

貢
こう

し，明
みん

の文
ぶん

化
か

や産
さん

物
ぶつ

，海
かい

外
がい

情
じょう

報
ほう

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り
入
い

れていました。それらは幕
ばく

府
ふ

や薩
さつ

摩
ま

藩
はん

にとっても貴
き

重
ちょう

であったた
め，明

みん

の後
あと

に出
で

来
き

た清
しん

とも，幕
ばく

府
ふ

や薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の管
かん

理
り

の下
もと

で朝
ちょう

貢
こう

を続
つづ

け
ることが認

みと

められました。琉
りゅう

球
きゅう

から中
ちゅう

国
ごく

へは，薩
さつ

摩
ま

藩
はん

を通
とお

して入
にゅう

手
しゅ

した日
にっ

本
ぽん

や蝦
え

夷
ぞ

地
ち

の馬
うま

，硫
い

黄
おう

，昆
こん

布
ぶ

・ふかひれ・なまこなどの海
かい

産
さん

物
ぶつ

が輸
ゆ

出
しゅつ

され，中
ちゅう

国
ごく

から琉
りゅう

球
きゅう

へは，絹
きぬ

織
おり

物
もの

・医
い

薬
やく

品
ひん

・茶
ちゃ

・陶
とう

磁
じ

器
き

が
輸
ゆ

入
にゅう

されました。また，琉
りゅう

球
きゅう

特
とく

産
さん

の黒
くろ

砂
ざ

糖
とう

，漢
かん

方
ぽう

薬
やく

・染
せん

料
りょう

に使
つか

われ
るウコンが盛

さか

んに作
つく

られ，琉
りゅう

球
きゅう

はそれらを薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の商
しょう

人
にん

を通
つう

じて大
おお

阪
さか

で売
う

り，そこで得
え

た利
り

益
えき

を中
ちゅう

国
ごく

との貿
ぼう

易
えき

資
し

金
きん

にしました。
　琉

りゅう

球
きゅう

からは，将
しょう

軍
ぐん

が代
か

わるごとに慶
けい

賀
が

使
し

とよばれる就
しゅう

任
にん

祝
いわ

いの使
し

節
せつ

と，琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

が代
か

わるごとに謝
しゃ

恩
おん

使
し

とよばれる感
かん

謝
しゃ

の使
し

節
せつ

が江
え

戸
ど

に
派
は

遣
けん

されました。薩
さつ

摩
ま

藩
はん

は，これらの使
し

節
せつ

の行
ぎょう

列
れつ

を中
ちゅう

国
ごく

風
ふう

に仕
し

立
た

て
て行

こう

進
しん

させ，幕
ばく

府
ふ

と薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の権
けん

威
い

が遠
とお

く琉
りゅう

球
きゅう

まで及
およ

んでいることを
国
こく

内
ない

の人
ひと

々
びと

に印
いん

象
しょう

づけました。

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

への
窓
まど

口
ぐち →p.76

→p.78，1

史料

→p.19

→p.120
で

→p.117

→p.130

→p.131
ゆゆ に う

→p.131

2

学習
課題

琉
りゅうりゅう

球
きゅうきゅう

王
おうおう

国
こくこく

とアイヌの人
ひとひと

々
びびとびと

は，薩
さつ

摩
ま

藩
はん

や松
まつ

前
まえ

藩
はんはん

とどのような関
かんかん

係
けいけい

に
あっただろうか。琉

りゅう

球
きゅう

王
おうおう

国
こくこく

とアイヌ
の人

ひとひと

々
びとびと

への支
し

配
はい4

那
な

覇
は

港に
さまざまな 
地域からの 
船がいるのは 
どうして
かな。

薩
さつ

摩
ま

藩
はん

が琉
りゅう

球
きゅう

に
出した決まり

82琉
りゅう

球
きゅう

からの謝
しゃ

恩
おん

使
し

　琉球の使節団は，約
100名から成り，江

え

戸
ど

への道中では中国風の衣
い

装
しょう

を着たり，音楽を演
えん

奏
そう

したりしました。江戸
までの往

おう

復
ふく

の費用は重い負
ふ

担
たん

でしたが，使節の
派
は

遣
けん

によって王国としての地位を保
たも

てたので，
琉球王国にとって重要な外交儀

ぎ

礼
れい

でした。慶
けい

賀
が

使
し

と合わせると，江戸時代を通して計18回派
遣されました。〈『琉球中山王両使者登城行列』 国立
公文書館蔵〉

8 那那那
なな

覇覇覇覇
はは

港のにぎわい港のにぎわい港のにぎわい 那覇港は，那覇港は，那覇港は 明明明明
みんみんみん

・清清・清
しんんしん

への船や，への船やへの船や 薩薩薩
さつつさつ

摩摩摩
ままま

藩藩藩
はんははん

の船，琉の船，琉の船 琉
りゅううりゅう

球球球
きゅううきゅう

の船でにぎわっていました。の船でにぎわっていま たの船でにぎわっていました
〈『琉球貿易図屛風』 滋賀大学経済学部附属史料館蔵〉〈 琉球貿易図屛風 滋賀大学経済学部附属史料館蔵〈『琉球貿易図屛風』 滋賀大学経済学部附属史料館蔵〉
1

中国への進
しん

貢
こう

船
せん

薩
さつ

摩
ま

の船

琉
りゅう

球
きゅう

の船
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④学級活動の時間（1948年ごろ）
　　〈朝日新聞社提供〉

⑥初めての女性国会議員　1945
年，女性の選挙権が認

みと

められ，翌年

に39人の女性国会議員が誕
たん

生
じょう

しま

した。しかし，地方の議会では女性

が当選するのは難
むずか

しいことでした。

 ⑤戦時中の教科書（右上）と
戦後の墨

すみ

ぬり教科書（右下）

今との
つながり 教育基本法と教育の民主化

　　　　　　　　　日本の民主化のなかで，最も大きな問題

は憲法の改正でした。総司令部の指示で，

日本政府は新しい憲法の制定に着手しました。政府原案がで

きましたが，その案では民主化が徹
てっ

底
てい

されていないと判断し

た総司令部は，みずからつくった草
そう

案
あん

を日本政府に示し，修

正をうながしました。新しい政府案は，議会の審
しん

議
ぎ

を経て，

1946 年 11 月３日に日本国憲法として公布され，1947 年５

月３日から施
し

行
こう

されました。

　日本国憲法は，三つの点で，新しい時代に対する当時の国

民の期待がもりこまれていました。①主権は国民にあること

（国民主権），②戦争をふたたび起こさないこと（平和主義），

③基本的人権を尊
そん

重
ちょう

すること（個人の尊
そん

厳
げん

）です。この憲法に

もとづき，地方自
じ

治
ち

法
ほう

が施行され，これまで政府に任命され

ていた都道府県知事が，住民の直接選挙で選ばれるようにな

りました。また，教育基本法が制定され，教育の機会均等や

男女共学，個性の尊重を目標とする教育がめざされました。

これにともない，教
きょう

育
いく

勅
ちょく

語
ご

は失
しっ

効
こう

しました。

　日本国憲法では男女の同権や結婚の自由が定められ，結婚

は本人どうしの合意によるものとなりました。また，民法も

改正され，夫と妻は法律上，同じ権利をもつとされました。

新憲法の制定

1

コラム

→ p.166

→ p.167

　日本国憲法における三つの

大原則を，本文から探してみま

しょう。

　戦後の改革を一つ選び，日

本・中国・アメリカ，それぞれ

の記者になって，新聞の見出し

文を考えてみましょう。

チェック&トライ

1　こうした過
か

程
てい

から日本国憲法

は「総司令部のおしつけ」といわれ

ることもありますが，総司令部は，

政党や民間の学者らによって独自

につくられた憲法草案も参考にし

ました。

　戦後の新しい教育制度のもとで
は，小学校 6年間，中学校 3年
間となり（6・3制），この 9年間
が義務教育となりました。軍国主
義教育は禁止され，修

しゅう

身
しん

の科目が
廃止となり，新たに社会科と家庭
科が設けられました。また，学級
内の問題を生徒が自主的に解決す
るために学級活動（ホームルー
ム）の時間も設けられるなど，教
育の民主化がはかられました。ま
た，アメリカの食料支

し

援
えん

を受けて，
小学校での給食が始まりました。
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10

15

この時期に進
しん

展
てん

した日本の民主
化政

せい
策
さく

を，本文から書き出して
みよう。

戦後の日本では，どのような国
づくりが目指されたのか，日本
国憲法に盛

も
り込

こ
まれた人々の期

待を踏
ふ

まえて，説明してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

体
たい

などの憲法草案も参考にしながら，みずから草案を作って日本政
府に示

しめ

し，修
しゅう

正
せい

を促
うなが

しました。新しい政府案は，議会の審
しん

議
ぎ

を経
へ

て，
1946年11月３日に日

に

本
ほん

国
こく

憲
けん

法
ぽう

として公
こう

布
ふ

され，1947年５月３日か
ら施

し

行
こう

されました。
　日本国憲法は，三つの点で，新しい時代に対する当時の国民の期
待が盛

も

り込
こ

まれていました。①主
しゅ

権
けん

は国民にあること（国
こく

民
みん

主
しゅ

権
けん

），

②戦争を再
ふたた

び起こさないこと（平
へい

和
わ

主
しゅ

義
ぎ

），③基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

を尊
そん

重
ちょう

する
こと（個

こ

人
じん

の尊
そん

厳
げん

）です。また，天
てん

皇
のう

はこれまでの主権者という立場

から，新たに日本国および国民統
とう

合
ごう

の象
しょう

徴
ちょう

とされました（象徴天皇
制）。

　　　　　　　　　　この憲法に基
もと

づき，地方自治法が施行され，

これまで政府に任
にん

命
めい

されていた都道府県知事や
市町村長が，住民の直

ちょく

接
せつ

選挙で選ばれるようになりました。また，
日本国憲法では男女の同

どう

権
けん

や結
けっ

婚
こん

の自由が定められ，結婚は本人ど
うしの合意によるものとなり，これを受けて民

みん

法
ぽう

も改正され，夫と
妻
つま

は法律上，同じ権
けん

利
り

を持つとされました。さらに，1947年には
民主教育の基本的な考え方を示した教

きょう

育
いく

基
き

本
ほん

法
ほう

が定められ，それに
伴
ともな

い，教育勅
ちょく

語
ご

は失
しっ

効
こう

しました。

12

史料

憲法に合わせた
新しい法

ほう

律
りつ

↓p.187

↓p.186 456

87初めての女
じょ
性
せい
国会議員　1945年，女性

の選挙権
けん

や参
さん

政
せい

権が認
みと

められ，翌
よく

年
とし

に39人
の女性国会議員が誕

たん
生
じょう

しました。しかし，
地方の議会では女性が当選するのは難

むずか
しい

ことでした。　　　　　　現在の女性国会
議員の人数を調べてみよう。

資料活用

教育基
き
本
ほん
法と教育の民主化歴史

プラス

　戦後の新しい教育制
せい

度
ど

の下
もと

では，男女共学や教育の機会均
きん

等
とう

などが定められました。
また，小学校６年間，中学校３年間（６・３制），高等学校３年間，大学４年間となり，
小・中学校の９年間が義

ぎ
務
む

教育となりました。軍国主
しゅ

義
ぎ

教育は禁
きん

止
し

され，修
しゅう

身
しん

の科
目が廃

はい
止
し

となり，新たに社会科と家庭科が設
もう

けられました。また，学級内の問題を生
徒が自主的に解

かい
決
けつ

するために学級会（ホームルーム）の時間も設けられるなど，教育の
民主化が図

はか
られました。さらに，アメリカ合

がっ
衆
しゅう

国
こく

の食料支
し

援
えん

を受けて，小学校での
給食が始まりました。

8　戦時中の教科書（上）と戦後の墨
すみ
塗
ぬ
り

教科書（下）　戦後になり，教科書は，墨
を塗ったり，ページを破

やぶ
いたりして使い

ました。

6

8　給食の始まり（1947年 大阪市）4
6　男女共学の学級会の時間（1948年 東京都北

きた
区）5
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すべての生徒にとって見やすくわかりやすい表現にしています。

▶新しく教科書専用の用紙を開発し，１
ページあたりの紙の重さが現行版よりも
約５％軽くなっています。増ページによ
る重さの負担を最小限に抑えています。

▶３年間の使用にも耐えられる堅牢な製本
仕様にしています。

軽さと丈夫さを求めた新用紙

サポート

デジタル

 現行版 
の紙

 新版 
の紙

約5%軽量化
１ページあたり換算で

▶すべての生徒にとっ
てグラフや資料が読
み取りやすいよう，
色覚特性をもつ人が
同じように見えてし
まう色を隣どうしに
配置することを避け
たり，境界線を黒で
はっきりと書いたり
しています。

▶どこまでが同一の資
料であるのかがわか
りやすいよう，図の
周囲をグレーで囲ん
でいます。上の図の
場合，二つの帯グラ
フがまとまってーつ
の資料を構成するこ
とがわかります。ま
た，引き出し線の起
点を明確にするた
め，黒点で表現して
います。

▶誤読を防ぎ，すべての生徒にとって読みやすくなるよう，見
開きタイトル，本文，図版タイトルなどにはユニバーサルデ
ザインフォント（UDフォント）を使用しています。

▶現在学習しているのがどの章なのか一目でわかる
よう，学習単元の章ごとに色を統一しています。

▶紙面の右端には年表インデックスを設け，学習し
ている時代に章の色を示しています。

▶レイアウトの違いによる生徒の混乱を防ぐため，導入資料や学習課題，
振り返りの設問を各ページの同じ場所に配置し，見開きのレイアウト
を原則統一しています。

▶「見通し・振り返り学習活動」がしやすいよう，「導入資料，学習課題（見
通し）➡本文➡確認しよう，説明しよう（振り返り）」で見開きの展開を
統一しています。

p.2443 日本の資源の輸入先 ※色覚特性のD型とP型は，特性のなかでも代表的なものです。上の図は，それらの色覚特
性をもつ人の色の見え方をシミユレーションしたものです。

カラーユニバーサルデザイン
に配慮した図 D型色覚※の人の見え方 P型色覚の人の見え方

非UDフォント

UDフォント

非UDフォント

UDフォント

カラーユニバーサルデザインに配慮した見やすくわかりやすい色調1

特別支援教育等に配慮した表現2

読みやすく誤読を防ぐ文字3 学習単元がわかる工夫4

学習が進めやすい工夫5●文字の細い部分を太くして，見えやすくする。
●紛らわしい画線をやめ，シンプルなデザインにする。
●濁点部分のすきまを十分確保して視認性を高める。	  

特に濁点のある ふりがな が読みやすくなっています。

●文字と線が判別しやすい。	
特に数字の「9」と「6」の区別や，数字の「3」とアルファベットの

「S」などの区別がしやすくなっています。
詳しくは本資料 p.27-28

デジタル教科書の詳しい説明はp.47-48

▶中学校用教科書の拡大教科書を発行していま
す。文字や資料を大きく目立たせ，レイアウト
を見やすく改善しています。

『拡大教科書』 （無償給与対象）

▶デジタル教科書においても，特別支援教育に配慮した機能を搭載しています。
『デジタル教科書』 （有料）

日本視覚障害社会科教育研究会編集，帝国書院発行

▶記載内容を大幅に精選し，文字の置き方
や大きさ，色づかいなど，見やすくなる
よう工夫されています。

『みんなの地図帳』 
～見やすい・使いやすい～ （有料）

特別支援教育のための教科書と地図帳

❸ 特別支援教育・インクルーシブ教育への配慮
社会科３分野共通の特色

小学校●地理●公民との関連 第二次世界大戦（小）

5

10

15

ヒトラーを指
し

導
どう

者
しゃ

とするドイツは領
りょう

土
ど

の拡
かく

大
だい

を進
すす

め，オーストリアやチェコスロバキア
の一

いち

部
ぶ

を併
へい

合
ごう

しました。そして，1939（昭
しょう

和
わ

14）年
ねん

には，それまで
対
たい

立
りつ

していたソ連
れん

と独
どく

ソ不
ふ

可
か

侵
しん

条
じょう

約
やく

を結
むす

び，ベルサイユ条
じょう

約
やく

の取
と

り
決
き

めによって失
うしな

った領
りょう

土
ど

の回
かい

復
ふく

を理
り

由
ゆう

に，ポーランドへの侵
しん

攻
こう

を開
かい

始
し

しました。それまでソ連
れん

を警
けい

戒
かい

して，ドイツの要
よう

求
きゅう

をある程
てい

度
ど

認
みと

めてきたイギリスやフランスは，ポーランドとの同
どう

盟
めい

を理
り

由
ゆう

にドイ
ツに宣

せん

戦
せん

布
ふ

告
こく

し，第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

が始
はじ

まりました。
　　1940年

ねん

に入
はい

ると，ドイツはデンマーク，

オランダ，ベルギーなどを攻
こう

撃
げき

し，さらに
パリを占

せん

領
りょう

して，フランスを降
こう

伏
ふく

させました。こうしたなか，イタ
リアもドイツ側

がわ

について参
さん

戦
せん

しました。1941年
ねん

には，ドイツはさ
らにバルカン半

はん

島
とう

も征
せい

服
ふく

してヨーロッパの大
だい

部
ぶ

分
ぶん

を支
し

配
はい

し，不
ふ

可
か

侵
しん

条
じょう

約
やく

を破
やぶ

って突
とつ

然
ぜん

ソ連
れん

に侵
しん

攻
こう

しました。そして，ヨーロッパ各
かく

地
ち

で
ユダヤ人

じん

を捕
と

らえて，アウシュビッツなどの収
しゅう

容
よう

所
しょ

へ送
おく

り，数
すう

百
ひゃく

万
まん

の人
ひと

々
びと

の命
いのち

を奪
うば

いました。ドイツ軍
ぐん

の動
うご

きに対
たい

して，協
きょう

力
りょく

する人
ひと

々
びと

もいましたが，各
かく

地
ち

で抵
てい

抗
こう

運
うん

動
どう

（レジスタンス）が広
ひろ

がりました。

第
だいだい

二
にに

次
じじ

世
せせ

界
かいかい

大
たいたい

戦
せんせん

の
始
はじはじ

まり
→p.235

→p.214
しん

2

勢
いきお

いを増
ま

すドイツと
抵
てい

抗
こう

運
うんうん

動
どうどう

5

6

学習
課題

第
だいだい

二
にに

次
じじ

世
せせ

界
かいかい

大
たいたい

戦
せんせん

が始
はじはじ

まってから，日
にっにっ

本
ぽんぽん

は欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

とどのような関
かんかん

係
けいけい

を築
きず
次次
こうとしたのだろうか。第

だいだい

二
にに

次
じじ

世
せせ

界
かいかい

大
たいたい

戦
せんせん

への道
みちみち1

斎
さい

藤
とう

隆
たか

夫
お

1870～1949

軍と政
せい

府
ふ

を
批
ひ

判
はん

した政治家
　1940年，斎藤は，衆

しゅう
議
ぎ
院
いん
議会で｢聖戦」

の名の下
もと
に戦争を長引かせる政府と軍を批

判しました。演
えん
説
ぜつ
の途

と
中
ちゅう
，議会内は拍

はく
手
しゅ
で

沸
わ
きました。しかし演説から１か月後，議

会は「斎藤氏は戦争の目的を冒
ぼう
瀆
とく
している」

という理由で，賛
さん
成
せい
296，棄

き
権
けん
・白

はく
票
ひょう
144，

反対7で，国会議員から除
じょ
名
めい
されました。

8 日日日
にちにち

独独独
どくくど

伊伊伊
いい

三三三
さんん

国国国
ごくごご

同同同
どうどど

盟盟盟
めいめ

調印を伝える新聞調調印を伝える新聞調印を伝える新聞
〈朝日新聞社提供 1940年９月28日〉〈朝日新聞社提供 4 年 月28日〈朝日新聞社提供 1940年９月28日〉
1

6 第二次世界大戦中のヨーロッパ第二次世界界大大戦中のヨー ッパ第二次世界大戦中のヨーロッパ2
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枢軸側参加国

1939年の枢軸国
すうじく

1942年までの
枢軸国軍占領地域

せんりょう

枢軸国軍の進出最前線

中立国
連合国側
連合国軍の反撃

はんげき

000 00k1000k00km0k0k0k000000000

8 日本の資
し

源
げん

の輸
ゆ

入
にゅう

先
さき

3

鉄類
3億8500万円

石油
3億5200万円

1940年の輸入割合

69.9% 15.6

14.5

中国アメリカ

76.7%
アメリカ

7.5

インド
（イギリス領）

オランダ領東インド

7.0その他

8.8その他

なぜ日本は，
ドイツやイタ
リアと同

どう

盟
めい

を
結んだのかな。

4第 節 第
だ いだ い

二
にに

次
じじ

世
せせ

界
か いか い

大
た いた い

戦
せ んせ ん

の惨
さ ん

禍
か

なぜ日
にっにっ

本
ぽんぽん

は，戦
せんせん

争
そうそう

を拡
かく

大
だい

していったのだろうか。
また，その結

けっけっ

果
かか

はどのようなものだったのだろうか。
第４節の問い
p.244~253
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鉄類　
3億8500万円

石油　
3億5200万円

1940年の輸入割合

69.9% 15.6

14.5

中国アメリカ

76.7%
アメリカ

7.5

インド
（イギリス領）

オランダ領東インド

7.0その他

8.8その他

鉄類　
3億8500万円

石油　
3億5200万円

1940年の輸入割合

69.9% 15.6

14.5

中国アメリカ

76.7%
アメリカ

7.5

インド
（イギリス領）

オランダ領東インド

7.0その他

8.8その他

冷戦終結後には，どのような課題や社会の変化が起こったのか，一つの出来事を選びその原
げん
因
いん
から説

明してみよう。
第3節の問いを振り返ろう

p.278~283
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現
げん

在
ざい

，日本や世界でどのような
課題に直面しているか，本文か
ら書き出してみよう。

直面している課題のうち一つを
選び，それに取り組むためには
どのようにしたらよいか，歴史
で学んだことを生かして説明し
てみよう。

確認
しよう

説明
しよう

5

10

15

20

　　　　　　　　近年，記録的な猛
もう

暑
しょ

や大雨，大雪などの災
さい

害
がい

が多

くなっています。このような自然災害の増
ぞう

加
か

から地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

への危
き

機
き

感
かん

が高まり，火力発電で生じる二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

などの
温室効

こう

果
か

ガスの排
はい

出
しゅつ

削
さく

減
げん

に向けた取り組みが求められています。

2015年には国際社会全体で脱
だつ

炭
たん

素
そ

化
か

社会を目指すパリ協定が新た
に採

さい

択
たく

され，国際的な取り組みが進められています。これまで地球

温暖化対
たい

策
さく

として，原子力発電が注目されていました。しかし，

2011年の東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

における福島県の原子力発電所の事
じ

故
こ

を
きっかけに，エネルギー確

かく

保
ほ

の方法が改めて議
ぎ

論
ろん

され，そのなかで
太陽光や地熱などの再

さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーが，さらに注目されるよう
になりました。私たちは，現在だけでなく未来を見

み

据
す

えた｢持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社
しゃ

会
かい

｣の実
じつ

現
げん

に向けての取り組みを，十分に考えねばなりません。

　　　　　　　　　私たちが生きる現在は，人口問題や環境問題な
ど，大きな転

てん

換
かん

期
き

を迎
むか

えています。日本列島に暮
く

らす人々は，これまでいくつもの転換期の困
こん

難
なん

に直面しましたが，

知
ち

恵
え

と力を出して克
こく

服
ふく

してきました。日本の歴史のなかにはそうし
た知

ち

恵
え

と経験が詰
つ

まっています。私たちはこれらの知恵や経験を世

界の人々へ発信し，共有することで，共に生きる社会を築
きず

き，世界

に貢献することができます。現在と未来を考えるとき，きっと歴史

で学んだことが役に立つときが来るでしょう。

環
かん

境
きょう

と資
し

源
げん

エネルギー

5

1

未来のために
歴史から学ぶ

34

8　iPS細
さい
胞
ぼう
から作った細胞を販

はん
売
ばい
する企

き
業
ぎょう

（2014年）　2012年に京都大学の山
やま
中
なか
伸
しん
弥
や

教授が，人の皮
ひ
膚
ふ
や血
けつ
液
えき
から作られ，さまざ

まな細胞に変化するiPS細胞（人工多
た
能
のう
性
せい
幹
かん
細
さい

胞
ぼう
）の研究で，ノーベル賞を受賞しました。

iPS細胞は，再
さい
生
せい
医
い
療
りょう
の向上はもちろんのこ

と，iPS細胞を販売する企
き
業
ぎょう
も現

あらわ
れるなど，

これからの経
けい
済
ざい
効
こう
果
か
も期待されています。

6

1 2015年，国
こく

連
れん

総
そう

会
かい

で採
さい

択
たく

された『持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開発のための2030アジェンダ』で国際社
会共通の「持続可能な開発目標（SDGs）」（→ 
p.286）が設

せっ

定
てい

されました。

未来に向けて

現代社会の見直しを迫
せま

った東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい環境

　2011年3月11日，東北地方の太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

を震
しん

源
げん

とする，日本の観
かん

測
そく

史上最大の
地
じ

震
しん

が起きました。地震のあと，東北地方を中心に津
つ

波
なみ

が襲
おそ

い，死者・行
ゆく

方
え

不
ふ

明
めい

者は合わせて1万８千人以上という大きな被
ひ

害
がい

が出ました。多くの人が家を失い，
街全体に大きな被害を受けた地

ち
域
いき

もありました。
　さらに地震と津波により，福島県の原子力発電所で事

じ
故
こ

が起こり，放
ほう

射
しゃ

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

が外部に漏
も

れ出しました。放射性物質の広がりは，人々に健康や食品への不安を
引き起こしました。事故を起こした原子力発電所周辺の住民たちの避

ひ
難
なん

や，がれ
きや汚

お
染
せん

水
すい

などの処
しょ

理
り

は今もなお続いています。
　東日本大震災は，自然災

さい
害
がい

の恐
おそ

ろしさとともに，｢当たり前｣と感じてしまう日々
の生活の大切さを改めて考えさせました。地域社会のつながりや地域社会で共有
された記

き
憶
おく

の大切さも認
にん

識
しき

されました。また，この大震災を機に，エネルギーを
大量に使う社会のあり方も議

ぎ
論
ろん

されるようになりました。

6　事
じ
故
こ
を起こした直後の福島第一原子力発電所5

4　東
ひがし
日
に
本
ほん
大
だい
震
しん
災
さい
の記

き
憶
おく

を伝えるための石
せき
碑
ひ
（宮

城県女
おな
川
がわ
町
ちょう
）　震災の時

に小学6年生だった子ど
もたちが中心となり，震
災の記憶を千年後に伝え
るために「女川いのちの
石碑」を建てました。

4
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↑通常教科書

通常教科書 拡大教科書（7分冊）
全286ページ 全2529ページ

■ ページ数の比較（平成 28年度版中学校用歴史教科書の場合）

■ 同サイズでの紙面の比較（例）

↑拡大教科書

『拡大教科書』
のご案内

『みんなの地図帳』
～見やすい・使いやすい～

のご案内

p.177

日
にち

米
べい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
じょう

条
じょう

約
やく

によって横浜が開港したけれど，横浜はどのよう
な所だったのかな。また，文明開

かい
化
か

を迎
むか

えたとき，横浜からどのような新し
い文化が各地に広まったのかな。

 主な関連事項と関連ページ 
開国　p.164〜165　殖

しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

　p.172
文明開

かい

化
か

　p.174~175
絹の道　p.200~201

当時は，外国人に対する殺
さっ

傷
しょう

事件が多発していたため，幕府は開港場を
海と川に囲まれた出島のようにしました。ここに外国商館や外国人居留地
ができ，中

ちゅう

国
ごく

人
じん

貿易商も来
らい

住
じゅう

して今の中
ちゅう

華
か

街
がい

となる街ができました。外国
人の外出できる範

はん

囲
い

は，江戸方面は多
た

摩
ま

川
がわ

まで，その他は約40kmまでと
されました。その後，外国人は景観が良い山

やま

手
て

の丘
きゅう

陵
りょう

に住むようになり，
その一角に外国人墓

ぼ

地
ち

が作られました。生
なま

麦
むぎ

事件の犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

の墓
はか

もあります。
横浜港に集まって出店した商人たちは，初めはどのような商品が売れる
のか予想がつかなかったため，さまざまなものを店に並べました。開港当
時は中国がイギリス・フランスと戦争中で，中国産生

き

糸
いと

の輸
ゆ

出
しゅつ

が減ってい
たため，生糸が高値で取り引きされました。その後も生糸の輸出は好調で，
横浜港の輸出総

そう

額
がく

の70％以上を占
し

める年もありました。これは横浜だけ
でなく，養

よう

蚕
さん

農家や製
せい

糸
し

場
じょう

などにも大きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えました。

2 居
きょ

留
りゅう

地
ち

はどのような所だったのかな？…………………………………

疑 問

外国商人の集まった街　横浜2

87横浜港の様子　港外に停
てい
泊
はく
している本

船からの荷物を小
こ
舟
ぶね
で税

ぜい
関
かん
へ運んでいる

人々や，外国商館などが描
えが
かれています。

このほかにも人々の関心の高かった居
きょ
留
りゅう

地
ち
の様子は，錦

にしき
絵
え
の格

かっ
好
こう
の題材となりまし

た。〈横浜開港資料館蔵〉

税関

88生
き

糸
いと

の品
ひん

質
しつ

を調べる欧
おう

米
べい

の商人

〈横浜開港資料館蔵〉

691872年の外国人居
きょ

留
りゅう

地
ち
　図版2と近

い位置から同様の方向を撮
さつ
影
えい
しています。

手前の川から奥
おく
に外国人居留地ができ，港

に多くの外国船が停
てい
泊
はく
しています。

　　　　　写真は，図版1の地図内のどこ
からどの方向を撮影したものか，考えてみ
よう。

資料活用

輸出

輸入

1865年 はこだて

函館 2.5
長崎 3.0

横浜 94.5％

横浜 86.9％ 長崎
12.3

函館 0.8

8⓾全国に占
し

める横浜港の貿
ぼう

易
えき

の割
わり

合
あい

 〈『港都横
浜の誕生』〉

輸出

輸入

1865年
1746万7728ドル

1315万3024ドル

その他 1.3かいこ

蚕の卵が付いた紙 3.8
茶

10.2生糸 84.7％

毛織物 43.8％ 綿織物 35.8

綿糸 6.6 武器 6.5

その他 5.5かんせん

艦船 1.8

き　いと

ぶ　き
めん  し

8�横浜港からの輸
ゆ

出
しゅつ

入
にゅう

品 〈『港都横浜の誕生』〉
　　　　　p.1144の17世紀前半の貿

ぼう
易
えき
品目

とどのように変化しているか，比
ひ
較
かく
してみよう。

資料活用

177

03中歴_176-177_歴史を探ろう.indd   177 2020/03/18   9:33

帯グラフ

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　
生

古

　
墳

飛

　
鳥

奈
良

平

　
　
安

鎌

　
倉

南
北
朝

室 

町

戦

　
国

江

　
戸

明
治

大正

昭
和

平成

安土
桃山

10

15

20

日
にっにっ

本
ぽんぽん

とアメリカで結
むすむす

ばれた条
じょう

約
やく

とその内
ないない

容
ようよう

を，本
ほんほん

文
ぶんぶん

から書
かか

き出
だだ

してみよう。

この時
じじ

期
きき

に始
はじはじ

まった外
がいがい

国
こくこく

との貿
ぼう

易
えき

が，日
にっにっ

本
ぽんぽん

の経
けい

済
ざい

や社
しゃしゃ

会
かいかい

に与
あたあた

え
た影

えい

響
きょう

を説
せつせつ

明
めいめい

してみよう。

確認
しよう

説明
しよう

認
みと

めるなど，不
ふ

平
びょう

等
どう

な側
そく

面
めん

があり，明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

になって大
おお

きな外
がい

交
こう

問
もん

題
だい

となりました。一
いっ

方
ぽう

で，日
にっ

本
ぽん

側
がわ

は国
こく

内
ない

の経
けい

済
ざい

活
かつ

動
どう

を保
ほ

護
ご

しようと，
外
がい

国
こく

人
じん

の居
きょ

住
じゅう

や活
かつ

動
どう

する地
ち

域
いき

を制
せい

限
げん

しました。
　　欧

おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

との貿
ぼう

易
えき

が始
はじ

まると，大
たい

量
りょう

生
せい

産
さん

された
安
やす

い綿
めん

糸
し

や綿
めん

織
おり

物
もの

が日
にっ

本
ぽん

に輸
ゆ

入
にゅう

され，国
こく

内
ない

の生
せい

産
さん

地
ち

は打
だ

撃
げき

を受
う

けました。日
にっ

本
ぽん

からは主
おも

に生
き

糸
いと

・蚕
さん

種
しゅ

（蚕
かいこ

の卵
たまご

）や茶
ちゃ

が
盛
さか

んに輸
ゆ

出
しゅつ

されたため，国
こく

内
ない

では品
しな

不
ぶ

足
そく

になり，生
せい

活
かつ

必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

の米
こめ

や
菜
な

種
たね

油
あぶら

なども値
ね

上
あ

がりして人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

は苦
くる

しくなりました。さらに
日
にっ

本
ぽん

と外
がい

国
こく

の金
きん

銀
ぎん

の交
こう

換
かん

比
ひ

率
りつ

が異
こと

なっていたことから，一
いち

時
じ

的
てき

に金
きん

が流
りゅう

出
しゅつ

したことも，経
けい

済
ざい

の混
こん

乱
らん

を大
おお

きくしました。一
いっ

方
ぽう

で，輸
ゆ

入
にゅう

品
ひん

を売
う

りさばく江
え

戸
ど

商
しょう

人
にん

，輸
ゆ

出
しゅつ

用
よう

の生
き

糸
いと

を売
う

る商
しょう

人
にん

や茶
ちゃ

の商
しょう

人
にん

など，
新
あたら

しい経
けい

済
ざい

の動
うご

きをいち早
はや

く捉
とら

え，力
ちから

を付
つ

ける商
しょう

人
にん

も現
あらわ

れました。
　　開

かい

国
こく

と前
ぜん

後
ご

し，幕
ばく

府
ふ

の外
がい

交
こう

姿
し

勢
せい

に反
はん

対
たい

する大
だい

名
みょう

や
武
ぶ

士
し

，公
く

家
げ

の間
あいだ

に，天
てん

皇
のう

を尊
とうと

ぶ尊
そん

王
のう

論
ろん

と，外
がい

国
こく

人
じん

を追
お

い払
はら

おうとする攘
じょう

夷
い

論
ろん

が結
むす

び付
つ

いて，尊
そん

王
のう

攘
じょう

夷
い

の考
かんが

えが広
ひろ

がり
ました。そして，アメリカなどの国

くに

々
ぐに

との貿
ぼう

易
えき

開
かい

始
し

に反
はん

対
たい

する運
うん

動
どう

を行
おこな

いました。これに対
たい

して井
い

伊
い

直
なお

弼
すけ

は，幕
ばく

府
ふ

に反
はん

対
たい

した大
だい

名
みょう

や公
く

家
げ

など多
おお

くの人
ひと

々
びと

を処
しょ

罰
ばつ

し，吉
よし

田
だ

松
しょう

陰
いん

らを処
しょ

刑
けい

しました（安
あん

政
せい

の大
たい

獄
ごく

）。反
はん

発
ぱつ

した水
み

戸
と

藩
はん

（茨
いばら

城
き

県
けん

）などの元
もと

藩
はん

士
し

は，1860年
ねん

，直
なお

弼
すけ

を江
え

戸
ど

城
じょう

の桜
さくら

田
だ

門
もん

外
がい

で暗
あん

殺
さつ

しました（桜
さくら

田
だ

門
もん

外
がい

の変
へん

）。

→p.190
う

，1

→p.177
じ

貿
ぼうぼう

易
えきえき

の拡
かく

大
だい

と
その影

えい

響
きょう

→p.127
かか

→p.177

5

→p.200
しょううう

人物

尊
そん

王
のう

攘
じょう

夷
い

の
考
かんがかんが

え

人物

1 オランダ・ロシア・イギリス・フランス
とも，ほぼ同じ内容を持つ条

じょう

約
やく

を結びました。

解 説 関
かん

税
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

と領
りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

権
輸
ゆ

出
しゅつ

入
にゅう

品に自国が関税の率
りつ

を決めること
ができる権利を，関税自主権といいます。関
税自主権のない状

じょう

態
たい

とは，条約などによっ
て，相手国の同意なしには関税の率を変えら
れなくなることをいいます。 
また，外国に滞

たい

在
ざい

中の自国民の犯
はん

罪
ざい

を，罪
を犯
おか

した国の法ではなく，領事が自国の法で
裁判する権利を，領事裁判権といいます。
いずれも，産業や海外貿易で優

ゆう

位
い

に立つ欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

にとって有利な条
じょう

件
けん

となります。

吉
よし

田
だ

松
しょう

陰
いん

1830～59

明
めい

治
じ

維
い

新
しん

で活
かつ

躍
やく

する
人物を育てた思想家

　長
ちょう
州
しゅう
藩
はん
（山口県）出身の思想家で，尊

そん
王
のう

の考えと外国への強い関心を持っていま
した。高

たか
杉
すぎ
晋
しん
作
さく
（→p.161）など，明治維

新で活躍する人物を教育しましたが，幕
ばく

府
ふ
の政治を批

ひ
判
はん
したため，処

しょ
刑
けい
されました。

日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく
（1854年）

日
にち

米
べい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょう

約
やく
（1858年）

大
おお

浦
うら

慶
けい

1828～1884

開国により商
しょう

機
き

をつかんだ
長崎の女性商人

　長崎の油商人の家に生まれ，実質的な店主とな
りました。開国によって長崎でも貿

ぼう
易
えき
が自由に行

われると，慶は世界での茶の需
じゅ
要
よう
に気付き，オラ

ンダやイギリスの商人と共に，佐賀の嬉
うれし
野
の
茶など，

日本茶を海外に輸
ゆ
出
しゅつ
し，多くの利

り
益
えき
を得ました。

晩
ばん
年
ねん
には，女性が茶の輸出を推

すい
進
しん
したという功

こう
績
せき

を認
みと
められ，明

めい
治
じ
政府から功

こう
労
ろう
賞を授

じゅ
与
よ
されまし

た。激
げき
動
どう
の時代に世界の流れを読んだ，新しい商

人の姿
すがた
を見ることができます。

85開港後の物価の変化（『近世
大阪の物価と利子』）

0

200

400

600

800

1000

 70 68 66 6462 60 58 56
（明治元）

格を
数（　　　　　　1854年の価格

100とした指数 ）すう

1854

米

年

絹織物

菜種油
な たねあぶら

1919191919

江江江
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165

03中歴_164-165.indd   16503中歴__164-165.indd 165 /18   9:1442020/03/18 442020/03/18 9:1443/18 9:1442020/03/18 92020/03/18 9:14

▶グラフが読み取りやす
いよう，折れ線の太さ
を太くし，背景を白色
にしています。

p.165

折れ線グラフ

共
通
の
特
色

4645



おもなコンテンツ
⃝「タイムトラベル」コンテンツ
⃝動画クリップ集
⃝「章の学習を振り返ろう」年表

⃝「ここに注目」コンテンツ
　（風刺画や条文などの解説）
⃝巻末年表（巻物形式）　など

❶ デジタル教科書・教材
教科書指導のサポート

授業支援
ツール

▶拡大・縮小や書き消し， 
保存などの基本機能は標準装備。

▶教科書に準拠したコンテンツ集。

③学習者用
　デジタル教材

※②と③を購入することで，学習者用もデジタル教科書とデジタル教材（コンテンツ）の
一体型として活用できます。

▶デジタル教科書とデジタル教材
　（コンテンツ）の一体型。
▶拡大・縮小や書き消し，保存などの
　基本機能は標準装備。
▶右ページの特別支援教育対応機能，
　コンテンツともに収録。

①指導者用
　デジタル教科書（教材）

動作が速く，多彩な機能・コンテンツを収録した
新ビューア「超教科書」を採用しています。

▶紙の教科書と同一の内容を収録。
▶拡大・縮小や書き消し，
　保存などの基本機能は標準装備。
▶右ページの特別支援教育対応機
能を収録。

②学習者用
　デジタル教科書

帝国書院のデジタル教科書・教材ラインナップ 【有料】

【中学校 社会科Webへ】

※ラインナップやコンテンツ等，一部内容が 
変わる場合があります。最新情報は， 
右の二次元コードよりご確認ください。

５つの授業支援ツールを用意＋α

授業 授業後

〈授業支援ツールを活用した授業展開イメージ〉

授業準備
学習の
見通し 授業 学習の

振り返り
章・節の
展開確認

本時の
展開確認先生 先生 先生生徒 生徒 生徒

デジタル
構成案

デジタル
指導案

学習の
見通し・
振り返り
シート

学習の
見通し・
振り返り
シート

授業
スライド
（コンテンツ）

学習
プリント

帝国書院
オリジナル

指導者用デジタル教科書（教材）に用意する

５つの授業支援ツール
授業支援ツールの
紹介動画はこちら

【中学校 社会科Webへ】

授業
スライド

（コンテンツ）

デジタル
指導案

デジタル
構成案

学習の
見通し・
振り返り
シート

学習
プリント

１時間の授業展開を10枚前後の
スライドで構成し,コンテンツを有効
活用した授業が実現できます。

授業スライドに対応しています。
思考力・判断力・表現力を磨く
問いを重視して作成しています。

提示資料をビジュアル化し，
指導のポイントや問いを
例示しています。

章・節の見通し・振り返りだけで
なく，本時の予想や振り返りも
自分の言葉で表現できます。

章・節の評価規準例や本時の目標・
指導のポイントがひと目でわかります。

New New

NewNew New

リニューアル

リニューアル

リニューアル

リニューアル

スムーズに動く
新ビューア！ 特別支援教育 対応機能

※地図帳や地理的分野，公民的分野の各デジタル教科書と
併せて体験ができます。

Web体験版はこちら　
【中学校 社会科Webへ】

実際の操作は，
体験版で！

読み上げ機能も付いています。
リフロー経由でなく，通常のデジタル教科書の
紙面に対しても総ルビ，白黒反転を用意しています。

※書体が明朝体，文字サイズ180％，行間1.2倍，余白1.5倍の場合

通常のデジタル教科書の紙面 （地理を例に） 総ルビ

書体，文字サイズ，行間， 余白の変更 白黒反転

Webサイト上で体験できます！

※書体や文字サイズ，行間， 余白などを自由に変更して表示する方式

▶リフロー表示  や総ルビ，白黒反転，読み上げの機能を用意しています。 
以下に，リフロー表示におけるさまざまな機能を示しています。

※

リニューアルリニューアル

ポート
フォリオ化

サ
ポ
ー
ト
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ポイント

教師用指導書　【有料】 （令和３年３月発行予定）

※Webサポートへの認証IDは，ご購入いただいた教師用指導書内にて提示する予定です。

▶教科書に準拠した指導書で授業を 
サポートします。

指導書の内容
指導用教科書（朱書き）編

指導・評価計画編

学習プリント

タイムトラベルワークシート

Webサポート

おもな収録コンテンツ

やってみよう！歴史でAL※

※アクティブラーニングの略

「中学校 社会科のしおり」
授業研究コーナー対応ワークシート

プレミアム写真館（世界・日本）

白地図　　など
1

2
1

3
4
5

2

「指導用教科書（朱書き）編」は図版・本文解説・板書例など，授業で使えるネタが満載です。
「指導・評価計画編」は年間指導計画案や単元構成案，授業展開案などに評価規準を掲載しています。
「学習プリント」は毎時間ごとのワークシートで，授業をサポートします。
「タイムトラベルワークシート」は，タイムトラベル（本資料p.5-14）の読み解きを助けるワークシートです。
「Webサポート※」は図版データやテスト例などを収録する予定です。最新情報を随時アップできるように， 
従来のCD-ROMからWeb上でのサービスに切り替える予定です。

1
2
3
4
5

充実したさまざまなサポートを用意しています。

❷ 教師用指導書・指導者専用サイト・定期刊行冊子など
教科書指導のサポート

教師用指導書のご案内
(令和２年５月頃公開予定)

�指導用教科書（朱書き）編のイメージ 
（画像は平成28年度版）

指導・評価計画編のイメージ（画像は平成28年度版）

※一部内容が変わる場合があります。

ポイント

指導者専用サイト（学校の先生方限定）　【無料】

地域版地図　【有料】

指導者専用サイトの
ご案内

地域版地図のご案内

▶無料でご利用いただける登録制
の「指導者専用サイト」を開設し
ています。ダウンロードして活
用できるワークシートなど，さ
まざまなコンテンツを多数収録
しています。
情報は随時更新していきます。

定期刊行冊子（『中学校 社会科のしおり』）　【無料】
定期刊行冊子のご案内

▶中学校の先生方を対象にした，
定期刊行冊子『中学校 社会科の
しおり』を発行しています。
地図帳活用のほか，社会科の学
習における授業実践例や，学習
指導要領などに関する社会科教
育の情報を掲載しています。

▶教育委員会などからの委託を受
けて作成する，オーダーメイド
の地図です。新旧比較の地図や，
林間学校の訪問先を入れた地図
などに，カスタマイズできます。

旧新

例：青森市での新旧地形図の比較

▶小学校や中学校などの
学校種の枠を超えて，
社会科に関するあらゆ
る情報が入っています。

サ
ポ
ー
ト
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教育基本法第2条 特に意を用いた点や特色　　　　※（青字）は教科書のページ 本資料での
特色と掲載ページ

第１号
幅広い知識と教養
を身に付け，真理
を求める態度を養
い，豊かな情操と
道徳心を培うとと
もに，健やかな身
体を養うこと。

⃝歴史学習の基本的な約束事を学ぶ学習の冒頭は，キャラクターによるマンガ形式に
することで，学びへの意欲を喚起するようにした。（p.2-5）

⃝節のはじめに，大きなイラストから読み取りができる「タイムトラベル」を12か所設
けた。これにより，生徒の興味・関心を引きつけ，「主体的な学び」を促せるように
した。（p.24-25,34-35,48-49,58-59,80-81,102-103,122-123,168-169,218-
219,242-243,256-257）

⃝単元のはじめの「章の問い」「節の問い」，各見開きの「学習課題」と「確認しよう」「説明
しよう」，章や節の終わりの「振り返ろう」というように問いを構造化することで，単
元のまとまりのなかで「深い学び」が実現できるように構成した。（全編）

⃝本文は，具体的に例示したり，社会的な事象の背景や因果関係までわかるようにし
たりするなど丁寧でわかりやすくし，幅広い知識と教養を無理なく身に付けられる
ようにした。（全編）

⃝「章の学習を振り返ろう」の右ページでは，「歴史的な見方・考え方」を働かせた言語
活動を行うことで，学んだ知識に基づいて「深い学び」が実現できるようにした。
（p.57,93,147,209,255,285）

⃝「多面的・多角的に構想するー未来に向けて」では，第１部第１節と同様にマンガ形
式を活用することで，歴史の学習を公民の学習へと橋渡ししていく導入とした。
（p.286-287）

おもに
特色１ p.５-14
特色３ p.25-32
特色５ p.37-40

第２号
個人の価値を尊重
して，その能力を
伸ばし，創造性を
培い，自主及び自
律の精神を養うと
ともに，職業及び
生活との関連を重
視し，勤労を重ん
ずる態度を養うこ
と。

⃝「人物コラム」を49名分設け，日本の「近代化」や諸問題に取り組んだ人物の努力や工
夫を描写することで，個人の創造性，自主･自律の精神，職業と勤労を重んじる態度
を涵養できるようにした。

⃝「技能をみがく」コーナーでは，資料の見方などの情報収集や情報のまとめ方などの
技能を身に付けることで，自主・自立の精神を涵養できるようにした。（p.5,7,8,9,
10,37,38,52,145,189,231,249の計12か所）

⃝インクルーシブ教育に配慮し，誰でも読み取りやすい書体（ユニバーサルデザイン
フォント）や色調を導入することで，さまざまな特性をもつ生徒の価値を尊重して，
その能力を伸ばせるようにした。（全編）

⃝二次元コードを随所に設置することで，授業以外においても生徒が自主的に活用で
きるようにした。（巻頭３など計26か所）

⃝教科書の用紙は，丈夫でありながら従来より単位面積あたり約５％軽量化したもの
を新たに開発し，持ち運びの際に生徒の負担にならないようにした。（全編）

おもに
特色２ p.15-24
特色５ p.37-40
および p.43-46

第３号
正義と責任，男女
の平等，自他の敬
愛と協力を重んず
るとともに，公共
の精神に基づき，
主体的に社会の形
成に参画し，その
発展に寄与する態
度を養うこと。

⃝「タイムトラベル」や文化史をはじめとした本文では，為政者の視点だけでなく，庶
民の視点からも歴史を捉えられるように配慮することで，社会の形成に対する考え
を深められるようにした。（全編）

⃝特設ページ「多面的・多角的に考えてみよう」では，異なる考えや対立する考えを併
記した資料を扱うことで，多面的・多角的な考察を行えるようにした。これにより，
さまざまな立場をふまえた社会の発展を考えていく態度を養えるよう配慮した。
（p.144-145,188-189,230-231）

⃝コラム「未来に向けて」では人々が連携・協働して社会的な課題に取り組む姿を紹介
し，特設ページ「多面的・多角的に構想する」では学習した内容をもとに社会的な課
題の解決に向けた構想ができるようにした。これにより，生徒自身も社会の一員と
しての公共の精神をもち，主体的に社会の形成に参画する意識を高められるように
した。（p.203,286-287など）

おもに
特色１ p.５-14
特色２ p.15-24
特色３ p.31-32
特色５ p.37-38

下表のデータはこちら
【Excelデータ】

教育基本法第2条 特に意を用いた点や特色　　　　※（青字）は教科書のページ 本資料での
特色と掲載ページ

⃝近代部分では世論の影響について，社会の公正さが拡大された面と，戦争に
向かう動きが加速された面の双方を丁寧に記述することで，多面的・多角的な
考察のもとで主体的に社会参画していく重要性を意識していけるようにした。
（p.221,233,235,237）

⃝教科書中のキャラクターは，全体として男女の比率がほぼ同じになるよう留意
した。（全編）

第4号
生命を尊び，自然
を大切にし，環境
の保全に寄与する
態度を養うこと。

⃝コラム「未来に向けて　人権」などで，人権に関わる内容を扱い，さまざまな立
場の異なる人々への理解を促すことで，生命や個人の価値を尊ぶ態度を養える
ようにした。（p.83,91,163,184,215,265,281など）

⃝コラム「未来に向けて　環境」などで，自然環境や自然災害に対する当時の人々の
考えや営みを紹介することで，自然との共生をめざす態度を養えるようにした。

⃝国連が掲げる「持続可能な開発目標（SDGs）」を，歴史と未来を考える視点として
紹介することで，自然を大切にし，環境保全に寄与する意識を高められるよう
にした。（p.51,67,87,127,143,153,203,205,227,283,286-287）

おもに
特色２ p.15-24

第5号
伝統と文化を尊重
し，それらをはぐ
くんできた我が国
と郷土を愛すると
ともに，他国を尊
重し，国際社会の
平和と発展に寄与
する態度を養うこ
と。

⃝各地のさまざまな伝統行事や祭りを取り上げることで，日本の文化の多様性に気付
かせ，日本の伝統と文化を尊重する態度を養えるようにした。（巻頭1）

⃝身近な地域の歴史を調べる学習では，地域の偉人を事例として取り上げること
で，郷土愛を涵養できるようにした。（p.6-11）

⃝世界の歴史の本文記述と資料の充実，イラスト世界地図の新設により，外国の
歴史や文化に興味・関心をもてるよう配慮したほか，歴史の転換点となった国
際情勢が理解できるように配慮した。（p.14-23,42-47,94-101,156-159など）

⃝古代の文明や宗教についての本文を，わかりやすい記述や，偏見を与えない記
述にするよう努めることで，他国の伝統文化を尊重する態度を養えるようにし
た。（p.16-23）

⃝各時代の文化史のページを充実させ，日本のさまざまな文化財や芸術をはじめ，
当時の社会のなかで人々が形成した習慣や文化への理解を深めることで，日本
の伝統に対する教養と愛着を育めるようにした。（p.42-47,52-55,66-69,88-
91,108-111,132-133,138-141,204-207,224-227,274-277）

⃝コラム「地域史」や特設「歴史を探ろう」を随所に設け，中央の歴史だけでなく地域か
ら歴史を見ることで，郷土への理解を深め，愛着を養えるようにした。（p.31,32-
33,68,72-73,100,101,113,128,142-143,176-177,185,199,200-201,228-
229,240-241など）

⃝古代から現代まで，琉球とアイヌの人々について一貫して記述することで，独
自の歴史や文化への理解を深め，尊重する態度を育めるようにした。（p.78-
79,118-119,120-121,182-183,250-251,269,281など）

⃝コラム「未来に向けて」の「交流」「平和」などでは，国家や地域の枠組みを超えて
共生に向けて活動した先人たちの姿を紹介することで，多様な人々が共存する
社会を築く上でヒントとなる知識を学べるようにした。（p.77,235など）

⃝「歴史を探ろう　日本の領土画定と近隣諸国」では，近隣諸国との歴史的経緯を
丁寧に記述し，それに関する開国以来の日本政府の取り組みが国際法に則った
ものであることを理解できるようにした。（p.266-267）

おもに
特色２ p.15-24
特色４ p.33-36
および p.41-42

❶ 教育基本法との対応
『社会科中学生の歴史』の特色一覧

特
色
一
覧

5251



観点 観点の内容 本書の特色　　　　　　　※（青字）は教科書のページ 本資料での
特色と掲載ページ

教
育
基
本
法

と
の
対
応

教育基本法との
対応が十分には
かられているか。

⃝教育基本法第１条の目標および教育基本法第２条第１～５号に示された内容について，社
会科の目標や学習内容に沿った指導を効果的に行うことができるように構成されている。

おもに
p.51-52

学
習
指
導
要
領
と
の
対
応

学習指導要領の
目標・内容の趣
旨に沿ったもの
であるか。

⃝単元構成は，学習指導要領の目標・内容に沿って構成されている。「もくじ」「この教科書
の学習のしかた」では，単元構成と学習内容，各種コーナーの意図や役割が一望でき，学
習の位置づけや見通しがつかみやすいように工夫されている。（巻頭2-5）

⃝時代の特色が一望できる「タイムトラベル」，章・節ごとの単元を貫く問い，歴史の流れが
わかる本文，単元の最後の「節の問いを振り返ろう」「章の学習を振り返ろう」のように，単
元が構造化され，見通し・振り返りに基づいた単元の学習を確実に実践できるように工夫
されている。

⃝学習指導要領で重視されている「歴史的な見方・考え方」を整理したページを設けて，歴
史的分野の全体を通して鍛えていく見方・考え方が，わかりやすく説明されている。「タ
イムトラベル」や「章の学習を振り返ろう」では作業課題などで「歴史的な見方・考え方」
を働かせることを促し，社会的事象を多面的・多角的に考える力が身に付けられる。
（p.12,24-25,56-57など）

⃝知識が確実に習得できるよう丁寧な本文とし，本文の理解を促す資料を適宜設置している。
また，基礎的な技能が身に付く「技能をみがく」コーナーが随所に盛り込まれ，公民としての
資質・能力の基礎を育成できるよう配慮されている。

⃝世界史の内容を増やしており，世界と日本とのつながりがよりわかりやすくなるように整
理・工夫されている。世界の古代文明の記述や世界地図が充実し，日本への影響や関連が
わかるように工夫されている。

おもに
特色１ p.5-14
特色２ p.15-24
特色３ p.25-32
特色４ p.33-36
特色５ p.37-40

内
容
の
配
列
・
分
量
・
程
度

全体の分量は，
年間標準時数か
ら見て適切か。
各単元の配当時
数は適切か，系
統性が考慮され
ているか。

⃝１見開き１単位時間(以下，時間)の授業が想定され，学習課題が明確に設定されている。
⃝授業数は，第１部に13時間，第２部第１章に19時間，第２章に15時間，第３章に21時間，

第４章に26時間，第５章に19時間，第６章に13時間，教科書最後の「多面的・多角的に
構想する 未来に向けて」に１時間が配当され，標準授業時間数135時間のうち126時間を
活用する配当で，適切である。予備時間は８時間設けられている。

おもに
特色３ p.25-32
特色４ p.33-36

内容の程度・範
囲および文章
は，生徒の発達
段階から見て適
切か。

⃝本文は，具体的に例示したり，歴史的事象の背景や因果関係までわかるようにしたりする
など，丁寧でわかりやすくなっている。また，平易な表現にするなど，中学生の発達段階
が考慮されている。

⃝本文，図版タイトル，全ての人名，キャプションの難しい漢字にはふりがなが付されてい
る。また，固有名詞・歴史用語には適宜ふりがなが付されており，用語や熟語が正しく読
めるように配慮されている。

⃝文体は「です，ます」調の語り口で，生徒に親しみやすくなっている。
⃝中学校学習指導要領の学習範囲を逸脱せず，基本的な用語や概念の理解を優先的に学べる

ようになっている。

おもに
特色２ p.15-24
特色５ p.37-40

学習を効果的か
つ効率的に進め
るための工夫が
なされているか。

⃝各見開きは，本文，資料，側注などが統一されたレイアウトで配置され，紙面の使い方が
整理されている。学習内容が定着するよう，「導入→学習課題→本文→確認しよう・説明
しよう」という展開で統一し，構造化されている。

⃝本文と資料の関連する箇所には，図･写真や他ページへの適切な参照指示が記載され，学
習効果を高めるとともに，効率よく資料の活用ができるように工夫されている。

⃝各見開きでは，学習している時代がわかるように，時代ごとに色が統一されている。紙面
右端の時代を表す「年表インデックス」は，見返しに設置した「日本の歴史」および「世界の
歴史」年表と対応しており，時系列を確認しながら学習できるように工夫されている。

⃝用語解説や関連資料が本文のページの側注欄に掲載されており，ページ間を移動する時間
が省け，生徒が集中力を切らさないで授業を進められる。

おもに
特色３ p.25-32
特色５ p.37-40

内
容
の
扱
い
／
学
習
活
動

課題解決的な学
習を行うための
構成・工夫がな
されているか。

⃝単元を貫く「章の問い」，「節の問い」，各見開きの「学習課題」「確認しよう」「説明しよう」，
節末の「第○節の問いを振り返ろう」と章末の「章の学習を振り返ろう」というように問いが
構造化され，単元を通してそれぞれの問いを考えていくことで，課題解決的な学習ができ
る構成になっている。

⃝「章の学習を振り返ろう」では，「章の問い」に対して「歴史的な見方・考え方」を働かせて考
えるステップなどにより，課題解決的な学習ができる工夫がなされている。（p.146-147
など）

おもに
特色３ p.25-32

観点 観点の内容 本書の特色　　　　　　　※（青字）は教科書のページ 本資料での
特色と掲載ページ

内
容
の
扱
い
／
学
習
活
動

「主体的・対話
的で深い学び」
を実現するため
の構成・工夫が
なされているか。

⃝「タイムトラベル」では，大きなイラストや重要な場面を探し出す「次の場面を探してみよ
う！」などの工夫で，生徒の興味・関心を引き出し，主体的・対話的な学習活動にも使え
るよう工夫されている。

⃝単元を貫く「章の問い」，「節の問い」，各見開きの「学習課題」「確認しよう」「説明しよう」，
節末の「第○節の節を振り返ろう」と章末の「章の学習を振り返ろう」というように問いが構
造化され，単元のまとまりのなかで「深い学び」が実現できる構成になっている。

⃝本文のページの導入資料では，写真や資料に対して中学生に親しみやすいキャラクターが
吹き出しで疑問を投げかけており，導入資料を用いて対話的な学習ができるよう工夫され
ている。

⃝本文のページは左ページ上段に導入資料，右ページ上段に図版，写真，コラムを配置し，
下部に本文を掲載する学習しやすいレイアウトで統一されている。また，相互にリンクが
張られ，資料が活用しやすく工夫されている。

⃝「タイムトラベル」は単元のはじめで時代の特色を見通し，本文と関連付けて活用し，「章の
学習を振り返ろう」のイラストの眺め直しで時代の振り返りができるよう工夫されている。

⃝特設ページ「多面的・多角的に考えてみよう」では，資料をもとに生徒が主体的に考え，対
話的に活動することを通して深い学びにつながる構成となっている。

⃝「章の学習を振り返ろう」では，学習した知識をもとに，「歴史的な見方・考え方」を働かせ
ながら主体的・対話的に「章の問い」を振り返ることで，「深い学び」につなげられるよう配
慮されている。

⃝第１部第２節「歴史の調べ方・まとめ方・発表のしかた」では調査テーマの決め方，調査手
順のまとめ方，発表のしかたなどが具体的に示されており，生徒が主体的に学習をすすめ
られるよう配慮されている。（p.6-11）

おもに
特色１ p.5-14
特色３ p.25-32
特色５ p.37-40

基礎的・基本的
な「知識および
技能」を確実に
習得するための
工夫がなされて
いるか。

⃝見開き１時間の紙面が，興味・関心を引く「導入」→学習を見通せる「学習課題」→丁寧でわ
かりやすい「本文」→学習内容を振り返る「確認しよう」「説明しよう」の展開で構造化され，
基礎的・基本的な知識および技能が確実に習得できるようになっている。

⃝節の冒頭にある「タイムトラベル」のイラストや資料から学習内容を見通し，「章の学習を
振り返ろう」で学習内容を振り返る学習活動ができる。

⃝本文は，全編にわたり歴史的事象の背景や影響がわかるように因果関係をふまえた上で，
具体例を挙げながらわかりやすく記述されている。また，文章で書かれた内容を補足し理
解を促進する図解や写真が多数掲載されている。

⃝「技能をみがく」コーナーが12か所設けられ，「歴史的な見方・考え方」を働かせる上で必
要な基礎的な技能が習得できるよう配慮されている。（p.5,7,8,9,10,37,38など）

⃝第１部第２節「歴史の調べ方・まとめ方・発表のしかた」では調査テーマの決め方，調査手
順，必要な技能が系統だてて具体的に示されており，技能を習得しやすいように配慮され
ている。（p.6-11）

おもに
特色１ p.5-14
特色３ p.25-32
特色５ p.37-40

深い学びを実現
させるための「思
考力・判断力・
表現力等」を育
成するような配
慮がなされてい
るか。

⃝「タイムトラベル」は，異なる時代どうしを比較して考察できるようになっており，思考力
を養えるように配慮されている。

⃝本文のページの見開き右下には，「確認しよう」と「説明しよう」が設置されている。「確認
しよう」には本時の学習での習得事項を確認する作業課題が，「説明しよう」には本時の学
習内容を活用して思考を促し，自分なりに判断・表現する問いが設けられている。これに
より言語活動を毎時間くり返し行い，思考力・判断力・表現力を育成できるよう配慮され
ている。

⃝各章末には「章の学習を振り返ろう」が配置され，章の学習で得た知識を生かして，「歴史
的な見方・考え方」を働かせつつ，単元を貫く問いに対して思考・判断・表現する課題が
設けられている。

⃝学習内容と関連する歴史的事象を題材にした「多面的・多角的に考えてみよう」が３テーマ設
けられ，一つのテーマについて資料をもとに生徒が自分なりに思考・判断し，表現できるよ
うに配慮されている。

おもに
特色１ p.5-14
特色３ p.25-32

「思考力・判断
力・表現力等」の
育成につながる
社会的な見方や
考え方を働かせ
るための配慮が
なされているか。

⃝学習指導要領で重視されている「歴史的な見方・考え方」を整理したページを設けて，歴史
的分野の全体を通して働かせる見方・考え方が，わかりやすく説明されている。

⃝「タイムトラベル」では「前の時代と比べてみよう」が設けられ，「歴史的な見方・考え方」を
働かせながら時代の特色を考えることができる。（p.122-123など）

⃝「章の学習を振り返ろう」では，異なる二つの時代の「タイムトラベル」の眺め直しや話し
合いを促す工夫で，「歴史的な見方・考え方」を働かせられるように工夫されている。
（p.146-147など）

⃝巻末ページ右端には教科書で学んだ内容をまとめた世界の歴史年表が設置され，巻頭ペー
ジや各ページ右端の日本の歴史年表と比べることで「歴史的な見方・考え方」を働かせられ
るように工夫されている。

おもに
特色１ p.5-14
特色３ p.25-32
特色５ p.37-40

下表のデータはこちら
【Excelデータ】❷ 検討の観点から見た内容の特色

『社会科中学生の歴史』の特色一覧
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観点 観点の内容 本書の特色　　　　　　　※（青字）は教科書のページ 本資料での
特色と掲載ページ

内
容
の
扱
い
／
学
習
活
動

生徒の興味・関
心を喚起させ，

「主体的に学習
に取り組む態
度」を育成でき
るような配慮が
なされているか。

⃝幅広の判型(AB判)で，写真や地図，年表などが大きく見やすく提示され，歴史への興味・
関心が喚起されるように工夫している。

⃝時代の冒頭に，時代の様子が生き生きと描かれたイラスト「タイムトラベル」が設けられ，
時代への興味・関心を高めてから学習に入ることができるようになっている。「次の場面
を探してみよう」で重要な歴史事象を読み取り，本文の学習課題と関連付けられるなど，
学習に意欲的に取り組めるように配慮されている。また「さくいんグリッド」などの工夫が
なされ，主体的に学習に取り組めるように配慮されている。

⃝生徒にとって親しみやすい中学生のキャラクターが各ページに配置され，発問や気付き，
学習の手がかりや示唆などを提示することで，主体的に学習に取り組めるように配慮され
ている。

⃝各見開きの左上に，１時間ごとの導入となる資料が設けられている。ワイドな写真から時
代のイメージをつかんだり，驚きや疑問をもったりして，学習への意欲を引き出せるよう
になっている。

おもに
特色１ p.5-14
特色５ p.37-40

小学校・高等学
校との接続や関
連に配慮がなさ
れているか。

⃝巻頭ページの右端には小学校で学習するおもな出来事を中心に構成した日本の歴史年表が
設置され，各見開きの紙面の右端につけたインデックスと関連させることで，中学校での
歴史学習にスムーズに入れるよう工夫されている。

⃝第１部「歴史のとらえ方と調べ方」には，小学校の学習指導要領で示されたおもな人物や出
来事を振り返るイラストや年表が設けてあり，中学校での歴史学習に向けた橋渡しとなる
ように配慮されている。

⃝各時代の冒頭の「タイムトラベル」ページ右上に「小学校で学んだ主な出来事」の年表が設置
され，小学校で学んだ人物と出来事を確認することで，これから学習する内容にスムーズ
に入れるように工夫されている。

⃝本文のページ下段には「小学校・地理・公民との関連」コーナーが設けられ，小学校で学習
した内容を確認できるよう，関連用語が提示されている。（p.132など）

⃝小学校の学習指導要領で示された42人の人物が全員取り上げられている。

おもに
特色１ p.5-14
特色２ p.15-24
特色５ p.37-40

他分野との接続
や関連に配慮が
なされているか。

⃝本文ページ下段には「小学校・地理・公民との関連」コーナーが設けられ，地理的分野・公
民的分野との接続ができるよう，関連用語が提示されている。（p.132など）

⃝積極的に地図が取り入れられており，地理的分野との接続が考慮されている。
⃝「環境」「交流」「人権」「平和」といった，現在および将来の社会が直面する課題の歴史的経緯

を取り上げたコラム「未来に向けて」が43テーマ設置され，公民的分野への接続が考慮さ
れている。

おもに
特色２ p.15-24
特色５ p.37-40

我が国の伝統・
文化，宗教に対
する理解を深め
られるような配
慮がなされてい
るか。

⃝文化史のページでは，絵画・建築物・仏像などの資料を大きく掲載したり，当時の文化や
文化を生み出した社会的背景について丁寧に記述したりするなどの工夫を行い，日本の伝
統・文化，宗教に対する理解を深められるように配慮されている。

⃝琉球とアイヌの人々についての記述が充実し，多文化が尊重される社会を意識できるよう
に配慮されている。（p.29,78-79,118-119,120-121など）

おもに
特色２ p.15-24

我が国の領土・
領域を正しく理
解できるような
配慮がなされて
いるか。

⃝特設ページ「歴史を探ろう　日本の領土画定と近隣諸国」において，日本の領土画定と領有
をめぐる諸課題について北方領土，竹島，尖閣諸島のそれぞれの歴史的経緯がわかるよう
にまとめられている。(p.266-267)

おもに
p.41-42

補充的な学習や
発展的な学習に
対して，そのよ
うな工夫・配慮
がなされている
か。

⃝具体例を交えた本文やそれを補足する図解などによって，基礎的・基本的な学習内容が定
着し，補充的な学習を行いやすくなっている。

⃝３か所に設置された「多面的・多角的に考えてみよう」では，協働的な学びが実践できる工
夫により，学習を一層深められるようになっている。

⃝第１部第２節「歴史の調べ方・まとめ方・発表のしかた」では，協働学習形態の提示が行わ
れている。

おもに
特色３ p.25-32
特色５ p.37-40

生徒が家庭でも
主体的に自学自
習できるような
配慮がなされて
いるか。

⃝教科書の冒頭には「この教科書の学習のしかた」「タイムトラベルの学習のしかた」が掲載さ
れ，自学自習がしやすいよう配慮されている。(巻頭4-巻頭5,p.13)

⃝二次元コードで学習内容に関連する動画や「章の学習を振り返ろう」の解答などが閲覧で
き，生徒が自学自習しやすいように工夫されている。(巻頭3など計26か所)

おもに
p.43-44

今
日
的
な
課
題
へ
の
対
応

環境教育に関し
て，どのような配
慮がなされてい
るか。

⃝コラム「未来に向けて 環境」が10か所設置され，資源の保護や環境保全に取り組んだ人々
の姿が紹介されている。（p.51「自然を畏れ敬った古代の人々」，p.143「江戸のごみを利用
した農業」など）

おもに
特色２ p.15-24

防災に関して，
どのような配慮
がなされている
か。

⃝コラム「未来に向けて 環境」が10か所設置され，自然災害に立ち向かった人々の姿が紹介
されている。（p.87「自然を生かした信玄堤」,p.283「現代社会の見直しを迫った東日本大
震災」など）

おもに
特色２ p.15-24

観点 観点の内容 本書の特色　　　　　　　※（青字）は教科書のページ 本資料での
特色と掲載ページ

今
日
的
な
課
題
へ
の
対
応

人権・平和教
育の推進のため
に，どのような
配慮がなされて
いるか。

⃝コラム「未来に向けて　人権」が17か所設置され，人権に関する諸課題の経緯について紹介
されている。（p.83「中世の老人と子ども，女性」,p.184「自由は土佐の山間より」など）

⃝コラム「未来に向けて　平和」が８か所設置され，人々が平和に向けてどのように取り組ん
できたのかが紹介されている。（p.235「芸術に込めた反戦の意志」,p.245「ドイツのユダヤ
人迫害に抵抗した日本人」）

おもに
特色２ p.15-24

グローバル化に
関して，どのよ
うな配慮がなさ
れているか。

⃝第２部第６章第３節「これからの日本と世界」では，グローバル化が進む世界と日本につ
いて，グローバル化の歴史的経緯や課題を学習できるような本文記述がなされている。
（p.278-283）

おもに
特色４ p.33-36

少子高齢化に関
して，どのよう
な配慮がなされ
ているか。

⃝第２部第６章第２節「４日本の社会と国際関係の変化」では，少子高齢化の社会的背景や影
響について，現代社会に続く課題として考えられるように記述されている。（p.273）

おもに
特色２ p.15-24

情報化に 関 し
て，どのような
配慮がなされて
いるか。

⃝第２部第６章第３節「３国際社会におけるこれからの日本」では，社会の新たな潮流につい
て，情報通信技術の発展や人工知能（AI）の発達が社会に与える影響や今後の課題を考えら
れるように記述されている。（p.282）

「持続可能な開発
目標」（SDGs）に
関して，どのよう
な配慮がなされ
ているか。

⃝先人たちの取り組みを未来につなげるためのコラム「未来に向けて」が「環境」「交流」「人権」
「平和」の観点で43テーマ設置され，「持続可能な開発目標」（SDGｓ）に関連する項目には
SDGｓマークが付されている。（p.127「森林伐採と植林」など）

⃝SDGｓについて，社会的な課題として主体的・対話的に考えられる工夫がなされている。
（p.286）

おもに
特色２ p.15-24

表
記
・
表
現

統計，挿絵，写
真，図表等は鮮
明，正確かつ適
切であり，相互
の関連がはから
れるなど学習効
果を高めるため
の工夫がなされ
ているか。

⃝本文の記述を補足する写真や図表などが大判で豊富に掲載され，学習を深められるように
なっている。

⃝学習内容に関連する事項についての参照ページ，参照資料の図番号，「タイムトラベル」へ
の参照記号などのリンク機能が設けられ，資料の活用を促している。

⃝資料の読み取りのポイントを示した「資料活用」が随所に設置され，資料の活用を促している。
⃝さまざまな時代や場面で日本の歴史に足跡を残した人物を紹介する「人物コラム」のコー
ナーが側注欄に49名分設けられ，歴史により親しみが持てるように工夫されている。また，
巻末には，教科書で扱っている人物を探せる「人物さくいん」が設けられ，資料の活用を促
している。（p.288-289）

⃝歴史的分野の学習に必要な用語を解説した「解説」のコーナーが側注欄に54項目設けられて
いる。文章だけでは理解しづらい用語には，図解や写真が添えられて視覚的に理解が深ま
るように工夫されている。（p.148「近代の政治体制」など）

おもに
特色１ p.5-14
特色２ p.15-24
特色５ p.37-40

特別支援教育や
インクルーシブ
教育に対して適
切な配慮がなさ
れているか。

⃝本文や図版などでは，文字をはっきり読み取ることができるユニバーサルデザインフォン
ト（UDフォント）が使用され，誤読を防ぐように配慮されている。

⃝見開きのデザインや，グラフ・地図などの資料には，色覚特性をもつ生徒も識別しやすい
色や模様が使用され，カラーユニバーサルデザインの配慮がなされている。

⃝色数の多いグラフや地図には，模様や線種，記号などが使用され，色以外での区別ができ
るように配慮されている。

⃝図版が色で囲まれ，どこまでが同一の図版か読み取りやすくなっている。
⃝各見開きのデザインは，生徒が学習しやすいように本文，資料，側注などが統一されたレ

イアウトで整理されている。
⃝見開きごとに学習内容の時期を着色した年表が右端に設置され，一目で学習している時代
がわかるように配慮されている。

⃝反射を抑えた紙が用いられ，読み取りやすくなるように配慮されている。

おもに
特色５ p.37-40
および p.45-46

印
刷
・
装
丁
等

紙質や印刷の鮮
明さなど，生徒
の利便性への配
慮がなされてい
るか。

⃝写真の印刷は鮮明で見やすくなっている。
⃝地図などの図版は，記号や注記文字が明瞭で読み取りやすいように配慮されている。
⃝紙は，反射を抑えつつ，鮮明に発色して裏写りせず，かつ文字も書き込める軽量なものが

使用されている。
⃝生徒が家庭に持ち帰ることを想定し，軽い紙が用いられている（現行教科書比単位面積あた
り約５%の軽量化）。

おもに
p.45-46

造本は３年間の
使用に耐えられ
るような配慮が
なされているか。

⃝表紙の材料は引っ張り，折りなどに強い用紙が使用され，さらに，表面の摩耗・汚れを防
ぐためにポリプロピレンシートが貼られており，長期間の使用に耐えられる。

⃝製本は，針金綴じよりも強度があり，かつ重量の軽いPUR製本が用いられている。これによ
り本が大きく開くため，掲載情報量が増えるとともに，机の上に開いたまま置くことができる。

おもに
p.45-46

用 紙 ・ イ ン キ 等
は，環境への配慮
がなされているか。

⃝古紙および環境に優しいフレッシュパルプが用いられている。インキには国産米の米ぬか
から作られるライスインキが使用され，環境保全と地産地消への配慮がなされている。

⃝針金を使わないPUR製本により，資源を節約すると同時に，リサイクルしやすくなっている。

おもに
p.45-46

サ
ポ
ー
ト
体
制

デジタル教科書・
教材や教師用指導
書などのサポート
体制はどのように
なっているか。

⃝学習者用デジタル教科書，学習者用デジタル教材，指導者用デジタル教科書（教材），教師
用指導書，拡大教科書が令和３年４月までに発刊される予定である。

おもに
p.47-50

特
色
一
覧
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本資料での掲載ページ
第１部 歴史のとらえ方と調べ方 ー

第１節 歴史の流れと時代区分 2-5 39

第２節 歴史の調べ方・まとめ方・発表
のしかた 6-11 ー

第２部 歴史の大きな流れと時代の移り変わり ー

古代

第１章　古代国家の成立と東アジア ー

第１節 人類の登場から文明の発生へ 14-23 ー

第２節

▶タイムトラベル①② 24-25 11-12,13
東アジアの中の倭（日本） 26-33 19,21

▶�歴史を探ろう �
古墳から分かる当時の様子 32-33 ー

第３節
▶�タイムトラベル③ 34-35 13
中国にならった国家づくり 36-47 33-34

第４節
▶�タイムトラベル④ 48-49 3,14,41
展開する天皇・貴族の政治 50-55 40

章の学習を振り返ろう 56-57 ー

中世

第２章　武家政権の成長と東アジア ー

第１節
▶�タイムトラベル⑤ 58-59 14
武士の世の始まり 60-69 37

第２節

武家政権の内と外 70-79 21

▶�歴史を探ろう �
東アジアに開かれた窓口　博多 72-73 ー

第３節
▶�タイムトラベル⑥ 80-81 5-8,13
人々の結び付きが強まる社会 82-91 24

章の学習を振り返ろう 92-93 ー

近世

第３章　武家政権の展開と世界の動き ー

第１節 大航海によって結び付く世界 94-101 25-26,41

第２節
▶�タイムトラベル⑦ 102-103 13
戦乱から全国統一へ 104-111 ー

第３節

武士による全国支配の完成 112-121 22

▶�歴史を探ろう �
琉球とアイヌの人々の暮らし 120-121 ー

第４節

▶�タイムトラベル⑧ 122-123 9-10,14
天下泰平の世の中 124-133 10,26-28

▶�歴史を探ろう �
昆布ロードと北前船 130-131 ー

第５節

社会の変化と幕府の対策 134-141 10,15-18

▶�歴史を探ろう �
世界有数の百万都市　江戸 142-143 ー

▶�多面的・多角的に考えてみよう 
赤穂事件を考察する 144-145 31-32

章の学習を振り返ろう 146-147 29-30,41

近代

第４章　近代国家の歩みと国際社会 ー

第１節 欧米諸国における「近代化」 148-159 35-36,37
第２節 開国と幕府の終わり 160-167 45

第３節

▶�タイムトラベル⑨ 168-169 14
明治政府による「近代化」の始まり 170-175 23,36

▶�歴史を探ろう �
世界に開かれた港　横浜 176-177 45

第４節

近代国家への歩み 178-187 40

▶�歴史を探ろう �
移住と開拓が進む北海道 182-183 ー

▶�多面的・多角的に考えてみよう 
『三酔人経綸問答』を考察する 188-189 ー

第５節 帝国主義と日本 190-197 ー

第６節

アジアの強国の光と影 198-207 19

▶�歴史を探ろう �
「絹の道」と日本の製糸業 200-201 19

章の学習を振り返ろう 208-209 ー

第５章　二度の世界大戦と日本 ー

第１節 第一次世界大戦と民族独立の動き 210-217 40

第２節

▶�タイムトラベル⑩ 218-219 13
高まるデモクラシーの意識 220-227 37

▶�歴史を探ろう �
発展する産業都市　大阪・神戸 228-229 ー

▶�多面的・多角的に考えてみよう�
「母性保護論争」を考察する 230-231 23

第３節

戦争に向かう世論 232-239 ー

▶�歴史を探ろう �
長野県から見る満州移民 240-241 20

第４節

▶�タイムトラベル⑪ 242-243 13
第二次世界大戦の惨禍 244-253 23,45

▶�歴史を探ろう �
戦場となった沖縄 250-251 ー

章の学習を振り返ろう 254-255 ー

現代

第６章　現在に続く日本と世界 ー

第１節
▶�タイムトラベル⑫ 256-257 1-2,14
敗戦から立ち直る日本 258-263 ー

第２節

世界の多極化と日本の成長 264-277 ー

▶�歴史を探ろう �
日本の領土画定と近隣諸国 266-267 ー

第３節 これからの日本と世界 278-283 22,24
章の学習を振り返ろう 284-285 ー

▶�多面的・多角的に構想するー未来に向けて 286-287 ー

多様な視点やさまざまな立場を
大切にした教科書
　日本の歴史は，為政者のみならず，庶民や差別を受けた
人々，子どもや女性や老人など，さまざまな立場や境遇に
ある人々が関わり合うなかで創られてきました。また，政
権の置かれた「中央」だけでなく，「地域」どうしが交流
したり，衝突したりするなかで，そして「世界」とさまざ
まな接触を繰り広げることによって，歩を進めてきました。
　ですから本書では，さまざまな立場と視点から歴史を「見
る」ことを重視しています。たとえば各時代の冒頭には，
当時の社会の様子を描いたイラスト（タイムトラベル）を
置いて，その社会を構成している多様な人々の営みをイメ
ージ豊かに捉えられるようにしています。また，地域史や
世界の歴史を要所要所に記述するように努めています。

情報化の時代に
ふさわしい教科書
　現代は，情報があふれている時代です。情報は生活を便
利にする一方，あいまいな情報や誤った情報も飛び交って
います。そうした情報社会を生きる上で大切なことは，情
報を客観的に分析して，その良し悪しを判断する能力の育
成であることは言うまでもありません。
　そこで本書の叙述では，歴史上の出来事の因果関係をき
ちんと記述し，出来事どうしの相互関連を理解できるよう
に努めました。また，豊富な資料（史料）を適切な個所に
示し，歴史の転換点や出来事の推移を読み解けるように工
夫を凝らしています。すなわち，因果関係を明快に記述し
た本文と豊富な資料によって，出来事の的確な情報を引き
出し，自分で考えて意見をまとめること，そして他の人の
見解と比べることによって，情報を客観的に分析する能力
を身に付けられると考えています。
　本書では，そうした歴史学習にふさわしいテキストにし
ようと真摯にめざしました。たっぷりとビジュアルであり
つつ，かつ歴史の因果関係をしっかりと捉えることができ
る教科書に仕上げられたと自負しています。本書が中学生
の皆さんにとって，歴史の航路を読み解く「海図」と「羅
針盤」になることができれば，監修者としては望外の喜び
です。
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